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平成１７年第４回平成１７年第４回平成１７年第４回平成１７年第４回

美唄市議会定例会会議録美唄市議会定例会会議録美唄市議会定例会会議録美唄市議会定例会会議録

平成１７年１２月１３日（火曜日）平成１７年１２月１３日（火曜日）平成１７年１２月１３日（火曜日）平成１７年１２月１３日（火曜日）

午前９時５９分 開議午前９時５９分 開議午前９時５９分 開議午前９時５９分 開議

◎議事日程◎議事日程◎議事日程◎議事日程

第１ 会議録署名議員の指名第１ 会議録署名議員の指名第１ 会議録署名議員の指名第１ 会議録署名議員の指名

第２ 一般質問第２ 一般質問第２ 一般質問第２ 一般質問

第３ 「真の地方分権改革の第３ 「真の地方分権改革の第３ 「真の地方分権改革の第３ 「真の地方分権改革の意見書 案第 ２５号意見書 案第 ２５号意見書 案第 ２５号意見書 案第 ２５号

確実な実現」に関する意見書確実な実現」に関する意見書確実な実現」に関する意見書確実な実現」に関する意見書
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総 務 係 長 濱 砂 邦 昭 君総 務 係 長 濱 砂 邦 昭 君総 務 係 長 濱 砂 邦 昭 君総 務 係 長 濱 砂 邦 昭 君

午前９時５９分 開議午前９時５９分 開議午前９時５９分 開議午前９時５９分 開議

●議長長岡正勝君 これより本日の会議を開●議長長岡正勝君 これより本日の会議を開●議長長岡正勝君 これより本日の会議を開●議長長岡正勝君 これより本日の会議を開

きます。きます。きます。きます。

●議長長岡正勝君 日程の第１、会議録署名●議長長岡正勝君 日程の第１、会議録署名●議長長岡正勝君 日程の第１、会議録署名●議長長岡正勝君 日程の第１、会議録署名

議員を指名いたします。議員を指名いたします。議員を指名いたします。議員を指名いたします。

９番 長谷川吉春議員９番 長谷川吉春議員９番 長谷川吉春議員９番 長谷川吉春議員

10番 米 田 良 克議員10番 米 田 良 克議員10番 米 田 良 克議員10番 米 田 良 克議員

を指名いたします。を指名いたします。を指名いたします。を指名いたします。

●議長長岡正勝君 次に日程の第２、一般質●議長長岡正勝君 次に日程の第２、一般質●議長長岡正勝君 次に日程の第２、一般質●議長長岡正勝君 次に日程の第２、一般質

問に入ります。問に入ります。問に入ります。問に入ります。

発言通告により、順次発言を許します。発言通告により、順次発言を許します。発言通告により、順次発言を許します。発言通告により、順次発言を許します。

12番矢部正義議員。12番矢部正義議員。12番矢部正義議員。12番矢部正義議員。

●12番矢部正義議員（登壇） 平成17年第４●12番矢部正義議員（登壇） 平成17年第４●12番矢部正義議員（登壇） 平成17年第４●12番矢部正義議員（登壇） 平成17年第４

回定例市議会に当たり、私は大綱４点につい回定例市議会に当たり、私は大綱４点につい回定例市議会に当たり、私は大綱４点につい回定例市議会に当たり、私は大綱４点につい

て市長及び教育長にお伺いいたします。て市長及び教育長にお伺いいたします。て市長及び教育長にお伺いいたします。て市長及び教育長にお伺いいたします。

大綱の１点目は、農業の問題であります。大綱の１点目は、農業の問題であります。大綱の１点目は、農業の問題であります。大綱の１点目は、農業の問題であります。

我が国は経済大国であり、トップレベルの農我が国は経済大国であり、トップレベルの農我が国は経済大国であり、トップレベルの農我が国は経済大国であり、トップレベルの農

業生産国で、世界一の食糧準輸入国でもあり業生産国で、世界一の食糧準輸入国でもあり業生産国で、世界一の食糧準輸入国でもあり業生産国で、世界一の食糧準輸入国でもあり

ます。緊迫する世界貿易機構、ＷＴＯでは、ます。緊迫する世界貿易機構、ＷＴＯでは、ます。緊迫する世界貿易機構、ＷＴＯでは、ます。緊迫する世界貿易機構、ＷＴＯでは、

農業交渉への対応も追われております。この農業交渉への対応も追われております。この農業交渉への対応も追われております。この農業交渉への対応も追われております。この

たび農村も変わり、やる気と能力のある農家たび農村も変わり、やる気と能力のある農家たび農村も変わり、やる気と能力のある農家たび農村も変わり、やる気と能力のある農家

の集落営農を伸ばしていくことで担い手づくの集落営農を伸ばしていくことで担い手づくの集落営農を伸ばしていくことで担い手づくの集落営農を伸ばしていくことで担い手づく

りに力を注いでいくと考えを強調しておりまりに力を注いでいくと考えを強調しておりまりに力を注いでいくと考えを強調しておりまりに力を注いでいくと考えを強調しておりま

す。また、米価の下落問題や米の暴落したとす。また、米価の下落問題や米の暴落したとす。また、米価の下落問題や米の暴落したとす。また、米価の下落問題や米の暴落したと

き、市場メカニズムだけで片づけられない、き、市場メカニズムだけで片づけられない、き、市場メカニズムだけで片づけられない、き、市場メカニズムだけで片づけられない、

政治が加わった手助けをすると発言もいたし政治が加わった手助けをすると発言もいたし政治が加わった手助けをすると発言もいたし政治が加わった手助けをすると発言もいたし

ております。ております。ております。ております。

05年度水稲の作況指数は、全国で101、九州05年度水稲の作況指数は、全国で101、九州05年度水稲の作況指数は、全国で101、九州05年度水稲の作況指数は、全国で101、九州

以外は100以上となり、特に北海道は空知が10以外は100以上となり、特に北海道は空知が10以外は100以上となり、特に北海道は空知が10以外は100以上となり、特に北海道は空知が10

9と最高水準で過剰米対策に農水省も追われて9と最高水準で過剰米対策に農水省も追われて9と最高水準で過剰米対策に農水省も追われて9と最高水準で過剰米対策に農水省も追われて

おります。すなわち豊作貧乏と言われているおります。すなわち豊作貧乏と言われているおります。すなわち豊作貧乏と言われているおります。すなわち豊作貧乏と言われている

わけであります。主食用の予想流通量は893万わけであります。主食用の予想流通量は893万わけであります。主食用の予想流通量は893万わけであります。主食用の予想流通量は893万

トンで、予想需要量は853万トン、いわゆる40トンで、予想需要量は853万トン、いわゆる40トンで、予想需要量は853万トン、いわゆる40トンで、予想需要量は853万トン、いわゆる40

万トンが過剰で、今年度予定の政府備蓄米買万トンが過剰で、今年度予定の政府備蓄米買万トンが過剰で、今年度予定の政府備蓄米買万トンが過剰で、今年度予定の政府備蓄米買

い入れや集荷円滑化対策が確実に行われます。い入れや集荷円滑化対策が確実に行われます。い入れや集荷円滑化対策が確実に行われます。い入れや集荷円滑化対策が確実に行われます。

この方法を取り入れても、約９万トンが過剰この方法を取り入れても、約９万トンが過剰この方法を取り入れても、約９万トンが過剰この方法を取り入れても、約９万トンが過剰

米として取り扱われます。米価の下落は避け米として取り扱われます。米価の下落は避け米として取り扱われます。米価の下落は避け米として取り扱われます。米価の下落は避け

られない、このような状況の中で農家の経営られない、このような状況の中で農家の経営られない、このような状況の中で農家の経営られない、このような状況の中で農家の経営

安定対策骨子案は助成対象となる担い手につ安定対策骨子案は助成対象となる担い手につ安定対策骨子案は助成対象となる担い手につ安定対策骨子案は助成対象となる担い手につ

いて、一定規模の耕地面積を持つ農家に絞るいて、一定規模の耕地面積を持つ農家に絞るいて、一定規模の耕地面積を持つ農家に絞るいて、一定規模の耕地面積を持つ農家に絞る

ことを原則とし、条件を満たさない農家にはことを原則とし、条件を満たさない農家にはことを原則とし、条件を満たさない農家にはことを原則とし、条件を満たさない農家には

近隣農家と経理などを一本化する集落営農な近隣農家と経理などを一本化する集落営農な近隣農家と経理などを一本化する集落営農な近隣農家と経理などを一本化する集落営農な

どの道を選ぶよう求められております。制度どの道を選ぶよう求められております。制度どの道を選ぶよう求められております。制度どの道を選ぶよう求められております。制度

開始は07年度に迫っており、小規模農家は今開始は07年度に迫っており、小規模農家は今開始は07年度に迫っており、小規模農家は今開始は07年度に迫っており、小規模農家は今

後大規模化や集落営農への参加などの決断を後大規模化や集落営農への参加などの決断を後大規模化や集落営農への参加などの決断を後大規模化や集落営農への参加などの決断を

迫られていることになっております。迫られていることになっております。迫られていることになっております。迫られていることになっております。

骨子案は、担い手になるための耕地面積を骨子案は、担い手になるための耕地面積を骨子案は、担い手になるための耕地面積を骨子案は、担い手になるための耕地面積を

道内は10ヘクタール、道外は４ヘクタール以道内は10ヘクタール、道外は４ヘクタール以道内は10ヘクタール、道外は４ヘクタール以道内は10ヘクタール、道外は４ヘクタール以

上と設定されております。農水省は、北海道上と設定されております。農水省は、北海道上と設定されております。農水省は、北海道上と設定されております。農水省は、北海道

の場合、中山間地域など地勢的に耕地の集約の場合、中山間地域など地勢的に耕地の集約の場合、中山間地域など地勢的に耕地の集約の場合、中山間地域など地勢的に耕地の集約

が難しい地域や複合経営などに取り組む優良が難しい地域や複合経営などに取り組む優良が難しい地域や複合経営などに取り組む優良が難しい地域や複合経営などに取り組む優良

農家は例外措置として面積条件を緩和すると農家は例外措置として面積条件を緩和すると農家は例外措置として面積条件を緩和すると農家は例外措置として面積条件を緩和すると

の方針でもあります。美唄市としても特例措の方針でもあります。美唄市としても特例措の方針でもあります。美唄市としても特例措の方針でもあります。美唄市としても特例措

置を考え、小規模農家を救い、基幹産業を担置を考え、小規模農家を救い、基幹産業を担置を考え、小規模農家を救い、基幹産業を担置を考え、小規模農家を救い、基幹産業を担

ってきた零細農家を助ける方法が必要であるってきた零細農家を助ける方法が必要であるってきた零細農家を助ける方法が必要であるってきた零細農家を助ける方法が必要である

と思います。と思います。と思います。と思います。

そこで、美唄市の農家の状況について市長そこで、美唄市の農家の状況について市長そこで、美唄市の農家の状況について市長そこで、美唄市の農家の状況について市長

にお伺いをいたします。にお伺いをいたします。にお伺いをいたします。にお伺いをいたします。

１つは、美唄市の農家戸数についてお伺い１つは、美唄市の農家戸数についてお伺い１つは、美唄市の農家戸数についてお伺い１つは、美唄市の農家戸数についてお伺い

をいたします。をいたします。をいたします。をいたします。

２つは、担い手と集落営農の実態戸数につ２つは、担い手と集落営農の実態戸数につ２つは、担い手と集落営農の実態戸数につ２つは、担い手と集落営農の実態戸数につ

いてお伺いをいたします。いてお伺いをいたします。いてお伺いをいたします。いてお伺いをいたします。

３つは、農家の経営主の年齢についてお伺３つは、農家の経営主の年齢についてお伺３つは、農家の経営主の年齢についてお伺３つは、農家の経営主の年齢についてお伺

いをいたします。いをいたします。いをいたします。いをいたします。
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４つは、品目横断的経営安定対策について４つは、品目横断的経営安定対策について４つは、品目横断的経営安定対策について４つは、品目横断的経営安定対策について

であります。であります。であります。であります。

５つ目は、生産条件格差是正対策について５つ目は、生産条件格差是正対策について５つ目は、生産条件格差是正対策について５つ目は、生産条件格差是正対策について

お伺いをいたします。お伺いをいたします。お伺いをいたします。お伺いをいたします。

次に、大綱２点目は経済問題についてお伺次に、大綱２点目は経済問題についてお伺次に、大綱２点目は経済問題についてお伺次に、大綱２点目は経済問題についてお伺

いをいたします。美唄市が自立し、安定したいをいたします。美唄市が自立し、安定したいをいたします。美唄市が自立し、安定したいをいたします。美唄市が自立し、安定した

発展を遂げるためには、観光が切り札となり発展を遂げるためには、観光が切り札となり発展を遂げるためには、観光が切り札となり発展を遂げるためには、観光が切り札となり

得るかは力の入れように思います。観光によ得るかは力の入れように思います。観光によ得るかは力の入れように思います。観光によ得るかは力の入れように思います。観光によ

る地域発展を目指すためには、観光消費を地る地域発展を目指すためには、観光消費を地る地域発展を目指すためには、観光消費を地る地域発展を目指すためには、観光消費を地

域内で確実に受けとめ、地域内消費を高めつ域内で確実に受けとめ、地域内消費を高めつ域内で確実に受けとめ、地域内消費を高めつ域内で確実に受けとめ、地域内消費を高めつ

つ安定的な地域産業振興と雇用創出に結びつつ安定的な地域産業振興と雇用創出に結びつつ安定的な地域産業振興と雇用創出に結びつつ安定的な地域産業振興と雇用創出に結びつ

く体系的な産業戦略としたシナリオをつくるく体系的な産業戦略としたシナリオをつくるく体系的な産業戦略としたシナリオをつくるく体系的な産業戦略としたシナリオをつくる

必要があると思います。観光による地域経済必要があると思います。観光による地域経済必要があると思います。観光による地域経済必要があると思います。観光による地域経済

の力を高めていくことは、観光消費に着目しの力を高めていくことは、観光消費に着目しの力を高めていくことは、観光消費に着目しの力を高めていくことは、観光消費に着目し

た実証的な分析と、それに基づく観光産業のた実証的な分析と、それに基づく観光産業のた実証的な分析と、それに基づく観光産業のた実証的な分析と、それに基づく観光産業の

実態、発展可能性の検証、さらには観光消費実態、発展可能性の検証、さらには観光消費実態、発展可能性の検証、さらには観光消費実態、発展可能性の検証、さらには観光消費

を地域経済全体に効果的に波及する方策などを地域経済全体に効果的に波及する方策などを地域経済全体に効果的に波及する方策などを地域経済全体に効果的に波及する方策など

について、より科学的な分析、政策研究が大について、より科学的な分析、政策研究が大について、より科学的な分析、政策研究が大について、より科学的な分析、政策研究が大

切であります。切であります。切であります。切であります。

そこで、当市の観光と地域経済についておそこで、当市の観光と地域経済についておそこで、当市の観光と地域経済についておそこで、当市の観光と地域経済についてお

伺いをいたします。伺いをいたします。伺いをいたします。伺いをいたします。

１つは、美唄市の観光の位置づけについて１つは、美唄市の観光の位置づけについて１つは、美唄市の観光の位置づけについて１つは、美唄市の観光の位置づけについて

であります。であります。であります。であります。

２つは、観光から見た地域産業の自立経済２つは、観光から見た地域産業の自立経済２つは、観光から見た地域産業の自立経済２つは、観光から見た地域産業の自立経済

についてであります。についてであります。についてであります。についてであります。

３つは、交流拠点施設周辺の今後の考え方３つは、交流拠点施設周辺の今後の考え方３つは、交流拠点施設周辺の今後の考え方３つは、交流拠点施設周辺の今後の考え方

についてお伺いをいたします。についてお伺いをいたします。についてお伺いをいたします。についてお伺いをいたします。

大綱の３点目は、福祉問題についてであり大綱の３点目は、福祉問題についてであり大綱の３点目は、福祉問題についてであり大綱の３点目は、福祉問題についてであり

ます。昨日同僚議員も同じような質問をしてます。昨日同僚議員も同じような質問をしてます。昨日同僚議員も同じような質問をしてます。昨日同僚議員も同じような質問をして

おりますが、私は別の視点からお伺いをいたおりますが、私は別の視点からお伺いをいたおりますが、私は別の視点からお伺いをいたおりますが、私は別の視点からお伺いをいた

します。します。します。します。

ことしは、暖冬の年とはいえ、厳しい冬がことしは、暖冬の年とはいえ、厳しい冬がことしは、暖冬の年とはいえ、厳しい冬がことしは、暖冬の年とはいえ、厳しい冬が

やってまいりました。美唄市は、福祉のまち、やってまいりました。美唄市は、福祉のまち、やってまいりました。美唄市は、福祉のまち、やってまいりました。美唄市は、福祉のまち、

お年寄りの多いまちであります。そのため、お年寄りの多いまちであります。そのため、お年寄りの多いまちであります。そのため、お年寄りの多いまちであります。そのため、

風邪による防衛策が必要であり、また東南ア風邪による防衛策が必要であり、また東南ア風邪による防衛策が必要であり、また東南ア風邪による防衛策が必要であり、また東南ア

ジアでは高病原性鳥インフルエンザの変異にジアでは高病原性鳥インフルエンザの変異にジアでは高病原性鳥インフルエンザの変異にジアでは高病原性鳥インフルエンザの変異に

よって発生する人の新型インフルエンザの流よって発生する人の新型インフルエンザの流よって発生する人の新型インフルエンザの流よって発生する人の新型インフルエンザの流

行が発生をいたしております。厚生労働省は、行が発生をいたしております。厚生労働省は、行が発生をいたしております。厚生労働省は、行が発生をいたしております。厚生労働省は、

発生動向に応じた段階別の行動計画を策定し、発生動向に応じた段階別の行動計画を策定し、発生動向に応じた段階別の行動計画を策定し、発生動向に応じた段階別の行動計画を策定し、

抗ウイルス薬タミフルの備蓄を行っておりま抗ウイルス薬タミフルの備蓄を行っておりま抗ウイルス薬タミフルの備蓄を行っておりま抗ウイルス薬タミフルの備蓄を行っておりま

す。国内で発生した場合、ワクチンの使用をす。国内で発生した場合、ワクチンの使用をす。国内で発生した場合、ワクチンの使用をす。国内で発生した場合、ワクチンの使用を

実施するとはあるものの、いま現在在庫が少実施するとはあるものの、いま現在在庫が少実施するとはあるものの、いま現在在庫が少実施するとはあるものの、いま現在在庫が少

ないようであります。ないようであります。ないようであります。ないようであります。

この高病原性鳥インフルエンザは、中国やこの高病原性鳥インフルエンザは、中国やこの高病原性鳥インフルエンザは、中国やこの高病原性鳥インフルエンザは、中国や

東南アジアでＨ５Ｎ１型が流行し、人への感東南アジアでＨ５Ｎ１型が流行し、人への感東南アジアでＨ５Ｎ１型が流行し、人への感東南アジアでＨ５Ｎ１型が流行し、人への感

染や死亡例が相次いでおります。発生地域は染や死亡例が相次いでおります。発生地域は染や死亡例が相次いでおります。発生地域は染や死亡例が相次いでおります。発生地域は

欧州まで拡大し、人から人に感染する新型イ欧州まで拡大し、人から人に感染する新型イ欧州まで拡大し、人から人に感染する新型イ欧州まで拡大し、人から人に感染する新型イ

ンフルエンザ発生の危険性が高まっておりまンフルエンザ発生の危険性が高まっておりまンフルエンザ発生の危険性が高まっておりまンフルエンザ発生の危険性が高まっておりま

す。日本は、現在人への発生が確認されていす。日本は、現在人への発生が確認されていす。日本は、現在人への発生が確認されていす。日本は、現在人への発生が確認されてい

ませんが、行動計画では国内の患者数を2,500ませんが、行動計画では国内の患者数を2,500ませんが、行動計画では国内の患者数を2,500ませんが、行動計画では国内の患者数を2,500

万人と予想され、そのときには17万人から65万人と予想され、そのときには17万人から65万人と予想され、そのときには17万人から65万人と予想され、そのときには17万人から65

万人ぐらい死亡すると言われております。万人ぐらい死亡すると言われております。万人ぐらい死亡すると言われております。万人ぐらい死亡すると言われております。

人から人に感染する新型インフルエンザは、人から人に感染する新型インフルエンザは、人から人に感染する新型インフルエンザは、人から人に感染する新型インフルエンザは、

鳥から人への感染が頻発している東南アジア鳥から人への感染が頻発している東南アジア鳥から人への感染が頻発している東南アジア鳥から人への感染が頻発している東南アジア

などから世界中に広まる危険性が指摘されてなどから世界中に広まる危険性が指摘されてなどから世界中に広まる危険性が指摘されてなどから世界中に広まる危険性が指摘されて

おります。海外から持ち込まれる可能性があおります。海外から持ち込まれる可能性があおります。海外から持ち込まれる可能性があおります。海外から持ち込まれる可能性があ

り、国内で新型インフルエンザが発生したらり、国内で新型インフルエンザが発生したらり、国内で新型インフルエンザが発生したらり、国内で新型インフルエンザが発生したら

患者を収容する医療機関の整備が必要であり患者を収容する医療機関の整備が必要であり患者を収容する医療機関の整備が必要であり患者を収容する医療機関の整備が必要であり

ます。実際に発生が確認された場合、国は対ます。実際に発生が確認された場合、国は対ます。実際に発生が確認された場合、国は対ます。実際に発生が確認された場合、国は対

策強化をしますが、感染の疑いの患者には入策強化をしますが、感染の疑いの患者には入策強化をしますが、感染の疑いの患者には入策強化をしますが、感染の疑いの患者には入

院を勧告し、家族には外出自粛を勧告するな院を勧告し、家族には外出自粛を勧告するな院を勧告し、家族には外出自粛を勧告するな院を勧告し、家族には外出自粛を勧告するな

どのことが国から都道府県へ行動計画づくりどのことが国から都道府県へ行動計画づくりどのことが国から都道府県へ行動計画づくりどのことが国から都道府県へ行動計画づくり

を指導されているようであります。を指導されているようであります。を指導されているようであります。を指導されているようであります。

そこで、美唄市の状況についてお伺いをいそこで、美唄市の状況についてお伺いをいそこで、美唄市の状況についてお伺いをいそこで、美唄市の状況についてお伺いをい

たします。たします。たします。たします。

１つは、市立美唄病院のインフルエンザの１つは、市立美唄病院のインフルエンザの１つは、市立美唄病院のインフルエンザの１つは、市立美唄病院のインフルエンザの

状況と接種患者の数についてお伺いをいたし状況と接種患者の数についてお伺いをいたし状況と接種患者の数についてお伺いをいたし状況と接種患者の数についてお伺いをいたし

ます。ます。ます。ます。
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２つは、新型鳥インフルエンザの考え方に２つは、新型鳥インフルエンザの考え方に２つは、新型鳥インフルエンザの考え方に２つは、新型鳥インフルエンザの考え方に

ついてお伺いをいたします。ついてお伺いをいたします。ついてお伺いをいたします。ついてお伺いをいたします。

３つは、抗ウイルス薬タミフルの備蓄のあ３つは、抗ウイルス薬タミフルの備蓄のあ３つは、抗ウイルス薬タミフルの備蓄のあ３つは、抗ウイルス薬タミフルの備蓄のあ

り方についてお伺いをいたします。り方についてお伺いをいたします。り方についてお伺いをいたします。り方についてお伺いをいたします。

次に、大綱の４点目は、教育問題について次に、大綱の４点目は、教育問題について次に、大綱の４点目は、教育問題について次に、大綱の４点目は、教育問題について

教育長にお伺いをいたします。教育基本法の教育長にお伺いをいたします。教育基本法の教育長にお伺いをいたします。教育基本法の教育長にお伺いをいたします。教育基本法の

意義を踏まえ、本年度より新しくなった小学意義を踏まえ、本年度より新しくなった小学意義を踏まえ、本年度より新しくなった小学意義を踏まえ、本年度より新しくなった小学

校の教科書に学習指導要領の範囲を超える発校の教科書に学習指導要領の範囲を超える発校の教科書に学習指導要領の範囲を超える発校の教科書に学習指導要領の範囲を超える発

展的な学習内容が盛り込まれ、４年前の改定展的な学習内容が盛り込まれ、４年前の改定展的な学習内容が盛り込まれ、４年前の改定展的な学習内容が盛り込まれ、４年前の改定

で削減された学習要領が復活し、中学校も来で削減された学習要領が復活し、中学校も来で削減された学習要領が復活し、中学校も来で削減された学習要領が復活し、中学校も来

年度から登場することで、学力を重視するゆ年度から登場することで、学力を重視するゆ年度から登場することで、学力を重視するゆ年度から登場することで、学力を重視するゆ

とり教育を方向転換しようと文部科学省でのとり教育を方向転換しようと文部科学省でのとり教育を方向転換しようと文部科学省でのとり教育を方向転換しようと文部科学省での

姿勢が鮮明になったと言われております。高姿勢が鮮明になったと言われております。高姿勢が鮮明になったと言われております。高姿勢が鮮明になったと言われております。高

等学校では、昨年度から取り組んでいます学等学校では、昨年度から取り組んでいます学等学校では、昨年度から取り組んでいます学等学校では、昨年度から取り組んでいます学

習内容の３割削減と総合学習の導入、完全５習内容の３割削減と総合学習の導入、完全５習内容の３割削減と総合学習の導入、完全５習内容の３割削減と総合学習の導入、完全５

日制を柱としたゆとり教育のスタートから３日制を柱としたゆとり教育のスタートから３日制を柱としたゆとり教育のスタートから３日制を柱としたゆとり教育のスタートから３

年が過ぎ、ゆとり教育で子供の意欲や環境が年が過ぎ、ゆとり教育で子供の意欲や環境が年が過ぎ、ゆとり教育で子供の意欲や環境が年が過ぎ、ゆとり教育で子供の意欲や環境が

どう変わったか、ゆとり教育という言葉に疑どう変わったか、ゆとり教育という言葉に疑どう変わったか、ゆとり教育という言葉に疑どう変わったか、ゆとり教育という言葉に疑

問がありましたが、教える内容は減ったが、問がありましたが、教える内容は減ったが、問がありましたが、教える内容は減ったが、問がありましたが、教える内容は減ったが、

限られた授業時間の中で教科書の内容を教え限られた授業時間の中で教科書の内容を教え限られた授業時間の中で教科書の内容を教え限られた授業時間の中で教科書の内容を教え

るだけで精いっぱいなのに、とてもゆとりはるだけで精いっぱいなのに、とてもゆとりはるだけで精いっぱいなのに、とてもゆとりはるだけで精いっぱいなのに、とてもゆとりは

ないと現場では言われております。ないと現場では言われております。ないと現場では言われております。ないと現場では言われております。

そこで、美唄市内の小、中、高の子供たちそこで、美唄市内の小、中、高の子供たちそこで、美唄市内の小、中、高の子供たちそこで、美唄市内の小、中、高の子供たち

を通して、教育長はどのような考えをお持ちを通して、教育長はどのような考えをお持ちを通して、教育長はどのような考えをお持ちを通して、教育長はどのような考えをお持ち

なのかお伺いをいたします。なのかお伺いをいたします。なのかお伺いをいたします。なのかお伺いをいたします。

１つは、発展的な学習内容についてであり１つは、発展的な学習内容についてであり１つは、発展的な学習内容についてであり１つは、発展的な学習内容についてであり

ます。ます。ます。ます。

２つは、ゆとり教育のあり方についてお伺２つは、ゆとり教育のあり方についてお伺２つは、ゆとり教育のあり方についてお伺２つは、ゆとり教育のあり方についてお伺

いをします。いをします。いをします。いをします。

３つは、教育政策の猫の目変化の考え方に３つは、教育政策の猫の目変化の考え方に３つは、教育政策の猫の目変化の考え方に３つは、教育政策の猫の目変化の考え方に

ついてお伺いをいたします。ついてお伺いをいたします。ついてお伺いをいたします。ついてお伺いをいたします。

４つは、学習指導要領の考え方について教４つは、学習指導要領の考え方について教４つは、学習指導要領の考え方について教４つは、学習指導要領の考え方について教

育長にお伺いをいたします。育長にお伺いをいたします。育長にお伺いをいたします。育長にお伺いをいたします。

●議長長岡正勝君 市長。●議長長岡正勝君 市長。●議長長岡正勝君 市長。●議長長岡正勝君 市長。

●市長桜井道夫君（登壇） 矢部議員の質問●市長桜井道夫君（登壇） 矢部議員の質問●市長桜井道夫君（登壇） 矢部議員の質問●市長桜井道夫君（登壇） 矢部議員の質問

にお答えします。にお答えします。にお答えします。にお答えします。

初めに、農業行政について、担い手と集落初めに、農業行政について、担い手と集落初めに、農業行政について、担い手と集落初めに、農業行政について、担い手と集落

営農についてでありますが、品目横断的経営営農についてでありますが、品目横断的経営営農についてでありますが、品目横断的経営営農についてでありますが、品目横断的経営

安定対策の担い手の要件である経営規模が10安定対策の担い手の要件である経営規模が10安定対策の担い手の要件である経営規模が10安定対策の担い手の要件である経営規模が10

ヘクタール以上の農家戸数は、11月時点で404ヘクタール以上の農家戸数は、11月時点で404ヘクタール以上の農家戸数は、11月時点で404ヘクタール以上の農家戸数は、11月時点で404

戸となっております。また、集落の農地が少戸となっております。また、集落の農地が少戸となっております。また、集落の農地が少戸となっております。また、集落の農地が少

ないなど、規模拡大が困難な地域につきましないなど、規模拡大が困難な地域につきましないなど、規模拡大が困難な地域につきましないなど、規模拡大が困難な地域につきまし

ては、都道府県知事の申請に基づき経営規模ては、都道府県知事の申請に基づき経営規模ては、都道府県知事の申請に基づき経営規模ては、都道府県知事の申請に基づき経営規模

要件が基本原則の64％を下限として緩和され要件が基本原則の64％を下限として緩和され要件が基本原則の64％を下限として緩和され要件が基本原則の64％を下限として緩和され

ますが、この特例が適用となった場合には経ますが、この特例が適用となった場合には経ますが、この特例が適用となった場合には経ますが、この特例が適用となった場合には経

営規模は6.4ヘクタール以上となり、565戸の営規模は6.4ヘクタール以上となり、565戸の営規模は6.4ヘクタール以上となり、565戸の営規模は6.4ヘクタール以上となり、565戸の

農家が担い手になるものと推計しております。農家が担い手になるものと推計しております。農家が担い手になるものと推計しております。農家が担い手になるものと推計しております。

現時点で担い手の要件を満たしていない小規現時点で担い手の要件を満たしていない小規現時点で担い手の要件を満たしていない小規現時点で担い手の要件を満たしていない小規

模農家につきましては、所得による特例要件模農家につきましては、所得による特例要件模農家につきましては、所得による特例要件模農家につきましては、所得による特例要件

に該当した場合、また集落営農に参加するこに該当した場合、また集落営農に参加するこに該当した場合、また集落営農に参加するこに該当した場合、また集落営農に参加するこ

とで担い手になれることから、農協など関係とで担い手になれることから、農協など関係とで担い手になれることから、農協など関係とで担い手になれることから、農協など関係

団体と連携して制度内容の周知などに努める団体と連携して制度内容の周知などに努める団体と連携して制度内容の周知などに努める団体と連携して制度内容の周知などに努める

ほか、農業者の意向をもとに集落営農等へ誘ほか、農業者の意向をもとに集落営農等へ誘ほか、農業者の意向をもとに集落営農等へ誘ほか、農業者の意向をもとに集落営農等へ誘

導するなど対応に努めてまいりたいと考えて導するなど対応に努めてまいりたいと考えて導するなど対応に努めてまいりたいと考えて導するなど対応に努めてまいりたいと考えて

おります。おります。おります。おります。

次に、集落営農についてでありますが、い次に、集落営農についてでありますが、い次に、集落営農についてでありますが、い次に、集落営農についてでありますが、い

まのところ担い手の基準に該当する営農組織まのところ担い手の基準に該当する営農組織まのところ担い手の基準に該当する営農組織まのところ担い手の基準に該当する営農組織

はございませんが、一定の要件が整えば担いはございませんが、一定の要件が整えば担いはございませんが、一定の要件が整えば担いはございませんが、一定の要件が整えば担い

手になれることから、このことにつきまして手になれることから、このことにつきまして手になれることから、このことにつきまして手になれることから、このことにつきまして

も農協など関係団体と連携して育成に努めても農協など関係団体と連携して育成に努めても農協など関係団体と連携して育成に努めても農協など関係団体と連携して育成に努めて

まいりたいと考えております。まいりたいと考えております。まいりたいと考えております。まいりたいと考えております。

次に、品目横断的経営安定対策及び生産条次に、品目横断的経営安定対策及び生産条次に、品目横断的経営安定対策及び生産条次に、品目横断的経営安定対策及び生産条

件格差是正対策についてでありますが、この件格差是正対策についてでありますが、この件格差是正対策についてでありますが、この件格差是正対策についてでありますが、この

対策は担い手を対象に経営全体に着目した対対策は担い手を対象に経営全体に着目した対対策は担い手を対象に経営全体に着目した対対策は担い手を対象に経営全体に着目した対

策に転換するもので、「ゲタ対策」と言われ策に転換するもので、「ゲタ対策」と言われ策に転換するもので、「ゲタ対策」と言われ策に転換するもので、「ゲタ対策」と言われ

る諸外国との生産条件格差を是正するためのる諸外国との生産条件格差を是正するためのる諸外国との生産条件格差を是正するためのる諸外国との生産条件格差を是正するための

対策と「ナラシ対策」と言われる収入の変動対策と「ナラシ対策」と言われる収入の変動対策と「ナラシ対策」と言われる収入の変動対策と「ナラシ対策」と言われる収入の変動

の環境を緩和するための対策となっておりまの環境を緩和するための対策となっておりまの環境を緩和するための対策となっておりまの環境を緩和するための対策となっておりま
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す。す。す。す。

諸外国との生産条件格差を是正するための諸外国との生産条件格差を是正するための諸外国との生産条件格差を是正するための諸外国との生産条件格差を是正するための

対策は、担い手農家の生産コストのうち、販対策は、担い手農家の生産コストのうち、販対策は、担い手農家の生産コストのうち、販対策は、担い手農家の生産コストのうち、販

売収入では賄えない部分を補うもので、麦、売収入では賄えない部分を補うもので、麦、売収入では賄えない部分を補うもので、麦、売収入では賄えない部分を補うもので、麦、

大豆、てん菜、でん粉原料用ばれいしょの４大豆、てん菜、でん粉原料用ばれいしょの４大豆、てん菜、でん粉原料用ばれいしょの４大豆、てん菜、でん粉原料用ばれいしょの４

品目が対象となっております。品目が対象となっております。品目が対象となっております。品目が対象となっております。

具体的には、小麦や大豆など品目ごとに設具体的には、小麦や大豆など品目ごとに設具体的には、小麦や大豆など品目ごとに設具体的には、小麦や大豆など品目ごとに設

定される面積当たりの単価に過去３年間の平定される面積当たりの単価に過去３年間の平定される面積当たりの単価に過去３年間の平定される面積当たりの単価に過去３年間の平

均生産面積を掛け合わせた金額を交付する均生産面積を掛け合わせた金額を交付する均生産面積を掛け合わせた金額を交付する均生産面積を掛け合わせた金額を交付する

「過去の生産実績に基づく支払」と、品質に「過去の生産実績に基づく支払」と、品質に「過去の生産実績に基づく支払」と、品質に「過去の生産実績に基づく支払」と、品質に

応じて設定される数量当たりの単価に当該年応じて設定される数量当たりの単価に当該年応じて設定される数量当たりの単価に当該年応じて設定される数量当たりの単価に当該年

の生産量を掛け合わせた金額を交付する「毎の生産量を掛け合わせた金額を交付する「毎の生産量を掛け合わせた金額を交付する「毎の生産量を掛け合わせた金額を交付する「毎

年の生産量・品質に基づく支払」の２つで構年の生産量・品質に基づく支払」の２つで構年の生産量・品質に基づく支払」の２つで構年の生産量・品質に基づく支払」の２つで構

成されており、この２つの合計金額が毎年担成されており、この２つの合計金額が毎年担成されており、この２つの合計金額が毎年担成されており、この２つの合計金額が毎年担

い手に交付されます。い手に交付されます。い手に交付されます。い手に交付されます。

また、収入の変動による影響緩和のためのまた、収入の変動による影響緩和のためのまた、収入の変動による影響緩和のためのまた、収入の変動による影響緩和のための

対策は、担い手農家の販売収入が低下した場対策は、担い手農家の販売収入が低下した場対策は、担い手農家の販売収入が低下した場対策は、担い手農家の販売収入が低下した場

合に実施されるもので、前段申し上げました合に実施されるもので、前段申し上げました合に実施されるもので、前段申し上げました合に実施されるもので、前段申し上げました

対象品目に米を加えた５品目がこの対象とな対象品目に米を加えた５品目がこの対象とな対象品目に米を加えた５品目がこの対象とな対象品目に米を加えた５品目がこの対象とな

っております。っております。っております。っております。

具体的には、品目ごとの当該年収入と過去具体的には、品目ごとの当該年収入と過去具体的には、品目ごとの当該年収入と過去具体的には、品目ごとの当該年収入と過去

３年間の平均収入の差額、たとえば米の収入３年間の平均収入の差額、たとえば米の収入３年間の平均収入の差額、たとえば米の収入３年間の平均収入の差額、たとえば米の収入

が平均収入を下回った場合、その差額の９割が平均収入を下回った場合、その差額の９割が平均収入を下回った場合、その差額の９割が平均収入を下回った場合、その差額の９割

を補てんするもので、これが米、麦、大豆のを補てんするもので、これが米、麦、大豆のを補てんするもので、これが米、麦、大豆のを補てんするもので、これが米、麦、大豆の

３品目であれば品目ごとの差額を合算、相殺３品目であれば品目ごとの差額を合算、相殺３品目であれば品目ごとの差額を合算、相殺３品目であれば品目ごとの差額を合算、相殺

し、９割分が補てんされます。し、９割分が補てんされます。し、９割分が補てんされます。し、９割分が補てんされます。

なお、この対策は国と生産者が３対１で拠なお、この対策は国と生産者が３対１で拠なお、この対策は国と生産者が３対１で拠なお、この対策は国と生産者が３対１で拠

出した積立金の範囲内で実施されるもので、出した積立金の範囲内で実施されるもので、出した積立金の範囲内で実施されるもので、出した積立金の範囲内で実施されるもので、

加入する場合には対象５品目のうち生産・販加入する場合には対象５品目のうち生産・販加入する場合には対象５品目のうち生産・販加入する場合には対象５品目のうち生産・販

売するすべての品目について加入することと売するすべての品目について加入することと売するすべての品目について加入することと売するすべての品目について加入することと

なります。なります。なります。なります。

次に、観光行政について、観光に対する認次に、観光行政について、観光に対する認次に、観光行政について、観光に対する認次に、観光行政について、観光に対する認

識についてでありますが、観光や仕事で美唄識についてでありますが、観光や仕事で美唄識についてでありますが、観光や仕事で美唄識についてでありますが、観光や仕事で美唄

に来られた方が好印象で帰られ「また来たに来られた方が好印象で帰られ「また来たに来られた方が好印象で帰られ「また来たに来られた方が好印象で帰られ「また来た

い」という満足感を得られるように努力してい」という満足感を得られるように努力してい」という満足感を得られるように努力してい」という満足感を得られるように努力して

いくことが観光振興に重要なことと考えておいくことが観光振興に重要なことと考えておいくことが観光振興に重要なことと考えておいくことが観光振興に重要なことと考えてお

ります。宮島沼やアルテピアッツァ美唄、さります。宮島沼やアルテピアッツァ美唄、さります。宮島沼やアルテピアッツァ美唄、さります。宮島沼やアルテピアッツァ美唄、さ

らにはゆ～りん館やパークゴルフ場がオープらにはゆ～りん館やパークゴルフ場がオープらにはゆ～りん館やパークゴルフ場がオープらにはゆ～りん館やパークゴルフ場がオープ

ンしたことで市外から多くの方が美唄に来てンしたことで市外から多くの方が美唄に来てンしたことで市外から多くの方が美唄に来てンしたことで市外から多くの方が美唄に来て

いただくようになり、施設の整備に加え宿泊いただくようになり、施設の整備に加え宿泊いただくようになり、施設の整備に加え宿泊いただくようになり、施設の整備に加え宿泊

施設や飲食店をはじめ、立ち寄る店舗やタク施設や飲食店をはじめ、立ち寄る店舗やタク施設や飲食店をはじめ、立ち寄る店舗やタク施設や飲食店をはじめ、立ち寄る店舗やタク

シーなど関係者はもちろんのこと地域の皆さシーなど関係者はもちろんのこと地域の皆さシーなど関係者はもちろんのこと地域の皆さシーなど関係者はもちろんのこと地域の皆さ

んのホスピタリティーの意識を高めていくこんのホスピタリティーの意識を高めていくこんのホスピタリティーの意識を高めていくこんのホスピタリティーの意識を高めていくこ

とがますます重要になってきていると考えてとがますます重要になってきていると考えてとがますます重要になってきていると考えてとがますます重要になってきていると考えて

おります。おります。おります。おります。

このため、観光物産協会を中心として観光このため、観光物産協会を中心として観光このため、観光物産協会を中心として観光このため、観光物産協会を中心として観光

客の受け入れに向けた意識の向上のため、全客の受け入れに向けた意識の向上のため、全客の受け入れに向けた意識の向上のため、全客の受け入れに向けた意識の向上のため、全

市的な環境づくりに努めてまいりたいと考え市的な環境づくりに努めてまいりたいと考え市的な環境づくりに努めてまいりたいと考え市的な環境づくりに努めてまいりたいと考え

ております。ております。ております。ております。

次に、観光産業についてでありますが、交次に、観光産業についてでありますが、交次に、観光産業についてでありますが、交次に、観光産業についてでありますが、交

流拠点施設やパークゴルフ場がオープンし、流拠点施設やパークゴルフ場がオープンし、流拠点施設やパークゴルフ場がオープンし、流拠点施設やパークゴルフ場がオープンし、

市外から来られる方がふえることで観光消費市外から来られる方がふえることで観光消費市外から来られる方がふえることで観光消費市外から来られる方がふえることで観光消費

額も増加し、これによる経済波及効果も高ま額も増加し、これによる経済波及効果も高ま額も増加し、これによる経済波及効果も高ま額も増加し、これによる経済波及効果も高ま

ってきております。食材や飲み物、お土産品ってきております。食材や飲み物、お土産品ってきております。食材や飲み物、お土産品ってきております。食材や飲み物、お土産品

の納入などといった関連する産業のすそ野がの納入などといった関連する産業のすそ野がの納入などといった関連する産業のすそ野がの納入などといった関連する産業のすそ野が

広い観光産業は、本市の経済の活性化に寄与広い観光産業は、本市の経済の活性化に寄与広い観光産業は、本市の経済の活性化に寄与広い観光産業は、本市の経済の活性化に寄与

しているものと考えております。しているものと考えております。しているものと考えております。しているものと考えております。

地域や経済の活性化に重要な役割を果たす地域や経済の活性化に重要な役割を果たす地域や経済の活性化に重要な役割を果たす地域や経済の活性化に重要な役割を果たす

観光産業をより大きく育成するため、市民を観光産業をより大きく育成するため、市民を観光産業をより大きく育成するため、市民を観光産業をより大きく育成するため、市民を

はじめ、建設、商業、農業など、あらゆる業はじめ、建設、商業、農業など、あらゆる業はじめ、建設、商業、農業など、あらゆる業はじめ、建設、商業、農業など、あらゆる業

種の方が観光産業に対する認識を高めるとと種の方が観光産業に対する認識を高めるとと種の方が観光産業に対する認識を高めるとと種の方が観光産業に対する認識を高めるとと

もに、観光産業を支える人材の育成や関連産もに、観光産業を支える人材の育成や関連産もに、観光産業を支える人材の育成や関連産もに、観光産業を支える人材の育成や関連産

業との関連を深めるなど積極的な取り組みが業との関連を深めるなど積極的な取り組みが業との関連を深めるなど積極的な取り組みが業との関連を深めるなど積極的な取り組みが

大切であると考えております。大切であると考えております。大切であると考えております。大切であると考えております。

次に、交流拠点施設周辺の今後の考え方に次に、交流拠点施設周辺の今後の考え方に次に、交流拠点施設周辺の今後の考え方に次に、交流拠点施設周辺の今後の考え方に

ついてでありますが、交流拠点施設ゆ～りんついてでありますが、交流拠点施設ゆ～りんついてでありますが、交流拠点施設ゆ～りんついてでありますが、交流拠点施設ゆ～りん

館につきましては、来年度から指定管理者制館につきましては、来年度から指定管理者制館につきましては、来年度から指定管理者制館につきましては、来年度から指定管理者制

度を導入することで考えております。度を導入することで考えております。度を導入することで考えております。度を導入することで考えております。
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また、周辺のパークゴルフ場や体験交流施また、周辺のパークゴルフ場や体験交流施また、周辺のパークゴルフ場や体験交流施また、周辺のパークゴルフ場や体験交流施

設、テニスコートや野球場等、各施設につき設、テニスコートや野球場等、各施設につき設、テニスコートや野球場等、各施設につき設、テニスコートや野球場等、各施設につき

ましては、施設の充実に努めるとともに、効ましては、施設の充実に努めるとともに、効ましては、施設の充実に努めるとともに、効ましては、施設の充実に努めるとともに、効

率的で効果的な管理運営のため、関連施設と率的で効果的な管理運営のため、関連施設と率的で効果的な管理運営のため、関連施設と率的で効果的な管理運営のため、関連施設と

の連携を図りながら指定管理者制度の導入にの連携を図りながら指定管理者制度の導入にの連携を図りながら指定管理者制度の導入にの連携を図りながら指定管理者制度の導入に

ついて検討してまいりたいと考えております。ついて検討してまいりたいと考えております。ついて検討してまいりたいと考えております。ついて検討してまいりたいと考えております。

次に、平成16年度の市内観光客の入り込み次に、平成16年度の市内観光客の入り込み次に、平成16年度の市内観光客の入り込み次に、平成16年度の市内観光客の入り込み

状況は、約42万人となっております。状況は、約42万人となっております。状況は、約42万人となっております。状況は、約42万人となっております。

なお、交流拠点施設の利用者数は、オープなお、交流拠点施設の利用者数は、オープなお、交流拠点施設の利用者数は、オープなお、交流拠点施設の利用者数は、オープ

ン以来、本年11月末で約66万7,000人でございン以来、本年11月末で約66万7,000人でございン以来、本年11月末で約66万7,000人でございン以来、本年11月末で約66万7,000人でござい

ます。ます。ます。ます。

パークゴルフ場につきましては、美唄市のパークゴルフ場につきましては、美唄市のパークゴルフ場につきましては、美唄市のパークゴルフ場につきましては、美唄市の

新しい交流の場として３万人を超えるご利用新しい交流の場として３万人を超えるご利用新しい交流の場として３万人を超えるご利用新しい交流の場として３万人を超えるご利用

をいただきましたが、利用者の要望や意見等をいただきましたが、利用者の要望や意見等をいただきましたが、利用者の要望や意見等をいただきましたが、利用者の要望や意見等

につきましては、来年度オープンに向けて検につきましては、来年度オープンに向けて検につきましては、来年度オープンに向けて検につきましては、来年度オープンに向けて検

討させていただきたいと考えております。討させていただきたいと考えております。討させていただきたいと考えております。討させていただきたいと考えております。

次に、本市には宮島沼やアルテピアッツァ次に、本市には宮島沼やアルテピアッツァ次に、本市には宮島沼やアルテピアッツァ次に、本市には宮島沼やアルテピアッツァ

美唄をはじめ、炭鉱の産業遺産など、自然や美唄をはじめ、炭鉱の産業遺産など、自然や美唄をはじめ、炭鉱の産業遺産など、自然や美唄をはじめ、炭鉱の産業遺産など、自然や

歴史を生かした美唄らしい特色のある観光資歴史を生かした美唄らしい特色のある観光資歴史を生かした美唄らしい特色のある観光資歴史を生かした美唄らしい特色のある観光資

源が多くあり、大部分の方がマイカーや観光源が多くあり、大部分の方がマイカーや観光源が多くあり、大部分の方がマイカーや観光源が多くあり、大部分の方がマイカーや観光

バスあるいはゆ～りん館のバスを利用しておバスあるいはゆ～りん館のバスを利用しておバスあるいはゆ～りん館のバスを利用しておバスあるいはゆ～りん館のバスを利用してお

りますので、こうした観光資源を線で結ぶたりますので、こうした観光資源を線で結ぶたりますので、こうした観光資源を線で結ぶたりますので、こうした観光資源を線で結ぶた

め、案内看板の整備のほか、パンフレットやめ、案内看板の整備のほか、パンフレットやめ、案内看板の整備のほか、パンフレットやめ、案内看板の整備のほか、パンフレットや

ルートマップの配布など、情報の提供に努めルートマップの配布など、情報の提供に努めルートマップの配布など、情報の提供に努めルートマップの配布など、情報の提供に努め

てまいりたいと考えております。てまいりたいと考えております。てまいりたいと考えております。てまいりたいと考えております。

次に、新型インフルエンザについてであり次に、新型インフルエンザについてであり次に、新型インフルエンザについてであり次に、新型インフルエンザについてであり

ますが、従来のインフルエンザはインフルエますが、従来のインフルエンザはインフルエますが、従来のインフルエンザはインフルエますが、従来のインフルエンザはインフルエ

ンザウイルスによって人から人へ感染する病ンザウイルスによって人から人へ感染する病ンザウイルスによって人から人へ感染する病ンザウイルスによって人から人へ感染する病

気でありましたが、これまで人に感染するこ気でありましたが、これまで人に感染するこ気でありましたが、これまで人に感染するこ気でありましたが、これまで人に感染するこ

とのなかったインフルエンザウイルスがそのとのなかったインフルエンザウイルスがそのとのなかったインフルエンザウイルスがそのとのなかったインフルエンザウイルスがその

性質を変え、人へも感染するようになり、さ性質を変え、人へも感染するようになり、さ性質を変え、人へも感染するようになり、さ性質を変え、人へも感染するようになり、さ

らに人から人へと感染するようになるインフらに人から人へと感染するようになるインフらに人から人へと感染するようになるインフらに人から人へと感染するようになるインフ

ルエンザが新型インフルエンザと呼ばれておルエンザが新型インフルエンザと呼ばれておルエンザが新型インフルエンザと呼ばれておルエンザが新型インフルエンザと呼ばれてお

ります。ります。ります。ります。

現時点では、国内、諸外国において新型イ現時点では、国内、諸外国において新型イ現時点では、国内、諸外国において新型イ現時点では、国内、諸外国において新型イ

ンフルエンザの発生はございませんが、今後ンフルエンザの発生はございませんが、今後ンフルエンザの発生はございませんが、今後ンフルエンザの発生はございませんが、今後

世界的に流行する可能性について危惧されて世界的に流行する可能性について危惧されて世界的に流行する可能性について危惧されて世界的に流行する可能性について危惧されて

いるところでございます。いるところでございます。いるところでございます。いるところでございます。

しかしながら、新型インフルエンザに性質しかしながら、新型インフルエンザに性質しかしながら、新型インフルエンザに性質しかしながら、新型インフルエンザに性質

を変えることが懸念されております鳥インフを変えることが懸念されております鳥インフを変えることが懸念されております鳥インフを変えることが懸念されております鳥インフ

ルエンザの発症につきましては、平成15年12ルエンザの発症につきましては、平成15年12ルエンザの発症につきましては、平成15年12ルエンザの発症につきましては、平成15年12

月以降、タイ、ベトナム、インドネシアなど月以降、タイ、ベトナム、インドネシアなど月以降、タイ、ベトナム、インドネシアなど月以降、タイ、ベトナム、インドネシアなど

の東南アジアにおいて鳥から人への感染が認の東南アジアにおいて鳥から人への感染が認の東南アジアにおいて鳥から人への感染が認の東南アジアにおいて鳥から人への感染が認

められ、これまでに125人が感染し、64人の死められ、これまでに125人が感染し、64人の死められ、これまでに125人が感染し、64人の死められ、これまでに125人が感染し、64人の死

者が出ておりますが、人から人への感染につ者が出ておりますが、人から人への感染につ者が出ておりますが、人から人への感染につ者が出ておりますが、人から人への感染につ

いては確認されていないと報告されておりまいては確認されていないと報告されておりまいては確認されていないと報告されておりまいては確認されていないと報告されておりま

す。す。す。す。

次に、新型インフルエンザ対策についてで次に、新型インフルエンザ対策についてで次に、新型インフルエンザ対策についてで次に、新型インフルエンザ対策についてで

ありますが、本年５月に世界保健機構においありますが、本年５月に世界保健機構においありますが、本年５月に世界保健機構においありますが、本年５月に世界保健機構におい

て世界インフルエンザ事前対策計画が改定さて世界インフルエンザ事前対策計画が改定さて世界インフルエンザ事前対策計画が改定さて世界インフルエンザ事前対策計画が改定さ

れ、世界保健機構及び各国の対応が示されたれ、世界保健機構及び各国の対応が示されたれ、世界保健機構及び各国の対応が示されたれ、世界保健機構及び各国の対応が示された

ところでございます。ところでございます。ところでございます。ところでございます。

我が国においては、新型インフルエンザの我が国においては、新型インフルエンザの我が国においては、新型インフルエンザの我が国においては、新型インフルエンザの

発生及び蔓延を防ぐため、本年10月に新型イ発生及び蔓延を防ぐため、本年10月に新型イ発生及び蔓延を防ぐため、本年10月に新型イ発生及び蔓延を防ぐため、本年10月に新型イ

ンフルエンザ対策推進本部を設置し、新型インフルエンザ対策推進本部を設置し、新型インフルエンザ対策推進本部を設置し、新型インフルエンザ対策推進本部を設置し、新型イ

ンフルエンザ対策行動計画を策定いたしましンフルエンザ対策行動計画を策定いたしましンフルエンザ対策行動計画を策定いたしましンフルエンザ対策行動計画を策定いたしまし

た。これに基づき、道においてもすでに設置た。これに基づき、道においてもすでに設置た。これに基づき、道においてもすでに設置た。これに基づき、道においてもすでに設置

されている感染症対策本部を中心に対策マニされている感染症対策本部を中心に対策マニされている感染症対策本部を中心に対策マニされている感染症対策本部を中心に対策マニ

ュアルを策定中と伺っております。ュアルを策定中と伺っております。ュアルを策定中と伺っております。ュアルを策定中と伺っております。

本市におきましては、国や道の動向を踏ま本市におきましては、国や道の動向を踏ま本市におきましては、国や道の動向を踏ま本市におきましては、国や道の動向を踏ま

え、感染症対策の専門機関である保健所と連え、感染症対策の専門機関である保健所と連え、感染症対策の専門機関である保健所と連え、感染症対策の専門機関である保健所と連

携を図り、適切に対応してまいりたいと考え携を図り、適切に対応してまいりたいと考え携を図り、適切に対応してまいりたいと考え携を図り、適切に対応してまいりたいと考え

ております。ております。ております。ております。

また、抗インフルエンザウイルス薬タミフまた、抗インフルエンザウイルス薬タミフまた、抗インフルエンザウイルス薬タミフまた、抗インフルエンザウイルス薬タミフ

ルにつきましては、通常のインフルエンザにルにつきましては、通常のインフルエンザにルにつきましては、通常のインフルエンザにルにつきましては、通常のインフルエンザに

対応する分とは別に、新型インフルエンザ対対応する分とは別に、新型インフルエンザ対対応する分とは別に、新型インフルエンザ対対応する分とは別に、新型インフルエンザ対

策として国と都道府県において備蓄を予定し策として国と都道府県において備蓄を予定し策として国と都道府県において備蓄を予定し策として国と都道府県において備蓄を予定し

ていると伺っております。ていると伺っております。ていると伺っております。ていると伺っております。
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なお、農家戸数及び農家経営者の年齢につなお、農家戸数及び農家経営者の年齢につなお、農家戸数及び農家経営者の年齢につなお、農家戸数及び農家経営者の年齢につ

いては経済部長から、インフルエンザワクチいては経済部長から、インフルエンザワクチいては経済部長から、インフルエンザワクチいては経済部長から、インフルエンザワクチ

ンの接種状況については病院事務局長からそンの接種状況については病院事務局長からそンの接種状況については病院事務局長からそンの接種状況については病院事務局長からそ

れぞれ答弁をいたします。れぞれ答弁をいたします。れぞれ答弁をいたします。れぞれ答弁をいたします。

●議長長岡正勝君 経済部長。●議長長岡正勝君 経済部長。●議長長岡正勝君 経済部長。●議長長岡正勝君 経済部長。

●経済部長酒巻 進君 美唄市内の農家戸数●経済部長酒巻 進君 美唄市内の農家戸数●経済部長酒巻 進君 美唄市内の農家戸数●経済部長酒巻 進君 美唄市内の農家戸数

について、農家経営者の年齢についてにつきについて、農家経営者の年齢についてにつきについて、農家経営者の年齢についてにつきについて、農家経営者の年齢についてにつき

ましては、私からご答弁をさせていただきまましては、私からご答弁をさせていただきまましては、私からご答弁をさせていただきまましては、私からご答弁をさせていただきま

す。す。す。す。

農家戸数についてでありますが、農業委員農家戸数についてでありますが、農業委員農家戸数についてでありますが、農業委員農家戸数についてでありますが、農業委員

会の農家基本台帳による農家戸数は、平成14会の農家基本台帳による農家戸数は、平成14会の農家基本台帳による農家戸数は、平成14会の農家基本台帳による農家戸数は、平成14

年度が1,049戸、15年度が1,029戸、16年度が1,年度が1,049戸、15年度が1,029戸、16年度が1,年度が1,049戸、15年度が1,029戸、16年度が1,年度が1,049戸、15年度が1,029戸、16年度が1,

008戸、17年度が11月現在で941戸となってお008戸、17年度が11月現在で941戸となってお008戸、17年度が11月現在で941戸となってお008戸、17年度が11月現在で941戸となってお

ります。ります。ります。ります。

次に、経営主の年代別農家戸数についてで次に、経営主の年代別農家戸数についてで次に、経営主の年代別農家戸数についてで次に、経営主の年代別農家戸数についてで

ありますが、30歳代は57戸、40歳代は196戸、ありますが、30歳代は57戸、40歳代は196戸、ありますが、30歳代は57戸、40歳代は196戸、ありますが、30歳代は57戸、40歳代は196戸、

50歳代は350戸、60歳代は183戸、70歳以上は150歳代は350戸、60歳代は183戸、70歳以上は150歳代は350戸、60歳代は183戸、70歳以上は150歳代は350戸、60歳代は183戸、70歳以上は1

40戸となっております。40戸となっております。40戸となっております。40戸となっております。

●議長長岡正勝君 病院事務局長。●議長長岡正勝君 病院事務局長。●議長長岡正勝君 病院事務局長。●議長長岡正勝君 病院事務局長。

●市立美唄病院事務局長吉田 譲君 市立美●市立美唄病院事務局長吉田 譲君 市立美●市立美唄病院事務局長吉田 譲君 市立美●市立美唄病院事務局長吉田 譲君 市立美

唄病院におきますインフルエンザワクチンの唄病院におきますインフルエンザワクチンの唄病院におきますインフルエンザワクチンの唄病院におきますインフルエンザワクチンの

接種状況につきましては、私の方からご答弁接種状況につきましては、私の方からご答弁接種状況につきましては、私の方からご答弁接種状況につきましては、私の方からご答弁

をさせていただきます。をさせていただきます。をさせていただきます。をさせていただきます。

10月の広報紙メロディーで市民の皆様に接10月の広報紙メロディーで市民の皆様に接10月の広報紙メロディーで市民の皆様に接10月の広報紙メロディーで市民の皆様に接

種についてのお知らせをいたし、内科746名、種についてのお知らせをいたし、内科746名、種についてのお知らせをいたし、内科746名、種についてのお知らせをいたし、内科746名、

小児科501名、合計1,247名の申し込みがあり、小児科501名、合計1,247名の申し込みがあり、小児科501名、合計1,247名の申し込みがあり、小児科501名、合計1,247名の申し込みがあり、

11月中旬には内科、小児科とも受け付けを終11月中旬には内科、小児科とも受け付けを終11月中旬には内科、小児科とも受け付けを終11月中旬には内科、小児科とも受け付けを終

了しております。了しております。了しております。了しております。

接種ワクチンは、「Ａソ連型」や「Ａ香港接種ワクチンは、「Ａソ連型」や「Ａ香港接種ワクチンは、「Ａソ連型」や「Ａ香港接種ワクチンは、「Ａソ連型」や「Ａ香港

型」などに効果のあるワクチンで、これまで型」などに効果のあるワクチンで、これまで型」などに効果のあるワクチンで、これまで型」などに効果のあるワクチンで、これまで

に内科630名、小児科397名、合計1,027名の方に内科630名、小児科397名、合計1,027名の方に内科630名、小児科397名、合計1,027名の方に内科630名、小児科397名、合計1,027名の方

が接種をされております。が接種をされております。が接種をされております。が接種をされております。

なお、現在までに内科で３名の方がインフなお、現在までに内科で３名の方がインフなお、現在までに内科で３名の方がインフなお、現在までに内科で３名の方がインフ

ルエンザウイルスの検査を受けられましたが、ルエンザウイルスの検査を受けられましたが、ルエンザウイルスの検査を受けられましたが、ルエンザウイルスの検査を受けられましたが、

そのすべての方が陰性であり、インフルエンそのすべての方が陰性であり、インフルエンそのすべての方が陰性であり、インフルエンそのすべての方が陰性であり、インフルエン

ザの発症は確認をされておりません。ザの発症は確認をされておりません。ザの発症は確認をされておりません。ザの発症は確認をされておりません。

●議長長岡正勝君 教育長。●議長長岡正勝君 教育長。●議長長岡正勝君 教育長。●議長長岡正勝君 教育長。

●教育長村上忠雄君（登壇） 矢部議員のご●教育長村上忠雄君（登壇） 矢部議員のご●教育長村上忠雄君（登壇） 矢部議員のご●教育長村上忠雄君（登壇） 矢部議員のご

質問に順次お答え申し上げます。質問に順次お答え申し上げます。質問に順次お答え申し上げます。質問に順次お答え申し上げます。

初めに、発展的な学習内容についてであり初めに、発展的な学習内容についてであり初めに、発展的な学習内容についてであり初めに、発展的な学習内容についてであり

ますが、現行の学習指導要領ですべての児童ますが、現行の学習指導要領ですべての児童ますが、現行の学習指導要領ですべての児童ますが、現行の学習指導要領ですべての児童

生徒が共通に学ぶ内容が厳選されたことを踏生徒が共通に学ぶ内容が厳選されたことを踏生徒が共通に学ぶ内容が厳選されたことを踏生徒が共通に学ぶ内容が厳選されたことを踏

まえ、児童生徒が理解をより深めたり、興味、まえ、児童生徒が理解をより深めたり、興味、まえ、児童生徒が理解をより深めたり、興味、まえ、児童生徒が理解をより深めたり、興味、

関心に応じて学習を広げたりすることができ関心に応じて学習を広げたりすることができ関心に応じて学習を広げたりすることができ関心に応じて学習を広げたりすることができ

るよう、教科書にも「発展的な学習内容」をるよう、教科書にも「発展的な学習内容」をるよう、教科書にも「発展的な学習内容」をるよう、教科書にも「発展的な学習内容」を

記述できるようになりました。小学校では平記述できるようになりました。小学校では平記述できるようになりました。小学校では平記述できるようになりました。小学校では平

成17年度から、中学校では平成18年度から使成17年度から、中学校では平成18年度から使成17年度から、中学校では平成18年度から使成17年度から、中学校では平成18年度から使

用される教科書にそれが記載されることとな用される教科書にそれが記載されることとな用される教科書にそれが記載されることとな用される教科書にそれが記載されることとな

ります。ただし、教科書は指導要領に示されります。ただし、教科書は指導要領に示されります。ただし、教科書は指導要領に示されります。ただし、教科書は指導要領に示され

た内容を確実に定着させることを主眼とするた内容を確実に定着させることを主眼とするた内容を確実に定着させることを主眼とするた内容を確実に定着させることを主眼とする

ものであること、そして「発展的な学習内ものであること、そして「発展的な学習内ものであること、そして「発展的な学習内ものであること、そして「発展的な学習内

容」はすべての児童生徒が一律に学習しなけ容」はすべての児童生徒が一律に学習しなけ容」はすべての児童生徒が一律に学習しなけ容」はすべての児童生徒が一律に学習しなけ

ればならないものではないことから、この記ればならないものではないことから、この記ればならないものではないことから、この記ればならないものではないことから、この記

述については他の記述と明確に区分すること述については他の記述と明確に区分すること述については他の記述と明確に区分すること述については他の記述と明確に区分すること

や分量制限などの条件のもとで記述が認めらや分量制限などの条件のもとで記述が認めらや分量制限などの条件のもとで記述が認めらや分量制限などの条件のもとで記述が認めら

れております。れております。れております。れております。

また、この「発展的な学習内容」につきままた、この「発展的な学習内容」につきままた、この「発展的な学習内容」につきままた、この「発展的な学習内容」につきま

しては、各学校において児童生徒の実態に応しては、各学校において児童生徒の実態に応しては、各学校において児童生徒の実態に応しては、各学校において児童生徒の実態に応

じた適切な取り扱いがなされることが大切でじた適切な取り扱いがなされることが大切でじた適切な取り扱いがなされることが大切でじた適切な取り扱いがなされることが大切で

あると考えております。あると考えております。あると考えております。あると考えております。

次に、ゆとり教育についてでありますが、次に、ゆとり教育についてでありますが、次に、ゆとり教育についてでありますが、次に、ゆとり教育についてでありますが、

学校週５日制の導入に伴う学習内容の厳選や学校週５日制の導入に伴う学習内容の厳選や学校週５日制の導入に伴う学習内容の厳選や学校週５日制の導入に伴う学習内容の厳選や

授業時数の削減及び国際学力調査等の結果か授業時数の削減及び国際学力調査等の結果か授業時数の削減及び国際学力調査等の結果か授業時数の削減及び国際学力調査等の結果か

ら、学力が低下傾向にあることが指摘され、ら、学力が低下傾向にあることが指摘され、ら、学力が低下傾向にあることが指摘され、ら、学力が低下傾向にあることが指摘され、

ゆとり教育に対する批判的見解もあるところゆとり教育に対する批判的見解もあるところゆとり教育に対する批判的見解もあるところゆとり教育に対する批判的見解もあるところ

でございます。でございます。でございます。でございます。

学校週５日制の趣旨は、児童生徒の家庭や学校週５日制の趣旨は、児童生徒の家庭や学校週５日制の趣旨は、児童生徒の家庭や学校週５日制の趣旨は、児童生徒の家庭や

地域社会での生活時間の比重を高めて、児童地域社会での生活時間の比重を高めて、児童地域社会での生活時間の比重を高めて、児童地域社会での生活時間の比重を高めて、児童
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生徒に社会体験や自然体験などのさまざまな生徒に社会体験や自然体験などのさまざまな生徒に社会体験や自然体験などのさまざまな生徒に社会体験や自然体験などのさまざまな

活動を経験させ、みずから学び、みずから考活動を経験させ、みずから学び、みずから考活動を経験させ、みずから学び、みずから考活動を経験させ、みずから学び、みずから考

える力や豊かな人間性、たくましく生きるたえる力や豊かな人間性、たくましく生きるたえる力や豊かな人間性、たくましく生きるたえる力や豊かな人間性、たくましく生きるた

めの健康や体力などの「生きる力」をはぐくめの健康や体力などの「生きる力」をはぐくめの健康や体力などの「生きる力」をはぐくめの健康や体力などの「生きる力」をはぐく

むことであります。この学校週５日制の趣旨むことであります。この学校週５日制の趣旨むことであります。この学校週５日制の趣旨むことであります。この学校週５日制の趣旨

を十分踏まえ、家庭におきましては基本的なを十分踏まえ、家庭におきましては基本的なを十分踏まえ、家庭におきましては基本的なを十分踏まえ、家庭におきましては基本的な

生活習慣を身につけさせること、学校におい生活習慣を身につけさせること、学校におい生活習慣を身につけさせること、学校におい生活習慣を身につけさせること、学校におい

ては各学年で身につけさせなければならないては各学年で身につけさせなければならないては各学年で身につけさせなければならないては各学年で身につけさせなければならない

基礎、基本を確実に習得させることなど、そ基礎、基本を確実に習得させることなど、そ基礎、基本を確実に習得させることなど、そ基礎、基本を確実に習得させることなど、そ

れぞれが持つ機能を生かし、責任を果たしてれぞれが持つ機能を生かし、責任を果たしてれぞれが持つ機能を生かし、責任を果たしてれぞれが持つ機能を生かし、責任を果たして

いくことが大切であると考えているところでいくことが大切であると考えているところでいくことが大切であると考えているところでいくことが大切であると考えているところで

ございます。ございます。ございます。ございます。

次に、教育改革についてでありますが、昨次に、教育改革についてでありますが、昨次に、教育改革についてでありますが、昨次に、教育改革についてでありますが、昨

今教育の進むべき方向が揺れ動いている、ま今教育の進むべき方向が揺れ動いている、ま今教育の進むべき方向が揺れ動いている、ま今教育の進むべき方向が揺れ動いている、ま

たは教育改革の軸足がぶれているという声もたは教育改革の軸足がぶれているという声もたは教育改革の軸足がぶれているという声もたは教育改革の軸足がぶれているという声も

聞かれますが、教育委員会及び学校は何が教聞かれますが、教育委員会及び学校は何が教聞かれますが、教育委員会及び学校は何が教聞かれますが、教育委員会及び学校は何が教

育の本質であるのか、いわゆる「不易」と育の本質であるのか、いわゆる「不易」と育の本質であるのか、いわゆる「不易」と育の本質であるのか、いわゆる「不易」と

「流行」をしっかりと見きわめ、責務を遂行「流行」をしっかりと見きわめ、責務を遂行「流行」をしっかりと見きわめ、責務を遂行「流行」をしっかりと見きわめ、責務を遂行

していくことが大切であると考えております。していくことが大切であると考えております。していくことが大切であると考えております。していくことが大切であると考えております。

いずれにいたしましても、地方分権に伴い義いずれにいたしましても、地方分権に伴い義いずれにいたしましても、地方分権に伴い義いずれにいたしましても、地方分権に伴い義

務教育の直接の実施主体である市町村や学校務教育の直接の実施主体である市町村や学校務教育の直接の実施主体である市町村や学校務教育の直接の実施主体である市町村や学校

の主体性が尊重されると同時に、地方の責任の主体性が尊重されると同時に、地方の責任の主体性が尊重されると同時に、地方の責任の主体性が尊重されると同時に、地方の責任

及び役割が一層大きくなってくるものと考え及び役割が一層大きくなってくるものと考え及び役割が一層大きくなってくるものと考え及び役割が一層大きくなってくるものと考え

ております。ております。ております。ております。

次に、学習指導要領についてでありますが、次に、学習指導要領についてでありますが、次に、学習指導要領についてでありますが、次に、学習指導要領についてでありますが、

学習指導要領は学校が全国的に一定の教育水学習指導要領は学校が全国的に一定の教育水学習指導要領は学校が全国的に一定の教育水学習指導要領は学校が全国的に一定の教育水

準を確保するなどの観点から、各教科等の目準を確保するなどの観点から、各教科等の目準を確保するなどの観点から、各教科等の目準を確保するなどの観点から、各教科等の目

標や内容が定められている基準であり、現行標や内容が定められている基準であり、現行標や内容が定められている基準であり、現行標や内容が定められている基準であり、現行

の学習指導要領においては地域や学校の打ちの学習指導要領においては地域や学校の打ちの学習指導要領においては地域や学校の打ちの学習指導要領においては地域や学校の打ち

出す特色に対応できるよう、指導内容の大綱出す特色に対応できるよう、指導内容の大綱出す特色に対応できるよう、指導内容の大綱出す特色に対応できるよう、指導内容の大綱

化や弾力化が図られております。化や弾力化が図られております。化や弾力化が図られております。化や弾力化が図られております。

いま求められている確かな学力とは、知識、いま求められている確かな学力とは、知識、いま求められている確かな学力とは、知識、いま求められている確かな学力とは、知識、

技能のみならず、みずから学ぶ意欲、思考力、技能のみならず、みずから学ぶ意欲、思考力、技能のみならず、みずから学ぶ意欲、思考力、技能のみならず、みずから学ぶ意欲、思考力、

判断力、表現力などを含めたものであること判断力、表現力などを含めたものであること判断力、表現力などを含めたものであること判断力、表現力などを含めたものであること

から、各学校においては個に応じた指導の充から、各学校においては個に応じた指導の充から、各学校においては個に応じた指導の充から、各学校においては個に応じた指導の充

実を図るとともに、社会体験や自然体験など実を図るとともに、社会体験や自然体験など実を図るとともに、社会体験や自然体験など実を図るとともに、社会体験や自然体験など

の体験的な学習を取り入れるなど、指導方法の体験的な学習を取り入れるなど、指導方法の体験的な学習を取り入れるなど、指導方法の体験的な学習を取り入れるなど、指導方法

や指導体制の工夫改善に努めているところでや指導体制の工夫改善に努めているところでや指導体制の工夫改善に努めているところでや指導体制の工夫改善に努めているところで

ございます。ございます。ございます。ございます。

●議長長岡正勝君 12番矢部正義議員。●議長長岡正勝君 12番矢部正義議員。●議長長岡正勝君 12番矢部正義議員。●議長長岡正勝君 12番矢部正義議員。

●12番矢部正義議員 自席から再質問させて●12番矢部正義議員 自席から再質問させて●12番矢部正義議員 自席から再質問させて●12番矢部正義議員 自席から再質問させて

いただきます。いただきます。いただきます。いただきます。

初めに、農業の問題でありますが、農家戸初めに、農業の問題でありますが、農家戸初めに、農業の問題でありますが、農家戸初めに、農業の問題でありますが、農家戸

数であります。答弁によりますと、農家戸数数であります。答弁によりますと、農家戸数数であります。答弁によりますと、農家戸数数であります。答弁によりますと、農家戸数

は年々減少傾向にあるわけでありまして、現は年々減少傾向にあるわけでありまして、現は年々減少傾向にあるわけでありまして、現は年々減少傾向にあるわけでありまして、現

在の農家戸数は平成14年1,049件、いま現在94在の農家戸数は平成14年1,049件、いま現在94在の農家戸数は平成14年1,049件、いま現在94在の農家戸数は平成14年1,049件、いま現在94

1戸、約10％、100戸以上の方が離農している。1戸、約10％、100戸以上の方が離農している。1戸、約10％、100戸以上の方が離農している。1戸、約10％、100戸以上の方が離農している。

いわゆるこれだけ減少している状況にあるわいわゆるこれだけ減少している状況にあるわいわゆるこれだけ減少している状況にあるわいわゆるこれだけ減少している状況にあるわ

けであります。さらには、来年度より品目横けであります。さらには、来年度より品目横けであります。さらには、来年度より品目横けであります。さらには、来年度より品目横

断的経営安定対策などの取り入れが導入され、断的経営安定対策などの取り入れが導入され、断的経営安定対策などの取り入れが導入され、断的経営安定対策などの取り入れが導入され、

平成19年度から実施されるわけでありますが、平成19年度から実施されるわけでありますが、平成19年度から実施されるわけでありますが、平成19年度から実施されるわけでありますが、

こうなりますと、なお農家戸数が削減されてこうなりますと、なお農家戸数が削減されてこうなりますと、なお農家戸数が削減されてこうなりますと、なお農家戸数が削減されて

いくんではないかなと、こう思っております。いくんではないかなと、こう思っております。いくんではないかなと、こう思っております。いくんではないかなと、こう思っております。

美唄市の基幹産業の農業がどんどんと衰退し美唄市の基幹産業の農業がどんどんと衰退し美唄市の基幹産業の農業がどんどんと衰退し美唄市の基幹産業の農業がどんどんと衰退し

ていく様子がはっきりとわかってくる状況にていく様子がはっきりとわかってくる状況にていく様子がはっきりとわかってくる状況にていく様子がはっきりとわかってくる状況に

あります。農業を守るために近代化や経営基あります。農業を守るために近代化や経営基あります。農業を守るために近代化や経営基あります。農業を守るために近代化や経営基

盤の確立などの施策の展開を図るとともに、盤の確立などの施策の展開を図るとともに、盤の確立などの施策の展開を図るとともに、盤の確立などの施策の展開を図るとともに、

農業従事者の高齢化や後継者問題への対応が、農業従事者の高齢化や後継者問題への対応が、農業従事者の高齢化や後継者問題への対応が、農業従事者の高齢化や後継者問題への対応が、

これは十分に必要ではないかなと、こう思っこれは十分に必要ではないかなと、こう思っこれは十分に必要ではないかなと、こう思っこれは十分に必要ではないかなと、こう思っ

ているわけでありますが、美唄市の基幹産業ているわけでありますが、美唄市の基幹産業ているわけでありますが、美唄市の基幹産業ているわけでありますが、美唄市の基幹産業

を守る上での今後の取り組みについて、将来を守る上での今後の取り組みについて、将来を守る上での今後の取り組みについて、将来を守る上での今後の取り組みについて、将来

像がどうなるのか、市長の考えをお伺いいた像がどうなるのか、市長の考えをお伺いいた像がどうなるのか、市長の考えをお伺いいた像がどうなるのか、市長の考えをお伺いいた

します。します。します。します。

２つ目は、担い手と集落営農の実態でござ２つ目は、担い手と集落営農の実態でござ２つ目は、担い手と集落営農の実態でござ２つ目は、担い手と集落営農の実態でござ

いますが、まず担い手についてでございますいますが、まず担い手についてでございますいますが、まず担い手についてでございますいますが、まず担い手についてでございます

が、美唄市の大規模担い手農家の数は、現時が、美唄市の大規模担い手農家の数は、現時が、美唄市の大規模担い手農家の数は、現時が、美唄市の大規模担い手農家の数は、現時

点で404戸と答弁いただきました。担い手の要点で404戸と答弁いただきました。担い手の要点で404戸と答弁いただきました。担い手の要点で404戸と答弁いただきました。担い手の要

件がそろった農家に対しては、経営安定対策件がそろった農家に対しては、経営安定対策件がそろった農家に対しては、経営安定対策件がそろった農家に対しては、経営安定対策
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骨子の助成として一定規模の耕地面積を持つ骨子の助成として一定規模の耕地面積を持つ骨子の助成として一定規模の耕地面積を持つ骨子の助成として一定規模の耕地面積を持つ

農家に絞ると、こう言われております。農家に絞ると、こう言われております。農家に絞ると、こう言われております。農家に絞ると、こう言われております。

また、規模拡大が困難な地域においては、6また、規模拡大が困難な地域においては、6また、規模拡大が困難な地域においては、6また、規模拡大が困難な地域においては、6

4％の特例措置として認めるということでござ4％の特例措置として認めるということでござ4％の特例措置として認めるということでござ4％の特例措置として認めるということでござ

いますが、実際に６町４反まではこの担い手いますが、実際に６町４反まではこの担い手いますが、実際に６町４反まではこの担い手いますが、実際に６町４反まではこの担い手

としての対応に含まれるということになるととしての対応に含まれるということになるととしての対応に含まれるということになるととしての対応に含まれるということになると

思うのです。そうなりますと、網をかけます思うのです。そうなりますと、網をかけます思うのです。そうなりますと、網をかけます思うのです。そうなりますと、網をかけます

と565戸がその対応になる。そうなると、先ほと565戸がその対応になる。そうなると、先ほと565戸がその対応になる。そうなると、先ほと565戸がその対応になる。そうなると、先ほ

ど言いましたように、九百何ぼしかいまござど言いましたように、九百何ぼしかいまござど言いましたように、九百何ぼしかいまござど言いましたように、九百何ぼしかいまござ

いませんから、約６割、これが対象に含まれいませんから、約６割、これが対象に含まれいませんから、約６割、これが対象に含まれいませんから、約６割、これが対象に含まれ

るわけでありますが、残りの360～370、このるわけでありますが、残りの360～370、このるわけでありますが、残りの360～370、このるわけでありますが、残りの360～370、この

零細農家、小規模農家、これが網から外され零細農家、小規模農家、これが網から外され零細農家、小規模農家、これが網から外され零細農家、小規模農家、これが網から外され

る状況になるわけであります。国は、担い手る状況になるわけであります。国は、担い手る状況になるわけであります。国は、担い手る状況になるわけであります。国は、担い手

農家を集約することで生産調整がしやすくな農家を集約することで生産調整がしやすくな農家を集約することで生産調整がしやすくな農家を集約することで生産調整がしやすくな

る利点もあると思いますが、農家はたまったる利点もあると思いますが、農家はたまったる利点もあると思いますが、農家はたまったる利点もあると思いますが、農家はたまった

もんではないと思うんですよね。もんではないと思うんですよね。もんではないと思うんですよね。もんではないと思うんですよね。

そこで、美唄市はこのような小さな農家をそこで、美唄市はこのような小さな農家をそこで、美唄市はこのような小さな農家をそこで、美唄市はこのような小さな農家を

安心して農業が続けられるような取り組みを安心して農業が続けられるような取り組みを安心して農業が続けられるような取り組みを安心して農業が続けられるような取り組みを

模索しなければならないと思うわけでありま模索しなければならないと思うわけでありま模索しなければならないと思うわけでありま模索しなければならないと思うわけでありま

すが、担い手の考え方についてはある程度説すが、担い手の考え方についてはある程度説すが、担い手の考え方についてはある程度説すが、担い手の考え方についてはある程度説

明でわかりました。明でわかりました。明でわかりました。明でわかりました。

しかし、いま言いましたように、集落農家、しかし、いま言いましたように、集落農家、しかし、いま言いましたように、集落農家、しかし、いま言いましたように、集落農家、

これに取り組む状況をしっかりと取り組んでこれに取り組む状況をしっかりと取り組んでこれに取り組む状況をしっかりと取り組んでこれに取り組む状況をしっかりと取り組んで

いかなければならない。いまほど申し上げたいかなければならない。いまほど申し上げたいかなければならない。いまほど申し上げたいかなければならない。いまほど申し上げた

美唄の農家を支えてきた農家は、昔から先祖美唄の農家を支えてきた農家は、昔から先祖美唄の農家を支えてきた農家は、昔から先祖美唄の農家を支えてきた農家は、昔から先祖

より地道に今日まで地域や農地を守ってきまより地道に今日まで地域や農地を守ってきまより地道に今日まで地域や農地を守ってきまより地道に今日まで地域や農地を守ってきま

した。そういう零細農家でありますし、美唄した。そういう零細農家でありますし、美唄した。そういう零細農家でありますし、美唄した。そういう零細農家でありますし、美唄

市の農村集落の歴史ははかり知れないものが市の農村集落の歴史ははかり知れないものが市の農村集落の歴史ははかり知れないものが市の農村集落の歴史ははかり知れないものが

あると思うのです。また、農地は水環境や水あると思うのです。また、農地は水環境や水あると思うのです。また、農地は水環境や水あると思うのです。また、農地は水環境や水

害対策、また景観など、貴重な地形を守って害対策、また景観など、貴重な地形を守って害対策、また景観など、貴重な地形を守って害対策、また景観など、貴重な地形を守って

きたとも言えるわけであります。きたとも言えるわけであります。きたとも言えるわけであります。きたとも言えるわけであります。

いまの農業現状を考えると、生産と生活のいまの農業現状を考えると、生産と生活のいまの農業現状を考えると、生産と生活のいまの農業現状を考えると、生産と生活の

基盤が乱れ、集落そのものが存在意義がなく基盤が乱れ、集落そのものが存在意義がなく基盤が乱れ、集落そのものが存在意義がなく基盤が乱れ、集落そのものが存在意義がなく

なってしまう、失われてしまうんじゃないかなってしまう、失われてしまうんじゃないかなってしまう、失われてしまうんじゃないかなってしまう、失われてしまうんじゃないか

なと思われます。いまこそ個別農家をより観なと思われます。いまこそ個別農家をより観なと思われます。いまこそ個別農家をより観なと思われます。いまこそ個別農家をより観

光農業として新しい考えのもと、創意工夫を光農業として新しい考えのもと、創意工夫を光農業として新しい考えのもと、創意工夫を光農業として新しい考えのもと、創意工夫を

しながら知恵を出し、零細農家を育てるものしながら知恵を出し、零細農家を育てるものしながら知恵を出し、零細農家を育てるものしながら知恵を出し、零細農家を育てるもの

ではないでしょうか。小さな農家こそ小回りではないでしょうか。小さな農家こそ小回りではないでしょうか。小さな農家こそ小回りではないでしょうか。小さな農家こそ小回り

がきき、小さくても高収入のある農作物やブがきき、小さくても高収入のある農作物やブがきき、小さくても高収入のある農作物やブがきき、小さくても高収入のある農作物やブ

ランド商品、また高付加価値を高めた取り組ランド商品、また高付加価値を高めた取り組ランド商品、また高付加価値を高めた取り組ランド商品、また高付加価値を高めた取り組

みができる、そういう農家ではないかと思いみができる、そういう農家ではないかと思いみができる、そういう農家ではないかと思いみができる、そういう農家ではないかと思い

ます。行政として、また農協、普及所などがます。行政として、また農協、普及所などがます。行政として、また農協、普及所などがます。行政として、また農協、普及所などが

連携し、育成するとはいうものの、こういう連携し、育成するとはいうものの、こういう連携し、育成するとはいうものの、こういう連携し、育成するとはいうものの、こういう

農家に対して小まめに指導していかなければ農家に対して小まめに指導していかなければ農家に対して小まめに指導していかなければ農家に対して小まめに指導していかなければ

ならないと思いますが、美唄市は今後このよならないと思いますが、美唄市は今後このよならないと思いますが、美唄市は今後このよならないと思いますが、美唄市は今後このよ

うな小さな零細農家の育成について、どう対うな小さな零細農家の育成について、どう対うな小さな零細農家の育成について、どう対うな小さな零細農家の育成について、どう対

応していくのか、いま１度市長の考えをお伺応していくのか、いま１度市長の考えをお伺応していくのか、いま１度市長の考えをお伺応していくのか、いま１度市長の考えをお伺

いいたします。いいたします。いいたします。いいたします。

３つ目は、農業の経営主の年齢についてお３つ目は、農業の経営主の年齢についてお３つ目は、農業の経営主の年齢についてお３つ目は、農業の経営主の年齢についてお

伺いいたしました。農業に従事する人たちは、伺いいたしました。農業に従事する人たちは、伺いいたしました。農業に従事する人たちは、伺いいたしました。農業に従事する人たちは、

高齢化がどんどんと進んでおります。特に60高齢化がどんどんと進んでおります。特に60高齢化がどんどんと進んでおります。特に60高齢化がどんどんと進んでおります。特に60

歳以上の年齢を占める割合が高いわけであり歳以上の年齢を占める割合が高いわけであり歳以上の年齢を占める割合が高いわけであり歳以上の年齢を占める割合が高いわけであり

ます。農家には、一般的に定年という制度はます。農家には、一般的に定年という制度はます。農家には、一般的に定年という制度はます。農家には、一般的に定年という制度は

ありません。会社員や公務員のような60歳前ありません。会社員や公務員のような60歳前ありません。会社員や公務員のような60歳前ありません。会社員や公務員のような60歳前

後の年齢になったからといって、いままでの後の年齢になったからといって、いままでの後の年齢になったからといって、いままでの後の年齢になったからといって、いままでの

仕事をやめ、悠々自適な生活を送ったり、別仕事をやめ、悠々自適な生活を送ったり、別仕事をやめ、悠々自適な生活を送ったり、別仕事をやめ、悠々自適な生活を送ったり、別

の職場で第２の人生を歩む人は余りいないとの職場で第２の人生を歩む人は余りいないとの職場で第２の人生を歩む人は余りいないとの職場で第２の人生を歩む人は余りいないと

思います。働ける間は、何歳になってもずっ思います。働ける間は、何歳になってもずっ思います。働ける間は、何歳になってもずっ思います。働ける間は、何歳になってもずっ

と働き続けられるのが農業の大きな特徴だとと働き続けられるのが農業の大きな特徴だとと働き続けられるのが農業の大きな特徴だとと働き続けられるのが農業の大きな特徴だと

思います。また、働き通すことで生きがいと思います。また、働き通すことで生きがいと思います。また、働き通すことで生きがいと思います。また、働き通すことで生きがいと

する人々もたくさんいるわけであります。土する人々もたくさんいるわけであります。土する人々もたくさんいるわけであります。土する人々もたくさんいるわけであります。土

地を耕し、土とともに生活し、土に返る農家地を耕し、土とともに生活し、土に返る農家地を耕し、土とともに生活し、土に返る農家地を耕し、土とともに生活し、土に返る農家

が伝統的な生き方で、理想の生き方でないでが伝統的な生き方で、理想の生き方でないでが伝統的な生き方で、理想の生き方でないでが伝統的な生き方で、理想の生き方でないで

しょうか。しょうか。しょうか。しょうか。

ある本を読ませていただきましたが、そのある本を読ませていただきましたが、そのある本を読ませていただきましたが、そのある本を読ませていただきましたが、その

中に「死に光」という言葉がありました。こ中に「死に光」という言葉がありました。こ中に「死に光」という言葉がありました。こ中に「死に光」という言葉がありました。こ

の言葉は、死に際が光るという意味でもありの言葉は、死に際が光るという意味でもありの言葉は、死に際が光るという意味でもありの言葉は、死に際が光るという意味でもあり

ますし、死に花を咲かせるという意味にも使ますし、死に花を咲かせるという意味にも使ますし、死に花を咲かせるという意味にも使ますし、死に花を咲かせるという意味にも使
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われるわけであります。農村で豊かな老後をわれるわけであります。農村で豊かな老後をわれるわけであります。農村で豊かな老後をわれるわけであります。農村で豊かな老後を

過ごすことは、人生で最もすばらしい生活を過ごすことは、人生で最もすばらしい生活を過ごすことは、人生で最もすばらしい生活を過ごすことは、人生で最もすばらしい生活を

送ることだと思います。あくまでも個人の価送ることだと思います。あくまでも個人の価送ることだと思います。あくまでも個人の価送ることだと思います。あくまでも個人の価

値観や生き方の問題ですが、老後の楽しみ方値観や生き方の問題ですが、老後の楽しみ方値観や生き方の問題ですが、老後の楽しみ方値観や生き方の問題ですが、老後の楽しみ方

を自分で設定し、自分で決めて、定年を迎えを自分で設定し、自分で決めて、定年を迎えを自分で設定し、自分で決めて、定年を迎えを自分で設定し、自分で決めて、定年を迎え

るまで一生懸命に働き続ける、これがすばらるまで一生懸命に働き続ける、これがすばらるまで一生懸命に働き続ける、これがすばらるまで一生懸命に働き続ける、これがすばら

しい生き方を目指すものだと思います。農業しい生き方を目指すものだと思います。農業しい生き方を目指すものだと思います。農業しい生き方を目指すものだと思います。農業

を生きがいとしている高齢者に対して、市長を生きがいとしている高齢者に対して、市長を生きがいとしている高齢者に対して、市長を生きがいとしている高齢者に対して、市長

はどのような考えをお持ちなのかお伺いをいはどのような考えをお持ちなのかお伺いをいはどのような考えをお持ちなのかお伺いをいはどのような考えをお持ちなのかお伺いをい

たします。たします。たします。たします。

次に、経済問題についてお伺いをいたしま次に、経済問題についてお伺いをいたしま次に、経済問題についてお伺いをいたしま次に、経済問題についてお伺いをいたしま

す。す。す。す。

観光の位置づけと地域産業については、あ観光の位置づけと地域産業については、あ観光の位置づけと地域産業については、あ観光の位置づけと地域産業については、あ

る程度理解をできましたが、交流拠点施設周る程度理解をできましたが、交流拠点施設周る程度理解をできましたが、交流拠点施設周る程度理解をできましたが、交流拠点施設周

辺の今後の考え方についてお伺いをいたしま辺の今後の考え方についてお伺いをいたしま辺の今後の考え方についてお伺いをいたしま辺の今後の考え方についてお伺いをいたしま

す。す。す。す。

美唄市の観光は、交流拠点施設が中心で、美唄市の観光は、交流拠点施設が中心で、美唄市の観光は、交流拠点施設が中心で、美唄市の観光は、交流拠点施設が中心で、

美唄の核として取り組むことであると思いま美唄の核として取り組むことであると思いま美唄の核として取り組むことであると思いま美唄の核として取り組むことであると思いま

す。ゆ～りん館も約２年がたち、観光客が訪す。ゆ～りん館も約２年がたち、観光客が訪す。ゆ～りん館も約２年がたち、観光客が訪す。ゆ～りん館も約２年がたち、観光客が訪

れ、入場者数も66万7,000人以上が入場されたれ、入場者数も66万7,000人以上が入場されたれ、入場者数も66万7,000人以上が入場されたれ、入場者数も66万7,000人以上が入場された

と聞いております。大変すばらしい結果でなと聞いております。大変すばらしい結果でなと聞いております。大変すばらしい結果でなと聞いております。大変すばらしい結果でな

いかなと思っております。いかなと思っております。いかなと思っております。いかなと思っております。

また、ことしの５月にパークゴルフ場がオまた、ことしの５月にパークゴルフ場がオまた、ことしの５月にパークゴルフ場がオまた、ことしの５月にパークゴルフ場がオ

ープンし、３万人の方が楽しくプレーをしたープンし、３万人の方が楽しくプレーをしたープンし、３万人の方が楽しくプレーをしたープンし、３万人の方が楽しくプレーをした

と聞いております。このパークゴルフ場は、と聞いております。このパークゴルフ場は、と聞いております。このパークゴルフ場は、と聞いております。このパークゴルフ場は、

近隣の市町村と違う、隆起あふれる、変化に近隣の市町村と違う、隆起あふれる、変化に近隣の市町村と違う、隆起あふれる、変化に近隣の市町村と違う、隆起あふれる、変化に

富んだゴルフ場で、愛好者から大変喜ばれ、富んだゴルフ場で、愛好者から大変喜ばれ、富んだゴルフ場で、愛好者から大変喜ばれ、富んだゴルフ場で、愛好者から大変喜ばれ、

楽しいプレーができると評判で、土日は管外楽しいプレーができると評判で、土日は管外楽しいプレーができると評判で、土日は管外楽しいプレーができると評判で、土日は管外

からの観光バスも連ね、団体で客が来ます。からの観光バスも連ね、団体で客が来ます。からの観光バスも連ね、団体で客が来ます。からの観光バスも連ね、団体で客が来ます。

温泉との相乗効果もあり、交流拠点施設とし温泉との相乗効果もあり、交流拠点施設とし温泉との相乗効果もあり、交流拠点施設とし温泉との相乗効果もあり、交流拠点施設とし

ては大変機能を発揮しているんではないかなては大変機能を発揮しているんではないかなては大変機能を発揮しているんではないかなては大変機能を発揮しているんではないかな

と思っております。と思っております。と思っております。と思っております。

そこで、ゆ～りん館の入場者は単純に割るそこで、ゆ～りん館の入場者は単純に割るそこで、ゆ～りん館の入場者は単純に割るそこで、ゆ～りん館の入場者は単純に割る

と１日900人以上が訪れている状況になるわけと１日900人以上が訪れている状況になるわけと１日900人以上が訪れている状況になるわけと１日900人以上が訪れている状況になるわけ

であります。しかし、その中に混雑に紛れ込であります。しかし、その中に混雑に紛れ込であります。しかし、その中に混雑に紛れ込であります。しかし、その中に混雑に紛れ込

んで不心得者がいるということを聞いておりんで不心得者がいるということを聞いておりんで不心得者がいるということを聞いておりんで不心得者がいるということを聞いており

ます。無料で入場をする、市民の中にいるとます。無料で入場をする、市民の中にいるとます。無料で入場をする、市民の中にいるとます。無料で入場をする、市民の中にいると

聞いております。私もその人から自慢話を聞聞いております。私もその人から自慢話を聞聞いております。私もその人から自慢話を聞聞いております。私もその人から自慢話を聞

いたことがあります。本人からです。入館シいたことがあります。本人からです。入館シいたことがあります。本人からです。入館シいたことがあります。本人からです。入館シ

ステムの見直しなども今後考えなければならステムの見直しなども今後考えなければならステムの見直しなども今後考えなければならステムの見直しなども今後考えなければなら

ないんではないかなと思っております。ないんではないかなと思っております。ないんではないかなと思っております。ないんではないかなと思っております。

また、パークゴルフ場の件でございますけまた、パークゴルフ場の件でございますけまた、パークゴルフ場の件でございますけまた、パークゴルフ場の件でございますけ

れども、５月にオープンし、３万人のプレーれども、５月にオープンし、３万人のプレーれども、５月にオープンし、３万人のプレーれども、５月にオープンし、３万人のプレー

ヤーが訪れ、楽しく過ごしているわけでありヤーが訪れ、楽しく過ごしているわけでありヤーが訪れ、楽しく過ごしているわけでありヤーが訪れ、楽しく過ごしているわけであり

ますが、ことし１年を振り返ってみて、反省ますが、ことし１年を振り返ってみて、反省ますが、ことし１年を振り返ってみて、反省ますが、ことし１年を振り返ってみて、反省

すべき点、改善すべき点があるかと思います。すべき点、改善すべき点があるかと思います。すべき点、改善すべき点があるかと思います。すべき点、改善すべき点があるかと思います。

この件についても、やはり混雑に紛れた不心この件についても、やはり混雑に紛れた不心この件についても、やはり混雑に紛れた不心この件についても、やはり混雑に紛れた不心

得者がいるようであります。途中よりコース得者がいるようであります。途中よりコース得者がいるようであります。途中よりコース得者がいるようであります。途中よりコース

に入り、無料でプレーをする人がいる、そうに入り、無料でプレーをする人がいる、そうに入り、無料でプレーをする人がいる、そうに入り、無料でプレーをする人がいる、そう

聞いております。受け付けをすることで名前聞いております。受け付けをすることで名前聞いております。受け付けをすることで名前聞いております。受け付けをすることで名前

と腕章が渡されるわけでありますが、それはと腕章が渡されるわけでありますが、それはと腕章が渡されるわけでありますが、それはと腕章が渡されるわけでありますが、それは

１チームに１名だけであります。他のプレー１チームに１名だけであります。他のプレー１チームに１名だけであります。他のプレー１チームに１名だけであります。他のプレー

ヤーは何もつけていない。だから一般者の中ヤーは何もつけていない。だから一般者の中ヤーは何もつけていない。だから一般者の中ヤーは何もつけていない。だから一般者の中

からそういう無料で入る人が出てくる。区別からそういう無料で入る人が出てくる。区別からそういう無料で入る人が出てくる。区別からそういう無料で入る人が出てくる。区別

がつきづらい、そういうことも懸念されます。がつきづらい、そういうことも懸念されます。がつきづらい、そういうことも懸念されます。がつきづらい、そういうことも懸念されます。

正直者がばかを見るようなことではなく、公正直者がばかを見るようなことではなく、公正直者がばかを見るようなことではなく、公正直者がばかを見るようなことではなく、公

平に扱うべきでありますが、市長の考えをお平に扱うべきでありますが、市長の考えをお平に扱うべきでありますが、市長の考えをお平に扱うべきでありますが、市長の考えをお

伺いいたしたいと思います。伺いいたしたいと思います。伺いいたしたいと思います。伺いいたしたいと思います。

次に、福祉問題についてお伺いをいたしま次に、福祉問題についてお伺いをいたしま次に、福祉問題についてお伺いをいたしま次に、福祉問題についてお伺いをいたしま

す。す。す。す。

いまほど新型インフルエンザの件についていまほど新型インフルエンザの件についていまほど新型インフルエンザの件についていまほど新型インフルエンザの件について

説明をいただきました。東南アジアでは、高説明をいただきました。東南アジアでは、高説明をいただきました。東南アジアでは、高説明をいただきました。東南アジアでは、高

病原性Ｈ５Ｎ１型鳥インフルエンザの流行は病原性Ｈ５Ｎ１型鳥インフルエンザの流行は病原性Ｈ５Ｎ１型鳥インフルエンザの流行は病原性Ｈ５Ｎ１型鳥インフルエンザの流行は

依然として抑制されておりません。ことしの依然として抑制されておりません。ことしの依然として抑制されておりません。ことしの依然として抑制されておりません。ことしの

夏以降は、渡り鳥によって運ばれてきたウイ夏以降は、渡り鳥によって運ばれてきたウイ夏以降は、渡り鳥によって運ばれてきたウイ夏以降は、渡り鳥によって運ばれてきたウイ

ルスが中央アジアから中東アジアや欧州までルスが中央アジアから中東アジアや欧州までルスが中央アジアから中東アジアや欧州までルスが中央アジアから中東アジアや欧州まで

感染地域を拡大していると言われております。感染地域を拡大していると言われております。感染地域を拡大していると言われております。感染地域を拡大していると言われております。

患者のほとんどは、鳥から人への偶発的なウ患者のほとんどは、鳥から人への偶発的なウ患者のほとんどは、鳥から人への偶発的なウ患者のほとんどは、鳥から人への偶発的なウ
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イルス感染によるものであり、インフルエンイルス感染によるものであり、インフルエンイルス感染によるものであり、インフルエンイルス感染によるものであり、インフルエン

ザの遺伝子は依然変異が頻繁に起こるため、ザの遺伝子は依然変異が頻繁に起こるため、ザの遺伝子は依然変異が頻繁に起こるため、ザの遺伝子は依然変異が頻繁に起こるため、

鳥の間での感染伝播や人への感染事例が続く鳥の間での感染伝播や人への感染事例が続く鳥の間での感染伝播や人への感染事例が続く鳥の間での感染伝播や人への感染事例が続く

限り、鳥のウイルスが人型ウイルスに変化す限り、鳥のウイルスが人型ウイルスに変化す限り、鳥のウイルスが人型ウイルスに変化す限り、鳥のウイルスが人型ウイルスに変化す

る可能性はふえると思います。そのことから、る可能性はふえると思います。そのことから、る可能性はふえると思います。そのことから、る可能性はふえると思います。そのことから、

新型インフルエンザとして幅広く大流行する新型インフルエンザとして幅広く大流行する新型インフルエンザとして幅広く大流行する新型インフルエンザとして幅広く大流行する

と強く言われておりますが、あくまでも病気と強く言われておりますが、あくまでも病気と強く言われておりますが、あくまでも病気と強く言われておりますが、あくまでも病気

としてのインフルエンザという呼吸器疾患でとしてのインフルエンザという呼吸器疾患でとしてのインフルエンザという呼吸器疾患でとしてのインフルエンザという呼吸器疾患で

あり、従来の新型インフルエンザより大きなあり、従来の新型インフルエンザより大きなあり、従来の新型インフルエンザより大きなあり、従来の新型インフルエンザより大きな

健康被害が起きる可能性があるわけでありま健康被害が起きる可能性があるわけでありま健康被害が起きる可能性があるわけでありま健康被害が起きる可能性があるわけでありま

す。す。す。す。

これらの予測は、あくまでも現時点で感染これらの予測は、あくまでも現時点で感染これらの予測は、あくまでも現時点で感染これらの予測は、あくまでも現時点で感染

する可能性が高いと言われておりますが、しする可能性が高いと言われておりますが、しする可能性が高いと言われておりますが、しする可能性が高いと言われておりますが、し

かしいつどこで起こるか予測は不可能でありかしいつどこで起こるか予測は不可能でありかしいつどこで起こるか予測は不可能でありかしいつどこで起こるか予測は不可能であり

ます。このため、当面国内に持ち込まない対ます。このため、当面国内に持ち込まない対ます。このため、当面国内に持ち込まない対ます。このため、当面国内に持ち込まない対

策として、政府は鳥インフルエンザを安全保策として、政府は鳥インフルエンザを安全保策として、政府は鳥インフルエンザを安全保策として、政府は鳥インフルエンザを安全保

障上の脅威と受けとめ、世界保健機関、ＷＴ障上の脅威と受けとめ、世界保健機関、ＷＴ障上の脅威と受けとめ、世界保健機関、ＷＴ障上の脅威と受けとめ、世界保健機関、ＷＴ

Ｏへの支援したと報道されておりますが、日Ｏへの支援したと報道されておりますが、日Ｏへの支援したと報道されておりますが、日Ｏへの支援したと報道されておりますが、日

本に近いアジアでは、人の発症例が集中して本に近いアジアでは、人の発症例が集中して本に近いアジアでは、人の発症例が集中して本に近いアジアでは、人の発症例が集中して

いることから、重点的な支援が必要と判断さいることから、重点的な支援が必要と判断さいることから、重点的な支援が必要と判断さいることから、重点的な支援が必要と判断さ

れていると思われます。具体的には、抗ウイれていると思われます。具体的には、抗ウイれていると思われます。具体的には、抗ウイれていると思われます。具体的には、抗ウイ

ルス薬タミフルやインフルエンザ検査キット、ルス薬タミフルやインフルエンザ検査キット、ルス薬タミフルやインフルエンザ検査キット、ルス薬タミフルやインフルエンザ検査キット、

また防疫服の供与やワクチンの接種、プログまた防疫服の供与やワクチンの接種、プログまた防疫服の供与やワクチンの接種、プログまた防疫服の供与やワクチンの接種、プログ

ラム普及技術協力など、専門家も海外へ派遣ラム普及技術協力など、専門家も海外へ派遣ラム普及技術協力など、専門家も海外へ派遣ラム普及技術協力など、専門家も海外へ派遣

要請するように言われております。要請するように言われております。要請するように言われております。要請するように言われております。

美唄市は、鳥をイメージした自然のまちで美唄市は、鳥をイメージした自然のまちで美唄市は、鳥をイメージした自然のまちで美唄市は、鳥をイメージした自然のまちで

ありますし、渡り鳥が、春と秋には６万羽のありますし、渡り鳥が、春と秋には６万羽のありますし、渡り鳥が、春と秋には６万羽のありますし、渡り鳥が、春と秋には６万羽の

マガンやハクチョウが飛来をいたします。まマガンやハクチョウが飛来をいたします。まマガンやハクチョウが飛来をいたします。まマガンやハクチョウが飛来をいたします。ま

た、焼き鳥のおいしいまち、鳥めしもおいした、焼き鳥のおいしいまち、鳥めしもおいした、焼き鳥のおいしいまち、鳥めしもおいした、焼き鳥のおいしいまち、鳥めしもおいし

い自然で環境にやさしいイメージのまちでもい自然で環境にやさしいイメージのまちでもい自然で環境にやさしいイメージのまちでもい自然で環境にやさしいイメージのまちでも

あります。せっかく積み重ねたこのイメージあります。せっかく積み重ねたこのイメージあります。せっかく積み重ねたこのイメージあります。せっかく積み重ねたこのイメージ

が一瞬にこの件によって崩れてしまいます。が一瞬にこの件によって崩れてしまいます。が一瞬にこの件によって崩れてしまいます。が一瞬にこの件によって崩れてしまいます。

ラムサール条約の宮島沼を市民とともに守るラムサール条約の宮島沼を市民とともに守るラムサール条約の宮島沼を市民とともに守るラムサール条約の宮島沼を市民とともに守る

ためには、早々と調査をしてダメージが出なためには、早々と調査をしてダメージが出なためには、早々と調査をしてダメージが出なためには、早々と調査をしてダメージが出な

いような、そんな取り組みが必要でないかといような、そんな取り組みが必要でないかといような、そんな取り組みが必要でないかといような、そんな取り組みが必要でないかと

思います。思います。思います。思います。

新型インフルエンザの件は理解をいたしま新型インフルエンザの件は理解をいたしま新型インフルエンザの件は理解をいたしま新型インフルエンザの件は理解をいたしま

したが、市民への不安を持たせない報告をすしたが、市民への不安を持たせない報告をすしたが、市民への不安を持たせない報告をすしたが、市民への不安を持たせない報告をす

べきと思います。答弁では、新型インフルエべきと思います。答弁では、新型インフルエべきと思います。答弁では、新型インフルエべきと思います。答弁では、新型インフルエ

ンザの件で国や道の動向を踏まえ、保健所とンザの件で国や道の動向を踏まえ、保健所とンザの件で国や道の動向を踏まえ、保健所とンザの件で国や道の動向を踏まえ、保健所と

の連携を図るとともに、全道一斉に流行したの連携を図るとともに、全道一斉に流行したの連携を図るとともに、全道一斉に流行したの連携を図るとともに、全道一斉に流行した

とすると、タミフルワクチンが奪い合いになとすると、タミフルワクチンが奪い合いになとすると、タミフルワクチンが奪い合いになとすると、タミフルワクチンが奪い合いにな

り、ますます不安を仰ぐ原因になると思いまり、ますます不安を仰ぐ原因になると思いまり、ますます不安を仰ぐ原因になると思いまり、ますます不安を仰ぐ原因になると思いま

す。国内は、2,500万人が感染する予想を立てす。国内は、2,500万人が感染する予想を立てす。国内は、2,500万人が感染する予想を立てす。国内は、2,500万人が感染する予想を立て

て、1,500万人分のタミフルワクチンを備蓄して、1,500万人分のタミフルワクチンを備蓄して、1,500万人分のタミフルワクチンを備蓄して、1,500万人分のタミフルワクチンを備蓄し

たと国は言っております。道は、医療機関やたと国は言っております。道は、医療機関やたと国は言っております。道は、医療機関やたと国は言っております。道は、医療機関や

メーカーに民間流通在庫400万人分、備蓄の確メーカーに民間流通在庫400万人分、備蓄の確メーカーに民間流通在庫400万人分、備蓄の確メーカーに民間流通在庫400万人分、備蓄の確

保をしたと言われております。美唄市は、予保をしたと言われております。美唄市は、予保をしたと言われております。美唄市は、予保をしたと言われております。美唄市は、予

算がないのかどうか知りませんが、道の指導算がないのかどうか知りませんが、道の指導算がないのかどうか知りませんが、道の指導算がないのかどうか知りませんが、道の指導

を待つ、これでは市民の安全を守る意思が見を待つ、これでは市民の安全を守る意思が見を待つ、これでは市民の安全を守る意思が見を待つ、これでは市民の安全を守る意思が見

えてこないと思いますが、市長はこの問題にえてこないと思いますが、市長はこの問題にえてこないと思いますが、市長はこの問題にえてこないと思いますが、市長はこの問題に

対してどのような考えをお持ちなのか、いま対してどのような考えをお持ちなのか、いま対してどのような考えをお持ちなのか、いま対してどのような考えをお持ちなのか、いま

１度お知らせいただきたいと思います。１度お知らせいただきたいと思います。１度お知らせいただきたいと思います。１度お知らせいただきたいと思います。

最後に、教育問題について教育長にお伺い最後に、教育問題について教育長にお伺い最後に、教育問題について教育長にお伺い最後に、教育問題について教育長にお伺い

をいたします。をいたします。をいたします。をいたします。

学力テストの状況調査が行われたわけであ学力テストの状況調査が行われたわけであ学力テストの状況調査が行われたわけであ学力テストの状況調査が行われたわけであ

りますが、道教育委員会は独自に学力テストりますが、道教育委員会は独自に学力テストりますが、道教育委員会は独自に学力テストりますが、道教育委員会は独自に学力テスト

を行った結果、小中学校の学力状況が全国平を行った結果、小中学校の学力状況が全国平を行った結果、小中学校の学力状況が全国平を行った結果、小中学校の学力状況が全国平

均より７割から４割も低かった、こう発表さ均より７割から４割も低かった、こう発表さ均より７割から４割も低かった、こう発表さ均より７割から４割も低かった、こう発表さ

れております。内容によりますと、小学校はれております。内容によりますと、小学校はれております。内容によりますと、小学校はれております。内容によりますと、小学校は

国語、算数、中高校は国語、数学、英語のテ国語、算数、中高校は国語、数学、英語のテ国語、算数、中高校は国語、数学、英語のテ国語、算数、中高校は国語、数学、英語のテ

ストが実施状況調査でありました。北海道のストが実施状況調査でありました。北海道のストが実施状況調査でありました。北海道のストが実施状況調査でありました。北海道の

児童生徒の回答率が低いと言われております児童生徒の回答率が低いと言われております児童生徒の回答率が低いと言われております児童生徒の回答率が低いと言われております

し、この結果を分析したら、思考力や表現力し、この結果を分析したら、思考力や表現力し、この結果を分析したら、思考力や表現力し、この結果を分析したら、思考力や表現力

が低下しているとのことであります。最近のが低下しているとのことであります。最近のが低下しているとのことであります。最近のが低下しているとのことであります。最近の

子供は、本を読まない傾向にあり、パソコン子供は、本を読まない傾向にあり、パソコン子供は、本を読まない傾向にあり、パソコン子供は、本を読まない傾向にあり、パソコン

を重視して理解を広める読解力の表現が不足を重視して理解を広める読解力の表現が不足を重視して理解を広める読解力の表現が不足を重視して理解を広める読解力の表現が不足

しているような感じもいたします。ゆとり教しているような感じもいたします。ゆとり教しているような感じもいたします。ゆとり教しているような感じもいたします。ゆとり教
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育で学力が低下したとは思えませんが、予想育で学力が低下したとは思えませんが、予想育で学力が低下したとは思えませんが、予想育で学力が低下したとは思えませんが、予想

外の結果が出たのは実際事実であります。こ外の結果が出たのは実際事実であります。こ外の結果が出たのは実際事実であります。こ外の結果が出たのは実際事実であります。こ

のことを踏まえて、学校現場は反省、努力しのことを踏まえて、学校現場は反省、努力しのことを踏まえて、学校現場は反省、努力しのことを踏まえて、学校現場は反省、努力し

て、基礎、基本をしっかり身につけ、読解力て、基礎、基本をしっかり身につけ、読解力て、基礎、基本をしっかり身につけ、読解力て、基礎、基本をしっかり身につけ、読解力

や計算力の不足、また学習習慣などの分析をや計算力の不足、また学習習慣などの分析をや計算力の不足、また学習習慣などの分析をや計算力の不足、また学習習慣などの分析を

する。しかし、学力競争を過度にあおるものする。しかし、学力競争を過度にあおるものする。しかし、学力競争を過度にあおるものする。しかし、学力競争を過度にあおるもの

ではないと思います。ではないと思います。ではないと思います。ではないと思います。

また、学校では朝食を必ずとることで子供また、学校では朝食を必ずとることで子供また、学校では朝食を必ずとることで子供また、学校では朝食を必ずとることで子供

の体力的に生活習慣病を防ぐ。子供のころかの体力的に生活習慣病を防ぐ。子供のころかの体力的に生活習慣病を防ぐ。子供のころかの体力的に生活習慣病を防ぐ。子供のころか

らそういう準備をすることが必要であると思らそういう準備をすることが必要であると思らそういう準備をすることが必要であると思らそういう準備をすることが必要であると思

います。体力の増強や健康な体になることでいます。体力の増強や健康な体になることでいます。体力の増強や健康な体になることでいます。体力の増強や健康な体になることで

想像力が生まれる、勉学に励みも出てくるこ想像力が生まれる、勉学に励みも出てくるこ想像力が生まれる、勉学に励みも出てくるこ想像力が生まれる、勉学に励みも出てくるこ

とだと思います。学校現場では、子供たちにとだと思います。学校現場では、子供たちにとだと思います。学校現場では、子供たちにとだと思います。学校現場では、子供たちに

授業を教えるだけでなく、他の仕事、ＰＴＡ授業を教えるだけでなく、他の仕事、ＰＴＡ授業を教えるだけでなく、他の仕事、ＰＴＡ授業を教えるだけでなく、他の仕事、ＰＴＡ

の仕事とか連絡、教育関係の仕事が多過ぎて、の仕事とか連絡、教育関係の仕事が多過ぎて、の仕事とか連絡、教育関係の仕事が多過ぎて、の仕事とか連絡、教育関係の仕事が多過ぎて、

子供たちに対して十分身が入らないのではな子供たちに対して十分身が入らないのではな子供たちに対して十分身が入らないのではな子供たちに対して十分身が入らないのではな

いかなと、こんなことも思います。担任教師いかなと、こんなことも思います。担任教師いかなと、こんなことも思います。担任教師いかなと、こんなことも思います。担任教師

と一般教師とは区別はできないものの、仕事と一般教師とは区別はできないものの、仕事と一般教師とは区別はできないものの、仕事と一般教師とは区別はできないものの、仕事

の分担はできるんではないかなと思います。の分担はできるんではないかなと思います。の分担はできるんではないかなと思います。の分担はできるんではないかなと思います。

また、中学校は３年間という短い期間でもまた、中学校は３年間という短い期間でもまた、中学校は３年間という短い期間でもまた、中学校は３年間という短い期間でも

あります。授業が盛り込まれておりますが、あります。授業が盛り込まれておりますが、あります。授業が盛り込まれておりますが、あります。授業が盛り込まれておりますが、

義務教育を一連的に見るのではなく、中学校義務教育を一連的に見るのではなく、中学校義務教育を一連的に見るのではなく、中学校義務教育を一連的に見るのではなく、中学校

の課程では授業時間の確保のために長期休暇の課程では授業時間の確保のために長期休暇の課程では授業時間の確保のために長期休暇の課程では授業時間の確保のために長期休暇

のあり方について考える必要があると思いまのあり方について考える必要があると思いまのあり方について考える必要があると思いまのあり方について考える必要があると思いま

す。夏休み、冬休みの短縮を学校長の裁量権す。夏休み、冬休みの短縮を学校長の裁量権す。夏休み、冬休みの短縮を学校長の裁量権す。夏休み、冬休みの短縮を学校長の裁量権

で決め、市の教育委員会が認めることによっで決め、市の教育委員会が認めることによっで決め、市の教育委員会が認めることによっで決め、市の教育委員会が認めることによっ

て学習時間をとれるものと思います。この環て学習時間をとれるものと思います。この環て学習時間をとれるものと思います。この環て学習時間をとれるものと思います。この環

境を整えることが発展の一環ではないかなと境を整えることが発展の一環ではないかなと境を整えることが発展の一環ではないかなと境を整えることが発展の一環ではないかなと

思いますが、教育委員会として考えることが思いますが、教育委員会として考えることが思いますが、教育委員会として考えることが思いますが、教育委員会として考えることが

あれば教育長の所見をお伺いいたします。あれば教育長の所見をお伺いいたします。あれば教育長の所見をお伺いいたします。あれば教育長の所見をお伺いいたします。

●議長長岡正勝君 市長。●議長長岡正勝君 市長。●議長長岡正勝君 市長。●議長長岡正勝君 市長。

●市長桜井道夫君 矢部議員の質問にお答え●市長桜井道夫君 矢部議員の質問にお答え●市長桜井道夫君 矢部議員の質問にお答え●市長桜井道夫君 矢部議員の質問にお答え

します。します。します。します。

初めに、農家戸数の減少等に対応した対策初めに、農家戸数の減少等に対応した対策初めに、農家戸数の減少等に対応した対策初めに、農家戸数の減少等に対応した対策

についてでありますが、農家戸数は60歳以上についてでありますが、農家戸数は60歳以上についてでありますが、農家戸数は60歳以上についてでありますが、農家戸数は60歳以上

の高齢農家が約３割を占める状況にあることの高齢農家が約３割を占める状況にあることの高齢農家が約３割を占める状況にあることの高齢農家が約３割を占める状況にあること

から、今後においても減少していくことが予から、今後においても減少していくことが予から、今後においても減少していくことが予から、今後においても減少していくことが予

想されます。このため、農業の担い手の育成想されます。このため、農業の担い手の育成想されます。このため、農業の担い手の育成想されます。このため、農業の担い手の育成

や農地の流動化対策などに早期に取り組みまや農地の流動化対策などに早期に取り組みまや農地の流動化対策などに早期に取り組みまや農地の流動化対策などに早期に取り組みま

して、農家戸数の確保に努め、本市農業の振して、農家戸数の確保に努め、本市農業の振して、農家戸数の確保に努め、本市農業の振して、農家戸数の確保に努め、本市農業の振

興を図ってまいりたいと、このように考えて興を図ってまいりたいと、このように考えて興を図ってまいりたいと、このように考えて興を図ってまいりたいと、このように考えて

ございます。ございます。ございます。ございます。

次に、小規模農家等の対策についてであり次に、小規模農家等の対策についてであり次に、小規模農家等の対策についてであり次に、小規模農家等の対策についてであり

ますが、地域農業は大規模農家や小規模農家ますが、地域農業は大規模農家や小規模農家ますが、地域農業は大規模農家や小規模農家ますが、地域農業は大規模農家や小規模農家

などさまざまな農業の担い手が生産活動を行などさまざまな農業の担い手が生産活動を行などさまざまな農業の担い手が生産活動を行などさまざまな農業の担い手が生産活動を行

いまして、農地、農業用水等の保全管理を地いまして、農地、農業用水等の保全管理を地いまして、農地、農業用水等の保全管理を地いまして、農地、農業用水等の保全管理を地

域ぐるみで支えてきております。しかし、担域ぐるみで支えてきております。しかし、担域ぐるみで支えてきております。しかし、担域ぐるみで支えてきております。しかし、担

い手の減少や高齢化が進む中で品目横断的経い手の減少や高齢化が進む中で品目横断的経い手の減少や高齢化が進む中で品目横断的経い手の減少や高齢化が進む中で品目横断的経

営安定対策の導入によりまして、大きな転換営安定対策の導入によりまして、大きな転換営安定対策の導入によりまして、大きな転換営安定対策の導入によりまして、大きな転換

期を迎えようとしております。このため、市期を迎えようとしております。このため、市期を迎えようとしております。このため、市期を迎えようとしております。このため、市

としましては、担い手や小規模農家など地域としましては、担い手や小規模農家など地域としましては、担い手や小規模農家など地域としましては、担い手や小規模農家など地域

関係者の十分な協議と合意形成による一層の関係者の十分な協議と合意形成による一層の関係者の十分な協議と合意形成による一層の関係者の十分な協議と合意形成による一層の

コスト削減や生産の効率化などを推進していコスト削減や生産の効率化などを推進していコスト削減や生産の効率化などを推進していコスト削減や生産の効率化などを推進してい

くことが必要であると考えておりまして、関くことが必要であると考えておりまして、関くことが必要であると考えておりまして、関くことが必要であると考えておりまして、関

係機関、団体が連携し、担い手づくりや地域係機関、団体が連携し、担い手づくりや地域係機関、団体が連携し、担い手づくりや地域係機関、団体が連携し、担い手づくりや地域

営農システム化、さらに小規模農家対策など営農システム化、さらに小規模農家対策など営農システム化、さらに小規模農家対策など営農システム化、さらに小規模農家対策など

に取り組む推進組織の設置に向けた検討を進に取り組む推進組織の設置に向けた検討を進に取り組む推進組織の設置に向けた検討を進に取り組む推進組織の設置に向けた検討を進

めているところでございます。めているところでございます。めているところでございます。めているところでございます。

次に、美唄の農地というのは、多くの先人次に、美唄の農地というのは、多くの先人次に、美唄の農地というのは、多くの先人次に、美唄の農地というのは、多くの先人

の並々ならぬご労苦によってつくり上げられの並々ならぬご労苦によってつくり上げられの並々ならぬご労苦によってつくり上げられの並々ならぬご労苦によってつくり上げられ

たものでありまして、今日まで農業を通してたものでありまして、今日まで農業を通してたものでありまして、今日まで農業を通してたものでありまして、今日まで農業を通して

地域経済の振興に果たしてきた役割というの地域経済の振興に果たしてきた役割というの地域経済の振興に果たしてきた役割というの地域経済の振興に果たしてきた役割というの

は本当に大きなものと心から敬意を表しておは本当に大きなものと心から敬意を表しておは本当に大きなものと心から敬意を表しておは本当に大きなものと心から敬意を表してお

ります。このような歴史的な認識に立ちましります。このような歴史的な認識に立ちましります。このような歴史的な認識に立ちましります。このような歴史的な認識に立ちまし

て、今後農業行政に取り組んでまいりたいとて、今後農業行政に取り組んでまいりたいとて、今後農業行政に取り組んでまいりたいとて、今後農業行政に取り組んでまいりたいと

考えておりまして、高齢者、そして小規模農考えておりまして、高齢者、そして小規模農考えておりまして、高齢者、そして小規模農考えておりまして、高齢者、そして小規模農

家でありましても、農業を続けていくことが家でありましても、農業を続けていくことが家でありましても、農業を続けていくことが家でありましても、農業を続けていくことが

できる、そのような環境づくりに十分配意し、できる、そのような環境づくりに十分配意し、できる、そのような環境づくりに十分配意し、できる、そのような環境づくりに十分配意し、
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関係機関、団体と検討を重ねてまいりたいと関係機関、団体と検討を重ねてまいりたいと関係機関、団体と検討を重ねてまいりたいと関係機関、団体と検討を重ねてまいりたいと

考えております。考えております。考えております。考えております。

●議長長岡正勝君 教育長。●議長長岡正勝君 教育長。●議長長岡正勝君 教育長。●議長長岡正勝君 教育長。

●教育長村上忠雄君 矢部議員の再質問にお●教育長村上忠雄君 矢部議員の再質問にお●教育長村上忠雄君 矢部議員の再質問にお●教育長村上忠雄君 矢部議員の再質問にお

答えを申し上げます。答えを申し上げます。答えを申し上げます。答えを申し上げます。

学力向上についてでございますけれども、学力向上についてでございますけれども、学力向上についてでございますけれども、学力向上についてでございますけれども、

各種学力調査の結果を受けまして、北海道教各種学力調査の結果を受けまして、北海道教各種学力調査の結果を受けまして、北海道教各種学力調査の結果を受けまして、北海道教

育委員会はその分析及び指導上の改善点等の育委員会はその分析及び指導上の改善点等の育委員会はその分析及び指導上の改善点等の育委員会はその分析及び指導上の改善点等の

公表を行っております。その中には、「基礎公表を行っております。その中には、「基礎公表を行っております。その中には、「基礎公表を行っております。その中には、「基礎

・基本の定着を図る指導の徹底」「学習意欲・基本の定着を図る指導の徹底」「学習意欲・基本の定着を図る指導の徹底」「学習意欲・基本の定着を図る指導の徹底」「学習意欲

を高める指導の充実」「学習習慣や基本的なを高める指導の充実」「学習習慣や基本的なを高める指導の充実」「学習習慣や基本的なを高める指導の充実」「学習習慣や基本的な

生活習慣の育成を図るための家庭との連携の生活習慣の育成を図るための家庭との連携の生活習慣の育成を図るための家庭との連携の生活習慣の育成を図るための家庭との連携の

充実」などが必要であるという見解が示され充実」などが必要であるという見解が示され充実」などが必要であるという見解が示され充実」などが必要であるという見解が示され

ております。これらのことを踏まえまして、ております。これらのことを踏まえまして、ております。これらのことを踏まえまして、ております。これらのことを踏まえまして、

本市におきましては現在児童生徒に基礎・基本市におきましては現在児童生徒に基礎・基本市におきましては現在児童生徒に基礎・基本市におきましては現在児童生徒に基礎・基

本の確実な定着を図るための指導方法として、本の確実な定着を図るための指導方法として、本の確実な定着を図るための指導方法として、本の確実な定着を図るための指導方法として、

個別指導やグループ別指導、チームティーチ個別指導やグループ別指導、チームティーチ個別指導やグループ別指導、チームティーチ個別指導やグループ別指導、チームティーチ

ングや習熟度別学習を取り入れるなど、個にングや習熟度別学習を取り入れるなど、個にングや習熟度別学習を取り入れるなど、個にングや習熟度別学習を取り入れるなど、個に

応じた指導の充実を図っているところでござ応じた指導の充実を図っているところでござ応じた指導の充実を図っているところでござ応じた指導の充実を図っているところでござ

います。います。います。います。

また、指導目標を明確にし、児童生徒のよまた、指導目標を明確にし、児童生徒のよまた、指導目標を明確にし、児童生徒のよまた、指導目標を明確にし、児童生徒のよ

い点や進歩の状況を適切に評価するとともに、い点や進歩の状況を適切に評価するとともに、い点や進歩の状況を適切に評価するとともに、い点や進歩の状況を適切に評価するとともに、

体験的な学習を取り入れたり、教材、教具の体験的な学習を取り入れたり、教材、教具の体験的な学習を取り入れたり、教材、教具の体験的な学習を取り入れたり、教材、教具の

工夫改善を行うなど、児童生徒の学習意欲を工夫改善を行うなど、児童生徒の学習意欲を工夫改善を行うなど、児童生徒の学習意欲を工夫改善を行うなど、児童生徒の学習意欲を

高める授業改善に各学校は積極的に取り組ん高める授業改善に各学校は積極的に取り組ん高める授業改善に各学校は積極的に取り組ん高める授業改善に各学校は積極的に取り組ん

でいるところでございます。でいるところでございます。でいるところでございます。でいるところでございます。

さらに、発達段階に応じた学びを実現するさらに、発達段階に応じた学びを実現するさらに、発達段階に応じた学びを実現するさらに、発達段階に応じた学びを実現する

ためには、家庭での基本的な生活習慣の定着ためには、家庭での基本的な生活習慣の定着ためには、家庭での基本的な生活習慣の定着ためには、家庭での基本的な生活習慣の定着

は欠かせないことから、保護者会等の機会をは欠かせないことから、保護者会等の機会をは欠かせないことから、保護者会等の機会をは欠かせないことから、保護者会等の機会を

積極的に活用し、家庭と学校との連携強化に積極的に活用し、家庭と学校との連携強化に積極的に活用し、家庭と学校との連携強化に積極的に活用し、家庭と学校との連携強化に

努めているところでございます。努めているところでございます。努めているところでございます。努めているところでございます。

このような日常的な取り組みのほか、児童このような日常的な取り組みのほか、児童このような日常的な取り組みのほか、児童このような日常的な取り組みのほか、児童

生徒の学習状況に応じて長期休業中に補修授生徒の学習状況に応じて長期休業中に補修授生徒の学習状況に応じて長期休業中に補修授生徒の学習状況に応じて長期休業中に補修授

業や個別指導を実施する学校もあり、学力向業や個別指導を実施する学校もあり、学力向業や個別指導を実施する学校もあり、学力向業や個別指導を実施する学校もあり、学力向

上に向けたさまざまな取り組みがなされてい上に向けたさまざまな取り組みがなされてい上に向けたさまざまな取り組みがなされてい上に向けたさまざまな取り組みがなされてい

るところでございます。るところでございます。るところでございます。るところでございます。

児童生徒に「生きる力」の知の側面である児童生徒に「生きる力」の知の側面である児童生徒に「生きる力」の知の側面である児童生徒に「生きる力」の知の側面である

確かな学力を育成することは非常に重要なこ確かな学力を育成することは非常に重要なこ確かな学力を育成することは非常に重要なこ確かな学力を育成することは非常に重要なこ

とであり、今後ともさらに各学校における指とであり、今後ともさらに各学校における指とであり、今後ともさらに各学校における指とであり、今後ともさらに各学校における指

導の充実が図られるよう努めてまいりたいと導の充実が図られるよう努めてまいりたいと導の充実が図られるよう努めてまいりたいと導の充実が図られるよう努めてまいりたいと

考えているところでございます。考えているところでございます。考えているところでございます。考えているところでございます。

●議長長岡正勝君 市長。●議長長岡正勝君 市長。●議長長岡正勝君 市長。●議長長岡正勝君 市長。

●市長桜井道夫君 矢部議員の質問に答弁漏●市長桜井道夫君 矢部議員の質問に答弁漏●市長桜井道夫君 矢部議員の質問に答弁漏●市長桜井道夫君 矢部議員の質問に答弁漏

れございましたので、再度私から答弁をさせれございましたので、再度私から答弁をさせれございましたので、再度私から答弁をさせれございましたので、再度私から答弁をさせ

ていただきます。ていただきます。ていただきます。ていただきます。

ゆ～りん館とパークゴルフ場についてであゆ～りん館とパークゴルフ場についてであゆ～りん館とパークゴルフ場についてであゆ～りん館とパークゴルフ場についてであ

りますが、ゆ～りん館では不正に入館するこりますが、ゆ～りん館では不正に入館するこりますが、ゆ～りん館では不正に入館するこりますが、ゆ～りん館では不正に入館するこ

とのないよう努めているところでございますとのないよう努めているところでございますとのないよう努めているところでございますとのないよう努めているところでございます

が、今後込み合っているときには特に注意をが、今後込み合っているときには特に注意をが、今後込み合っているときには特に注意をが、今後込み合っているときには特に注意を

払うなど対応してまいりたいと考えておりま払うなど対応してまいりたいと考えておりま払うなど対応してまいりたいと考えておりま払うなど対応してまいりたいと考えておりま

す。す。す。す。

また、パークゴルフ場での不正な入場につまた、パークゴルフ場での不正な入場につまた、パークゴルフ場での不正な入場につまた、パークゴルフ場での不正な入場につ

きましても、ご指摘のようなことが起こらなきましても、ご指摘のようなことが起こらなきましても、ご指摘のようなことが起こらなきましても、ご指摘のようなことが起こらな

いよう、来シーズンに向けて対策を講じてまいよう、来シーズンに向けて対策を講じてまいよう、来シーズンに向けて対策を講じてまいよう、来シーズンに向けて対策を講じてま

いりたいと考えております。いりたいと考えております。いりたいと考えております。いりたいと考えております。

次に、新型インフルエンザの発生時の庁内次に、新型インフルエンザの発生時の庁内次に、新型インフルエンザの発生時の庁内次に、新型インフルエンザの発生時の庁内

体制についてでありますが、これまでも庁内体制についてでありますが、これまでも庁内体制についてでありますが、これまでも庁内体制についてでありますが、これまでも庁内

横断的な取り組みの重要性につきましては十横断的な取り組みの重要性につきましては十横断的な取り組みの重要性につきましては十横断的な取り組みの重要性につきましては十

分認識しているところでありまして、新型イ分認識しているところでありまして、新型イ分認識しているところでありまして、新型イ分認識しているところでありまして、新型イ

ンフルエンザの発症等は市民の生命や安全にンフルエンザの発症等は市民の生命や安全にンフルエンザの発症等は市民の生命や安全にンフルエンザの発症等は市民の生命や安全に

かかわる重大な課題であることから、全庁的かかわる重大な課題であることから、全庁的かかわる重大な課題であることから、全庁的かかわる重大な課題であることから、全庁的

に連携した体制のもと、対応等に取り組んでに連携した体制のもと、対応等に取り組んでに連携した体制のもと、対応等に取り組んでに連携した体制のもと、対応等に取り組んで

まいりたいと考えております。まいりたいと考えております。まいりたいと考えております。まいりたいと考えております。

なお、薬品につきましては、国及び道と十なお、薬品につきましては、国及び道と十なお、薬品につきましては、国及び道と十なお、薬品につきましては、国及び道と十

分協議をして対応に努めてまいりたいと、こ分協議をして対応に努めてまいりたいと、こ分協議をして対応に努めてまいりたいと、こ分協議をして対応に努めてまいりたいと、こ

のように考えております。のように考えております。のように考えております。のように考えております。

●議長長岡正勝君 次に移ります。●議長長岡正勝君 次に移ります。●議長長岡正勝君 次に移ります。●議長長岡正勝君 次に移ります。

９番長谷川吉春議員。９番長谷川吉春議員。９番長谷川吉春議員。９番長谷川吉春議員。
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●９番長谷川吉春議員（登壇） 平成17年第●９番長谷川吉春議員（登壇） 平成17年第●９番長谷川吉春議員（登壇） 平成17年第●９番長谷川吉春議員（登壇） 平成17年第

４回定例会に当たり、大綱４点について市長４回定例会に当たり、大綱４点について市長４回定例会に当たり、大綱４点について市長４回定例会に当たり、大綱４点について市長

にお尋ねいたします。にお尋ねいたします。にお尋ねいたします。にお尋ねいたします。

大綱質問の１点目は、本市農業の現状につ大綱質問の１点目は、本市農業の現状につ大綱質問の１点目は、本市農業の現状につ大綱質問の１点目は、本市農業の現状につ

いてであります。農水省が10月27日に決めたいてであります。農水省が10月27日に決めたいてであります。農水省が10月27日に決めたいてであります。農水省が10月27日に決めた

品目横断的経営安定対策は、これまであった品目横断的経営安定対策は、これまであった品目横断的経営安定対策は、これまであった品目横断的経営安定対策は、これまであった

畑作物の品目ごとの価格安定対策を廃止し、畑作物の品目ごとの価格安定対策を廃止し、畑作物の品目ごとの価格安定対策を廃止し、畑作物の品目ごとの価格安定対策を廃止し、

一握りの担い手に絞って所得の減少に対する一握りの担い手に絞って所得の減少に対する一握りの担い手に絞って所得の減少に対する一握りの担い手に絞って所得の減少に対する

補てんを行うというもので、そのねらいはＷ補てんを行うというもので、そのねらいはＷ補てんを行うというもので、そのねらいはＷ補てんを行うというもので、そのねらいはＷ

ＴＯを絶対視しての完全引き下げと輸入拡大ＴＯを絶対視しての完全引き下げと輸入拡大ＴＯを絶対視しての完全引き下げと輸入拡大ＴＯを絶対視しての完全引き下げと輸入拡大

を大前提に生産を刺激しない、つまり生産をを大前提に生産を刺激しない、つまり生産をを大前提に生産を刺激しない、つまり生産をを大前提に生産を刺激しない、つまり生産を

ふやさない政策体系に移行することでありまふやさない政策体系に移行することでありまふやさない政策体系に移行することでありまふやさない政策体系に移行することでありま

す。さらに、ＷＴＯという外圧を利用して補す。さらに、ＷＴＯという外圧を利用して補す。さらに、ＷＴＯという外圧を利用して補す。さらに、ＷＴＯという外圧を利用して補

助金を削り、農家を生産から締め出して構造助金を削り、農家を生産から締め出して構造助金を削り、農家を生産から締め出して構造助金を削り、農家を生産から締め出して構造

改革を無理やり推し進めるものであります。改革を無理やり推し進めるものであります。改革を無理やり推し進めるものであります。改革を無理やり推し進めるものであります。

多くの生産者からは、これではうちでは担い多くの生産者からは、これではうちでは担い多くの生産者からは、これではうちでは担い多くの生産者からは、これではうちでは担い

手の要件を満たすことができないとか、これ手の要件を満たすことができないとか、これ手の要件を満たすことができないとか、これ手の要件を満たすことができないとか、これ

がやられたら地域が崩壊するとか、あるいはがやられたら地域が崩壊するとか、あるいはがやられたら地域が崩壊するとか、あるいはがやられたら地域が崩壊するとか、あるいは

品目横断的経営安定対策で経営が守れるのか品目横断的経営安定対策で経営が守れるのか品目横断的経営安定対策で経営が守れるのか品目横断的経営安定対策で経営が守れるのか

と、そうした声が至るところから聞こえてきと、そうした声が至るところから聞こえてきと、そうした声が至るところから聞こえてきと、そうした声が至るところから聞こえてき

ます。ます。ます。ます。

一方、政府の規制改革、民間開放推進会議一方、政府の規制改革、民間開放推進会議一方、政府の規制改革、民間開放推進会議一方、政府の規制改革、民間開放推進会議

は、農地制度とＪＡの経済信用共済事業の分は、農地制度とＪＡの経済信用共済事業の分は、農地制度とＪＡの経済信用共済事業の分は、農地制度とＪＡの経済信用共済事業の分

離分割を含めたＪＡ改革を中間報告に盛り込離分割を含めたＪＡ改革を中間報告に盛り込離分割を含めたＪＡ改革を中間報告に盛り込離分割を含めたＪＡ改革を中間報告に盛り込

もうとしています。本市には、平成11年に策もうとしています。本市には、平成11年に策もうとしています。本市には、平成11年に策もうとしています。本市には、平成11年に策

定した農業・農村発展ビジョンがありますが、定した農業・農村発展ビジョンがありますが、定した農業・農村発展ビジョンがありますが、定した農業・農村発展ビジョンがありますが、

その当時と比べ農業をめぐる環境は大きく変その当時と比べ農業をめぐる環境は大きく変その当時と比べ農業をめぐる環境は大きく変その当時と比べ農業をめぐる環境は大きく変

わっています。本市の基幹産業である農業がわっています。本市の基幹産業である農業がわっています。本市の基幹産業である農業がわっています。本市の基幹産業である農業が

衰退するなら、本市経済にも大きな影響が出衰退するなら、本市経済にも大きな影響が出衰退するなら、本市経済にも大きな影響が出衰退するなら、本市経済にも大きな影響が出

てきます。本市農業の現状について、具体的てきます。本市農業の現状について、具体的てきます。本市農業の現状について、具体的てきます。本市農業の現状について、具体的

にお尋ねいたします。にお尋ねいたします。にお尋ねいたします。にお尋ねいたします。

１点目は、本市の今年度の農産物の作況に１点目は、本市の今年度の農産物の作況に１点目は、本市の今年度の農産物の作況に１点目は、本市の今年度の農産物の作況に

ついてでありますが、夏の初めには異常な低ついてでありますが、夏の初めには異常な低ついてでありますが、夏の初めには異常な低ついてでありますが、夏の初めには異常な低

温が続きましたが、その後気候が順調になり、温が続きましたが、その後気候が順調になり、温が続きましたが、その後気候が順調になり、温が続きましたが、その後気候が順調になり、

作柄も何とか持ち直したと聞いていますが、作柄も何とか持ち直したと聞いていますが、作柄も何とか持ち直したと聞いていますが、作柄も何とか持ち直したと聞いていますが、

主な農産物の作柄はどうだったのかお聞きい主な農産物の作柄はどうだったのかお聞きい主な農産物の作柄はどうだったのかお聞きい主な農産物の作柄はどうだったのかお聞きい

たします。たします。たします。たします。

２点目は、集荷円滑化対策、つまり過剰米２点目は、集荷円滑化対策、つまり過剰米２点目は、集荷円滑化対策、つまり過剰米２点目は、集荷円滑化対策、つまり過剰米

の現状についてであります。全国的な米の作の現状についてであります。全国的な米の作の現状についてであります。全国的な米の作の現状についてであります。全国的な米の作

況は101となり、北海道空知は109となって、況は101となり、北海道空知は109となって、況は101となり、北海道空知は109となって、況は101となり、北海道空知は109となって、

本来なら生産者は豊作を喜ぶところですが、本来なら生産者は豊作を喜ぶところですが、本来なら生産者は豊作を喜ぶところですが、本来なら生産者は豊作を喜ぶところですが、

昨年から始まった米改革で予定生産量をオー昨年から始まった米改革で予定生産量をオー昨年から始まった米改革で予定生産量をオー昨年から始まった米改革で予定生産量をオー

バーした米をわずか１俵3,000円で処理されるバーした米をわずか１俵3,000円で処理されるバーした米をわずか１俵3,000円で処理されるバーした米をわずか１俵3,000円で処理される

ということですが、その内容について、またということですが、その内容について、またということですが、その内容について、またということですが、その内容について、また

本市での現状はどうなっているのかお尋ねい本市での現状はどうなっているのかお尋ねい本市での現状はどうなっているのかお尋ねい本市での現状はどうなっているのかお尋ねい

たします。たします。たします。たします。

３点目は、本市の農業発展の基本方向につ３点目は、本市の農業発展の基本方向につ３点目は、本市の農業発展の基本方向につ３点目は、本市の農業発展の基本方向につ

いてでありますが、いま農家の人たちは後継いてでありますが、いま農家の人たちは後継いてでありますが、いま農家の人たちは後継いてでありますが、いま農家の人たちは後継

者問題、再生産に見合わない農産物の低価格、者問題、再生産に見合わない農産物の低価格、者問題、再生産に見合わない農産物の低価格、者問題、再生産に見合わない農産物の低価格、

豊作を理由に豊作でない農家からもいや応な豊作を理由に豊作でない農家からもいや応な豊作を理由に豊作でない農家からもいや応な豊作を理由に豊作でない農家からもいや応な

しに１俵3,000円で９％分の米を出さなければしに１俵3,000円で９％分の米を出さなければしに１俵3,000円で９％分の米を出さなければしに１俵3,000円で９％分の米を出さなければ

ならないなど、さまざまな困難に見舞われて、ならないなど、さまざまな困難に見舞われて、ならないなど、さまざまな困難に見舞われて、ならないなど、さまざまな困難に見舞われて、

多くの生産者は将来に明るい展望を持ち切れ多くの生産者は将来に明るい展望を持ち切れ多くの生産者は将来に明るい展望を持ち切れ多くの生産者は将来に明るい展望を持ち切れ

ないでいます。厳しい農業情勢の中で、本市ないでいます。厳しい農業情勢の中で、本市ないでいます。厳しい農業情勢の中で、本市ないでいます。厳しい農業情勢の中で、本市

の農業を発展させる基本的な方向をどのようの農業を発展させる基本的な方向をどのようの農業を発展させる基本的な方向をどのようの農業を発展させる基本的な方向をどのよう

にお考えなのかお聞きいたします。にお考えなのかお聞きいたします。にお考えなのかお聞きいたします。にお考えなのかお聞きいたします。

４点目は、遺伝子組換作物についてであり４点目は、遺伝子組換作物についてであり４点目は、遺伝子組換作物についてであり４点目は、遺伝子組換作物についてであり

ますが、私は平成12年第１回定例会においてますが、私は平成12年第１回定例会においてますが、私は平成12年第１回定例会においてますが、私は平成12年第１回定例会において

も遺伝子組換作物の危険性や生産者に与えるも遺伝子組換作物の危険性や生産者に与えるも遺伝子組換作物の危険性や生産者に与えるも遺伝子組換作物の危険性や生産者に与える

影響について指摘をしてきました。その当時影響について指摘をしてきました。その当時影響について指摘をしてきました。その当時影響について指摘をしてきました。その当時

は、アメリカでも消費者団体や環境保護団体、は、アメリカでも消費者団体や環境保護団体、は、アメリカでも消費者団体や環境保護団体、は、アメリカでも消費者団体や環境保護団体、

農民団体などの反対運動が大きく広がりつつ農民団体などの反対運動が大きく広がりつつ農民団体などの反対運動が大きく広がりつつ農民団体などの反対運動が大きく広がりつつ

ある時期でした。我が国内では、漠然としたある時期でした。我が国内では、漠然としたある時期でした。我が国内では、漠然としたある時期でした。我が国内では、漠然とした

不安はあるものの、その弊害については余り不安はあるものの、その弊害については余り不安はあるものの、その弊害については余り不安はあるものの、その弊害については余り

知られていませんでした。現在環境汚染など知られていませんでした。現在環境汚染など知られていませんでした。現在環境汚染など知られていませんでした。現在環境汚染など

さまざまな形でその弊害があらわれ、80％以さまざまな形でその弊害があらわれ、80％以さまざまな形でその弊害があらわれ、80％以さまざまな形でその弊害があらわれ、80％以

上の人が不安を持っています。遺伝子組換作上の人が不安を持っています。遺伝子組換作上の人が不安を持っています。遺伝子組換作上の人が不安を持っています。遺伝子組換作

物を規制する道の条例がどのようになってい物を規制する道の条例がどのようになってい物を規制する道の条例がどのようになってい物を規制する道の条例がどのようになってい
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るのか。また、本市では作付が行われたことるのか。また、本市では作付が行われたことるのか。また、本市では作付が行われたことるのか。また、本市では作付が行われたこと

があるのかお尋ねいたします。があるのかお尋ねいたします。があるのかお尋ねいたします。があるのかお尋ねいたします。

大綱質問の２点目は、福祉行政についての大綱質問の２点目は、福祉行政についての大綱質問の２点目は、福祉行政についての大綱質問の２点目は、福祉行政についての

福祉灯油の問題ですが、ことしもいよいよ冬福祉灯油の問題ですが、ことしもいよいよ冬福祉灯油の問題ですが、ことしもいよいよ冬福祉灯油の問題ですが、ことしもいよいよ冬

本番となりましたが、暖房用の灯油の値上が本番となりましたが、暖房用の灯油の値上が本番となりましたが、暖房用の灯油の値上が本番となりましたが、暖房用の灯油の値上が

りが低所得者にとって生活を大きく圧迫するりが低所得者にとって生活を大きく圧迫するりが低所得者にとって生活を大きく圧迫するりが低所得者にとって生活を大きく圧迫する

ものとなっています。とりわけ高齢者、障害ものとなっています。とりわけ高齢者、障害ものとなっています。とりわけ高齢者、障害ものとなっています。とりわけ高齢者、障害

者、母子世帯にとっては、灯油の値上がりは者、母子世帯にとっては、灯油の値上がりは者、母子世帯にとっては、灯油の値上がりは者、母子世帯にとっては、灯油の値上がりは

大きな打撃です。本市では、昭和56年から福大きな打撃です。本市では、昭和56年から福大きな打撃です。本市では、昭和56年から福大きな打撃です。本市では、昭和56年から福

祉灯油の制度を実施してきましたが、その実祉灯油の制度を実施してきましたが、その実祉灯油の制度を実施してきましたが、その実祉灯油の制度を実施してきましたが、その実

施の内容、条件、実施年度ごとの事業費につ施の内容、条件、実施年度ごとの事業費につ施の内容、条件、実施年度ごとの事業費につ施の内容、条件、実施年度ごとの事業費につ

いてどのようになっているのか。また、そのいてどのようになっているのか。また、そのいてどのようになっているのか。また、そのいてどのようになっているのか。また、その

制度が現在どうなっているのかお聞きいたし制度が現在どうなっているのかお聞きいたし制度が現在どうなっているのかお聞きいたし制度が現在どうなっているのかお聞きいたし

ます。ます。ます。ます。

大綱質問の３点目は、自立推進計画での説大綱質問の３点目は、自立推進計画での説大綱質問の３点目は、自立推進計画での説大綱質問の３点目は、自立推進計画での説

明会における市民の意識についてであります。明会における市民の意識についてであります。明会における市民の意識についてであります。明会における市民の意識についてであります。

10月に実施したまちづくり地域懇談会、いわ10月に実施したまちづくり地域懇談会、いわ10月に実施したまちづくり地域懇談会、いわ10月に実施したまちづくり地域懇談会、いわ

ゆる市民説明会の開催状況について、その回ゆる市民説明会の開催状況について、その回ゆる市民説明会の開催状況について、その回ゆる市民説明会の開催状況について、その回

数、参加者と参加した市民からの意見や質問数、参加者と参加した市民からの意見や質問数、参加者と参加した市民からの意見や質問数、参加者と参加した市民からの意見や質問

などがどのようなものであったのかお聞きいなどがどのようなものであったのかお聞きいなどがどのようなものであったのかお聞きいなどがどのようなものであったのかお聞きい

たします。たします。たします。たします。

大綱質問の４点目は、南美唄地域の施策に大綱質問の４点目は、南美唄地域の施策に大綱質問の４点目は、南美唄地域の施策に大綱質問の４点目は、南美唄地域の施策に

ついてでありますが、南美唄地域は本市の人ついてでありますが、南美唄地域は本市の人ついてでありますが、南美唄地域は本市の人ついてでありますが、南美唄地域は本市の人

口の約１割が居住する一定のまとまりを持っ口の約１割が居住する一定のまとまりを持っ口の約１割が居住する一定のまとまりを持っ口の約１割が居住する一定のまとまりを持っ

ている地域でありますが、炭鉱離職者とそのている地域でありますが、炭鉱離職者とそのている地域でありますが、炭鉱離職者とそのている地域でありますが、炭鉱離職者とその

家族が多く、また高齢化も進み、高齢化は40家族が多く、また高齢化も進み、高齢化は40家族が多く、また高齢化も進み、高齢化は40家族が多く、また高齢化も進み、高齢化は40

％になろうとしています。それだけに、自分％になろうとしています。それだけに、自分％になろうとしています。それだけに、自分％になろうとしています。それだけに、自分

たちの住んでいる地域が将来どのようになったちの住んでいる地域が将来どのようになったちの住んでいる地域が将来どのようになったちの住んでいる地域が将来どのようになっ

ていくのか、市としてどのように考えているていくのか、市としてどのように考えているていくのか、市としてどのように考えているていくのか、市としてどのように考えている

のか関心が持たれています。のか関心が持たれています。のか関心が持たれています。のか関心が持たれています。

具体的にお聞きいたしますが、その１点目具体的にお聞きいたしますが、その１点目具体的にお聞きいたしますが、その１点目具体的にお聞きいたしますが、その１点目

は福祉会館の建設についてでありますが、現は福祉会館の建設についてでありますが、現は福祉会館の建設についてでありますが、現は福祉会館の建設についてでありますが、現

在使用されている南美唄生活館は、年間の利在使用されている南美唄生活館は、年間の利在使用されている南美唄生活館は、年間の利在使用されている南美唄生活館は、年間の利

用者が１万数千人にも上り、地域の人たちに用者が１万数千人にも上り、地域の人たちに用者が１万数千人にも上り、地域の人たちに用者が１万数千人にも上り、地域の人たちに

とってのさまざまな人たちの交流の場であり、とってのさまざまな人たちの交流の場であり、とってのさまざまな人たちの交流の場であり、とってのさまざまな人たちの交流の場であり、

文化活動の場でもあります。しかし、老朽化文化活動の場でもあります。しかし、老朽化文化活動の場でもあります。しかし、老朽化文化活動の場でもあります。しかし、老朽化

が進み、また使用上にもさまざまな支障を来が進み、また使用上にもさまざまな支障を来が進み、また使用上にもさまざまな支障を来が進み、また使用上にもさまざまな支障を来

しています。福祉会館の建設については、連しています。福祉会館の建設については、連しています。福祉会館の建設については、連しています。福祉会館の建設については、連

合町内会からもたびたび要望書が出され、私合町内会からもたびたび要望書が出され、私合町内会からもたびたび要望書が出され、私合町内会からもたびたび要望書が出され、私

も議会でたびたび要望してまいりました。こも議会でたびたび要望してまいりました。こも議会でたびたび要望してまいりました。こも議会でたびたび要望してまいりました。こ

れまで自治会組織との協議も重ねてきておりれまで自治会組織との協議も重ねてきておりれまで自治会組織との協議も重ねてきておりれまで自治会組織との協議も重ねてきており

ますが、その経過と会館建設の時期などにつますが、その経過と会館建設の時期などにつますが、その経過と会館建設の時期などにつますが、その経過と会館建設の時期などにつ

いて、どのようにお考えなのかお尋ねいたしいて、どのようにお考えなのかお尋ねいたしいて、どのようにお考えなのかお尋ねいたしいて、どのようにお考えなのかお尋ねいたし

ます。ます。ます。ます。

２点目は、共同浴場についてでありますが、２点目は、共同浴場についてでありますが、２点目は、共同浴場についてでありますが、２点目は、共同浴場についてでありますが、

この建物は建築後二十数年たち、かなり老朽この建物は建築後二十数年たち、かなり老朽この建物は建築後二十数年たち、かなり老朽この建物は建築後二十数年たち、かなり老朽

化が進んでいます。また、ボイラーなどの設化が進んでいます。また、ボイラーなどの設化が進んでいます。また、ボイラーなどの設化が進んでいます。また、ボイラーなどの設

備もいつ大きな故障が起きるかわからない状備もいつ大きな故障が起きるかわからない状備もいつ大きな故障が起きるかわからない状備もいつ大きな故障が起きるかわからない状

態です。市としては、現状をどのようにお考態です。市としては、現状をどのようにお考態です。市としては、現状をどのようにお考態です。市としては、現状をどのようにお考

えなのか。また、浴場の今後について建てかえなのか。また、浴場の今後について建てかえなのか。また、浴場の今後について建てかえなのか。また、浴場の今後について建てか

えの計画をお持ちなのかどうかお聞きいたしえの計画をお持ちなのかどうかお聞きいたしえの計画をお持ちなのかどうかお聞きいたしえの計画をお持ちなのかどうかお聞きいたし

ます。ます。ます。ます。

３点目は、南美唄出張所の今後の見通しに３点目は、南美唄出張所の今後の見通しに３点目は、南美唄出張所の今後の見通しに３点目は、南美唄出張所の今後の見通しに

ついてでありますが、南美唄地域の人たちはついてでありますが、南美唄地域の人たちはついてでありますが、南美唄地域の人たちはついてでありますが、南美唄地域の人たちは

出張所が廃止され、または郵便局に業務委託出張所が廃止され、または郵便局に業務委託出張所が廃止され、または郵便局に業務委託出張所が廃止され、または郵便局に業務委託

になるのではないかとさまざまな憶測が地域になるのではないかとさまざまな憶測が地域になるのではないかとさまざまな憶測が地域になるのではないかとさまざまな憶測が地域

でうわさされて、住民の不安が生じています。でうわさされて、住民の不安が生じています。でうわさされて、住民の不安が生じています。でうわさされて、住民の不安が生じています。

出張所の今後の見通しについてお聞きいたし出張所の今後の見通しについてお聞きいたし出張所の今後の見通しについてお聞きいたし出張所の今後の見通しについてお聞きいたし

ます。ます。ます。ます。

４点目は、下水道の普及についてでありま４点目は、下水道の普及についてでありま４点目は、下水道の普及についてでありま４点目は、下水道の普及についてでありま

す。本市での下水道整備計画が進み、南美唄す。本市での下水道整備計画が進み、南美唄す。本市での下水道整備計画が進み、南美唄す。本市での下水道整備計画が進み、南美唄

地域でも具体化されようとしていますが、こ地域でも具体化されようとしていますが、こ地域でも具体化されようとしていますが、こ地域でも具体化されようとしていますが、こ

の地域は三井鉱山の土地であるだけに、工事の地域は三井鉱山の土地であるだけに、工事の地域は三井鉱山の土地であるだけに、工事の地域は三井鉱山の土地であるだけに、工事

負担金との関係で地代金にどのようにはね返負担金との関係で地代金にどのようにはね返負担金との関係で地代金にどのようにはね返負担金との関係で地代金にどのようにはね返

ってくるかなど、地域住民にとっては大きなってくるかなど、地域住民にとっては大きなってくるかなど、地域住民にとっては大きなってくるかなど、地域住民にとっては大きな

問題です。南美唄地域の下水道整備計画がど問題です。南美唄地域の下水道整備計画がど問題です。南美唄地域の下水道整備計画がど問題です。南美唄地域の下水道整備計画がど

のようになっているのかお尋ねいたします。のようになっているのかお尋ねいたします。のようになっているのかお尋ねいたします。のようになっているのかお尋ねいたします。

５点目は、市営住宅の建てかえについてで５点目は、市営住宅の建てかえについてで５点目は、市営住宅の建てかえについてで５点目は、市営住宅の建てかえについてで
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あります。現在南美唄には、48戸の市営住宅あります。現在南美唄には、48戸の市営住宅あります。現在南美唄には、48戸の市営住宅あります。現在南美唄には、48戸の市営住宅

がありますが、築後40年近くなり、老朽化ががありますが、築後40年近くなり、老朽化ががありますが、築後40年近くなり、老朽化ががありますが、築後40年近くなり、老朽化が

進んでいます。建てかえの計画があるのかど進んでいます。建てかえの計画があるのかど進んでいます。建てかえの計画があるのかど進んでいます。建てかえの計画があるのかど

うかについてお尋ねいたします。うかについてお尋ねいたします。うかについてお尋ねいたします。うかについてお尋ねいたします。

●議長長岡正勝君 市長。●議長長岡正勝君 市長。●議長長岡正勝君 市長。●議長長岡正勝君 市長。

●市長桜井道夫君（登壇） 長谷川議員の質●市長桜井道夫君（登壇） 長谷川議員の質●市長桜井道夫君（登壇） 長谷川議員の質●市長桜井道夫君（登壇） 長谷川議員の質

問にお答えします。問にお答えします。問にお答えします。問にお答えします。

初めに、農業行政について、本市農業の基初めに、農業行政について、本市農業の基初めに、農業行政について、本市農業の基初めに、農業行政について、本市農業の基

本的な方向についてでありますが、本市農業本的な方向についてでありますが、本市農業本的な方向についてでありますが、本市農業本的な方向についてでありますが、本市農業

は食料・農業・農村基本計画に基づき国の農は食料・農業・農村基本計画に基づき国の農は食料・農業・農村基本計画に基づき国の農は食料・農業・農村基本計画に基づき国の農

政改革が進められるなど、大きな転換期を迎政改革が進められるなど、大きな転換期を迎政改革が進められるなど、大きな転換期を迎政改革が進められるなど、大きな転換期を迎

えております。こうした改革に立ちおくれるえております。こうした改革に立ちおくれるえております。こうした改革に立ちおくれるえております。こうした改革に立ちおくれる

ことなく、本市の地域経済の牽引する基幹産ことなく、本市の地域経済の牽引する基幹産ことなく、本市の地域経済の牽引する基幹産ことなく、本市の地域経済の牽引する基幹産

業として足腰の強い農業として発展していく業として足腰の強い農業として発展していく業として足腰の強い農業として発展していく業として足腰の強い農業として発展していく

ために、生産基盤や経営基盤の整備をはじめ、ために、生産基盤や経営基盤の整備をはじめ、ために、生産基盤や経営基盤の整備をはじめ、ために、生産基盤や経営基盤の整備をはじめ、

消費者に信頼される安全、安心な農産物づく消費者に信頼される安全、安心な農産物づく消費者に信頼される安全、安心な農産物づく消費者に信頼される安全、安心な農産物づく

りを進めるとともに、野菜や花きなどを導入りを進めるとともに、野菜や花きなどを導入りを進めるとともに、野菜や花きなどを導入りを進めるとともに、野菜や花きなどを導入

した経営の複合化による体質強化と安定化をした経営の複合化による体質強化と安定化をした経営の複合化による体質強化と安定化をした経営の複合化による体質強化と安定化を

図ってまいりたいと考えております。図ってまいりたいと考えております。図ってまいりたいと考えております。図ってまいりたいと考えております。

また、地域農業を支える担い手や農業生産また、地域農業を支える担い手や農業生産また、地域農業を支える担い手や農業生産また、地域農業を支える担い手や農業生産

法人等の育成確保に努めるほか、地域や農業法人等の育成確保に努めるほか、地域や農業法人等の育成確保に努めるほか、地域や農業法人等の育成確保に努めるほか、地域や農業

者みずから加工や産直販売などのアグリビジ者みずから加工や産直販売などのアグリビジ者みずから加工や産直販売などのアグリビジ者みずから加工や産直販売などのアグリビジ

ネスや都市と農村の交流など、創意と工夫をネスや都市と農村の交流など、創意と工夫をネスや都市と農村の交流など、創意と工夫をネスや都市と農村の交流など、創意と工夫を

凝らしながら主体的に取り組むことのできる凝らしながら主体的に取り組むことのできる凝らしながら主体的に取り組むことのできる凝らしながら主体的に取り組むことのできる

農業・農村づくりに努めてまいりたいと考え農業・農村づくりに努めてまいりたいと考え農業・農村づくりに努めてまいりたいと考え農業・農村づくりに努めてまいりたいと考え

ております。ております。ております。ております。

次に、遺伝子組換作物についてであります次に、遺伝子組換作物についてであります次に、遺伝子組換作物についてであります次に、遺伝子組換作物についてであります

が、来年１月１日から施行される「北海道遺が、来年１月１日から施行される「北海道遺が、来年１月１日から施行される「北海道遺が、来年１月１日から施行される「北海道遺

伝子組換作物の栽培等による交雑等の防止に伝子組換作物の栽培等による交雑等の防止に伝子組換作物の栽培等による交雑等の防止に伝子組換作物の栽培等による交雑等の防止に

関する条例」では、「遺伝子組換作物の開発関する条例」では、「遺伝子組換作物の開発関する条例」では、「遺伝子組換作物の開発関する条例」では、「遺伝子組換作物の開発

等にかかわる産業活動と一般作物の農業生産等にかかわる産業活動と一般作物の農業生産等にかかわる産業活動と一般作物の農業生産等にかかわる産業活動と一般作物の農業生産

活動との調整を図る」ためのルールを定めて活動との調整を図る」ためのルールを定めて活動との調整を図る」ためのルールを定めて活動との調整を図る」ためのルールを定めて

おります。内容といたしましては、開放系でおります。内容といたしましては、開放系でおります。内容といたしましては、開放系でおります。内容といたしましては、開放系で

の一般栽培の場合は知事の許可制とし、試験の一般栽培の場合は知事の許可制とし、試験の一般栽培の場合は知事の許可制とし、試験の一般栽培の場合は知事の許可制とし、試験

栽培についても知事への届け出制としたほか栽培についても知事への届け出制としたほか栽培についても知事への届け出制としたほか栽培についても知事への届け出制としたほか

に、交雑混入を防止する措置や交雑の有無をに、交雑混入を防止する措置や交雑の有無をに、交雑混入を防止する措置や交雑の有無をに、交雑混入を防止する措置や交雑の有無を

確認するモニタリングの措置、栽培試験計画確認するモニタリングの措置、栽培試験計画確認するモニタリングの措置、栽培試験計画確認するモニタリングの措置、栽培試験計画

などの説明義務を明記し、さらに知事の栽培などの説明義務を明記し、さらに知事の栽培などの説明義務を明記し、さらに知事の栽培などの説明義務を明記し、さらに知事の栽培

中止命令などの権限を定めており、このこと中止命令などの権限を定めており、このこと中止命令などの権限を定めており、このこと中止命令などの権限を定めており、このこと

から遺伝子組換作物の栽培に関する制約につから遺伝子組換作物の栽培に関する制約につから遺伝子組換作物の栽培に関する制約につから遺伝子組換作物の栽培に関する制約につ

きましては、国よりも道の方がハードルは高きましては、国よりも道の方がハードルは高きましては、国よりも道の方がハードルは高きましては、国よりも道の方がハードルは高

くなっております。くなっております。くなっております。くなっております。

なお、本市におきましては、農協の調査になお、本市におきましては、農協の調査になお、本市におきましては、農協の調査になお、本市におきましては、農協の調査に

よりますと、遺伝子組換作物の栽培実態はなよりますと、遺伝子組換作物の栽培実態はなよりますと、遺伝子組換作物の栽培実態はなよりますと、遺伝子組換作物の栽培実態はな

く、また今後におきましても栽培する計画はく、また今後におきましても栽培する計画はく、また今後におきましても栽培する計画はく、また今後におきましても栽培する計画は

ないものと伺っております。ないものと伺っております。ないものと伺っております。ないものと伺っております。

次に、地域懇談会について、市民説明会の次に、地域懇談会について、市民説明会の次に、地域懇談会について、市民説明会の次に、地域懇談会について、市民説明会の

開催状況についてでありますが、10月に実施開催状況についてでありますが、10月に実施開催状況についてでありますが、10月に実施開催状況についてでありますが、10月に実施

したまちづくり地域懇談会は、「自立推進計したまちづくり地域懇談会は、「自立推進計したまちづくり地域懇談会は、「自立推進計したまちづくり地域懇談会は、「自立推進計

画」並びに「美唄21世紀まちづくりプラン後画」並びに「美唄21世紀まちづくりプラン後画」並びに「美唄21世紀まちづくりプラン後画」並びに「美唄21世紀まちづくりプラン後

期基本計画」の素案について説明するため、1期基本計画」の素案について説明するため、1期基本計画」の素案について説明するため、1期基本計画」の素案について説明するため、1

0月17日から31日までの日程で12回開催し、120月17日から31日までの日程で12回開催し、120月17日から31日までの日程で12回開催し、120月17日から31日までの日程で12回開催し、12

6人の市民の皆さんに参加をいただきました。6人の市民の皆さんに参加をいただきました。6人の市民の皆さんに参加をいただきました。6人の市民の皆さんに参加をいただきました。

懇談会の中では、医療体制の確保、学校統合懇談会の中では、医療体制の確保、学校統合懇談会の中では、医療体制の確保、学校統合懇談会の中では、医療体制の確保、学校統合

の進め方、雇用対策や中心市街地の活性化なの進め方、雇用対策や中心市街地の活性化なの進め方、雇用対策や中心市街地の活性化なの進め方、雇用対策や中心市街地の活性化な

どについての意見をいただいております。どについての意見をいただいております。どについての意見をいただいております。どについての意見をいただいております。

次に、南美唄地域の施策について、初めに次に、南美唄地域の施策について、初めに次に、南美唄地域の施策について、初めに次に、南美唄地域の施策について、初めに

福祉会館の建設についてでありますが、会館福祉会館の建設についてでありますが、会館福祉会館の建設についてでありますが、会館福祉会館の建設についてでありますが、会館

建設に対する要望事項や課題整理、今後の進建設に対する要望事項や課題整理、今後の進建設に対する要望事項や課題整理、今後の進建設に対する要望事項や課題整理、今後の進

め方について、今年に入り３回にわたり地元め方について、今年に入り３回にわたり地元め方について、今年に入り３回にわたり地元め方について、今年に入り３回にわたり地元

関係者との協議を行ってきたところでござい関係者との協議を行ってきたところでござい関係者との協議を行ってきたところでござい関係者との協議を行ってきたところでござい

ます。経過といたしましては、施設の建設場ます。経過といたしましては、施設の建設場ます。経過といたしましては、施設の建設場ます。経過といたしましては、施設の建設場

所、他の施設での複合的利用、利用者に対す所、他の施設での複合的利用、利用者に対す所、他の施設での複合的利用、利用者に対す所、他の施設での複合的利用、利用者に対す

る交通アクセス及び具体的施設内容などにつる交通アクセス及び具体的施設内容などにつる交通アクセス及び具体的施設内容などにつる交通アクセス及び具体的施設内容などにつ

いて検討を重ねてまいりました。現在までのいて検討を重ねてまいりました。現在までのいて検討を重ねてまいりました。現在までのいて検討を重ねてまいりました。現在までの

協議といたしましては、新築を前提とし、建協議といたしましては、新築を前提とし、建協議といたしましては、新築を前提とし、建協議といたしましては、新築を前提とし、建

設場所は南美唄コミュニティセンター横の旧設場所は南美唄コミュニティセンター横の旧設場所は南美唄コミュニティセンター横の旧設場所は南美唄コミュニティセンター横の旧

市営住宅跡地とする地元の要望があり、その市営住宅跡地とする地元の要望があり、その市営住宅跡地とする地元の要望があり、その市営住宅跡地とする地元の要望があり、その



－ －123123123123

場所利用者の交通アクセスとしてバスの乗り場所利用者の交通アクセスとしてバスの乗り場所利用者の交通アクセスとしてバスの乗り場所利用者の交通アクセスとしてバスの乗り

入れについても検討してほしいとの考えが示入れについても検討してほしいとの考えが示入れについても検討してほしいとの考えが示入れについても検討してほしいとの考えが示

されたところであります。また、施設規模、されたところであります。また、施設規模、されたところであります。また、施設規模、されたところであります。また、施設規模、

施設内容などにつきましては、現在地元と協施設内容などにつきましては、現在地元と協施設内容などにつきましては、現在地元と協施設内容などにつきましては、現在地元と協

議中であり、双方でさらに検討を加え、施設議中であり、双方でさらに検討を加え、施設議中であり、双方でさらに検討を加え、施設議中であり、双方でさらに検討を加え、施設

概要について詰めてまいりたいと考えており概要について詰めてまいりたいと考えており概要について詰めてまいりたいと考えており概要について詰めてまいりたいと考えており

ます。ます。ます。ます。

今後の予定としましては、地元要望を踏ま今後の予定としましては、地元要望を踏ま今後の予定としましては、地元要望を踏ま今後の予定としましては、地元要望を踏ま

えた施設のレイアウトの作成やそれに基づくえた施設のレイアウトの作成やそれに基づくえた施設のレイアウトの作成やそれに基づくえた施設のレイアウトの作成やそれに基づく

概算設計のほか、建設にかかわる関連経費に概算設計のほか、建設にかかわる関連経費に概算設計のほか、建設にかかわる関連経費に概算設計のほか、建設にかかわる関連経費に

ついての積算をし、早い時期に全体計画をまついての積算をし、早い時期に全体計画をまついての積算をし、早い時期に全体計画をまついての積算をし、早い時期に全体計画をま

とめることとしております。とめることとしております。とめることとしております。とめることとしております。

建設年度につきましては、出張所や各施設建設年度につきましては、出張所や各施設建設年度につきましては、出張所や各施設建設年度につきましては、出張所や各施設

の今後のあり方も総合的に検討した上で、会の今後のあり方も総合的に検討した上で、会の今後のあり方も総合的に検討した上で、会の今後のあり方も総合的に検討した上で、会

館の全体計画や財源の見通しができた段階で館の全体計画や財源の見通しができた段階で館の全体計画や財源の見通しができた段階で館の全体計画や財源の見通しができた段階で

決定したいと考えておりますが、いずれにい決定したいと考えておりますが、いずれにい決定したいと考えておりますが、いずれにい決定したいと考えておりますが、いずれにい

たしましても美唄21世紀まちづくりプラン後たしましても美唄21世紀まちづくりプラン後たしましても美唄21世紀まちづくりプラン後たしましても美唄21世紀まちづくりプラン後

期計画期間の間で整備してまいりたいと考え期計画期間の間で整備してまいりたいと考え期計画期間の間で整備してまいりたいと考え期計画期間の間で整備してまいりたいと考え

ております。ております。ております。ております。

次に、共同浴場についてでありますが、南次に、共同浴場についてでありますが、南次に、共同浴場についてでありますが、南次に、共同浴場についてでありますが、南

美唄地区共同浴場は地域における住民の生活美唄地区共同浴場は地域における住民の生活美唄地区共同浴場は地域における住民の生活美唄地区共同浴場は地域における住民の生活

環境の改善を図ることを目的に、昭和58年か環境の改善を図ることを目的に、昭和58年か環境の改善を図ることを目的に、昭和58年か環境の改善を図ることを目的に、昭和58年か

ら地元連合町内会に浴場の維持管理を委託し、ら地元連合町内会に浴場の維持管理を委託し、ら地元連合町内会に浴場の維持管理を委託し、ら地元連合町内会に浴場の維持管理を委託し、

運営してきたところであります。現状として運営してきたところであります。現状として運営してきたところであります。現状として運営してきたところであります。現状として

は、少子高齢化や転出等により浴場の利用者は、少子高齢化や転出等により浴場の利用者は、少子高齢化や転出等により浴場の利用者は、少子高齢化や転出等により浴場の利用者

が減少しており、さらに燃料費の増嵩等、浴が減少しており、さらに燃料費の増嵩等、浴が減少しており、さらに燃料費の増嵩等、浴が減少しており、さらに燃料費の増嵩等、浴

場運営は極めて厳しいものと認識しておりま場運営は極めて厳しいものと認識しておりま場運営は極めて厳しいものと認識しておりま場運営は極めて厳しいものと認識しておりま

す。す。す。す。

今後につきましては、地元連合町内会が指今後につきましては、地元連合町内会が指今後につきましては、地元連合町内会が指今後につきましては、地元連合町内会が指

定管理者として運営することを予定しており、定管理者として運営することを予定しており、定管理者として運営することを予定しており、定管理者として運営することを予定しており、

浴場の維持管理や修繕等の取り扱いについて浴場の維持管理や修繕等の取り扱いについて浴場の維持管理や修繕等の取り扱いについて浴場の維持管理や修繕等の取り扱いについて

は協定書の中で確認し合い、適切な維持管理は協定書の中で確認し合い、適切な維持管理は協定書の中で確認し合い、適切な維持管理は協定書の中で確認し合い、適切な維持管理

に努めるとともに、今後とも現在の施設の有に努めるとともに、今後とも現在の施設の有に努めるとともに、今後とも現在の施設の有に努めるとともに、今後とも現在の施設の有

効活用を行ってまいりたいと考えております。効活用を行ってまいりたいと考えております。効活用を行ってまいりたいと考えております。効活用を行ってまいりたいと考えております。

次に、南美唄出張所の今後の見通しについ次に、南美唄出張所の今後の見通しについ次に、南美唄出張所の今後の見通しについ次に、南美唄出張所の今後の見通しについ

てでありますが、南美唄出張所は昭和28年にてでありますが、南美唄出張所は昭和28年にてでありますが、南美唄出張所は昭和28年にてでありますが、南美唄出張所は昭和28年に

現在地に設置しましたが、平成17年11月末現現在地に設置しましたが、平成17年11月末現現在地に設置しましたが、平成17年11月末現現在地に設置しましたが、平成17年11月末現

在、1,457世帯、2,675名に対し行政サービス在、1,457世帯、2,675名に対し行政サービス在、1,457世帯、2,675名に対し行政サービス在、1,457世帯、2,675名に対し行政サービス

を行っております。こうした中、平成13年かを行っております。こうした中、平成13年かを行っております。こうした中、平成13年かを行っております。こうした中、平成13年か

ら郵便局で行政の特定事務を取り扱えることら郵便局で行政の特定事務を取り扱えることら郵便局で行政の特定事務を取り扱えることら郵便局で行政の特定事務を取り扱えること

となり、すでに道内では10自治体が委託を行となり、すでに道内では10自治体が委託を行となり、すでに道内では10自治体が委託を行となり、すでに道内では10自治体が委託を行

っております。こうしたことから、本市としっております。こうしたことから、本市としっております。こうしたことから、本市としっております。こうしたことから、本市とし

ては住民サービスの低下を招かないよう効率ては住民サービスの低下を招かないよう効率ては住民サービスの低下を招かないよう効率ては住民サービスの低下を招かないよう効率

的な事務処理を行う視点から、現在郵便局へ的な事務処理を行う視点から、現在郵便局へ的な事務処理を行う視点から、現在郵便局へ的な事務処理を行う視点から、現在郵便局へ

の業務委託を検討しております。いずれにいの業務委託を検討しております。いずれにいの業務委託を検討しております。いずれにいの業務委託を検討しております。いずれにい

たしましても、南美唄出張所の今後のあり方たしましても、南美唄出張所の今後のあり方たしましても、南美唄出張所の今後のあり方たしましても、南美唄出張所の今後のあり方

につきましては、地域住民の理解のもと進めにつきましては、地域住民の理解のもと進めにつきましては、地域住民の理解のもと進めにつきましては、地域住民の理解のもと進め

てまいりたいと考えております。てまいりたいと考えております。てまいりたいと考えております。てまいりたいと考えております。

次に、下水道の整備についてでありますが、次に、下水道の整備についてでありますが、次に、下水道の整備についてでありますが、次に、下水道の整備についてでありますが、

平成18年度下水道事業の認可変更の中で南美平成18年度下水道事業の認可変更の中で南美平成18年度下水道事業の認可変更の中で南美平成18年度下水道事業の認可変更の中で南美

唄地区の整備面積の変更を計画しておりまし唄地区の整備面積の変更を計画しておりまし唄地区の整備面積の変更を計画しておりまし唄地区の整備面積の変更を計画しておりまし

て、人口の減少が予想される地区を計画からて、人口の減少が予想される地区を計画からて、人口の減少が予想される地区を計画からて、人口の減少が予想される地区を計画から

外すこととし、従来の117ヘクタールから61.4外すこととし、従来の117ヘクタールから61.4外すこととし、従来の117ヘクタールから61.4外すこととし、従来の117ヘクタールから61.4

ヘクタールに面積を変更する予定でございまヘクタールに面積を変更する予定でございまヘクタールに面積を変更する予定でございまヘクタールに面積を変更する予定でございま

す。す。す。す。

なお、南美唄地区の工事着手につきましてなお、南美唄地区の工事着手につきましてなお、南美唄地区の工事着手につきましてなお、南美唄地区の工事着手につきまして

は、平成24年度を予定しており、着工から６、は、平成24年度を予定しており、着工から６、は、平成24年度を予定しており、着工から６、は、平成24年度を予定しており、着工から６、

７年で事業を完了したいと考えております。７年で事業を完了したいと考えております。７年で事業を完了したいと考えております。７年で事業を完了したいと考えております。

次に、市営住宅についてでありますが、本次に、市営住宅についてでありますが、本次に、市営住宅についてでありますが、本次に、市営住宅についてでありますが、本

市の人口や世帯数の推移並びに既存公営住宅市の人口や世帯数の推移並びに既存公営住宅市の人口や世帯数の推移並びに既存公営住宅市の人口や世帯数の推移並びに既存公営住宅

の状況や入居者アンケートの結果などを踏まの状況や入居者アンケートの結果などを踏まの状況や入居者アンケートの結果などを踏まの状況や入居者アンケートの結果などを踏ま

え、今後における少子高齢化に対応する公営え、今後における少子高齢化に対応する公営え、今後における少子高齢化に対応する公営え、今後における少子高齢化に対応する公営

住宅の有効活用を図ることを目的として、住宅の有効活用を図ることを目的として、住宅の有効活用を図ることを目的として、住宅の有効活用を図ることを目的として、

「美唄市公営住宅ストック総合活用計画」を「美唄市公営住宅ストック総合活用計画」を「美唄市公営住宅ストック総合活用計画」を「美唄市公営住宅ストック総合活用計画」を

策定しております。この中で南美唄団地につ策定しております。この中で南美唄団地につ策定しております。この中で南美唄団地につ策定しております。この中で南美唄団地につ

きましては、入居者の意向などを踏まえ、現きましては、入居者の意向などを踏まえ、現きましては、入居者の意向などを踏まえ、現きましては、入居者の意向などを踏まえ、現

状のまま維持保全することとしております。状のまま維持保全することとしております。状のまま維持保全することとしております。状のまま維持保全することとしております。

なお、農産物の作況及び過剰米の現状につなお、農産物の作況及び過剰米の現状につなお、農産物の作況及び過剰米の現状につなお、農産物の作況及び過剰米の現状につ
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いては経済部長から、福祉灯油については保いては経済部長から、福祉灯油については保いては経済部長から、福祉灯油については保いては経済部長から、福祉灯油については保

健福祉部長からそれぞれ答弁をいたします。健福祉部長からそれぞれ答弁をいたします。健福祉部長からそれぞれ答弁をいたします。健福祉部長からそれぞれ答弁をいたします。

●議長長岡正勝君 経済部長。●議長長岡正勝君 経済部長。●議長長岡正勝君 経済部長。●議長長岡正勝君 経済部長。

●経済部長酒巻 進君 今年度の主な農作物●経済部長酒巻 進君 今年度の主な農作物●経済部長酒巻 進君 今年度の主な農作物●経済部長酒巻 進君 今年度の主な農作物

の作況について、過剰米の現状についてにつの作況について、過剰米の現状についてにつの作況について、過剰米の現状についてにつの作況について、過剰米の現状についてにつ

きましては、私からご答弁をさせていただききましては、私からご答弁をさせていただききましては、私からご答弁をさせていただききましては、私からご答弁をさせていただき

ます。ます。ます。ます。

今年度の主な農作物の作況についてであり今年度の主な農作物の作況についてであり今年度の主な農作物の作況についてであり今年度の主な農作物の作況についてであり

ますが、水稲はまだ調整は終了していないもますが、水稲はまだ調整は終了していないもますが、水稲はまだ調整は終了していないもますが、水稲はまだ調整は終了していないも

のの、収量は平年より上回るものと見込んでのの、収量は平年より上回るものと見込んでのの、収量は平年より上回るものと見込んでのの、収量は平年より上回るものと見込んで

おります。このほか、軟白ナガネギが平年よおります。このほか、軟白ナガネギが平年よおります。このほか、軟白ナガネギが平年よおります。このほか、軟白ナガネギが平年よ

りも倍増したほか、小麦、アスパラ、花き、りも倍増したほか、小麦、アスパラ、花き、りも倍増したほか、小麦、アスパラ、花き、りも倍増したほか、小麦、アスパラ、花き、

ハスカップが平年を上回り、タマネギ、メロハスカップが平年を上回り、タマネギ、メロハスカップが平年を上回り、タマネギ、メロハスカップが平年を上回り、タマネギ、メロ

ンはほぼ平年並みとなっておりますが、大豆ンはほぼ平年並みとなっておりますが、大豆ンはほぼ平年並みとなっておりますが、大豆ンはほぼ平年並みとなっておりますが、大豆

は平年を下回るものと見込んでおります。は平年を下回るものと見込んでおります。は平年を下回るものと見込んでおります。は平年を下回るものと見込んでおります。

次に、集荷円滑化対策についてであります次に、集荷円滑化対策についてであります次に、集荷円滑化対策についてであります次に、集荷円滑化対策についてであります

が、平成16年度から始まった「米政策改革」が、平成16年度から始まった「米政策改革」が、平成16年度から始まった「米政策改革」が、平成16年度から始まった「米政策改革」

の中で豊作により発生した過剰米を主食用米の中で豊作により発生した過剰米を主食用米の中で豊作により発生した過剰米を主食用米の中で豊作により発生した過剰米を主食用米

とは区分出荷し、適切に処理することによりとは区分出荷し、適切に処理することによりとは区分出荷し、適切に処理することによりとは区分出荷し、適切に処理することにより

供給過剰による米価下落を防止する対策であ供給過剰による米価下落を防止する対策であ供給過剰による米価下落を防止する対策であ供給過剰による米価下落を防止する対策であ

り、10月15日現在における水稲作況指数が全り、10月15日現在における水稲作況指数が全り、10月15日現在における水稲作況指数が全り、10月15日現在における水稲作況指数が全

国、北海道、空知支庁すべての段階で101を超国、北海道、空知支庁すべての段階で101を超国、北海道、空知支庁すべての段階で101を超国、北海道、空知支庁すべての段階で101を超

えると実施されます。えると実施されます。えると実施されます。えると実施されます。

具体的には、生産者は水稲作付10アール当具体的には、生産者は水稲作付10アール当具体的には、生産者は水稲作付10アール当具体的には、生産者は水稲作付10アール当

たり1,500円を「米穀安定供給確保支援機構」たり1,500円を「米穀安定供給確保支援機構」たり1,500円を「米穀安定供給確保支援機構」たり1,500円を「米穀安定供給確保支援機構」

に拠出し、集荷円滑化対策が実施されると、に拠出し、集荷円滑化対策が実施されると、に拠出し、集荷円滑化対策が実施されると、に拠出し、集荷円滑化対策が実施されると、

生産者へは区分出荷した過剰米に対し60キロ生産者へは区分出荷した過剰米に対し60キロ生産者へは区分出荷した過剰米に対し60キロ生産者へは区分出荷した過剰米に対し60キロ

グラム当たり3,000円の融資が行われ、その後グラム当たり3,000円の融資が行われ、その後グラム当たり3,000円の融資が行われ、その後グラム当たり3,000円の融資が行われ、その後

農協が過剰米を翌年の秋まで適切に区分保管農協が過剰米を翌年の秋まで適切に区分保管農協が過剰米を翌年の秋まで適切に区分保管農協が過剰米を翌年の秋まで適切に区分保管

等をすると、生産者に対し60キログラム当た等をすると、生産者に対し60キログラム当た等をすると、生産者に対し60キログラム当た等をすると、生産者に対し60キログラム当た

り3,000円が助成されます。り3,000円が助成されます。り3,000円が助成されます。り3,000円が助成されます。

次に、本市の状況についてでありますが、次に、本市の状況についてでありますが、次に、本市の状況についてでありますが、次に、本市の状況についてでありますが、

作況指数は全国で101、北海道及び空知がそれ作況指数は全国で101、北海道及び空知がそれ作況指数は全国で101、北海道及び空知がそれ作況指数は全国で101、北海道及び空知がそれ

ぞれ109となったことから、この措置が実施さぞれ109となったことから、この措置が実施さぞれ109となったことから、この措置が実施さぞれ109となったことから、この措置が実施さ

れており、市内３農協合計で2,237トンが過剰れており、市内３農協合計で2,237トンが過剰れており、市内３農協合計で2,237トンが過剰れており、市内３農協合計で2,237トンが過剰

米として集荷されております。米として集荷されております。米として集荷されております。米として集荷されております。

●議長長岡正勝君 保健福祉部長。●議長長岡正勝君 保健福祉部長。●議長長岡正勝君 保健福祉部長。●議長長岡正勝君 保健福祉部長。

●保健福祉部長安田昌彰君 福祉灯油につき●保健福祉部長安田昌彰君 福祉灯油につき●保健福祉部長安田昌彰君 福祉灯油につき●保健福祉部長安田昌彰君 福祉灯油につき

ましては、私からご答弁させていただきます。ましては、私からご答弁させていただきます。ましては、私からご答弁させていただきます。ましては、私からご答弁させていただきます。

福祉灯油についてでありますが、支給対象福祉灯油についてでありますが、支給対象福祉灯油についてでありますが、支給対象福祉灯油についてでありますが、支給対象

につきましては生活保護を基準とした一定のにつきましては生活保護を基準とした一定のにつきましては生活保護を基準とした一定のにつきましては生活保護を基準とした一定の

所得以下の70歳以上の独居等の高齢者世帯、所得以下の70歳以上の独居等の高齢者世帯、所得以下の70歳以上の独居等の高齢者世帯、所得以下の70歳以上の独居等の高齢者世帯、

障害者世帯、母子世帯等であり、また過去の障害者世帯、母子世帯等であり、また過去の障害者世帯、母子世帯等であり、また過去の障害者世帯、母子世帯等であり、また過去の

支給世帯数と決算額につきましては昭和56年支給世帯数と決算額につきましては昭和56年支給世帯数と決算額につきましては昭和56年支給世帯数と決算額につきましては昭和56年

度は353世帯に対し255万円、57年度は347世帯度は353世帯に対し255万円、57年度は347世帯度は353世帯に対し255万円、57年度は347世帯度は353世帯に対し255万円、57年度は347世帯

に対し274万円、58年度は391世帯に対し239万に対し274万円、58年度は391世帯に対し239万に対し274万円、58年度は391世帯に対し239万に対し274万円、58年度は391世帯に対し239万

円、59年度は355世帯に対し214万円、60年度円、59年度は355世帯に対し214万円、60年度円、59年度は355世帯に対し214万円、60年度円、59年度は355世帯に対し214万円、60年度

は379世帯に対し209万円、61年度は349世帯には379世帯に対し209万円、61年度は349世帯には379世帯に対し209万円、61年度は349世帯には379世帯に対し209万円、61年度は349世帯に

対し122万円、平成２年度は359世帯に対し183対し122万円、平成２年度は359世帯に対し183対し122万円、平成２年度は359世帯に対し183対し122万円、平成２年度は359世帯に対し183

万円となっております。万円となっております。万円となっております。万円となっております。

なお、平成３年度以降は事業を実施しておなお、平成３年度以降は事業を実施しておなお、平成３年度以降は事業を実施しておなお、平成３年度以降は事業を実施してお

らず、その後事務事業の見直しを行い、本制らず、その後事務事業の見直しを行い、本制らず、その後事務事業の見直しを行い、本制らず、その後事務事業の見直しを行い、本制

度を廃止しております。度を廃止しております。度を廃止しております。度を廃止しております。

●議長長岡正勝君 ９番長谷川吉春議員。●議長長岡正勝君 ９番長谷川吉春議員。●議長長岡正勝君 ９番長谷川吉春議員。●議長長岡正勝君 ９番長谷川吉春議員。

●９番長谷川吉春議員 この場から何点かに●９番長谷川吉春議員 この場から何点かに●９番長谷川吉春議員 この場から何点かに●９番長谷川吉春議員 この場から何点かに

ついて再質問させていただきたいと思います。ついて再質問させていただきたいと思います。ついて再質問させていただきたいと思います。ついて再質問させていただきたいと思います。

最初に、過剰米の問題でありますが、この最初に、過剰米の問題でありますが、この最初に、過剰米の問題でありますが、この最初に、過剰米の問題でありますが、この

ことでは生産者の中に大変な問題がいま引きことでは生産者の中に大変な問題がいま引きことでは生産者の中に大変な問題がいま引きことでは生産者の中に大変な問題がいま引き

起こされているわけです。生産者個々に見れ起こされているわけです。生産者個々に見れ起こされているわけです。生産者個々に見れ起こされているわけです。生産者個々に見れ

ば、反収に違いがあっても、一律に区分出荷ば、反収に違いがあっても、一律に区分出荷ば、反収に違いがあっても、一律に区分出荷ば、反収に違いがあっても、一律に区分出荷

しなければなりません。たとえば平年作の農しなければなりません。たとえば平年作の農しなければなりません。たとえば平年作の農しなければなりません。たとえば平年作の農

家では、作付面積に応じて９％分の米を１俵3,家では、作付面積に応じて９％分の米を１俵3,家では、作付面積に応じて９％分の米を１俵3,家では、作付面積に応じて９％分の米を１俵3,

000円で出荷しなければなりません。そうなれ000円で出荷しなければなりません。そうなれ000円で出荷しなければなりません。そうなれ000円で出荷しなければなりません。そうなれ

ば、そこに生じた不足分については違約金をば、そこに生じた不足分については違約金をば、そこに生じた不足分については違約金をば、そこに生じた不足分については違約金を

払わなければならない、そうした事態が起き払わなければならない、そうした事態が起き払わなければならない、そうした事態が起き払わなければならない、そうした事態が起き

てくるわけであります。109％に満たない農家てくるわけであります。109％に満たない農家てくるわけであります。109％に満たない農家てくるわけであります。109％に満たない農家

にとっては、まさに踏んだりけったり、こうにとっては、まさに踏んだりけったり、こうにとっては、まさに踏んだりけったり、こうにとっては、まさに踏んだりけったり、こう

した状況にあるわけです。した状況にあるわけです。した状況にあるわけです。した状況にあるわけです。
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本年産米の生産者手取り価格が１俵１万円本年産米の生産者手取り価格が１俵１万円本年産米の生産者手取り価格が１俵１万円本年産米の生産者手取り価格が１俵１万円

の確保さえ危ぶまれている中で、農家にとっの確保さえ危ぶまれている中で、農家にとっの確保さえ危ぶまれている中で、農家にとっの確保さえ危ぶまれている中で、農家にとっ

ては深刻な状態です。現在政府の備蓄水準が1ては深刻な状態です。現在政府の備蓄水準が1ては深刻な状態です。現在政府の備蓄水準が1ては深刻な状態です。現在政府の備蓄水準が1

6万トンを下回っている状態であり、過剰米と6万トンを下回っている状態であり、過剰米と6万トンを下回っている状態であり、過剰米と6万トンを下回っている状態であり、過剰米と

される９万トンを買い上げることは政府の責される９万トンを買い上げることは政府の責される９万トンを買い上げることは政府の責される９万トンを買い上げることは政府の責

任であって、その費用はわずか225億円です。任であって、その費用はわずか225億円です。任であって、その費用はわずか225億円です。任であって、その費用はわずか225億円です。

一方、毎年77万トン輸入しているミニマムア一方、毎年77万トン輸入しているミニマムア一方、毎年77万トン輸入しているミニマムア一方、毎年77万トン輸入しているミニマムア

クセス米の在庫は170万トンまでにふえて、そクセス米の在庫は170万トンまでにふえて、そクセス米の在庫は170万トンまでにふえて、そクセス米の在庫は170万トンまでにふえて、そ

の管理に係る経費が100億円かかっているわけの管理に係る経費が100億円かかっているわけの管理に係る経費が100億円かかっているわけの管理に係る経費が100億円かかっているわけ

です。輸入しながら減反と過剰米処理を行っです。輸入しながら減反と過剰米処理を行っです。輸入しながら減反と過剰米処理を行っです。輸入しながら減反と過剰米処理を行っ

ている小泉構造改革、米改革は日本の農業存ている小泉構造改革、米改革は日本の農業存ている小泉構造改革、米改革は日本の農業存ている小泉構造改革、米改革は日本の農業存

亡の危機に追い込んでおります。国は、備蓄亡の危機に追い込んでおります。国は、備蓄亡の危機に追い込んでおります。国は、備蓄亡の危機に追い込んでおります。国は、備蓄

米の古米などを加工用に拠出して、その分を米の古米などを加工用に拠出して、その分を米の古米などを加工用に拠出して、その分を米の古米などを加工用に拠出して、その分を

国が買い取るなど、国が責任を持って対応す国が買い取るなど、国が責任を持って対応す国が買い取るなど、国が責任を持って対応す国が買い取るなど、国が責任を持って対応す

るよう国に働きかけることが必要だと思いまるよう国に働きかけることが必要だと思いまるよう国に働きかけることが必要だと思いまるよう国に働きかけることが必要だと思いま

すが、市長のお考えをお尋ねいたします。すが、市長のお考えをお尋ねいたします。すが、市長のお考えをお尋ねいたします。すが、市長のお考えをお尋ねいたします。

また、市長のもとに農民協からの要請書がまた、市長のもとに農民協からの要請書がまた、市長のもとに農民協からの要請書がまた、市長のもとに農民協からの要請書が

届いていると思いますけれども、その内容を届いていると思いますけれども、その内容を届いていると思いますけれども、その内容を届いていると思いますけれども、その内容を

どのように受けとめて、どのように対応しよどのように受けとめて、どのように対応しよどのように受けとめて、どのように対応しよどのように受けとめて、どのように対応しよ

うとしているのかお聞きいたします。うとしているのかお聞きいたします。うとしているのかお聞きいたします。うとしているのかお聞きいたします。

次に、遺伝子組換作物についてであります次に、遺伝子組換作物についてであります次に、遺伝子組換作物についてであります次に、遺伝子組換作物についてであります

が、先ほどのご答弁では一般作物の作付は道が、先ほどのご答弁では一般作物の作付は道が、先ほどのご答弁では一般作物の作付は道が、先ほどのご答弁では一般作物の作付は道

知事の許可制になっているとか、道の基準は知事の許可制になっているとか、道の基準は知事の許可制になっているとか、道の基準は知事の許可制になっているとか、道の基準は

国の基準より厳しいというご答弁でした。し国の基準より厳しいというご答弁でした。し国の基準より厳しいというご答弁でした。し国の基準より厳しいというご答弁でした。し

かし、それで安心できるのかというと、私はかし、それで安心できるのかというと、私はかし、それで安心できるのかというと、私はかし、それで安心できるのかというと、私は

決して安心できないと思っております。国の決して安心できないと思っております。国の決して安心できないと思っております。国の決して安心できないと思っております。国の

農業政策が今後一層厳しくなることが十分予農業政策が今後一層厳しくなることが十分予農業政策が今後一層厳しくなることが十分予農業政策が今後一層厳しくなることが十分予

想される中で、農産物のコスト削減のために想される中で、農産物のコスト削減のために想される中で、農産物のコスト削減のために想される中で、農産物のコスト削減のために

遺伝子組換作物の規制の環境の変化も考えら遺伝子組換作物の規制の環境の変化も考えら遺伝子組換作物の規制の環境の変化も考えら遺伝子組換作物の規制の環境の変化も考えら

れます。外国の圧力も十分予想されることでれます。外国の圧力も十分予想されることでれます。外国の圧力も十分予想されることでれます。外国の圧力も十分予想されることで

す。規制をもっと強化するように、国や道にす。規制をもっと強化するように、国や道にす。規制をもっと強化するように、国や道にす。規制をもっと強化するように、国や道に

働きかける必要があると思いますが、どのよ働きかける必要があると思いますが、どのよ働きかける必要があると思いますが、どのよ働きかける必要があると思いますが、どのよ

うにお考えなのかお聞きいたします。うにお考えなのかお聞きいたします。うにお考えなのかお聞きいたします。うにお考えなのかお聞きいたします。

また、アメリカのモンサント社の裁判問題また、アメリカのモンサント社の裁判問題また、アメリカのモンサント社の裁判問題また、アメリカのモンサント社の裁判問題

からも、遺伝子組換作物の弊害について生産からも、遺伝子組換作物の弊害について生産からも、遺伝子組換作物の弊害について生産からも、遺伝子組換作物の弊害について生産

者にＰＲして理解を深めることが必要だと思者にＰＲして理解を深めることが必要だと思者にＰＲして理解を深めることが必要だと思者にＰＲして理解を深めることが必要だと思

われますが、どのようにお考えなのかお聞きわれますが、どのようにお考えなのかお聞きわれますが、どのようにお考えなのかお聞きわれますが、どのようにお考えなのかお聞き

いたします。いたします。いたします。いたします。

次に、福祉灯油についてでありますが、暖次に、福祉灯油についてでありますが、暖次に、福祉灯油についてでありますが、暖次に、福祉灯油についてでありますが、暖

房用の灯油の値上がりが深刻な問題です。北房用の灯油の値上がりが深刻な問題です。北房用の灯油の値上がりが深刻な問題です。北房用の灯油の値上がりが深刻な問題です。北

海道消費者協会の調査では、全道平均で１世海道消費者協会の調査では、全道平均で１世海道消費者協会の調査では、全道平均で１世海道消費者協会の調査では、全道平均で１世

帯当たりの年間使用料は1,864リットルで、全帯当たりの年間使用料は1,864リットルで、全帯当たりの年間使用料は1,864リットルで、全帯当たりの年間使用料は1,864リットルで、全

道平均の値上がり分は17円40銭となっていま道平均の値上がり分は17円40銭となっていま道平均の値上がり分は17円40銭となっていま道平均の値上がり分は17円40銭となっていま

す。私は、市内のガソリンスタンド数カ所にす。私は、市内のガソリンスタンド数カ所にす。私は、市内のガソリンスタンド数カ所にす。私は、市内のガソリンスタンド数カ所に

聞いたところ、美唄では平均して15円程度の聞いたところ、美唄では平均して15円程度の聞いたところ、美唄では平均して15円程度の聞いたところ、美唄では平均して15円程度の

値上がりで、老人世帯など家族構成が少ない値上がりで、老人世帯など家族構成が少ない値上がりで、老人世帯など家族構成が少ない値上がりで、老人世帯など家族構成が少ない

ため年間の使用料は1,500リットル程度とのこため年間の使用料は1,500リットル程度とのこため年間の使用料は1,500リットル程度とのこため年間の使用料は1,500リットル程度とのこ

とでした。それにしても、その計算でいくととでした。それにしても、その計算でいくととでした。それにしても、その計算でいくととでした。それにしても、その計算でいくと

年間２万2,500円の負担になるわけです。高齢年間２万2,500円の負担になるわけです。高齢年間２万2,500円の負担になるわけです。高齢年間２万2,500円の負担になるわけです。高齢

者、障害者、母子世帯にとっては大変な負担者、障害者、母子世帯にとっては大変な負担者、障害者、母子世帯にとっては大変な負担者、障害者、母子世帯にとっては大変な負担

です。道の補助制度や貸付事業もあると聞いです。道の補助制度や貸付事業もあると聞いです。道の補助制度や貸付事業もあると聞いです。道の補助制度や貸付事業もあると聞い

ておりますが、現在廃止になっている市の福ておりますが、現在廃止になっている市の福ておりますが、現在廃止になっている市の福ておりますが、現在廃止になっている市の福

祉灯油制度を復活して、低所得者対策として祉灯油制度を復活して、低所得者対策として祉灯油制度を復活して、低所得者対策として祉灯油制度を復活して、低所得者対策として

活用するべきだと思いますが、どのようにお活用するべきだと思いますが、どのようにお活用するべきだと思いますが、どのようにお活用するべきだと思いますが、どのようにお

考えなのかお聞きいたします。考えなのかお聞きいたします。考えなのかお聞きいたします。考えなのかお聞きいたします。

次に、市民説明会でありますが、地区懇談次に、市民説明会でありますが、地区懇談次に、市民説明会でありますが、地区懇談次に、市民説明会でありますが、地区懇談

会がちょうど第３回定例会の決算審査特別委会がちょうど第３回定例会の決算審査特別委会がちょうど第３回定例会の決算審査特別委会がちょうど第３回定例会の決算審査特別委

員会の日程と重なって、決算委員会の質疑が員会の日程と重なって、決算委員会の質疑が員会の日程と重なって、決算委員会の質疑が員会の日程と重なって、決算委員会の質疑が

一定の時間的制約を受けるという中で行われ一定の時間的制約を受けるという中で行われ一定の時間的制約を受けるという中で行われ一定の時間的制約を受けるという中で行われ

たにもかかわらず、市民の参加が少なかったたにもかかわらず、市民の参加が少なかったたにもかかわらず、市民の参加が少なかったたにもかかわらず、市民の参加が少なかった

ことは非常に残念なことだと思っております。ことは非常に残念なことだと思っております。ことは非常に残念なことだと思っております。ことは非常に残念なことだと思っております。

私は、その理由については幾つかあると思い私は、その理由については幾つかあると思い私は、その理由については幾つかあると思い私は、その理由については幾つかあると思い

ますが、これまでの自立推進計画の説明会でますが、これまでの自立推進計画の説明会でますが、これまでの自立推進計画の説明会でますが、これまでの自立推進計画の説明会で

の理事者からの説明がよく理解されなかったの理事者からの説明がよく理解されなかったの理事者からの説明がよく理解されなかったの理事者からの説明がよく理解されなかった

こととか、これまでの地区懇談会で出されたこととか、これまでの地区懇談会で出されたこととか、これまでの地区懇談会で出されたこととか、これまでの地区懇談会で出された

市民の要望、意見が市政にどう反映されたの市民の要望、意見が市政にどう反映されたの市民の要望、意見が市政にどう反映されたの市民の要望、意見が市政にどう反映されたの

か全く見えてこない。意見や要望の言いっ放か全く見えてこない。意見や要望の言いっ放か全く見えてこない。意見や要望の言いっ放か全く見えてこない。意見や要望の言いっ放

し、聞きっ放しという印象を市民が持っていし、聞きっ放しという印象を市民が持っていし、聞きっ放しという印象を市民が持っていし、聞きっ放しという印象を市民が持ってい
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るなどということもあります。そのことから、るなどということもあります。そのことから、るなどということもあります。そのことから、るなどということもあります。そのことから、

地区懇談会に対する関心の薄さがあるのでは地区懇談会に対する関心の薄さがあるのでは地区懇談会に対する関心の薄さがあるのでは地区懇談会に対する関心の薄さがあるのでは

ないかと思います。理事者側としては、参加ないかと思います。理事者側としては、参加ないかと思います。理事者側としては、参加ないかと思います。理事者側としては、参加

者が少ない理由をどのようにお考えなのかお者が少ない理由をどのようにお考えなのかお者が少ない理由をどのようにお考えなのかお者が少ない理由をどのようにお考えなのかお

聞きいたします。聞きいたします。聞きいたします。聞きいたします。

また、自立推進計画を市民に十分理解してまた、自立推進計画を市民に十分理解してまた、自立推進計画を市民に十分理解してまた、自立推進計画を市民に十分理解して

もらい、市民と行政が一体となって計画を推もらい、市民と行政が一体となって計画を推もらい、市民と行政が一体となって計画を推もらい、市民と行政が一体となって計画を推

進していく上で何を必要としているのか、今進していく上で何を必要としているのか、今進していく上で何を必要としているのか、今進していく上で何を必要としているのか、今

後どのように取り組もうとしているのかお聞後どのように取り組もうとしているのかお聞後どのように取り組もうとしているのかお聞後どのように取り組もうとしているのかお聞

きいたします。きいたします。きいたします。きいたします。

次に、南美唄地域の問題についてでありま次に、南美唄地域の問題についてでありま次に、南美唄地域の問題についてでありま次に、南美唄地域の問題についてでありま

す。福祉会館についてでありますが、先ほどす。福祉会館についてでありますが、先ほどす。福祉会館についてでありますが、先ほどす。福祉会館についてでありますが、先ほど

のご答弁ではできるだけ早い時期に建設にかのご答弁ではできるだけ早い時期に建設にかのご答弁ではできるだけ早い時期に建設にかのご答弁ではできるだけ早い時期に建設にか

かわる全体計画をまとめたいということであかわる全体計画をまとめたいということであかわる全体計画をまとめたいということであかわる全体計画をまとめたいということであ

りますが、その時期について具体的に明示すりますが、その時期について具体的に明示すりますが、その時期について具体的に明示すりますが、その時期について具体的に明示す

る必要があると思いますが、市長のお考えをる必要があると思いますが、市長のお考えをる必要があると思いますが、市長のお考えをる必要があると思いますが、市長のお考えを

お聞きいたします。お聞きいたします。お聞きいたします。お聞きいたします。

次に、下水道の整備計画についてでありま次に、下水道の整備計画についてでありま次に、下水道の整備計画についてでありま次に、下水道の整備計画についてでありま

すが、お聞きしたいことの１点目は、先ほどすが、お聞きしたいことの１点目は、先ほどすが、お聞きしたいことの１点目は、先ほどすが、お聞きしたいことの１点目は、先ほど

のご答弁では人口の推移によって人口密度がのご答弁では人口の推移によって人口密度がのご答弁では人口の推移によって人口密度がのご答弁では人口の推移によって人口密度が

低くなることから、当初の計画である117ヘク低くなることから、当初の計画である117ヘク低くなることから、当初の計画である117ヘク低くなることから、当初の計画である117ヘク

タールから61.4ヘクタールに変更する予定とタールから61.4ヘクタールに変更する予定とタールから61.4ヘクタールに変更する予定とタールから61.4ヘクタールに変更する予定と

のことでありますが、整備面積を縮小して、のことでありますが、整備面積を縮小して、のことでありますが、整備面積を縮小して、のことでありますが、整備面積を縮小して、

その区域外に対してはどのようにするのかとその区域外に対してはどのようにするのかとその区域外に対してはどのようにするのかとその区域外に対してはどのようにするのかと

いうことであります。いうことであります。いうことであります。いうことであります。

２つ目は、南美唄地域の事業計画はいつ確２つ目は、南美唄地域の事業計画はいつ確２つ目は、南美唄地域の事業計画はいつ確２つ目は、南美唄地域の事業計画はいつ確

定するのか。また、地域住民に対しての説明定するのか。また、地域住民に対しての説明定するのか。また、地域住民に対しての説明定するのか。また、地域住民に対しての説明

をどのように行うのかお聞きいたします。をどのように行うのかお聞きいたします。をどのように行うのかお聞きいたします。をどのように行うのかお聞きいたします。

南美唄地域は、高齢化が進み、高齢化率も4南美唄地域は、高齢化が進み、高齢化率も4南美唄地域は、高齢化が進み、高齢化率も4南美唄地域は、高齢化が進み、高齢化率も4

0％になろうとしています。また、低所得者、0％になろうとしています。また、低所得者、0％になろうとしています。また、低所得者、0％になろうとしています。また、低所得者、

年金生活者が多い地域でもあります。町内の年金生活者が多い地域でもあります。町内の年金生活者が多い地域でもあります。町内の年金生活者が多い地域でもあります。町内の

人たちの間で水洗化についてはよく話題に上人たちの間で水洗化についてはよく話題に上人たちの間で水洗化についてはよく話題に上人たちの間で水洗化についてはよく話題に上

りますが、話されることは、こんなおんぼろりますが、話されることは、こんなおんぼろりますが、話されることは、こんなおんぼろりますが、話されることは、こんなおんぼろ

長屋、いつまで家がもつのかわからないのに、長屋、いつまで家がもつのかわからないのに、長屋、いつまで家がもつのかわからないのに、長屋、いつまで家がもつのかわからないのに、

水洗化してもしようがないとか、年が年だか水洗化してもしようがないとか、年が年だか水洗化してもしようがないとか、年が年だか水洗化してもしようがないとか、年が年だか

ら水洗化しても長くは使えないという声が多ら水洗化しても長くは使えないという声が多ら水洗化しても長くは使えないという声が多ら水洗化しても長くは使えないという声が多

いわけです。また、工事負担金が借地料、地いわけです。また、工事負担金が借地料、地いわけです。また、工事負担金が借地料、地いわけです。また、工事負担金が借地料、地

代金にどのようにはね返ってくるのかという代金にどのようにはね返ってくるのかという代金にどのようにはね返ってくるのかという代金にどのようにはね返ってくるのかという

ことも大きな不安としてあります。私の知っことも大きな不安としてあります。私の知っことも大きな不安としてあります。私の知っことも大きな不安としてあります。私の知っ

ている範囲では、ほとんどの人が水洗化しなている範囲では、ほとんどの人が水洗化しなている範囲では、ほとんどの人が水洗化しなている範囲では、ほとんどの人が水洗化しな

いようです。いようです。いようです。いようです。

そこで、お聞きいたしますが、南美唄と同そこで、お聞きいたしますが、南美唄と同そこで、お聞きいたしますが、南美唄と同そこで、お聞きいたしますが、南美唄と同

じように低所得者の多い東明地区での水洗化じように低所得者の多い東明地区での水洗化じように低所得者の多い東明地区での水洗化じように低所得者の多い東明地区での水洗化

がどのようになっているのか。また、整備計がどのようになっているのか。また、整備計がどのようになっているのか。また、整備計がどのようになっているのか。また、整備計

画には相当な事業費が必要としますが、水洗画には相当な事業費が必要としますが、水洗画には相当な事業費が必要としますが、水洗画には相当な事業費が必要としますが、水洗

化率が低くなることが予想されることから見化率が低くなることが予想されることから見化率が低くなることが予想されることから見化率が低くなることが予想されることから見

て、事業計画についてどのようにお考えなのて、事業計画についてどのようにお考えなのて、事業計画についてどのようにお考えなのて、事業計画についてどのようにお考えなの

かお聞きいたします。かお聞きいたします。かお聞きいたします。かお聞きいたします。

次に、市営住宅の建てかえについてであり次に、市営住宅の建てかえについてであり次に、市営住宅の建てかえについてであり次に、市営住宅の建てかえについてであり

ますが、南美唄地域は高齢化が進み、また住ますが、南美唄地域は高齢化が進み、また住ますが、南美唄地域は高齢化が進み、また住ますが、南美唄地域は高齢化が進み、また住

宅の老朽化の問題や除雪の不便さなど、住民宅の老朽化の問題や除雪の不便さなど、住民宅の老朽化の問題や除雪の不便さなど、住民宅の老朽化の問題や除雪の不便さなど、住民

は将来に不安を抱えて生活しています。市とは将来に不安を抱えて生活しています。市とは将来に不安を抱えて生活しています。市とは将来に不安を抱えて生活しています。市と

して将来一定規模の高齢者にも配慮した集合して将来一定規模の高齢者にも配慮した集合して将来一定規模の高齢者にも配慮した集合して将来一定規模の高齢者にも配慮した集合

住宅の建設が必要だと思いますが、市長のお住宅の建設が必要だと思いますが、市長のお住宅の建設が必要だと思いますが、市長のお住宅の建設が必要だと思いますが、市長のお

考えをお尋ねいたします。考えをお尋ねいたします。考えをお尋ねいたします。考えをお尋ねいたします。

●議長長岡正勝君 市長。●議長長岡正勝君 市長。●議長長岡正勝君 市長。●議長長岡正勝君 市長。

●市長桜井道夫君 長谷川議員の質問に順次●市長桜井道夫君 長谷川議員の質問に順次●市長桜井道夫君 長谷川議員の質問に順次●市長桜井道夫君 長谷川議員の質問に順次

お答えします。お答えします。お答えします。お答えします。

初めに、集荷円滑化対策についてでありま初めに、集荷円滑化対策についてでありま初めに、集荷円滑化対策についてでありま初めに、集荷円滑化対策についてでありま

すが、この対策は「米政策改革大綱」に基づすが、この対策は「米政策改革大綱」に基づすが、この対策は「米政策改革大綱」に基づすが、この対策は「米政策改革大綱」に基づ

きまして、豊作により生じた過剰米についてきまして、豊作により生じた過剰米についてきまして、豊作により生じた過剰米についてきまして、豊作により生じた過剰米について

は自己責任の考え方に沿って処理することをは自己責任の考え方に沿って処理することをは自己責任の考え方に沿って処理することをは自己責任の考え方に沿って処理することを

基本に、需要に応じた売れる米づくりを促進基本に、需要に応じた売れる米づくりを促進基本に、需要に応じた売れる米づくりを促進基本に、需要に応じた売れる米づくりを促進

し、主食用米の価格の低下による農業経営のし、主食用米の価格の低下による農業経営のし、主食用米の価格の低下による農業経営のし、主食用米の価格の低下による農業経営の

影響を防ぐため、実施される制度でございま影響を防ぐため、実施される制度でございま影響を防ぐため、実施される制度でございま影響を防ぐため、実施される制度でございま

す。先般開催されました「経営所得安定対策す。先般開催されました「経営所得安定対策す。先般開催されました「経営所得安定対策す。先般開催されました「経営所得安定対策

等大綱説明会」におきまして、国としてはこ等大綱説明会」におきまして、国としてはこ等大綱説明会」におきまして、国としてはこ等大綱説明会」におきまして、国としてはこ

の対策を次年度以降も実施していくとの説明の対策を次年度以降も実施していくとの説明の対策を次年度以降も実施していくとの説明の対策を次年度以降も実施していくとの説明
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があり、市といたしましてはこの対策は的確があり、市といたしましてはこの対策は的確があり、市といたしましてはこの対策は的確があり、市といたしましてはこの対策は的確

に行われ、需給の均衡と米価の安定が図られに行われ、需給の均衡と米価の安定が図られに行われ、需給の均衡と米価の安定が図られに行われ、需給の均衡と米価の安定が図られ

ることを期待しているところでございます。ることを期待しているところでございます。ることを期待しているところでございます。ることを期待しているところでございます。

次に、農民協から受理をしました要望書で次に、農民協から受理をしました要望書で次に、農民協から受理をしました要望書で次に、農民協から受理をしました要望書で

ございますけれども、これは「平成18年度美ございますけれども、これは「平成18年度美ございますけれども、これは「平成18年度美ございますけれども、これは「平成18年度美

唄市農政と農業者に関する要望書」でござい唄市農政と農業者に関する要望書」でござい唄市農政と農業者に関する要望書」でござい唄市農政と農業者に関する要望書」でござい

ますけれども、この要請のありました内容にますけれども、この要請のありました内容にますけれども、この要請のありました内容にますけれども、この要請のありました内容に

つきましては現在検討を進めておりまして、つきましては現在検討を進めておりまして、つきましては現在検討を進めておりまして、つきましては現在検討を進めておりまして、

緊急性の高いものから実施するよう努めてま緊急性の高いものから実施するよう努めてま緊急性の高いものから実施するよう努めてま緊急性の高いものから実施するよう努めてま

いりたいと、このように考えているところでいりたいと、このように考えているところでいりたいと、このように考えているところでいりたいと、このように考えているところで

ございます。ございます。ございます。ございます。

次に、遺伝子組換作物についてであります次に、遺伝子組換作物についてであります次に、遺伝子組換作物についてであります次に、遺伝子組換作物についてであります

が、道の条例では一般ほ場において開放系でが、道の条例では一般ほ場において開放系でが、道の条例では一般ほ場において開放系でが、道の条例では一般ほ場において開放系で

栽培する場合は許可制としておりまして、地栽培する場合は許可制としておりまして、地栽培する場合は許可制としておりまして、地栽培する場合は許可制としておりまして、地

域関係者への説明会の開催を義務づけ、許可域関係者への説明会の開催を義務づけ、許可域関係者への説明会の開催を義務づけ、許可域関係者への説明会の開催を義務づけ、許可

の取り消しや罰則規定などを明記しておりまの取り消しや罰則規定などを明記しておりまの取り消しや罰則規定などを明記しておりまの取り消しや罰則規定などを明記しておりま

す。す。す。す。

また、交雑混入防止措置基準としまして、また、交雑混入防止措置基準としまして、また、交雑混入防止措置基準としまして、また、交雑混入防止措置基準としまして、

道内で実施した調査等データをもとに栽培の道内で実施した調査等データをもとに栽培の道内で実施した調査等データをもとに栽培の道内で実施した調査等データをもとに栽培の

隔離距離は国の基準の２倍としております。隔離距離は国の基準の２倍としております。隔離距離は国の基準の２倍としております。隔離距離は国の基準の２倍としております。

このような条件をクリアしなければ、遺伝このような条件をクリアしなければ、遺伝このような条件をクリアしなければ、遺伝このような条件をクリアしなければ、遺伝

子組換作物は栽培できないこととなっている子組換作物は栽培できないこととなっている子組換作物は栽培できないこととなっている子組換作物は栽培できないこととなっている

とともに、条例の来年１月施行後３年を経過とともに、条例の来年１月施行後３年を経過とともに、条例の来年１月施行後３年を経過とともに、条例の来年１月施行後３年を経過

あるいはそれ以前であっても、社会経済情勢あるいはそれ以前であっても、社会経済情勢あるいはそれ以前であっても、社会経済情勢あるいはそれ以前であっても、社会経済情勢

の変化等があれば検討や見直しを行うこととの変化等があれば検討や見直しを行うこととの変化等があれば検討や見直しを行うこととの変化等があれば検討や見直しを行うことと

しておりますので、この状況を見守ってまいしておりますので、この状況を見守ってまいしておりますので、この状況を見守ってまいしておりますので、この状況を見守ってまい

りたいと考えております。りたいと考えております。りたいと考えております。りたいと考えております。

また、遺伝子組換作物に関する勉強会の開また、遺伝子組換作物に関する勉強会の開また、遺伝子組換作物に関する勉強会の開また、遺伝子組換作物に関する勉強会の開

催等によりまして、農業者への理解の促進に催等によりまして、農業者への理解の促進に催等によりまして、農業者への理解の促進に催等によりまして、農業者への理解の促進に

努めてまいりたいと、このように考えている努めてまいりたいと、このように考えている努めてまいりたいと、このように考えている努めてまいりたいと、このように考えている

ところでございます。ところでございます。ところでございます。ところでございます。

次に、福祉灯油についてでありますが、支次に、福祉灯油についてでありますが、支次に、福祉灯油についてでありますが、支次に、福祉灯油についてでありますが、支

援を求める方につきましては、美唄市社会福援を求める方につきましては、美唄市社会福援を求める方につきましては、美唄市社会福援を求める方につきましては、美唄市社会福

祉協議会が実施する「たすけあい金庫」によ祉協議会が実施する「たすけあい金庫」によ祉協議会が実施する「たすけあい金庫」によ祉協議会が実施する「たすけあい金庫」によ

る貸付事業や北海道社会福祉協議会で実施しる貸付事業や北海道社会福祉協議会で実施しる貸付事業や北海道社会福祉協議会で実施しる貸付事業や北海道社会福祉協議会で実施し

ている「冬期生活資金」貸付事業の活用を図ている「冬期生活資金」貸付事業の活用を図ている「冬期生活資金」貸付事業の活用を図ている「冬期生活資金」貸付事業の活用を図

り対応してまいりたいと考えております。り対応してまいりたいと考えております。り対応してまいりたいと考えております。り対応してまいりたいと考えております。

次に、今回のまちづくり地区懇談会につき次に、今回のまちづくり地区懇談会につき次に、今回のまちづくり地区懇談会につき次に、今回のまちづくり地区懇談会につき

ましては、市民の皆さんに自立推進計画及びましては、市民の皆さんに自立推進計画及びましては、市民の皆さんに自立推進計画及びましては、市民の皆さんに自立推進計画及び

美唄21世紀まちづくりプラン後期基本計画の美唄21世紀まちづくりプラン後期基本計画の美唄21世紀まちづくりプラン後期基本計画の美唄21世紀まちづくりプラン後期基本計画の

素案を、この内容をご説明し、意見交換を行素案を、この内容をご説明し、意見交換を行素案を、この内容をご説明し、意見交換を行素案を、この内容をご説明し、意見交換を行

うことを目的に実施いたしましたが、参加数うことを目的に実施いたしましたが、参加数うことを目的に実施いたしましたが、参加数うことを目的に実施いたしましたが、参加数

などから見て開催時期やテーマの設定、説明などから見て開催時期やテーマの設定、説明などから見て開催時期やテーマの設定、説明などから見て開催時期やテーマの設定、説明

方法など改善すべき点があったと考えており方法など改善すべき点があったと考えており方法など改善すべき点があったと考えており方法など改善すべき点があったと考えており

ますので、今後におきましては市民の皆さんますので、今後におきましては市民の皆さんますので、今後におきましては市民の皆さんますので、今後におきましては市民の皆さん

に、より関心を持って参加していただけるよに、より関心を持って参加していただけるよに、より関心を持って参加していただけるよに、より関心を持って参加していただけるよ

う工夫してまいりたいと考えております。自う工夫してまいりたいと考えております。自う工夫してまいりたいと考えております。自う工夫してまいりたいと考えております。自

立推進計画を実施していくためには、市民の立推進計画を実施していくためには、市民の立推進計画を実施していくためには、市民の立推進計画を実施していくためには、市民の

皆さんの理解と協力が何より重要となります皆さんの理解と協力が何より重要となります皆さんの理解と協力が何より重要となります皆さんの理解と協力が何より重要となります

ので、今後ともまちづくり地区懇談会やふれので、今後ともまちづくり地区懇談会やふれので、今後ともまちづくり地区懇談会やふれので、今後ともまちづくり地区懇談会やふれ

あいトークなど、さまざまな機会を通して対あいトークなど、さまざまな機会を通して対あいトークなど、さまざまな機会を通して対あいトークなど、さまざまな機会を通して対

話を重ね、情報共有を図りながら自立と協働話を重ね、情報共有を図りながら自立と協働話を重ね、情報共有を図りながら自立と協働話を重ね、情報共有を図りながら自立と協働

のまちづくりを進めてまいりたいと考えていのまちづくりを進めてまいりたいと考えていのまちづくりを進めてまいりたいと考えていのまちづくりを進めてまいりたいと考えてい

るところでございます。るところでございます。るところでございます。るところでございます。

次に、福祉会館の建設についてであります次に、福祉会館の建設についてであります次に、福祉会館の建設についてであります次に、福祉会館の建設についてであります

が、現在会館の施設規模などにつきまして地が、現在会館の施設規模などにつきまして地が、現在会館の施設規模などにつきまして地が、現在会館の施設規模などにつきまして地

元との協議を進めております。いずれにいた元との協議を進めております。いずれにいた元との協議を進めております。いずれにいた元との協議を進めております。いずれにいた

しましても、会館の早期建設に対する地元要しましても、会館の早期建設に対する地元要しましても、会館の早期建設に対する地元要しましても、会館の早期建設に対する地元要

望を踏まえ、できるだけ早い時期に整備を図望を踏まえ、できるだけ早い時期に整備を図望を踏まえ、できるだけ早い時期に整備を図望を踏まえ、できるだけ早い時期に整備を図

ってまいりたいと考えているところでございってまいりたいと考えているところでございってまいりたいと考えているところでございってまいりたいと考えているところでござい

ます。ます。ます。ます。

次に、下水道の整備についてでありますが、次に、下水道の整備についてでありますが、次に、下水道の整備についてでありますが、次に、下水道の整備についてでありますが、

下水道区域から外れる地区につきましては、下水道区域から外れる地区につきましては、下水道区域から外れる地区につきましては、下水道区域から外れる地区につきましては、

合併浄化槽での対応を検討しております。南合併浄化槽での対応を検討しております。南合併浄化槽での対応を検討しております。南合併浄化槽での対応を検討しております。南

美唄地区の事業計画につきましては、地域住美唄地区の事業計画につきましては、地域住美唄地区の事業計画につきましては、地域住美唄地区の事業計画につきましては、地域住

民の意向を踏まえた上で平成18年度末に決定民の意向を踏まえた上で平成18年度末に決定民の意向を踏まえた上で平成18年度末に決定民の意向を踏まえた上で平成18年度末に決定

する予定であり、地元説明会は平成19年度のする予定であり、地元説明会は平成19年度のする予定であり、地元説明会は平成19年度のする予定であり、地元説明会は平成19年度の

早い時期に行いたいと考えております。早い時期に行いたいと考えております。早い時期に行いたいと考えております。早い時期に行いたいと考えております。
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また、東明地区の水洗化率は16年度末現在また、東明地区の水洗化率は16年度末現在また、東明地区の水洗化率は16年度末現在また、東明地区の水洗化率は16年度末現在

で29.9％となっております。この下水道の整で29.9％となっております。この下水道の整で29.9％となっております。この下水道の整で29.9％となっております。この下水道の整

備の事業効果につきましては、水洗化を進め備の事業効果につきましては、水洗化を進め備の事業効果につきましては、水洗化を進め備の事業効果につきましては、水洗化を進め

ることによる河川の水質改善や快適な生活環ることによる河川の水質改善や快適な生活環ることによる河川の水質改善や快適な生活環ることによる河川の水質改善や快適な生活環

境の提供等につながるものと考えているとこ境の提供等につながるものと考えているとこ境の提供等につながるものと考えているとこ境の提供等につながるものと考えているとこ

ろでございます。ろでございます。ろでございます。ろでございます。

次に、公営住宅の建設についてであります次に、公営住宅の建設についてであります次に、公営住宅の建設についてであります次に、公営住宅の建設についてであります

が、南美唄地域は人口の減少とともに高齢化が、南美唄地域は人口の減少とともに高齢化が、南美唄地域は人口の減少とともに高齢化が、南美唄地域は人口の減少とともに高齢化

も進み、持ち家の老朽化をはじめ、核家族化も進み、持ち家の老朽化をはじめ、核家族化も進み、持ち家の老朽化をはじめ、核家族化も進み、持ち家の老朽化をはじめ、核家族化

や単身世帯の増加など、住民の居住に対するや単身世帯の増加など、住民の居住に対するや単身世帯の増加など、住民の居住に対するや単身世帯の増加など、住民の居住に対する

ニーズも多様化する傾向にあると考えておりニーズも多様化する傾向にあると考えておりニーズも多様化する傾向にあると考えておりニーズも多様化する傾向にあると考えており

ます。住宅建設につきましては、南美唄地域ます。住宅建設につきましては、南美唄地域ます。住宅建設につきましては、南美唄地域ます。住宅建設につきましては、南美唄地域

全体にかかわる課題でもあることから、関連全体にかかわる課題でもあることから、関連全体にかかわる課題でもあることから、関連全体にかかわる課題でもあることから、関連

する施策との連携も図り、地域的な現状を踏する施策との連携も図り、地域的な現状を踏する施策との連携も図り、地域的な現状を踏する施策との連携も図り、地域的な現状を踏

まえ、市民が安心して暮らせる住環境づくりまえ、市民が安心して暮らせる住環境づくりまえ、市民が安心して暮らせる住環境づくりまえ、市民が安心して暮らせる住環境づくり

について研究してまいりたいと考えておりまについて研究してまいりたいと考えておりまについて研究してまいりたいと考えておりまについて研究してまいりたいと考えておりま

す。す。す。す。

●議長長岡正勝君 ９番長谷川吉春議員。●議長長岡正勝君 ９番長谷川吉春議員。●議長長岡正勝君 ９番長谷川吉春議員。●議長長岡正勝君 ９番長谷川吉春議員。

●９番長谷川吉春議員 ２点ほどお尋ねした●９番長谷川吉春議員 ２点ほどお尋ねした●９番長谷川吉春議員 ２点ほどお尋ねした●９番長谷川吉春議員 ２点ほどお尋ねした

いと思います。いと思います。いと思います。いと思います。

１点目は、品目横断的経営安定対策、これ１点目は、品目横断的経営安定対策、これ１点目は、品目横断的経営安定対策、これ１点目は、品目横断的経営安定対策、これ

はいま非常に大きな問題になっているわけではいま非常に大きな問題になっているわけではいま非常に大きな問題になっているわけではいま非常に大きな問題になっているわけで

すけれども、これは全農家を対象にした麦作すけれども、これは全農家を対象にした麦作すけれども、これは全農家を対象にした麦作すけれども、これは全農家を対象にした麦作

経営安定資金や大豆交付金など、畑作物の価経営安定資金や大豆交付金など、畑作物の価経営安定資金や大豆交付金など、畑作物の価経営安定資金や大豆交付金など、畑作物の価

格対策をすべて廃止して、基準を満たす担い格対策をすべて廃止して、基準を満たす担い格対策をすべて廃止して、基準を満たす担い格対策をすべて廃止して、基準を満たす担い

手だけを対象にして支援すると、そういう内手だけを対象にして支援すると、そういう内手だけを対象にして支援すると、そういう内手だけを対象にして支援すると、そういう内

容であります。対象となる担い手は、個別経容であります。対象となる担い手は、個別経容であります。対象となる担い手は、個別経容であります。対象となる担い手は、個別経

営では都府県では４ヘクタール以上、北海道営では都府県では４ヘクタール以上、北海道営では都府県では４ヘクタール以上、北海道営では都府県では４ヘクタール以上、北海道

では10ヘクタール以上の認定農業者、集落営では10ヘクタール以上の認定農業者、集落営では10ヘクタール以上の認定農業者、集落営では10ヘクタール以上の認定農業者、集落営

農では20ヘクタール以上の特定農業団体、ま農では20ヘクタール以上の特定農業団体、ま農では20ヘクタール以上の特定農業団体、ま農では20ヘクタール以上の特定農業団体、ま

たこれと同様の要件を満たす組織、このようたこれと同様の要件を満たす組織、このようたこれと同様の要件を満たす組織、このようたこれと同様の要件を満たす組織、このよう

になっております。これを基準にすると、要になっております。これを基準にすると、要になっております。これを基準にすると、要になっております。これを基準にすると、要

件を満たす農家は全国的な平均で見れば10％件を満たす農家は全国的な平均で見れば10％件を満たす農家は全国的な平均で見れば10％件を満たす農家は全国的な平均で見れば10％

程度となります。90％の農家の人たちは、担程度となります。90％の農家の人たちは、担程度となります。90％の農家の人たちは、担程度となります。90％の農家の人たちは、担

い手から外されてしまうわけです。これでは、い手から外されてしまうわけです。これでは、い手から外されてしまうわけです。これでは、い手から外されてしまうわけです。これでは、

日本の農業は間違いなく衰退していくことに日本の農業は間違いなく衰退していくことに日本の農業は間違いなく衰退していくことに日本の農業は間違いなく衰退していくことに

なります。なります。なります。なります。

現在小麦の麦作経営安定資金は、１俵60キ現在小麦の麦作経営安定資金は、１俵60キ現在小麦の麦作経営安定資金は、１俵60キ現在小麦の麦作経営安定資金は、１俵60キ

ロで約6,900円です。これに販売価格約2,300ロで約6,900円です。これに販売価格約2,300ロで約6,900円です。これに販売価格約2,300ロで約6,900円です。これに販売価格約2,300

円加えて、9,200円が農家の手取りになってい円加えて、9,200円が農家の手取りになってい円加えて、9,200円が農家の手取りになってい円加えて、9,200円が農家の手取りになってい

るわけです。一方、生産費は約8,500円、麦作るわけです。一方、生産費は約8,500円、麦作るわけです。一方、生産費は約8,500円、麦作るわけです。一方、生産費は約8,500円、麦作

経営安定資金がなくなって販売価格だけが農経営安定資金がなくなって販売価格だけが農経営安定資金がなくなって販売価格だけが農経営安定資金がなくなって販売価格だけが農

家の手取りということになれば、生産費の４家の手取りということになれば、生産費の４家の手取りということになれば、生産費の４家の手取りということになれば、生産費の４

分の１程度になるわけです。同じように、大分の１程度になるわけです。同じように、大分の１程度になるわけです。同じように、大分の１程度になるわけです。同じように、大

豆の場合も大豆交付金がなくなれば農家手取豆の場合も大豆交付金がなくなれば農家手取豆の場合も大豆交付金がなくなれば農家手取豆の場合も大豆交付金がなくなれば農家手取

りは生産費の４分の１、これではつくり続けりは生産費の４分の１、これではつくり続けりは生産費の４分の１、これではつくり続けりは生産費の４分の１、これではつくり続け

ていくことが到底できないわけであります。ていくことが到底できないわけであります。ていくことが到底できないわけであります。ていくことが到底できないわけであります。

ことしの３月の定例会で、市長からの市政ことしの３月の定例会で、市長からの市政ことしの３月の定例会で、市長からの市政ことしの３月の定例会で、市長からの市政

執行方針の中で農業に関する部分を次のよう執行方針の中で農業に関する部分を次のよう執行方針の中で農業に関する部分を次のよう執行方針の中で農業に関する部分を次のよう

に述べられております。「環境保全型農業をに述べられております。「環境保全型農業をに述べられております。「環境保全型農業をに述べられております。「環境保全型農業を

推進するため、ハーブを利用した米づくりの推進するため、ハーブを利用した米づくりの推進するため、ハーブを利用した米づくりの推進するため、ハーブを利用した米づくりの

フォーラム開催に対する支援を行うほか、米フォーラム開催に対する支援を行うほか、米フォーラム開催に対する支援を行うほか、米フォーラム開催に対する支援を行うほか、米

粉利活用の定着を図るため、学校給食への米粉利活用の定着を図るため、学校給食への米粉利活用の定着を図るため、学校給食への米粉利活用の定着を図るため、学校給食への米

粉製品の導入調査や加工事業者等による組織粉製品の導入調査や加工事業者等による組織粉製品の導入調査や加工事業者等による組織粉製品の導入調査や加工事業者等による組織

づくりを進めます。また、引き続き、ほ場整づくりを進めます。また、引き続き、ほ場整づくりを進めます。また、引き続き、ほ場整づくりを進めます。また、引き続き、ほ場整

備などを推進し、生産基盤の確立に努めると備などを推進し、生産基盤の確立に努めると備などを推進し、生産基盤の確立に努めると備などを推進し、生産基盤の確立に努めると

ともに、農業生産法人の乾燥調製施設等整備ともに、農業生産法人の乾燥調製施設等整備ともに、農業生産法人の乾燥調製施設等整備ともに、農業生産法人の乾燥調製施設等整備

への支援を行うほか、グリーン・ツーリズムへの支援を行うほか、グリーン・ツーリズムへの支援を行うほか、グリーン・ツーリズムへの支援を行うほか、グリーン・ツーリズム

への取り組みによる都市生活者や消費者とのへの取り組みによる都市生活者や消費者とのへの取り組みによる都市生活者や消費者とのへの取り組みによる都市生活者や消費者との

交流促進し、地域農業の発展を図ってまいり交流促進し、地域農業の発展を図ってまいり交流促進し、地域農業の発展を図ってまいり交流促進し、地域農業の発展を図ってまいり

ます」、このように市長が市政執行方針の中ます」、このように市長が市政執行方針の中ます」、このように市長が市政執行方針の中ます」、このように市長が市政執行方針の中

で農業の部分について述べられているわけでで農業の部分について述べられているわけでで農業の部分について述べられているわけでで農業の部分について述べられているわけで

す。す。す。す。

私は、この市政執行方針で美唄の農業が十私は、この市政執行方針で美唄の農業が十私は、この市政執行方針で美唄の農業が十私は、この市政執行方針で美唄の農業が十

分守られるとは思っておりませんけれども、分守られるとは思っておりませんけれども、分守られるとは思っておりませんけれども、分守られるとは思っておりませんけれども、

この品目横断的経営安定対策が実施されれば、この品目横断的経営安定対策が実施されれば、この品目横断的経営安定対策が実施されれば、この品目横断的経営安定対策が実施されれば、

この市政方針さえ実現に重大な支障をもたらこの市政方針さえ実現に重大な支障をもたらこの市政方針さえ実現に重大な支障をもたらこの市政方針さえ実現に重大な支障をもたら

すものと思うわけです。いま全国から政府にすものと思うわけです。いま全国から政府にすものと思うわけです。いま全国から政府にすものと思うわけです。いま全国から政府に
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対して批判の声が寄せられています。政府は、対して批判の声が寄せられています。政府は、対して批判の声が寄せられています。政府は、対して批判の声が寄せられています。政府は、

これを小手先だけの修正で乗り切ろうとしてこれを小手先だけの修正で乗り切ろうとしてこれを小手先だけの修正で乗り切ろうとしてこれを小手先だけの修正で乗り切ろうとして

おりますが、関税引き下げと輸入拡大、補助おりますが、関税引き下げと輸入拡大、補助おりますが、関税引き下げと輸入拡大、補助おりますが、関税引き下げと輸入拡大、補助

金を削って、農家を生産から締め出すという金を削って、農家を生産から締め出すという金を削って、農家を生産から締め出すという金を削って、農家を生産から締め出すという

本質は何ら変わらないものであります。この本質は何ら変わらないものであります。この本質は何ら変わらないものであります。この本質は何ら変わらないものであります。この

ような日本の農業を衰退させ、本市の農業とような日本の農業を衰退させ、本市の農業とような日本の農業を衰退させ、本市の農業とような日本の農業を衰退させ、本市の農業と

経済に重大な弊害をもたらす農業政策はやめ経済に重大な弊害をもたらす農業政策はやめ経済に重大な弊害をもたらす農業政策はやめ経済に重大な弊害をもたらす農業政策はやめ

させるように、国に対して強く求めるべきださせるように、国に対して強く求めるべきださせるように、国に対して強く求めるべきださせるように、国に対して強く求めるべきだ

と思いますけれども、市長のご見解をお尋ねと思いますけれども、市長のご見解をお尋ねと思いますけれども、市長のご見解をお尋ねと思いますけれども、市長のご見解をお尋ね

いたします。いたします。いたします。いたします。

２つ目は、福祉灯油の問題であります。先２つ目は、福祉灯油の問題であります。先２つ目は、福祉灯油の問題であります。先２つ目は、福祉灯油の問題であります。先

ほどご答弁いただきましたけれども、私はこほどご答弁いただきましたけれども、私はこほどご答弁いただきましたけれども、私はこほどご答弁いただきましたけれども、私はこ

の廃止された福祉灯油の制度を復活して、ぜの廃止された福祉灯油の制度を復活して、ぜの廃止された福祉灯油の制度を復活して、ぜの廃止された福祉灯油の制度を復活して、ぜ

ひとも低所得者、高齢者に対する助成を行っひとも低所得者、高齢者に対する助成を行っひとも低所得者、高齢者に対する助成を行っひとも低所得者、高齢者に対する助成を行っ

てほしい、このように思っております。仮にてほしい、このように思っております。仮にてほしい、このように思っております。仮にてほしい、このように思っております。仮に

その助成を行ったとしても、金額的にはそうその助成を行ったとしても、金額的にはそうその助成を行ったとしても、金額的にはそうその助成を行ったとしても、金額的にはそう

大きな金額ではないわけです。先ほどのご答大きな金額ではないわけです。先ほどのご答大きな金額ではないわけです。先ほどのご答大きな金額ではないわけです。先ほどのご答

弁の中で、たとえば昭和61年349世帯に対して弁の中で、たとえば昭和61年349世帯に対して弁の中で、たとえば昭和61年349世帯に対して弁の中で、たとえば昭和61年349世帯に対して

122万円ということであります。これは、市の122万円ということであります。これは、市の122万円ということであります。これは、市の122万円ということであります。これは、市の

単独事業としてやられているわけです。いま単独事業としてやられているわけです。いま単独事業としてやられているわけです。いま単独事業としてやられているわけです。いま

この福祉灯油を実施した場合に、そうした市この福祉灯油を実施した場合に、そうした市この福祉灯油を実施した場合に、そうした市この福祉灯油を実施した場合に、そうした市

町村に対して道から半額の補助が出るわけで町村に対して道から半額の補助が出るわけで町村に対して道から半額の補助が出るわけで町村に対して道から半額の補助が出るわけで

す。私は、ガソリンスタンドの方で聞いたとす。私は、ガソリンスタンドの方で聞いたとす。私は、ガソリンスタンドの方で聞いたとす。私は、ガソリンスタンドの方で聞いたと

ころ、昭和61年で灯油の価格が55円というこころ、昭和61年で灯油の価格が55円というこころ、昭和61年で灯油の価格が55円というこころ、昭和61年で灯油の価格が55円というこ

とでした。いまリッター70円です。昭和61年とでした。いまリッター70円です。昭和61年とでした。いまリッター70円です。昭和61年とでした。いまリッター70円です。昭和61年

に55円のときにこの制度を活用しているのにに55円のときにこの制度を活用しているのにに55円のときにこの制度を活用しているのにに55円のときにこの制度を活用しているのに

もかかわらず、70円の現在でそれを復活させ、もかかわらず、70円の現在でそれを復活させ、もかかわらず、70円の現在でそれを復活させ、もかかわらず、70円の現在でそれを復活させ、

活用できないという理由はどこにもないわけ活用できないという理由はどこにもないわけ活用できないという理由はどこにもないわけ活用できないという理由はどこにもないわけ

です。仮に道からの半額補助になれば、昭和6です。仮に道からの半額補助になれば、昭和6です。仮に道からの半額補助になれば、昭和6です。仮に道からの半額補助になれば、昭和6

1年のその数字から見れば、市の持ち出しとし1年のその数字から見れば、市の持ち出しとし1年のその数字から見れば、市の持ち出しとし1年のその数字から見れば、市の持ち出しとし

て約60万円という金額にしかならないわけでて約60万円という金額にしかならないわけでて約60万円という金額にしかならないわけでて約60万円という金額にしかならないわけで

す。ぜひともこれを復活させ、低所得者に対す。ぜひともこれを復活させ、低所得者に対す。ぜひともこれを復活させ、低所得者に対す。ぜひともこれを復活させ、低所得者に対

する支援を行ってほしい、このことを市長とする支援を行ってほしい、このことを市長とする支援を行ってほしい、このことを市長とする支援を行ってほしい、このことを市長と

してもぜひとも再検討していただきたい、こしてもぜひとも再検討していただきたい、こしてもぜひとも再検討していただきたい、こしてもぜひとも再検討していただきたい、こ

のように思います。市長としてのお考えをおのように思います。市長としてのお考えをおのように思います。市長としてのお考えをおのように思います。市長としてのお考えをお

尋ねいたします。尋ねいたします。尋ねいたします。尋ねいたします。

●議長長岡正勝君 市長。●議長長岡正勝君 市長。●議長長岡正勝君 市長。●議長長岡正勝君 市長。

●市長桜井道夫君 長谷川議員の質問にお答●市長桜井道夫君 長谷川議員の質問にお答●市長桜井道夫君 長谷川議員の質問にお答●市長桜井道夫君 長谷川議員の質問にお答

えします。えします。えします。えします。

品目横断的経営安定対策についてでありま品目横断的経営安定対策についてでありま品目横断的経営安定対策についてでありま品目横断的経営安定対策についてでありま

すが、小規模農家につきましては、集落営農すが、小規模農家につきましては、集落営農すが、小規模農家につきましては、集落営農すが、小規模農家につきましては、集落営農

に参加するほか、所得による特例要件に該当に参加するほか、所得による特例要件に該当に参加するほか、所得による特例要件に該当に参加するほか、所得による特例要件に該当

した場合は担い手になれることから、早急にした場合は担い手になれることから、早急にした場合は担い手になれることから、早急にした場合は担い手になれることから、早急に

制度内容の周知に努めるほか、具体的内容等制度内容の周知に努めるほか、具体的内容等制度内容の周知に努めるほか、具体的内容等制度内容の周知に努めるほか、具体的内容等

につきましては今後国から示されることとなにつきましては今後国から示されることとなにつきましては今後国から示されることとなにつきましては今後国から示されることとな

っておりますので、その動向を見守ってまいっておりますので、その動向を見守ってまいっておりますので、その動向を見守ってまいっておりますので、その動向を見守ってまい

りたいと考えております。りたいと考えております。りたいと考えております。りたいと考えております。

次に、福祉灯油についてでありますが、先次に、福祉灯油についてでありますが、先次に、福祉灯油についてでありますが、先次に、福祉灯油についてでありますが、先

ほど申し上げましたように、支援を求めてこほど申し上げましたように、支援を求めてこほど申し上げましたように、支援を求めてこほど申し上げましたように、支援を求めてこ

られた方々に対しましては、福祉灯油制度にられた方々に対しましては、福祉灯油制度にられた方々に対しましては、福祉灯油制度にられた方々に対しましては、福祉灯油制度に

よる対応が難しいことから、貸付制度の活用よる対応が難しいことから、貸付制度の活用よる対応が難しいことから、貸付制度の活用よる対応が難しいことから、貸付制度の活用

などを説明し、きめ細やかな対応をしてまいなどを説明し、きめ細やかな対応をしてまいなどを説明し、きめ細やかな対応をしてまいなどを説明し、きめ細やかな対応をしてまい

りたいと考えております。りたいと考えております。りたいと考えております。りたいと考えております。

なお、道の制度等があるということから、なお、道の制度等があるということから、なお、道の制度等があるということから、なお、道の制度等があるということから、

いまこれについて今後私ども道といろんな協いまこれについて今後私ども道といろんな協いまこれについて今後私ども道といろんな協いまこれについて今後私ども道といろんな協

議をしてまいりたいと、このように考えてお議をしてまいりたいと、このように考えてお議をしてまいりたいと、このように考えてお議をしてまいりたいと、このように考えてお

りますので、ご理解願いたいと思います。りますので、ご理解願いたいと思います。りますので、ご理解願いたいと思います。りますので、ご理解願いたいと思います。

●議長長岡正勝君 次に移ります。●議長長岡正勝君 次に移ります。●議長長岡正勝君 次に移ります。●議長長岡正勝君 次に移ります。

16番本郷幸治議員。16番本郷幸治議員。16番本郷幸治議員。16番本郷幸治議員。

●16番本郷幸治議員（登壇） 2005年第４回●16番本郷幸治議員（登壇） 2005年第４回●16番本郷幸治議員（登壇） 2005年第４回●16番本郷幸治議員（登壇） 2005年第４回

定例市議会に当たり、大綱２点について市長定例市議会に当たり、大綱２点について市長定例市議会に当たり、大綱２点について市長定例市議会に当たり、大綱２点について市長

にご質問いたします。にご質問いたします。にご質問いたします。にご質問いたします。

大綱１点目は、行財政改革についてであり大綱１点目は、行財政改革についてであり大綱１点目は、行財政改革についてであり大綱１点目は、行財政改革についてであり

ますが、依然として本市を取り巻く社会経済ますが、依然として本市を取り巻く社会経済ますが、依然として本市を取り巻く社会経済ますが、依然として本市を取り巻く社会経済

情勢、財政事情等はますます厳しい状況にあ情勢、財政事情等はますます厳しい状況にあ情勢、財政事情等はますます厳しい状況にあ情勢、財政事情等はますます厳しい状況にあ

り、こうした状況の中で市民参加を進めながり、こうした状況の中で市民参加を進めながり、こうした状況の中で市民参加を進めながり、こうした状況の中で市民参加を進めなが

ら多様化する行政需要に対応し、地域社会のら多様化する行政需要に対応し、地域社会のら多様化する行政需要に対応し、地域社会のら多様化する行政需要に対応し、地域社会の

活性化や住民福祉の増進を図るためには、行活性化や住民福祉の増進を図るためには、行活性化や住民福祉の増進を図るためには、行活性化や住民福祉の増進を図るためには、行
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財政改革を積極的に進める必要があります。財政改革を積極的に進める必要があります。財政改革を積極的に進める必要があります。財政改革を積極的に進める必要があります。

そこで、１つ目として特殊勤務手当についそこで、１つ目として特殊勤務手当についそこで、１つ目として特殊勤務手当についそこで、１つ目として特殊勤務手当につい

てでありますが、ことしの２月に策定、発表てでありますが、ことしの２月に策定、発表てでありますが、ことしの２月に策定、発表てでありますが、ことしの２月に策定、発表

された美唄市自立推進計画では、特殊勤務手された美唄市自立推進計画では、特殊勤務手された美唄市自立推進計画では、特殊勤務手された美唄市自立推進計画では、特殊勤務手

当の見直しが今年度から実施予定になってお当の見直しが今年度から実施予定になってお当の見直しが今年度から実施予定になってお当の見直しが今年度から実施予定になってお

ります。そもそも給与以外に支給されていまります。そもそも給与以外に支給されていまります。そもそも給与以外に支給されていまります。そもそも給与以外に支給されていま

す特殊勤務手当が支給された経過と理由はなす特殊勤務手当が支給された経過と理由はなす特殊勤務手当が支給された経過と理由はなす特殊勤務手当が支給された経過と理由はな

ぜなのか。それと、過去３年間に支給されたぜなのか。それと、過去３年間に支給されたぜなのか。それと、過去３年間に支給されたぜなのか。それと、過去３年間に支給された

金額は、年度ごとに幾らなのかお伺いします。金額は、年度ごとに幾らなのかお伺いします。金額は、年度ごとに幾らなのかお伺いします。金額は、年度ごとに幾らなのかお伺いします。

次に、２つ目として広告事業についてであ次に、２つ目として広告事業についてであ次に、２つ目として広告事業についてであ次に、２つ目として広告事業についてであ

りますが、この件は昨年同僚議員からも質問りますが、この件は昨年同僚議員からも質問りますが、この件は昨年同僚議員からも質問りますが、この件は昨年同僚議員からも質問

がありましたが、改めて市長にお伺いします。がありましたが、改めて市長にお伺いします。がありましたが、改めて市長にお伺いします。がありましたが、改めて市長にお伺いします。

現在の美唄市の財政難に直面する財源の確保現在の美唄市の財政難に直面する財源の確保現在の美唄市の財政難に直面する財源の確保現在の美唄市の財政難に直面する財源の確保

として、市が保有しているさまざまな資産をとして、市が保有しているさまざまな資産をとして、市が保有しているさまざまな資産をとして、市が保有しているさまざまな資産を

広告媒体として活用することにより、広告収広告媒体として活用することにより、広告収広告媒体として活用することにより、広告収広告媒体として活用することにより、広告収

入を得たり経費削減を図る効果が大きいと思入を得たり経費削減を図る効果が大きいと思入を得たり経費削減を図る効果が大きいと思入を得たり経費削減を図る効果が大きいと思

います。すでに実施しているものもありますいます。すでに実施しているものもありますいます。すでに実施しているものもありますいます。すでに実施しているものもあります

が、たとえば市のホームページに市内外からが、たとえば市のホームページに市内外からが、たとえば市のホームページに市内外からが、たとえば市のホームページに市内外から

アクセスする件数は年間で相当数あると思いアクセスする件数は年間で相当数あると思いアクセスする件数は年間で相当数あると思いアクセスする件数は年間で相当数あると思い

ます。今後ホームページのバナー広告を含めます。今後ホームページのバナー広告を含めます。今後ホームページのバナー広告を含めます。今後ホームページのバナー広告を含め

てどのように計画されているかお伺いします。てどのように計画されているかお伺いします。てどのように計画されているかお伺いします。てどのように計画されているかお伺いします。

大綱２点目は、地域情報化についてであり大綱２点目は、地域情報化についてであり大綱２点目は、地域情報化についてであり大綱２点目は、地域情報化についてであり

ますが、2000年11月にＩＴ国家としてのＩＴますが、2000年11月にＩＴ国家としてのＩＴますが、2000年11月にＩＴ国家としてのＩＴますが、2000年11月にＩＴ国家としてのＩＴ

基本法が成立し、翌年には2005年までに世界基本法が成立し、翌年には2005年までに世界基本法が成立し、翌年には2005年までに世界基本法が成立し、翌年には2005年までに世界

最先端のＩＴ国家となることを大目標とした最先端のＩＴ国家となることを大目標とした最先端のＩＴ国家となることを大目標とした最先端のＩＴ国家となることを大目標とした

ｅ Ｊａｐａｎ戦略がまとめられました。そのｅ Ｊａｐａｎ戦略がまとめられました。そのｅ Ｊａｐａｎ戦略がまとめられました。そのｅ Ｊａｐａｎ戦略がまとめられました。その―

後、情報技術の目覚ましい発展とインフラ整後、情報技術の目覚ましい発展とインフラ整後、情報技術の目覚ましい発展とインフラ整後、情報技術の目覚ましい発展とインフラ整

備等により、インターネット利用人口は2003備等により、インターネット利用人口は2003備等により、インターネット利用人口は2003備等により、インターネット利用人口は2003

年末で7,730万人、ブロードバンド環境につき年末で7,730万人、ブロードバンド環境につき年末で7,730万人、ブロードバンド環境につき年末で7,730万人、ブロードバンド環境につき

ましては安さや速さは世界一、加入数でも200ましては安さや速さは世界一、加入数でも200ましては安さや速さは世界一、加入数でも200ましては安さや速さは世界一、加入数でも200

4年6月末で1,619万世帯となり、いまや世界最4年6月末で1,619万世帯となり、いまや世界最4年6月末で1,619万世帯となり、いまや世界最4年6月末で1,619万世帯となり、いまや世界最

先端のレベルに達しつつあります。先端のレベルに達しつつあります。先端のレベルに達しつつあります。先端のレベルに達しつつあります。

こうした状況において、昨年総務省は第２こうした状況において、昨年総務省は第２こうした状況において、昨年総務省は第２こうした状況において、昨年総務省は第２

期のＩＴ革命として、いつでも、どこでも、期のＩＴ革命として、いつでも、どこでも、期のＩＴ革命として、いつでも、どこでも、期のＩＴ革命として、いつでも、どこでも、

何にでも、だれでも利用できるユビキタスネ何にでも、だれでも利用できるユビキタスネ何にでも、だれでも利用できるユビキタスネ何にでも、だれでも利用できるユビキタスネ

ットワーク環境を整備し、高齢者、障害のあットワーク環境を整備し、高齢者、障害のあットワーク環境を整備し、高齢者、障害のあットワーク環境を整備し、高齢者、障害のあ

る方が元気に参加できるＩＣＴ社会を目指し、る方が元気に参加できるＩＣＴ社会を目指し、る方が元気に参加できるＩＣＴ社会を目指し、る方が元気に参加できるＩＣＴ社会を目指し、

2010年までに実現することを目標として、ｕ2010年までに実現することを目標として、ｕ2010年までに実現することを目標として、ｕ2010年までに実現することを目標として、ｕ

―Ｊａｐａｎ構想がスタートしました。本市―Ｊａｐａｎ構想がスタートしました。本市―Ｊａｐａｎ構想がスタートしました。本市―Ｊａｐａｎ構想がスタートしました。本市

にありましても、いままで情報公開の推進やにありましても、いままで情報公開の推進やにありましても、いままで情報公開の推進やにありましても、いままで情報公開の推進や

美唄公式ホームページの充実、また市民サー美唄公式ホームページの充実、また市民サー美唄公式ホームページの充実、また市民サー美唄公式ホームページの充実、また市民サー

ビスの向上など、さまざまな形で取り組んでビスの向上など、さまざまな形で取り組んでビスの向上など、さまざまな形で取り組んでビスの向上など、さまざまな形で取り組んで

いますが、すでにスタートしています国のｕいますが、すでにスタートしています国のｕいますが、すでにスタートしています国のｕいますが、すでにスタートしています国のｕ

―Ｊａｐａｎ構想とＩＣＴ政策大綱の方針が―Ｊａｐａｎ構想とＩＣＴ政策大綱の方針が―Ｊａｐａｎ構想とＩＣＴ政策大綱の方針が―Ｊａｐａｎ構想とＩＣＴ政策大綱の方針が

示され、そしてすべての人に情報の受発信の示され、そしてすべての人に情報の受発信の示され、そしてすべての人に情報の受発信の示され、そしてすべての人に情報の受発信の

権利が保障された今日、いよいよ地域情報化権利が保障された今日、いよいよ地域情報化権利が保障された今日、いよいよ地域情報化権利が保障された今日、いよいよ地域情報化

への取り組みが求められています。への取り組みが求められています。への取り組みが求められています。への取り組みが求められています。

そこで、まず平成17年度ＩＣＴ政策大綱にそこで、まず平成17年度ＩＣＴ政策大綱にそこで、まず平成17年度ＩＣＴ政策大綱にそこで、まず平成17年度ＩＣＴ政策大綱に

ついての認識と美唄市の今後の地域情報化のついての認識と美唄市の今後の地域情報化のついての認識と美唄市の今後の地域情報化のついての認識と美唄市の今後の地域情報化の

ビジョン、またビジョン策定までの具体的なビジョン、またビジョン策定までの具体的なビジョン、またビジョン策定までの具体的なビジョン、またビジョン策定までの具体的な

進め方についてお伺いします。進め方についてお伺いします。進め方についてお伺いします。進め方についてお伺いします。

●議長長岡正勝君 市長。●議長長岡正勝君 市長。●議長長岡正勝君 市長。●議長長岡正勝君 市長。

●市長桜井道夫君（登壇） 本郷議員の質問●市長桜井道夫君（登壇） 本郷議員の質問●市長桜井道夫君（登壇） 本郷議員の質問●市長桜井道夫君（登壇） 本郷議員の質問

にお答えします。にお答えします。にお答えします。にお答えします。

初めに、特殊勤務手当についてであります初めに、特殊勤務手当についてであります初めに、特殊勤務手当についてであります初めに、特殊勤務手当についてであります

が、その内容につきましては「著しく危険、が、その内容につきましては「著しく危険、が、その内容につきましては「著しく危険、が、その内容につきましては「著しく危険、

不快、不健康、または困難な勤務、その他著不快、不健康、または困難な勤務、その他著不快、不健康、または困難な勤務、その他著不快、不健康、または困難な勤務、その他著

しく特殊な勤務で、給与上特別の考慮を必要しく特殊な勤務で、給与上特別の考慮を必要しく特殊な勤務で、給与上特別の考慮を必要しく特殊な勤務で、給与上特別の考慮を必要

とし、かつ当該勤務の特殊性が一時的、臨時とし、かつ当該勤務の特殊性が一時的、臨時とし、かつ当該勤務の特殊性が一時的、臨時とし、かつ当該勤務の特殊性が一時的、臨時

的に発生することから、その特殊性を給料で的に発生することから、その特殊性を給料で的に発生することから、その特殊性を給料で的に発生することから、その特殊性を給料で

考慮することは適当でないと認められるも考慮することは適当でないと認められるも考慮することは適当でないと認められるも考慮することは適当でないと認められるも

の」に従事する職員に、その勤務の特殊性にの」に従事する職員に、その勤務の特殊性にの」に従事する職員に、その勤務の特殊性にの」に従事する職員に、その勤務の特殊性に

応じて支給するものとなっております。応じて支給するものとなっております。応じて支給するものとなっております。応じて支給するものとなっております。

現在美唄市では、市税業務手当をはじめ、2現在美唄市では、市税業務手当をはじめ、2現在美唄市では、市税業務手当をはじめ、2現在美唄市では、市税業務手当をはじめ、2

8種類の特殊勤務手当がございます。特殊勤務8種類の特殊勤務手当がございます。特殊勤務8種類の特殊勤務手当がございます。特殊勤務8種類の特殊勤務手当がございます。特殊勤務

手当の過去３年間の支給実績について申し上手当の過去３年間の支給実績について申し上手当の過去３年間の支給実績について申し上手当の過去３年間の支給実績について申し上

げますと、平成14年度が6,973万4,000円、平げますと、平成14年度が6,973万4,000円、平げますと、平成14年度が6,973万4,000円、平げますと、平成14年度が6,973万4,000円、平

成15年度が6,437万9,000円、平成16年度は6,4成15年度が6,437万9,000円、平成16年度は6,4成15年度が6,437万9,000円、平成16年度は6,4成15年度が6,437万9,000円、平成16年度は6,4
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85万6,000円となっているところでございます。85万6,000円となっているところでございます。85万6,000円となっているところでございます。85万6,000円となっているところでございます。

この特殊勤務手当につきましては、平成17年この特殊勤務手当につきましては、平成17年この特殊勤務手当につきましては、平成17年この特殊勤務手当につきましては、平成17年

３月に国の「新地方行革指針」により給与の３月に国の「新地方行革指針」により給与の３月に国の「新地方行革指針」により給与の３月に国の「新地方行革指針」により給与の

適正化の一環として特殊勤務手当等の支給の適正化の一環として特殊勤務手当等の支給の適正化の一環として特殊勤務手当等の支給の適正化の一環として特殊勤務手当等の支給の

あり方について総合的に点検し、制度本来のあり方について総合的に点検し、制度本来のあり方について総合的に点検し、制度本来のあり方について総合的に点検し、制度本来の

趣旨に合致しないものや支出方法が不適切な趣旨に合致しないものや支出方法が不適切な趣旨に合致しないものや支出方法が不適切な趣旨に合致しないものや支出方法が不適切な

ものについて見直しを図るよう示されたとこものについて見直しを図るよう示されたとこものについて見直しを図るよう示されたとこものについて見直しを図るよう示されたとこ

ろであります。ろであります。ろであります。ろであります。

次に、行財政改革について、広告事業につ次に、行財政改革について、広告事業につ次に、行財政改革について、広告事業につ次に、行財政改革について、広告事業につ

いてでありますが、国においては平成17年度いてでありますが、国においては平成17年度いてでありますが、国においては平成17年度いてでありますが、国においては平成17年度

から行政効率化推進計画の中で行政の効率化から行政効率化推進計画の中で行政の効率化から行政効率化推進計画の中で行政の効率化から行政効率化推進計画の中で行政の効率化

と財政の健全化に資する観点から、広報印刷と財政の健全化に資する観点から、広報印刷と財政の健全化に資する観点から、広報印刷と財政の健全化に資する観点から、広報印刷

物等を広告媒体として活用し、歳入の確保を物等を広告媒体として活用し、歳入の確保を物等を広告媒体として活用し、歳入の確保を物等を広告媒体として活用し、歳入の確保を

図るよう、その取り組みを推進しているとこ図るよう、その取り組みを推進しているとこ図るよう、その取り組みを推進しているとこ図るよう、その取り組みを推進しているとこ

ろでございます。ろでございます。ろでございます。ろでございます。

現在道内では、広報紙に有料広告を掲載し現在道内では、広報紙に有料広告を掲載し現在道内では、広報紙に有料広告を掲載し現在道内では、広報紙に有料広告を掲載し

ているのは10市となっており、また室蘭市、ているのは10市となっており、また室蘭市、ているのは10市となっており、また室蘭市、ているのは10市となっており、また室蘭市、

滝川市がホームページに広告を取り入れてい滝川市がホームページに広告を取り入れてい滝川市がホームページに広告を取り入れてい滝川市がホームページに広告を取り入れてい

ると聞いております。さらに、最近では道がると聞いております。さらに、最近では道がると聞いております。さらに、最近では道がると聞いております。さらに、最近では道が

自動車税納入通知の封筒を広告媒体として利自動車税納入通知の封筒を広告媒体として利自動車税納入通知の封筒を広告媒体として利自動車税納入通知の封筒を広告媒体として利

用すると聞いております。今後これら自治体用すると聞いております。今後これら自治体用すると聞いております。今後これら自治体用すると聞いております。今後これら自治体

の取り組みを参考にし、ホームページの広告の取り組みを参考にし、ホームページの広告の取り組みを参考にし、ホームページの広告の取り組みを参考にし、ホームページの広告

の導入など検討してまいりたいと考えておりの導入など検討してまいりたいと考えておりの導入など検討してまいりたいと考えておりの導入など検討してまいりたいと考えており

ます。ます。ます。ます。

次に、地域情報化について、ＩＣＴ政策大次に、地域情報化について、ＩＣＴ政策大次に、地域情報化について、ＩＣＴ政策大次に、地域情報化について、ＩＣＴ政策大

綱についてでありますが、その内容につきま綱についてでありますが、その内容につきま綱についてでありますが、その内容につきま綱についてでありますが、その内容につきま

しては都市と地方の情報格差の解消や電子商しては都市と地方の情報格差の解消や電子商しては都市と地方の情報格差の解消や電子商しては都市と地方の情報格差の解消や電子商

取引市場規模の倍増などを目指す「ユビキタ取引市場規模の倍増などを目指す「ユビキタ取引市場規模の倍増などを目指す「ユビキタ取引市場規模の倍増などを目指す「ユビキタ

スネットワークの整備」をはじめ、電子政府、スネットワークの整備」をはじめ、電子政府、スネットワークの整備」をはじめ、電子政府、スネットワークの整備」をはじめ、電子政府、

電子自治体の推進、ＩＣＴ人材の育成といっ電子自治体の推進、ＩＣＴ人材の育成といっ電子自治体の推進、ＩＣＴ人材の育成といっ電子自治体の推進、ＩＣＴ人材の育成といっ

たＩＣＴ利活用の高度化のほか、情報セキュたＩＣＴ利活用の高度化のほか、情報セキュたＩＣＴ利活用の高度化のほか、情報セキュたＩＣＴ利活用の高度化のほか、情報セキュ

リティー対策やネット利用犯罪対策によるリティー対策やネット利用犯罪対策によるリティー対策やネット利用犯罪対策によるリティー対策やネット利用犯罪対策による

「安心・安全な利用環境整備の推進」が主な「安心・安全な利用環境整備の推進」が主な「安心・安全な利用環境整備の推進」が主な「安心・安全な利用環境整備の推進」が主な

ものと認識しております。ものと認識しております。ものと認識しております。ものと認識しております。

次に、本市の地域情報化のビジョンについ次に、本市の地域情報化のビジョンについ次に、本市の地域情報化のビジョンについ次に、本市の地域情報化のビジョンについ

てでありますが、現在平成18年度から平成22てでありますが、現在平成18年度から平成22てでありますが、現在平成18年度から平成22てでありますが、現在平成18年度から平成22

年度までの情報化推進計画を策定中であり、年度までの情報化推進計画を策定中であり、年度までの情報化推進計画を策定中であり、年度までの情報化推進計画を策定中であり、

ＩＣＴ政策大綱の内容を踏まえ、ブロードバＩＣＴ政策大綱の内容を踏まえ、ブロードバＩＣＴ政策大綱の内容を踏まえ、ブロードバＩＣＴ政策大綱の内容を踏まえ、ブロードバ

ンドが普及されていない地域の情報格差の解ンドが普及されていない地域の情報格差の解ンドが普及されていない地域の情報格差の解ンドが普及されていない地域の情報格差の解

消をはじめ、市民生活や企業活動における行消をはじめ、市民生活や企業活動における行消をはじめ、市民生活や企業活動における行消をはじめ、市民生活や企業活動における行

政に対する申請、届け出等のオンライン化に政に対する申請、届け出等のオンライン化に政に対する申請、届け出等のオンライン化に政に対する申請、届け出等のオンライン化に

取り組むとともに、高齢者、障害者も含めた取り組むとともに、高齢者、障害者も含めた取り組むとともに、高齢者、障害者も含めた取り組むとともに、高齢者、障害者も含めた

インターネット利用者の増加を図ってまいりインターネット利用者の増加を図ってまいりインターネット利用者の増加を図ってまいりインターネット利用者の増加を図ってまいり

たいと考えております。たいと考えております。たいと考えております。たいと考えております。

また、利用環境につきましては、事業者にまた、利用環境につきましては、事業者にまた、利用環境につきましては、事業者にまた、利用環境につきましては、事業者に

よる安心、安全なネットワーク環境が構築さよる安心、安全なネットワーク環境が構築さよる安心、安全なネットワーク環境が構築さよる安心、安全なネットワーク環境が構築さ

れるよう誘導するとともに、個人情報保護のれるよう誘導するとともに、個人情報保護のれるよう誘導するとともに、個人情報保護のれるよう誘導するとともに、個人情報保護の

推進をするほか、ネット犯罪の防止も重要な推進をするほか、ネット犯罪の防止も重要な推進をするほか、ネット犯罪の防止も重要な推進をするほか、ネット犯罪の防止も重要な

課題であると考えております。課題であると考えております。課題であると考えております。課題であると考えております。

いずれにいたしましても、情報化推進計画いずれにいたしましても、情報化推進計画いずれにいたしましても、情報化推進計画いずれにいたしましても、情報化推進計画

の策定に当たりましては、市民のための情報の策定に当たりましては、市民のための情報の策定に当たりましては、市民のための情報の策定に当たりましては、市民のための情報

化を基本理念とし、市民サービスの向上や行化を基本理念とし、市民サービスの向上や行化を基本理念とし、市民サービスの向上や行化を基本理念とし、市民サービスの向上や行

政事務の効率化を図るためのシステム構築な政事務の効率化を図るためのシステム構築な政事務の効率化を図るためのシステム構築な政事務の効率化を図るためのシステム構築な

どに取り組んでまいりたいと考えております。どに取り組んでまいりたいと考えております。どに取り組んでまいりたいと考えております。どに取り組んでまいりたいと考えております。

次に、今後の具体的な進め方についてであ次に、今後の具体的な進め方についてであ次に、今後の具体的な進め方についてであ次に、今後の具体的な進め方についてであ

りますが、現在の計画の進捗状況を踏まえ、りますが、現在の計画の進捗状況を踏まえ、りますが、現在の計画の進捗状況を踏まえ、りますが、現在の計画の進捗状況を踏まえ、

庁内における今後の情報化に向けた取り組み庁内における今後の情報化に向けた取り組み庁内における今後の情報化に向けた取り組み庁内における今後の情報化に向けた取り組み

の調査や市の情報化に対する市民からの要望の調査や市の情報化に対する市民からの要望の調査や市の情報化に対する市民からの要望の調査や市の情報化に対する市民からの要望

や意見の募集についてはすでに終えておりまや意見の募集についてはすでに終えておりまや意見の募集についてはすでに終えておりまや意見の募集についてはすでに終えておりま

すので、今後はパブリックコメントを募集し、すので、今後はパブリックコメントを募集し、すので、今後はパブリックコメントを募集し、すので、今後はパブリックコメントを募集し、

庁内議論を踏まえ、今年度中に策定するよう庁内議論を踏まえ、今年度中に策定するよう庁内議論を踏まえ、今年度中に策定するよう庁内議論を踏まえ、今年度中に策定するよう

取り進めてまいりたいと考えております。取り進めてまいりたいと考えております。取り進めてまいりたいと考えております。取り進めてまいりたいと考えております。

●議長長岡正勝君 16番本郷幸治議員。●議長長岡正勝君 16番本郷幸治議員。●議長長岡正勝君 16番本郷幸治議員。●議長長岡正勝君 16番本郷幸治議員。

●16番本郷幸治議員 自席から何点か再質問●16番本郷幸治議員 自席から何点か再質問●16番本郷幸治議員 自席から何点か再質問●16番本郷幸治議員 自席から何点か再質問

します。します。します。します。

１つ目は、特殊勤務手当についてでありま１つ目は、特殊勤務手当についてでありま１つ目は、特殊勤務手当についてでありま１つ目は、特殊勤務手当についてでありま

すが、ことしの8月24日、総務省のまとめでは、すが、ことしの8月24日、総務省のまとめでは、すが、ことしの8月24日、総務省のまとめでは、すが、ことしの8月24日、総務省のまとめでは、

2004年度に467自治体が減額や廃止などの見直2004年度に467自治体が減額や廃止などの見直2004年度に467自治体が減額や廃止などの見直2004年度に467自治体が減額や廃止などの見直
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しを実施したことがわかりました。本市にあしを実施したことがわかりました。本市にあしを実施したことがわかりました。本市にあしを実施したことがわかりました。本市にあ

りましても、いまだに厳しい経済環境にあり、りましても、いまだに厳しい経済環境にあり、りましても、いまだに厳しい経済環境にあり、りましても、いまだに厳しい経済環境にあり、

また自治体としても財政難という状況を考えまた自治体としても財政難という状況を考えまた自治体としても財政難という状況を考えまた自治体としても財政難という状況を考え

るならば、これからの市民との協働のまちづるならば、これからの市民との協働のまちづるならば、これからの市民との協働のまちづるならば、これからの市民との協働のまちづ

くりを進める上で特殊勤務手当について市民くりを進める上で特殊勤務手当について市民くりを進める上で特殊勤務手当について市民くりを進める上で特殊勤務手当について市民

に対しての説明責任があり、理解を得られるに対しての説明責任があり、理解を得られるに対しての説明責任があり、理解を得られるに対しての説明責任があり、理解を得られる

努力が必要ではないかと思います。ことしの努力が必要ではないかと思います。ことしの努力が必要ではないかと思います。ことしの努力が必要ではないかと思います。ことしの

３月に出された国の地方行革指針の中にあり３月に出された国の地方行革指針の中にあり３月に出された国の地方行革指針の中にあり３月に出された国の地方行革指針の中にあり

ます特殊勤務手当の見直しの観点も踏まえて、ます特殊勤務手当の見直しの観点も踏まえて、ます特殊勤務手当の見直しの観点も踏まえて、ます特殊勤務手当の見直しの観点も踏まえて、

本市として今後どのように具体的に進めてい本市として今後どのように具体的に進めてい本市として今後どのように具体的に進めてい本市として今後どのように具体的に進めてい

くのかお伺いします。くのかお伺いします。くのかお伺いします。くのかお伺いします。

２つ目は、地域情報化についてであります２つ目は、地域情報化についてであります２つ目は、地域情報化についてであります２つ目は、地域情報化についてであります

が、ただいまの答弁で平成18年度からの美唄が、ただいまの答弁で平成18年度からの美唄が、ただいまの答弁で平成18年度からの美唄が、ただいまの答弁で平成18年度からの美唄

市情報化推進計画が具体的に進んでいるよう市情報化推進計画が具体的に進んでいるよう市情報化推進計画が具体的に進んでいるよう市情報化推進計画が具体的に進んでいるよう

ですが、何点か確認も含めてお聞きします。ですが、何点か確認も含めてお聞きします。ですが、何点か確認も含めてお聞きします。ですが、何点か確認も含めてお聞きします。

１つは、ＩＴリーダーをいかに確保するの１つは、ＩＴリーダーをいかに確保するの１つは、ＩＴリーダーをいかに確保するの１つは、ＩＴリーダーをいかに確保するの

か。地域情報化において最終的に核となるのか。地域情報化において最終的に核となるのか。地域情報化において最終的に核となるのか。地域情報化において最終的に核となるの

が人材育成であります。地域における情報化が人材育成であります。地域における情報化が人材育成であります。地域における情報化が人材育成であります。地域における情報化

リーダーの育成は急務の課題です。これらのリーダーの育成は急務の課題です。これらのリーダーの育成は急務の課題です。これらのリーダーの育成は急務の課題です。これらの

施策についての考え方をお伺いします。施策についての考え方をお伺いします。施策についての考え方をお伺いします。施策についての考え方をお伺いします。

２つには、住基カードの利用ですが、この２つには、住基カードの利用ですが、この２つには、住基カードの利用ですが、この２つには、住基カードの利用ですが、この

住基カードの稼働は情報保護の問題等、さま住基カードの稼働は情報保護の問題等、さま住基カードの稼働は情報保護の問題等、さま住基カードの稼働は情報保護の問題等、さま

ざまな議論を経過し、現在本市では102枚が交ざまな議論を経過し、現在本市では102枚が交ざまな議論を経過し、現在本市では102枚が交ざまな議論を経過し、現在本市では102枚が交

付されていると聞いております。今後の市役付されていると聞いております。今後の市役付されていると聞いております。今後の市役付されていると聞いております。今後の市役

所を考える場合、たとえば行政手続きのオン所を考える場合、たとえば行政手続きのオン所を考える場合、たとえば行政手続きのオン所を考える場合、たとえば行政手続きのオン

ライン化には欠かすことができない個人認証ライン化には欠かすことができない個人認証ライン化には欠かすことができない個人認証ライン化には欠かすことができない個人認証

としての住基カードの展開には不可欠です。としての住基カードの展開には不可欠です。としての住基カードの展開には不可欠です。としての住基カードの展開には不可欠です。

こうした中で、１つには住基カードそのものこうした中で、１つには住基カードそのものこうした中で、１つには住基カードそのものこうした中で、１つには住基カードそのもの

にもっと付加価値をつけること。２つには、にもっと付加価値をつけること。２つには、にもっと付加価値をつけること。２つには、にもっと付加価値をつけること。２つには、

個人認証の住基カードをパソコンで使えるた個人認証の住基カードをパソコンで使えるた個人認証の住基カードをパソコンで使えるた個人認証の住基カードをパソコンで使えるた

めに読み書きできる装置が標準装備されるこめに読み書きできる装置が標準装備されるこめに読み書きできる装置が標準装備されるこめに読み書きできる装置が標準装備されるこ

とです。いずれにしましても、住基カードのとです。いずれにしましても、住基カードのとです。いずれにしましても、住基カードのとです。いずれにしましても、住基カードの

今後の展開について、どのように考えておら今後の展開について、どのように考えておら今後の展開について、どのように考えておら今後の展開について、どのように考えておら

れるのかお伺いします。れるのかお伺いします。れるのかお伺いします。れるのかお伺いします。

●議長長岡正勝君 市長。●議長長岡正勝君 市長。●議長長岡正勝君 市長。●議長長岡正勝君 市長。

●市長桜井道夫君 本郷議員の質問にお答え●市長桜井道夫君 本郷議員の質問にお答え●市長桜井道夫君 本郷議員の質問にお答え●市長桜井道夫君 本郷議員の質問にお答え

します。します。します。します。

初めに、特殊勤務手当の見直しの視点につ初めに、特殊勤務手当の見直しの視点につ初めに、特殊勤務手当の見直しの視点につ初めに、特殊勤務手当の見直しの視点につ

いてでありますが、市といたしましては今日いてでありますが、市といたしましては今日いてでありますが、市といたしましては今日いてでありますが、市といたしましては今日

的視点から特殊勤務手当の支給の妥当性を検的視点から特殊勤務手当の支給の妥当性を検的視点から特殊勤務手当の支給の妥当性を検的視点から特殊勤務手当の支給の妥当性を検

証していくことが必要であると考えておりま証していくことが必要であると考えておりま証していくことが必要であると考えておりま証していくことが必要であると考えておりま

す。このため、国家公務員に設けられていなす。このため、国家公務員に設けられていなす。このため、国家公務員に設けられていなす。このため、国家公務員に設けられていな

い特殊勤務手当の場合、その妥当性があるか、い特殊勤務手当の場合、その妥当性があるか、い特殊勤務手当の場合、その妥当性があるか、い特殊勤務手当の場合、その妥当性があるか、

給料や時間外手当など他の手当で措置されて給料や時間外手当など他の手当で措置されて給料や時間外手当など他の手当で措置されて給料や時間外手当など他の手当で措置されて

いないか、勤務の実態から考えて支給方法がいないか、勤務の実態から考えて支給方法がいないか、勤務の実態から考えて支給方法がいないか、勤務の実態から考えて支給方法が

適正であるかなどといった視点で総点検を行適正であるかなどといった視点で総点検を行適正であるかなどといった視点で総点検を行適正であるかなどといった視点で総点検を行

い、職員団体と引き続き協議し、必要な見直い、職員団体と引き続き協議し、必要な見直い、職員団体と引き続き協議し、必要な見直い、職員団体と引き続き協議し、必要な見直

しに努めてまいりたいと考えております。しに努めてまいりたいと考えております。しに努めてまいりたいと考えております。しに努めてまいりたいと考えております。

次に、ＩＴリーダーの人材育成についてで次に、ＩＴリーダーの人材育成についてで次に、ＩＴリーダーの人材育成についてで次に、ＩＴリーダーの人材育成についてで

ありますが、市が開催したＩＴリーダー養成ありますが、市が開催したＩＴリーダー養成ありますが、市が開催したＩＴリーダー養成ありますが、市が開催したＩＴリーダー養成

講座を終了し、ＩＴリーダーとして登録いた講座を終了し、ＩＴリーダーとして登録いた講座を終了し、ＩＴリーダーとして登録いた講座を終了し、ＩＴリーダーとして登録いた

だいている市民の方々が現在19名いますので、だいている市民の方々が現在19名いますので、だいている市民の方々が現在19名いますので、だいている市民の方々が現在19名いますので、

その方々の協力によって市民の情報活用能力その方々の協力によって市民の情報活用能力その方々の協力によって市民の情報活用能力その方々の協力によって市民の情報活用能力

の向上やＩＴリーダーの育成を図っていくこの向上やＩＴリーダーの育成を図っていくこの向上やＩＴリーダーの育成を図っていくこの向上やＩＴリーダーの育成を図っていくこ

ととしており、市としましてその自主的な活ととしており、市としましてその自主的な活ととしており、市としましてその自主的な活ととしており、市としましてその自主的な活

動に必要な支援を行ってまいりたいと考えて動に必要な支援を行ってまいりたいと考えて動に必要な支援を行ってまいりたいと考えて動に必要な支援を行ってまいりたいと考えて

おります。おります。おります。おります。

次に、住基カードの今後の展開についてで次に、住基カードの今後の展開についてで次に、住基カードの今後の展開についてで次に、住基カードの今後の展開についてで

ありますが、住基カードの普及を図るため、ありますが、住基カードの普及を図るため、ありますが、住基カードの普及を図るため、ありますが、住基カードの普及を図るため、

付加価値をつけることが大きな課題となって付加価値をつけることが大きな課題となって付加価値をつけることが大きな課題となって付加価値をつけることが大きな課題となって

おります。現在住基カード独自利用の先進事おります。現在住基カード独自利用の先進事おります。現在住基カード独自利用の先進事おります。現在住基カード独自利用の先進事

例としては、施設来訪システムによるポイン例としては、施設来訪システムによるポイン例としては、施設来訪システムによるポイン例としては、施設来訪システムによるポイン

ト管理カード、再来予約システムでは診察券ト管理カード、再来予約システムでは診察券ト管理カード、再来予約システムでは診察券ト管理カード、再来予約システムでは診察券

や保険調剤薬局の薬歴情報を服薬ケアに利用や保険調剤薬局の薬歴情報を服薬ケアに利用や保険調剤薬局の薬歴情報を服薬ケアに利用や保険調剤薬局の薬歴情報を服薬ケアに利用

するケース、電子マネーサービス、地域通貨するケース、電子マネーサービス、地域通貨するケース、電子マネーサービス、地域通貨するケース、電子マネーサービス、地域通貨

の管理カード等々の事例がございます。本市の管理カード等々の事例がございます。本市の管理カード等々の事例がございます。本市の管理カード等々の事例がございます。本市

におきましても、これらの事例等を参考にし、におきましても、これらの事例等を参考にし、におきましても、これらの事例等を参考にし、におきましても、これらの事例等を参考にし、

市民サービスの向上、行政効率化等に結びつ市民サービスの向上、行政効率化等に結びつ市民サービスの向上、行政効率化等に結びつ市民サービスの向上、行政効率化等に結びつ
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く住基カードの利用について今後検討してまく住基カードの利用について今後検討してまく住基カードの利用について今後検討してまく住基カードの利用について今後検討してま

いりたいと考えております。いりたいと考えております。いりたいと考えております。いりたいと考えております。

●議長長岡正勝君 午後１時まで休憩いたし●議長長岡正勝君 午後１時まで休憩いたし●議長長岡正勝君 午後１時まで休憩いたし●議長長岡正勝君 午後１時まで休憩いたし

ます。ます。ます。ます。

午前１１時５９分 休憩午前１１時５９分 休憩午前１１時５９分 休憩午前１１時５９分 休憩

午後 １時０１分 開議午後 １時０１分 開議午後 １時０１分 開議午後 １時０１分 開議

●議長長岡正勝君 休憩前に引き続き会議を●議長長岡正勝君 休憩前に引き続き会議を●議長長岡正勝君 休憩前に引き続き会議を●議長長岡正勝君 休憩前に引き続き会議を

開きます。開きます。開きます。開きます。

一般質問を続けます。一般質問を続けます。一般質問を続けます。一般質問を続けます。

17番吉田 栄議員。17番吉田 栄議員。17番吉田 栄議員。17番吉田 栄議員。

●17番吉田 栄議員（登壇） 平成17年第４●17番吉田 栄議員（登壇） 平成17年第４●17番吉田 栄議員（登壇） 平成17年第４●17番吉田 栄議員（登壇） 平成17年第４

回定例会に当たりまして、私は農政問題につ回定例会に当たりまして、私は農政問題につ回定例会に当たりまして、私は農政問題につ回定例会に当たりまして、私は農政問題につ

いて市長にお伺いいたします。いて市長にお伺いいたします。いて市長にお伺いいたします。いて市長にお伺いいたします。

まずは、美唄市における農家経済の動向とまずは、美唄市における農家経済の動向とまずは、美唄市における農家経済の動向とまずは、美唄市における農家経済の動向と

見通しについて伺います。同僚議員の幾つか見通しについて伺います。同僚議員の幾つか見通しについて伺います。同僚議員の幾つか見通しについて伺います。同僚議員の幾つか

の質問もありましたが、まれに見る大豊作のの質問もありましたが、まれに見る大豊作のの質問もありましたが、まれに見る大豊作のの質問もありましたが、まれに見る大豊作の

中で今次とられました集荷円滑化対策の結果、中で今次とられました集荷円滑化対策の結果、中で今次とられました集荷円滑化対策の結果、中で今次とられました集荷円滑化対策の結果、

美唄市の経済にどういう影響がもたらされた美唄市の経済にどういう影響がもたらされた美唄市の経済にどういう影響がもたらされた美唄市の経済にどういう影響がもたらされた

んでしょうか。農業者の皆さんは、１年、１んでしょうか。農業者の皆さんは、１年、１んでしょうか。農業者の皆さんは、１年、１んでしょうか。農業者の皆さんは、１年、１

夏かけて汗水流して、より多くの収穫物をと、夏かけて汗水流して、より多くの収穫物をと、夏かけて汗水流して、より多くの収穫物をと、夏かけて汗水流して、より多くの収穫物をと、

そういう期待と努力の結果、平年作を上回るそういう期待と努力の結果、平年作を上回るそういう期待と努力の結果、平年作を上回るそういう期待と努力の結果、平年作を上回る

豊穣の秋を迎えたと。結果として、せっかく豊穣の秋を迎えたと。結果として、せっかく豊穣の秋を迎えたと。結果として、せっかく豊穣の秋を迎えたと。結果として、せっかく

の収穫物が、普通であれば１万2,000円か１万の収穫物が、普通であれば１万2,000円か１万の収穫物が、普通であれば１万2,000円か１万の収穫物が、普通であれば１万2,000円か１万

3,000円かと、どう悪くても１万円はと、そう3,000円かと、どう悪くても１万円はと、そう3,000円かと、どう悪くても１万円はと、そう3,000円かと、どう悪くても１万円はと、そう

いうお米の値段が3,000円で引き取られる。みいうお米の値段が3,000円で引き取られる。みいうお米の値段が3,000円で引き取られる。みいうお米の値段が3,000円で引き取られる。み

ずから拠出した金を含めても6,000円だと、そずから拠出した金を含めても6,000円だと、そずから拠出した金を含めても6,000円だと、そずから拠出した金を含めても6,000円だと、そ

ういう結果になるわけでありました。結果とういう結果になるわけでありました。結果とういう結果になるわけでありました。結果とういう結果になるわけでありました。結果と

して、この美唄市に落ちるお金がそれに準じして、この美唄市に落ちるお金がそれに準じして、この美唄市に落ちるお金がそれに準じして、この美唄市に落ちるお金がそれに準じ

て低下するわけでありまして、美唄市の自立て低下するわけでありまして、美唄市の自立て低下するわけでありまして、美唄市の自立て低下するわけでありまして、美唄市の自立

化へ向けてのその道筋もより厳しくなるんで化へ向けてのその道筋もより厳しくなるんで化へ向けてのその道筋もより厳しくなるんで化へ向けてのその道筋もより厳しくなるんで

はないかと、こんなふうに思うわけですが、はないかと、こんなふうに思うわけですが、はないかと、こんなふうに思うわけですが、はないかと、こんなふうに思うわけですが、

この円滑化対策の結果として、この美唄市でこの円滑化対策の結果として、この美唄市でこの円滑化対策の結果として、この美唄市でこの円滑化対策の結果として、この美唄市で

何百キロの、あるいは何トンになるのかわか何百キロの、あるいは何トンになるのかわか何百キロの、あるいは何トンになるのかわか何百キロの、あるいは何トンになるのかわか

りませんが、その収量と、そしてマイナスしりませんが、その収量と、そしてマイナスしりませんが、その収量と、そしてマイナスしりませんが、その収量と、そしてマイナスし

た金額はいかほどになるのか伺います。た金額はいかほどになるのか伺います。た金額はいかほどになるのか伺います。た金額はいかほどになるのか伺います。

そして、17年の米をはじめとするすべてのそして、17年の米をはじめとするすべてのそして、17年の米をはじめとするすべてのそして、17年の米をはじめとするすべての

農産物の産出額、これはいかほどになってい農産物の産出額、これはいかほどになってい農産物の産出額、これはいかほどになってい農産物の産出額、これはいかほどになってい

るんでしょうか。まちづくりプランの後期計るんでしょうか。まちづくりプランの後期計るんでしょうか。まちづくりプランの後期計るんでしょうか。まちづくりプランの後期計

画では、平成13年には83億円、14年には79億画では、平成13年には83億円、14年には79億画では、平成13年には83億円、14年には79億画では、平成13年には83億円、14年には79億

円、15年には82億円、16年には72億円と、こ円、15年には82億円、16年には72億円と、こ円、15年には82億円、16年には72億円と、こ円、15年には82億円、16年には72億円と、こ

ういう数値が記載されておりましたが、この1ういう数値が記載されておりましたが、この1ういう数値が記載されておりましたが、この1ういう数値が記載されておりましたが、この1

7年において農業産出額というのはいかほどに7年において農業産出額というのはいかほどに7年において農業産出額というのはいかほどに7年において農業産出額というのはいかほどに

なるんでしょうか。なるんでしょうか。なるんでしょうか。なるんでしょうか。

そして、まちづくりプラン後期計画の最終そして、まちづくりプラン後期計画の最終そして、まちづくりプラン後期計画の最終そして、まちづくりプラン後期計画の最終

年度、平成22年度における目標値というのも、年度、平成22年度における目標値というのも、年度、平成22年度における目標値というのも、年度、平成22年度における目標値というのも、

現段階では私の知り得る範疇では記載されて現段階では私の知り得る範疇では記載されて現段階では私の知り得る範疇では記載されて現段階では私の知り得る範疇では記載されて

おりませんが、その後の計画の中で22年度におりませんが、その後の計画の中で22年度におりませんが、その後の計画の中で22年度におりませんが、その後の計画の中で22年度に

おける目標数値というのがもし出ておりましおける目標数値というのがもし出ておりましおける目標数値というのがもし出ておりましおける目標数値というのがもし出ておりまし

たら、伺いたいと思います。たら、伺いたいと思います。たら、伺いたいと思います。たら、伺いたいと思います。

次には、おぼろづきについての取り組みと次には、おぼろづきについての取り組みと次には、おぼろづきについての取り組みと次には、おぼろづきについての取り組みと

現状について伺いたいと思います。私がおぼ現状について伺いたいと思います。私がおぼ現状について伺いたいと思います。私がおぼ現状について伺いたいと思います。私がおぼ

ろづきにかかわる質問というのは、16年の第ろづきにかかわる質問というのは、16年の第ろづきにかかわる質問というのは、16年の第ろづきにかかわる質問というのは、16年の第

４定から連続で質問をしてまいりました。そ４定から連続で質問をしてまいりました。そ４定から連続で質問をしてまいりました。そ４定から連続で質問をしてまいりました。そ

の目的といいますのも、申し上げるまでもなの目的といいますのも、申し上げるまでもなの目的といいますのも、申し上げるまでもなの目的といいますのも、申し上げるまでもな

く、美唄の基幹産業は農業だと、そして農業く、美唄の基幹産業は農業だと、そして農業く、美唄の基幹産業は農業だと、そして農業く、美唄の基幹産業は農業だと、そして農業

産出額も八十数億円という、いわば基幹産業産出額も八十数億円という、いわば基幹産業産出額も八十数億円という、いわば基幹産業産出額も八十数億円という、いわば基幹産業

としての役割もそれなりに果たし得ている状としての役割もそれなりに果たし得ている状としての役割もそれなりに果たし得ている状としての役割もそれなりに果たし得ている状

況かと、こう思いますが、今日的な米価の下況かと、こう思いますが、今日的な米価の下況かと、こう思いますが、今日的な米価の下況かと、こう思いますが、今日的な米価の下

落、そして国の農業政策そのものも農業の先落、そして国の農業政策そのものも農業の先落、そして国の農業政策そのものも農業の先落、そして国の農業政策そのものも農業の先

行きは不透明な状況の中で、美唄市の基幹産行きは不透明な状況の中で、美唄市の基幹産行きは不透明な状況の中で、美唄市の基幹産行きは不透明な状況の中で、美唄市の基幹産

業としての位置づけが本当に可能なのかどう業としての位置づけが本当に可能なのかどう業としての位置づけが本当に可能なのかどう業としての位置づけが本当に可能なのかどう

か。そういう中において、いま美唄のブランか。そういう中において、いま美唄のブランか。そういう中において、いま美唄のブランか。そういう中において、いま美唄のブラン

ド米として構築するならば、美唄市におけるド米として構築するならば、美唄市におけるド米として構築するならば、美唄市におけるド米として構築するならば、美唄市における

稲作農業の果たす役割もそれなりにその効果稲作農業の果たす役割もそれなりにその効果稲作農業の果たす役割もそれなりにその効果稲作農業の果たす役割もそれなりにその効果

を上げ得るんではないのかと、こう思うわけを上げ得るんではないのかと、こう思うわけを上げ得るんではないのかと、こう思うわけを上げ得るんではないのかと、こう思うわけ

であります。であります。であります。であります。
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後ほど質問してまいりますけれども、聞く後ほど質問してまいりますけれども、聞く後ほど質問してまいりますけれども、聞く後ほど質問してまいりますけれども、聞く

ところによりますと、札幌でのおぼろづきのところによりますと、札幌でのおぼろづきのところによりますと、札幌でのおぼろづきのところによりますと、札幌でのおぼろづきの

販売価格も10キロ5,000円を上回っている。美販売価格も10キロ5,000円を上回っている。美販売価格も10キロ5,000円を上回っている。美販売価格も10キロ5,000円を上回っている。美

唄の市農協で販売しているその価格も10キロ4,唄の市農協で販売しているその価格も10キロ4,唄の市農協で販売しているその価格も10キロ4,唄の市農協で販売しているその価格も10キロ4,

000円と、このように言われているところを見000円と、このように言われているところを見000円と、このように言われているところを見000円と、このように言われているところを見

ると、本当に美唄のブランド米としての位置ると、本当に美唄のブランド米としての位置ると、本当に美唄のブランド米としての位置ると、本当に美唄のブランド米としての位置

づけが世に評価されて定着するとするならば、づけが世に評価されて定着するとするならば、づけが世に評価されて定着するとするならば、づけが世に評価されて定着するとするならば、

美唄の稲作農業の先行きというのも、小さい美唄の稲作農業の先行きというのも、小さい美唄の稲作農業の先行きというのも、小さい美唄の稲作農業の先行きというのも、小さい

かもしれんけれども、その燭光は見えてくるかもしれんけれども、その燭光は見えてくるかもしれんけれども、その燭光は見えてくるかもしれんけれども、その燭光は見えてくる

んではないのか、こんなふうにも思うわけでんではないのか、こんなふうにも思うわけでんではないのか、こんなふうにも思うわけでんではないのか、こんなふうにも思うわけで

あります。そういう立場で、いまからおぼろあります。そういう立場で、いまからおぼろあります。そういう立場で、いまからおぼろあります。そういう立場で、いまからおぼろ

づきにかかわる幾つかの点についてお尋ねをづきにかかわる幾つかの点についてお尋ねをづきにかかわる幾つかの点についてお尋ねをづきにかかわる幾つかの点についてお尋ねを

してまいりたいと思います。してまいりたいと思います。してまいりたいと思います。してまいりたいと思います。

１つは、ことしの春、おぼろづきの作付に１つは、ことしの春、おぼろづきの作付に１つは、ことしの春、おぼろづきの作付に１つは、ことしの春、おぼろづきの作付に

対して全道のおぼろづきの作付を希望する自対して全道のおぼろづきの作付を希望する自対して全道のおぼろづきの作付を希望する自対して全道のおぼろづきの作付を希望する自

治体に頒布いたしました。美唄では、53キロ治体に頒布いたしました。美唄では、53キロ治体に頒布いたしました。美唄では、53キロ治体に頒布いたしました。美唄では、53キロ

の種もみが配付されて、その作付に汗を流しの種もみが配付されて、その作付に汗を流しの種もみが配付されて、その作付に汗を流しの種もみが配付されて、その作付に汗を流し

たと、こういう経過があります。問題は、５たと、こういう経過があります。問題は、５たと、こういう経過があります。問題は、５たと、こういう経過があります。問題は、５

カ所で作付されました展示ほでの収穫物、こカ所で作付されました展示ほでの収穫物、こカ所で作付されました展示ほでの収穫物、こカ所で作付されました展示ほでの収穫物、こ

の現状の状況について伺います。全量玄米との現状の状況について伺います。全量玄米との現状の状況について伺います。全量玄米との現状の状況について伺います。全量玄米と

して農協を通してホクレンに集荷されたものして農協を通してホクレンに集荷されたものして農協を通してホクレンに集荷されたものして農協を通してホクレンに集荷されたもの

なのかどうか。そしてまた、その収穫物のうなのかどうか。そしてまた、その収穫物のうなのかどうか。そしてまた、その収穫物のうなのかどうか。そしてまた、その収穫物のう

ち種もみとして集荷されたのかどうか、このち種もみとして集荷されたのかどうか、このち種もみとして集荷されたのかどうか、このち種もみとして集荷されたのかどうか、この

辺の内容について伺うわけであります。辺の内容について伺うわけであります。辺の内容について伺うわけであります。辺の内容について伺うわけであります。

次には、美唄市農協で9月18日から継続的に次には、美唄市農協で9月18日から継続的に次には、美唄市農協で9月18日から継続的に次には、美唄市農協で9月18日から継続的に

現在も市農協で販売をしているようでありま現在も市農協で販売をしているようでありま現在も市農協で販売をしているようでありま現在も市農協で販売をしているようでありま

すが、その販売されている状況の売れ行きにすが、その販売されている状況の売れ行きにすが、その販売されている状況の売れ行きにすが、その販売されている状況の売れ行きに

ついて、どういう状況なのか把握しておりまついて、どういう状況なのか把握しておりまついて、どういう状況なのか把握しておりまついて、どういう状況なのか把握しておりま

したらお知らせいただきたいと思います。したらお知らせいただきたいと思います。したらお知らせいただきたいと思います。したらお知らせいただきたいと思います。

また、札幌の三越でおぼろづきを八十九とまた、札幌の三越でおぼろづきを八十九とまた、札幌の三越でおぼろづきを八十九とまた、札幌の三越でおぼろづきを八十九と

いう名称で販売したというマスコミでの報道いう名称で販売したというマスコミでの報道いう名称で販売したというマスコミでの報道いう名称で販売したというマスコミでの報道

がありました。その状況について、知り得るがありました。その状況について、知り得るがありました。その状況について、知り得るがありました。その状況について、知り得る

範疇で結構ですから、状況の話を伺いたいと範疇で結構ですから、状況の話を伺いたいと範疇で結構ですから、状況の話を伺いたいと範疇で結構ですから、状況の話を伺いたいと

思います。思います。思います。思います。

次には、ＳＴＶラジオで12月６日から２週次には、ＳＴＶラジオで12月６日から２週次には、ＳＴＶラジオで12月６日から２週次には、ＳＴＶラジオで12月６日から２週

間、10日間にわたって「リクエストプラザ」間、10日間にわたって「リクエストプラザ」間、10日間にわたって「リクエストプラザ」間、10日間にわたって「リクエストプラザ」

という番組、朝の９時からなんですが、このという番組、朝の９時からなんですが、このという番組、朝の９時からなんですが、このという番組、朝の９時からなんですが、この

「リクエストプラザ」でリクエスト曲を希望「リクエストプラザ」でリクエスト曲を希望「リクエストプラザ」でリクエスト曲を希望「リクエストプラザ」でリクエスト曲を希望

した場合に、その方々の中から抽せんでおぼした場合に、その方々の中から抽せんでおぼした場合に、その方々の中から抽せんでおぼした場合に、その方々の中から抽せんでおぼ

ろづきを10キロずつ３名様に毎日提供しますろづきを10キロずつ３名様に毎日提供しますろづきを10キロずつ３名様に毎日提供しますろづきを10キロずつ３名様に毎日提供します

という、それはおぼろづきと、いま１つは黒という、それはおぼろづきと、いま１つは黒という、それはおぼろづきと、いま１つは黒という、それはおぼろづきと、いま１つは黒

豚の肉１キロを提供しているという番組であ豚の肉１キロを提供しているという番組であ豚の肉１キロを提供しているという番組であ豚の肉１キロを提供しているという番組であ

りました。その番組では、明確にコシヒカリりました。その番組では、明確にコシヒカリりました。その番組では、明確にコシヒカリりました。その番組では、明確にコシヒカリ

を上回る食味の幻のお米おぼろづきと、そうを上回る食味の幻のお米おぼろづきと、そうを上回る食味の幻のお米おぼろづきと、そうを上回る食味の幻のお米おぼろづきと、そう

いう表現が使われておりました。そして、美いう表現が使われておりました。そして、美いう表現が使われておりました。そして、美いう表現が使われておりました。そして、美

唄市の阿部さんの生産物のお米ということも唄市の阿部さんの生産物のお米ということも唄市の阿部さんの生産物のお米ということも唄市の阿部さんの生産物のお米ということも

明確に表現されておりました。そのことにつ明確に表現されておりました。そのことにつ明確に表現されておりました。そのことにつ明確に表現されておりました。そのことにつ

いて、もし市長がその番組を聞いたとすれば、いて、もし市長がその番組を聞いたとすれば、いて、もし市長がその番組を聞いたとすれば、いて、もし市長がその番組を聞いたとすれば、

あるいは直接聞かないにしても、そういう番あるいは直接聞かないにしても、そういう番あるいは直接聞かないにしても、そういう番あるいは直接聞かないにしても、そういう番

組があると、美唄市の名前が出ているという組があると、美唄市の名前が出ているという組があると、美唄市の名前が出ているという組があると、美唄市の名前が出ているという

ことについて、いかが感想をお持ちなのかおことについて、いかが感想をお持ちなのかおことについて、いかが感想をお持ちなのかおことについて、いかが感想をお持ちなのかお

伺いをしたいと思います。伺いをしたいと思います。伺いをしたいと思います。伺いをしたいと思います。

次には、おぼろづきに対する今後の取り組次には、おぼろづきに対する今後の取り組次には、おぼろづきに対する今後の取り組次には、おぼろづきに対する今後の取り組

みについてお尋ねをしたいと思います。何とみについてお尋ねをしたいと思います。何とみについてお尋ねをしたいと思います。何とみについてお尋ねをしたいと思います。何と

いいましても、おぼろづきが三越で売られたいいましても、おぼろづきが三越で売られたいいましても、おぼろづきが三越で売られたいいましても、おぼろづきが三越で売られた

ときも八十九という、米という字は八十八だときも八十九という、米という字は八十八だときも八十九という、米という字は八十八だときも八十九という、米という字は八十八だ

と。それよりも１つ多い数字で八十九というと。それよりも１つ多い数字で八十九というと。それよりも１つ多い数字で八十九というと。それよりも１つ多い数字で八十九という

名称が使われたようであります。どうしてお名称が使われたようであります。どうしてお名称が使われたようであります。どうしてお名称が使われたようであります。どうしてお

ぼろづきという農水省の命名したこの名前がぼろづきという農水省の命名したこの名前がぼろづきという農水省の命名したこの名前がぼろづきという農水省の命名したこの名前が

使われないものなのか。これには、ＪＡＳ法使われないものなのか。これには、ＪＡＳ法使われないものなのか。これには、ＪＡＳ法使われないものなのか。これには、ＪＡＳ法

の云々という難しい背景もあるやには聞いての云々という難しい背景もあるやには聞いての云々という難しい背景もあるやには聞いての云々という難しい背景もあるやには聞いて

おります。しかし、第３回定例会でも申し上おります。しかし、第３回定例会でも申し上おります。しかし、第３回定例会でも申し上おります。しかし、第３回定例会でも申し上

げましたが、東京の東武百貨店ではおぼろづげましたが、東京の東武百貨店ではおぼろづげましたが、東京の東武百貨店ではおぼろづげましたが、東京の東武百貨店ではおぼろづ

きという品名で販売をしております。いまなきという品名で販売をしております。いまなきという品名で販売をしております。いまなきという品名で販売をしております。いまな

お、その販売は継続されているわけでありまお、その販売は継続されているわけでありまお、その販売は継続されているわけでありまお、その販売は継続されているわけでありま

すが、東京でそれが実現したと。それに至るすが、東京でそれが実現したと。それに至るすが、東京でそれが実現したと。それに至るすが、東京でそれが実現したと。それに至る

までの経過としては、東武百貨店が関東農政までの経過としては、東武百貨店が関東農政までの経過としては、東武百貨店が関東農政までの経過としては、東武百貨店が関東農政

局に足しげく通って、その許可をもらったと局に足しげく通って、その許可をもらったと局に足しげく通って、その許可をもらったと局に足しげく通って、その許可をもらったと
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いう、そういう話を聞いております。もちろいう、そういう話を聞いております。もちろいう、そういう話を聞いております。もちろいう、そういう話を聞いております。もちろ

ん関東農政局にしてみますと、北農研に連絡ん関東農政局にしてみますと、北農研に連絡ん関東農政局にしてみますと、北農研に連絡ん関東農政局にしてみますと、北農研に連絡

をしたり、さまざまな経緯があったようであをしたり、さまざまな経緯があったようであをしたり、さまざまな経緯があったようであをしたり、さまざまな経緯があったようであ

りますが、いずれにしても結果として東京でりますが、いずれにしても結果として東京でりますが、いずれにしても結果として東京でりますが、いずれにしても結果として東京で

おぼろづきが売られていると。名称もおぼろおぼろづきが売られていると。名称もおぼろおぼろづきが売られていると。名称もおぼろおぼろづきが売られていると。名称もおぼろ

づきと、こういう状況であります。づきと、こういう状況であります。づきと、こういう状況であります。づきと、こういう状況であります。

この美唄で、しかも美唄で、いままでに何この美唄で、しかも美唄で、いままでに何この美唄で、しかも美唄で、いままでに何この美唄で、しかも美唄で、いままでに何

回となく新聞で、あるいはテレビで、ラジオ回となく新聞で、あるいはテレビで、ラジオ回となく新聞で、あるいはテレビで、ラジオ回となく新聞で、あるいはテレビで、ラジオ

で報道されている生産者がいると。それがなで報道されている生産者がいると。それがなで報道されている生産者がいると。それがなで報道されている生産者がいると。それがな

ぜおぼろづきという名前が使えないのか。こぜおぼろづきという名前が使えないのか。こぜおぼろづきという名前が使えないのか。こぜおぼろづきという名前が使えないのか。こ

れは、生産者が存在する美唄のまちが本気にれは、生産者が存在する美唄のまちが本気にれは、生産者が存在する美唄のまちが本気にれは、生産者が存在する美唄のまちが本気に

なって、農政事務所なり道なり、関係機関になって、農政事務所なり道なり、関係機関になって、農政事務所なり道なり、関係機関になって、農政事務所なり道なり、関係機関に

対するその取り組みの弱さではないのかと、対するその取り組みの弱さではないのかと、対するその取り組みの弱さではないのかと、対するその取り組みの弱さではないのかと、

私は率直に思えてなりません。いまからこの私は率直に思えてなりません。いまからこの私は率直に思えてなりません。いまからこの私は率直に思えてなりません。いまからこの

東武百貨店が売り出している米袋に記載され東武百貨店が売り出している米袋に記載され東武百貨店が売り出している米袋に記載され東武百貨店が売り出している米袋に記載され

ている、その名前に劣らない表示ができるよている、その名前に劣らない表示ができるよている、その名前に劣らない表示ができるよている、その名前に劣らない表示ができるよ

うな姿づくりについて、市長に汗をかいていうな姿づくりについて、市長に汗をかいていうな姿づくりについて、市長に汗をかいていうな姿づくりについて、市長に汗をかいてい

ただきたいものと、こう思うわけでありますただきたいものと、こう思うわけでありますただきたいものと、こう思うわけでありますただきたいものと、こう思うわけであります

が、市長の考えをお聞かせいただければと、が、市長の考えをお聞かせいただければと、が、市長の考えをお聞かせいただければと、が、市長の考えをお聞かせいただければと、

このように思います。このように思います。このように思います。このように思います。

さて、もう１つは、おぼろづきの今後の取さて、もう１つは、おぼろづきの今後の取さて、もう１つは、おぼろづきの今後の取さて、もう１つは、おぼろづきの今後の取

り組みでありますが、来年の作付に対する考り組みでありますが、来年の作付に対する考り組みでありますが、来年の作付に対する考り組みでありますが、来年の作付に対する考

え方であります。ことし５カ所で作付したおえ方であります。ことし５カ所で作付したおえ方であります。ことし５カ所で作付したおえ方であります。ことし５カ所で作付したお

ぼろづきの展示ほから種もみとして収穫され、ぼろづきの展示ほから種もみとして収穫され、ぼろづきの展示ほから種もみとして収穫され、ぼろづきの展示ほから種もみとして収穫され、

全道各地からその展示ほから収穫されたもの全道各地からその展示ほから収穫されたもの全道各地からその展示ほから収穫されたもの全道各地からその展示ほから収穫されたもの

が種もみとしてホクレンに集荷され、そしてが種もみとしてホクレンに集荷され、そしてが種もみとしてホクレンに集荷され、そしてが種もみとしてホクレンに集荷され、そして

来年に向けての頒布がなされるということな来年に向けての頒布がなされるということな来年に向けての頒布がなされるということな来年に向けての頒布がなされるということな

のかどうか、この辺について事情がおわかりのかどうか、この辺について事情がおわかりのかどうか、この辺について事情がおわかりのかどうか、この辺について事情がおわかり

であればお知らせをいただきたいと思います。であればお知らせをいただきたいと思います。であればお知らせをいただきたいと思います。であればお知らせをいただきたいと思います。

そして、これは正式でもなければ、正確なそして、これは正式でもなければ、正確なそして、これは正式でもなければ、正確なそして、これは正式でもなければ、正確な

話でもないのかもしれませんが、美唄でも展話でもないのかもしれませんが、美唄でも展話でもないのかもしれませんが、美唄でも展話でもないのかもしれませんが、美唄でも展

示ほ以外で作付しているやに小耳に挟みまし示ほ以外で作付しているやに小耳に挟みまし示ほ以外で作付しているやに小耳に挟みまし示ほ以外で作付しているやに小耳に挟みまし

た。ところが、どうしてそうなのかというこた。ところが、どうしてそうなのかというこた。ところが、どうしてそうなのかというこた。ところが、どうしてそうなのかというこ

とがわからないんですけれども、その農業者とがわからないんですけれども、その農業者とがわからないんですけれども、その農業者とがわからないんですけれども、その農業者

のつくったおぼろづきがおぼろづきとして売のつくったおぼろづきがおぼろづきとして売のつくったおぼろづきがおぼろづきとして売のつくったおぼろづきがおぼろづきとして売

れないわけです。これは、当然なんです。これないわけです。これは、当然なんです。これないわけです。これは、当然なんです。これないわけです。これは、当然なんです。こ

の北海道広しといえども、この米をおぼろづの北海道広しといえども、この米をおぼろづの北海道広しといえども、この米をおぼろづの北海道広しといえども、この米をおぼろづ

きだと言って検査受けれるのは１人しかいなきだと言って検査受けれるのは１人しかいなきだと言って検査受けれるのは１人しかいなきだと言って検査受けれるのは１人しかいな

いわけですから、これはいたし方ないことだいわけですから、これはいたし方ないことだいわけですから、これはいたし方ないことだいわけですから、これはいたし方ないことだ

と思うんです。でも、やみに隠れてつくったと思うんです。でも、やみに隠れてつくったと思うんです。でも、やみに隠れてつくったと思うんです。でも、やみに隠れてつくった

おぼろづきであったとしても、おぼろづきはおぼろづきであったとしても、おぼろづきはおぼろづきであったとしても、おぼろづきはおぼろづきであったとしても、おぼろづきは

おぼろづきなんです。そのおぼろづきが消費おぼろづきなんです。そのおぼろづきが消費おぼろづきなんです。そのおぼろづきが消費おぼろづきなんです。そのおぼろづきが消費

者に食べてもらっても、これはおぼろづきだ者に食べてもらっても、これはおぼろづきだ者に食べてもらっても、これはおぼろづきだ者に食べてもらっても、これはおぼろづきだ

という評価が出てこない。やっぱりどこに出という評価が出てこない。やっぱりどこに出という評価が出てこない。やっぱりどこに出という評価が出てこない。やっぱりどこに出

ても、これはおれのつくったおぼろづきなんても、これはおれのつくったおぼろづきなんても、これはおれのつくったおぼろづきなんても、これはおれのつくったおぼろづきなん

だということが言えるような状況づくり、こだということが言えるような状況づくり、こだということが言えるような状況づくり、こだということが言えるような状況づくり、こ

れが必要ではないか。農協が定めた４カ所、れが必要ではないか。農協が定めた４カ所、れが必要ではないか。農協が定めた４カ所、れが必要ではないか。農協が定めた４カ所、

５カ所の展示ほでしかつくっていない。しか５カ所の展示ほでしかつくっていない。しか５カ所の展示ほでしかつくっていない。しか５カ所の展示ほでしかつくっていない。しか

も、その収穫されたものは全量ホクレンに集も、その収穫されたものは全量ホクレンに集も、その収穫されたものは全量ホクレンに集も、その収穫されたものは全量ホクレンに集

荷されてしまう。美唄でその米を販売するこ荷されてしまう。美唄でその米を販売するこ荷されてしまう。美唄でその米を販売するこ荷されてしまう。美唄でその米を販売するこ

とは１粒たりともできないと、こんな状況でとは１粒たりともできないと、こんな状況でとは１粒たりともできないと、こんな状況でとは１粒たりともできないと、こんな状況で

は、いつまでたっても美唄のブランド米としは、いつまでたっても美唄のブランド米としは、いつまでたっても美唄のブランド米としは、いつまでたっても美唄のブランド米とし

ての位置づけができるはずがありません。さての位置づけができるはずがありません。さての位置づけができるはずがありません。さての位置づけができるはずがありません。さ

まざまな角度から、この美唄のブランド米なまざまな角度から、この美唄のブランド米なまざまな角度から、この美唄のブランド米なまざまな角度から、この美唄のブランド米な

んだ、こう言えるような環境づくりというのんだ、こう言えるような環境づくりというのんだ、こう言えるような環境づくりというのんだ、こう言えるような環境づくりというの

は、何といっても自治体の果たす役割というは、何といっても自治体の果たす役割というは、何といっても自治体の果たす役割というは、何といっても自治体の果たす役割という

のは極めて大きい、こう言わざるを得ないとのは極めて大きい、こう言わざるを得ないとのは極めて大きい、こう言わざるを得ないとのは極めて大きい、こう言わざるを得ないと

思います。思います。思います。思います。

そんなこともあって、おぼろづきに対するそんなこともあって、おぼろづきに対するそんなこともあって、おぼろづきに対するそんなこともあって、おぼろづきに対する

市長の取り組むそのスタンスを明確にお尋ね市長の取り組むそのスタンスを明確にお尋ね市長の取り組むそのスタンスを明確にお尋ね市長の取り組むそのスタンスを明確にお尋ね

したいと思います。この場からの質問は再質したいと思います。この場からの質問は再質したいと思います。この場からの質問は再質したいと思います。この場からの質問は再質

問を留保いたしまして、終わります。問を留保いたしまして、終わります。問を留保いたしまして、終わります。問を留保いたしまして、終わります。

●議長長岡正勝君 市長。●議長長岡正勝君 市長。●議長長岡正勝君 市長。●議長長岡正勝君 市長。

●市長桜井道夫君（登壇） 吉田議員の質問●市長桜井道夫君（登壇） 吉田議員の質問●市長桜井道夫君（登壇） 吉田議員の質問●市長桜井道夫君（登壇） 吉田議員の質問

にお答えします。にお答えします。にお答えします。にお答えします。

初めに、農業行政についてでありますが、初めに、農業行政についてでありますが、初めに、農業行政についてでありますが、初めに、農業行政についてでありますが、

集荷円滑化対策により過剰米として取り扱わ集荷円滑化対策により過剰米として取り扱わ集荷円滑化対策により過剰米として取り扱わ集荷円滑化対策により過剰米として取り扱わ

れた量は、３農協合計で2,237トンとなっておれた量は、３農協合計で2,237トンとなっておれた量は、３農協合計で2,237トンとなっておれた量は、３農協合計で2,237トンとなってお
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りまして、主食米の生産者手取り価格を60キりまして、主食米の生産者手取り価格を60キりまして、主食米の生産者手取り価格を60キりまして、主食米の生産者手取り価格を60キ

ログラム当たり１万円と仮定しますと、約３ログラム当たり１万円と仮定しますと、約３ログラム当たり１万円と仮定しますと、約３ログラム当たり１万円と仮定しますと、約３

億7,300万円となり、過剰米の生産者手取り価億7,300万円となり、過剰米の生産者手取り価億7,300万円となり、過剰米の生産者手取り価億7,300万円となり、過剰米の生産者手取り価

格は60キログラム当たり6,000円であることか格は60キログラム当たり6,000円であることか格は60キログラム当たり6,000円であることか格は60キログラム当たり6,000円であることか

ら、約１億4,900万円の差が生じるものと推計ら、約１億4,900万円の差が生じるものと推計ら、約１億4,900万円の差が生じるものと推計ら、約１億4,900万円の差が生じるものと推計

されます。されます。されます。されます。

次に、ことしの農業産出額につきましては、次に、ことしの農業産出額につきましては、次に、ことしの農業産出額につきましては、次に、ことしの農業産出額につきましては、

調整中の米や大豆などがあるため、推計額で調整中の米や大豆などがあるため、推計額で調整中の米や大豆などがあるため、推計額で調整中の米や大豆などがあるため、推計額で

申し上げますと約76億円程度と思われ、この申し上げますと約76億円程度と思われ、この申し上げますと約76億円程度と思われ、この申し上げますと約76億円程度と思われ、この

うち米の産出額は約48億円程度と見込まれまうち米の産出額は約48億円程度と見込まれまうち米の産出額は約48億円程度と見込まれまうち米の産出額は約48億円程度と見込まれま

す。す。す。す。

また、まちづくりプランの後期計画案でのまた、まちづくりプランの後期計画案でのまた、まちづくりプランの後期計画案でのまた、まちづくりプランの後期計画案での

農業産出額につきましては、平成22年度の目農業産出額につきましては、平成22年度の目農業産出額につきましては、平成22年度の目農業産出額につきましては、平成22年度の目

標値は77億円としております。標値は77億円としております。標値は77億円としております。標値は77億円としております。

次に、「おぼろづき」についてであります次に、「おぼろづき」についてであります次に、「おぼろづき」についてであります次に、「おぼろづき」についてであります

が、市内の実証展示ほで収穫されたものは、が、市内の実証展示ほで収穫されたものは、が、市内の実証展示ほで収穫されたものは、が、市内の実証展示ほで収穫されたものは、

農協がもみまたは玄米の状態で集荷し、今月農協がもみまたは玄米の状態で集荷し、今月農協がもみまたは玄米の状態で集荷し、今月農協がもみまたは玄米の状態で集荷し、今月

中旬までには全量玄米でホクレンへ出荷され中旬までには全量玄米でホクレンへ出荷され中旬までには全量玄米でホクレンへ出荷され中旬までには全量玄米でホクレンへ出荷され

る予定であり、種もみ用のものはないと伺っる予定であり、種もみ用のものはないと伺っる予定であり、種もみ用のものはないと伺っる予定であり、種もみ用のものはないと伺っ

ております。ております。ております。ております。

次に、美唄市農協での販売状況につきまし次に、美唄市農協での販売状況につきまし次に、美唄市農協での販売状況につきまし次に、美唄市農協での販売状況につきまし

ては、９月のイベント以降もＡコープの店頭ては、９月のイベント以降もＡコープの店頭ては、９月のイベント以降もＡコープの店頭ては、９月のイベント以降もＡコープの店頭

で引き続き販売をしており、取り扱っているで引き続き販売をしており、取り扱っているで引き続き販売をしており、取り扱っているで引き続き販売をしており、取り扱っている

米の中では「おぼろづき」が最も売れている米の中では「おぼろづき」が最も売れている米の中では「おぼろづき」が最も売れている米の中では「おぼろづき」が最も売れている

ものと伺っております。ものと伺っております。ものと伺っております。ものと伺っております。

次に、札幌三越で販売された「おぼろづ次に、札幌三越で販売された「おぼろづ次に、札幌三越で販売された「おぼろづ次に、札幌三越で販売された「おぼろづ

き」についてでありますが、ホクレン大収穫き」についてでありますが、ホクレン大収穫き」についてでありますが、ホクレン大収穫き」についてでありますが、ホクレン大収穫

祭において北海道の幻のお米、八十九という祭において北海道の幻のお米、八十九という祭において北海道の幻のお米、八十九という祭において北海道の幻のお米、八十九という

名前で２キログラム1,001円と美唄市内で販売名前で２キログラム1,001円と美唄市内で販売名前で２キログラム1,001円と美唄市内で販売名前で２キログラム1,001円と美唄市内で販売

されている値段よりも高い価格で販売されてされている値段よりも高い価格で販売されてされている値段よりも高い価格で販売されてされている値段よりも高い価格で販売されて

おり、一定の評価を得たものと考えておりまおり、一定の評価を得たものと考えておりまおり、一定の評価を得たものと考えておりまおり、一定の評価を得たものと考えておりま

す。す。す。す。

次に、ＳＴＶラジオ放送についてでありま次に、ＳＴＶラジオ放送についてでありま次に、ＳＴＶラジオ放送についてでありま次に、ＳＴＶラジオ放送についてでありま

すが、番組の中で「美唄のおぼろづき」としすが、番組の中で「美唄のおぼろづき」としすが、番組の中で「美唄のおぼろづき」としすが、番組の中で「美唄のおぼろづき」とし

て紹介されたことは、農業を基幹産業とするて紹介されたことは、農業を基幹産業とするて紹介されたことは、農業を基幹産業とするて紹介されたことは、農業を基幹産業とする

本市にとってはその宣伝効果は大変大きいも本市にとってはその宣伝効果は大変大きいも本市にとってはその宣伝効果は大変大きいも本市にとってはその宣伝効果は大変大きいも

のと考えております。のと考えております。のと考えております。のと考えております。

次、「おぼろづき」の表示についてであり次、「おぼろづき」の表示についてであり次、「おぼろづき」の表示についてであり次、「おぼろづき」の表示についてであり

ますが、北海道農政事務所に相談したところ、ますが、北海道農政事務所に相談したところ、ますが、北海道農政事務所に相談したところ、ますが、北海道農政事務所に相談したところ、

米の表示はＪＡＳ法に基づき表示方法が定め米の表示はＪＡＳ法に基づき表示方法が定め米の表示はＪＡＳ法に基づき表示方法が定め米の表示はＪＡＳ法に基づき表示方法が定め

られており、「おぼろづき」は道の優良品種られており、「おぼろづき」は道の優良品種られており、「おぼろづき」は道の優良品種られており、「おぼろづき」は道の優良品種

になっているものの、産地品種銘柄に指定さになっているものの、産地品種銘柄に指定さになっているものの、産地品種銘柄に指定さになっているものの、産地品種銘柄に指定さ

れていないことから、表示はできないと説明れていないことから、表示はできないと説明れていないことから、表示はできないと説明れていないことから、表示はできないと説明

を受けたところでございます。を受けたところでございます。を受けたところでございます。を受けたところでございます。

また、販売用の袋に記載する内容につきままた、販売用の袋に記載する内容につきままた、販売用の袋に記載する内容につきままた、販売用の袋に記載する内容につきま

しては、相談に応じるとの回答を得ておりましては、相談に応じるとの回答を得ておりましては、相談に応じるとの回答を得ておりましては、相談に応じるとの回答を得ておりま

す。す。す。す。

次に、来年度の「おぼろづき」の作付につ次に、来年度の「おぼろづき」の作付につ次に、来年度の「おぼろづき」の作付につ次に、来年度の「おぼろづき」の作付につ

きましては、生産者の意向も踏まえながら農きましては、生産者の意向も踏まえながら農きましては、生産者の意向も踏まえながら農きましては、生産者の意向も踏まえながら農

協と協議を行ってまいりたいと考えておりま協と協議を行ってまいりたいと考えておりま協と協議を行ってまいりたいと考えておりま協と協議を行ってまいりたいと考えておりま

す。す。す。す。

●議長長岡正勝君 17番吉田 栄議員。●議長長岡正勝君 17番吉田 栄議員。●議長長岡正勝君 17番吉田 栄議員。●議長長岡正勝君 17番吉田 栄議員。

●17番吉田 栄議員 この席から再質問をい●17番吉田 栄議員 この席から再質問をい●17番吉田 栄議員 この席から再質問をい●17番吉田 栄議員 この席から再質問をい

たします。たします。たします。たします。

１つは、17年の農業産出額、これは最終的１つは、17年の農業産出額、これは最終的１つは、17年の農業産出額、これは最終的１つは、17年の農業産出額、これは最終的

な数字ではないとして、76億円の産出額と、な数字ではないとして、76億円の産出額と、な数字ではないとして、76億円の産出額と、な数字ではないとして、76億円の産出額と、

こうご回答がありました。先ほども申し上げこうご回答がありました。先ほども申し上げこうご回答がありました。先ほども申し上げこうご回答がありました。先ほども申し上げ

ましたが、平成13年には83億円あった、あるましたが、平成13年には83億円あった、あるましたが、平成13年には83億円あった、あるましたが、平成13年には83億円あった、ある

いは15年には82億円あったと。これが去年も7いは15年には82億円あったと。これが去年も7いは15年には82億円あったと。これが去年も7いは15年には82億円あったと。これが去年も7

2億円に落ち込んだと、こういう状況をたどっ2億円に落ち込んだと、こういう状況をたどっ2億円に落ち込んだと、こういう状況をたどっ2億円に落ち込んだと、こういう状況をたどっ

て、この72億円というのは15年度の凶作といて、この72億円というのは15年度の凶作といて、この72億円というのは15年度の凶作といて、この72億円というのは15年度の凶作とい

いますか、米の出来が悪かったということでいますか、米の出来が悪かったということでいますか、米の出来が悪かったということでいますか、米の出来が悪かったということで

の数値だと思います。ことしは、いまほどおの数値だと思います。ことしは、いまほどおの数値だと思います。ことしは、いまほどおの数値だと思います。ことしは、いまほどお

話あったように、76億円と。漸次減少して、話あったように、76億円と。漸次減少して、話あったように、76億円と。漸次減少して、話あったように、76億円と。漸次減少して、

その大きな要因というのは、米価が下がってその大きな要因というのは、米価が下がってその大きな要因というのは、米価が下がってその大きな要因というのは、米価が下がって

きていると、こういうことだろうとは思いまきていると、こういうことだろうとは思いまきていると、こういうことだろうとは思いまきていると、こういうことだろうとは思いま

す。だからこそ、価格をしっかりと維持し得す。だからこそ、価格をしっかりと維持し得す。だからこそ、価格をしっかりと維持し得す。だからこそ、価格をしっかりと維持し得

る米をより多くこの美唄の農業地から産出しる米をより多くこの美唄の農業地から産出しる米をより多くこの美唄の農業地から産出しる米をより多くこの美唄の農業地から産出し
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ない限り、まちづくりプランの後期計画書のない限り、まちづくりプランの後期計画書のない限り、まちづくりプランの後期計画書のない限り、まちづくりプランの後期計画書の

中で、これは最終数字ではありませんが、95中で、これは最終数字ではありませんが、95中で、これは最終数字ではありませんが、95中で、これは最終数字ではありませんが、95

億円とも105億円とも言われておりました。到億円とも105億円とも言われておりました。到億円とも105億円とも言われておりました。到億円とも105億円とも言われておりました。到

底その数字にはおぼつかない状況がうかがえ底その数字にはおぼつかない状況がうかがえ底その数字にはおぼつかない状況がうかがえ底その数字にはおぼつかない状況がうかがえ

るんじゃないでしょうか、ことし17年76億円るんじゃないでしょうか、ことし17年76億円るんじゃないでしょうか、ことし17年76億円るんじゃないでしょうか、ことし17年76億円

ということは。ということは。ということは。ということは。

これをより大きなものにしていくというにこれをより大きなものにしていくというにこれをより大きなものにしていくというにこれをより大きなものにしていくというに

は、もちろん米粉を加工品にして販売する、は、もちろん米粉を加工品にして販売する、は、もちろん米粉を加工品にして販売する、は、もちろん米粉を加工品にして販売する、

加工品をつくる、美唄の特産物にしていく、加工品をつくる、美唄の特産物にしていく、加工品をつくる、美唄の特産物にしていく、加工品をつくる、美唄の特産物にしていく、

それも必要でしょう。あるいは、その他の農それも必要でしょう。あるいは、その他の農それも必要でしょう。あるいは、その他の農それも必要でしょう。あるいは、その他の農

産物の複合化農業の推進によって、そして付産物の複合化農業の推進によって、そして付産物の複合化農業の推進によって、そして付産物の複合化農業の推進によって、そして付

加価値の高い農産物を集荷する。それによっ加価値の高い農産物を集荷する。それによっ加価値の高い農産物を集荷する。それによっ加価値の高い農産物を集荷する。それによっ

て、農業産出額の増大を図るということも当て、農業産出額の増大を図るということも当て、農業産出額の増大を図るということも当て、農業産出額の増大を図るということも当

然必要なことだと思います。しかし、基本を然必要なことだと思います。しかし、基本を然必要なことだと思います。しかし、基本を然必要なことだと思います。しかし、基本を

なすのは、答弁にありましたように、米の占なすのは、答弁にありましたように、米の占なすのは、答弁にありましたように、米の占なすのは、答弁にありましたように、米の占

める位置というのは、何といってもこれを上める位置というのは、何といってもこれを上める位置というのは、何といってもこれを上める位置というのは、何といってもこれを上

回るものというのはないんじゃないでしょう回るものというのはないんじゃないでしょう回るものというのはないんじゃないでしょう回るものというのはないんじゃないでしょう

か。とすれば、より高い米、いい米、消費者か。とすれば、より高い米、いい米、消費者か。とすれば、より高い米、いい米、消費者か。とすれば、より高い米、いい米、消費者

に喜ばれる米、これをどう拡大していくかとに喜ばれる米、これをどう拡大していくかとに喜ばれる米、これをどう拡大していくかとに喜ばれる米、これをどう拡大していくかと

いうことが最も大きな手だてではないでしょいうことが最も大きな手だてではないでしょいうことが最も大きな手だてではないでしょいうことが最も大きな手だてではないでしょ

うか。うか。うか。うか。

そんなふうに思うとき、先ほどの答弁にあそんなふうに思うとき、先ほどの答弁にあそんなふうに思うとき、先ほどの答弁にあそんなふうに思うとき、先ほどの答弁にあ

りましたように、米袋に表示する表現は「おりましたように、米袋に表示する表現は「おりましたように、米袋に表示する表現は「おりましたように、米袋に表示する表現は「お

ぼろづき」という名前を記入することについぼろづき」という名前を記入することについぼろづき」という名前を記入することについぼろづき」という名前を記入することについ

て、可能なような話がありました。大変力強て、可能なような話がありました。大変力強て、可能なような話がありました。大変力強て、可能なような話がありました。大変力強

いと思うんです。というのも、ホクレンなり、いと思うんです。というのも、ホクレンなり、いと思うんです。というのも、ホクレンなり、いと思うんです。というのも、ホクレンなり、

あるいは農政事務所なりに市が足を運んでのあるいは農政事務所なりに市が足を運んでのあるいは農政事務所なりに市が足を運んでのあるいは農政事務所なりに市が足を運んでの

１つの成果だと、こう思います。ですから、１つの成果だと、こう思います。ですから、１つの成果だと、こう思います。ですから、１つの成果だと、こう思います。ですから、

そのことをより早く、そして「おぼろづき」そのことをより早く、そして「おぼろづき」そのことをより早く、そして「おぼろづき」そのことをより早く、そして「おぼろづき」

という名前で売れる条件ができたということという名前で売れる条件ができたということという名前で売れる条件ができたということという名前で売れる条件ができたということ

が美唄の農業者の方々のおぼろづきに対するが美唄の農業者の方々のおぼろづきに対するが美唄の農業者の方々のおぼろづきに対するが美唄の農業者の方々のおぼろづきに対する

取り組みも、その意欲もより大きくなってく取り組みも、その意欲もより大きくなってく取り組みも、その意欲もより大きくなってく取り組みも、その意欲もより大きくなってく

るのではないのかと、こう思いますとき、こるのではないのかと、こう思いますとき、こるのではないのかと、こう思いますとき、こるのではないのかと、こう思いますとき、こ

の名前の使用をより早く実現に向けていただの名前の使用をより早く実現に向けていただの名前の使用をより早く実現に向けていただの名前の使用をより早く実現に向けていただ

きたいものと、こう思います。きたいものと、こう思います。きたいものと、こう思います。きたいものと、こう思います。

そして、もう１つ加えたいことは、私の手そして、もう１つ加えたいことは、私の手そして、もう１つ加えたいことは、私の手そして、もう１つ加えたいことは、私の手

元に、これは公表してはならないとかなんと元に、これは公表してはならないとかなんと元に、これは公表してはならないとかなんと元に、これは公表してはならないとかなんと

かという話もあるんですけど、あえて言いまかという話もあるんですけど、あえて言いまかという話もあるんですけど、あえて言いまかという話もあるんですけど、あえて言いま

す。１番から24番まで生産地が書いてあります。１番から24番まで生産地が書いてあります。１番から24番まで生産地が書いてあります。１番から24番まで生産地が書いてありま

す。北農研の生産したもの、「おぼろづき」す。北農研の生産したもの、「おぼろづき」す。北農研の生産したもの、「おぼろづき」す。北農研の生産したもの、「おぼろづき」

ですよ。旭川、深川、中富良野、岩見沢、美ですよ。旭川、深川、中富良野、岩見沢、美ですよ。旭川、深川、中富良野、岩見沢、美ですよ。旭川、深川、中富良野、岩見沢、美

唄、浦臼、月形、厚田、新篠津、北檜山、さ唄、浦臼、月形、厚田、新篠津、北檜山、さ唄、浦臼、月形、厚田、新篠津、北檜山、さ唄、浦臼、月形、厚田、新篠津、北檜山、さ

まざまな地域の名前があります。そこでとれまざまな地域の名前があります。そこでとれまざまな地域の名前があります。そこでとれまざまな地域の名前があります。そこでとれ

た「おぼろづき」の検査結果、全部出ているた「おぼろづき」の検査結果、全部出ているた「おぼろづき」の検査結果、全部出ているた「おぼろづき」の検査結果、全部出ている

んです。白米の水分何％、白米の白度、白さ、んです。白米の水分何％、白米の白度、白さ、んです。白米の水分何％、白米の白度、白さ、んです。白米の水分何％、白米の白度、白さ、

透明度、玄米の透明度と、そういった検査の透明度、玄米の透明度と、そういった検査の透明度、玄米の透明度と、そういった検査の透明度、玄米の透明度と、そういった検査の

成績表があるんですが、みんな同じでいいは成績表があるんですが、みんな同じでいいは成績表があるんですが、みんな同じでいいは成績表があるんですが、みんな同じでいいは

ずなんです、これ、「おぼろづき」なんだかずなんです、これ、「おぼろづき」なんだかずなんです、これ、「おぼろづき」なんだかずなんです、これ、「おぼろづき」なんだか

ら。ところが、やっぱり違うんです。美唄にら。ところが、やっぱり違うんです。美唄にら。ところが、やっぱり違うんです。美唄にら。ところが、やっぱり違うんです。美唄に

も２つ、その資料が出ているんです。例を出も２つ、その資料が出ているんです。例を出も２つ、その資料が出ているんです。例を出も２つ、その資料が出ているんです。例を出

すと、たんぱくの含有率が美唄のだけで言いすと、たんぱくの含有率が美唄のだけで言いすと、たんぱくの含有率が美唄のだけで言いすと、たんぱくの含有率が美唄のだけで言い

ますと7.8％と8.7％の違いがあるんです。そますと7.8％と8.7％の違いがあるんです。そますと7.8％と8.7％の違いがあるんです。そますと7.8％と8.7％の違いがあるんです。そ

のほか、たんぱく質の問題にしても、8.9のとのほか、たんぱく質の問題にしても、8.9のとのほか、たんぱく質の問題にしても、8.9のとのほか、たんぱく質の問題にしても、8.9のと

ころもあれば6.7％という低いところもある。ころもあれば6.7％という低いところもある。ころもあれば6.7％という低いところもある。ころもあれば6.7％という低いところもある。

ということは、美唄の地でつくった「おぼろということは、美唄の地でつくった「おぼろということは、美唄の地でつくった「おぼろということは、美唄の地でつくった「おぼろ

づき」であれば、全部食味はいいものなんだづき」であれば、全部食味はいいものなんだづき」であれば、全部食味はいいものなんだづき」であれば、全部食味はいいものなんだ

ということになんないということなんです。ということになんないということなんです。ということになんないということなんです。ということになんないということなんです。

したがって、この「おぼろづき」をつくるしたがって、この「おぼろづき」をつくるしたがって、この「おぼろづき」をつくるしたがって、この「おぼろづき」をつくる

にしても、そのつくり方にしても、施肥の仕にしても、そのつくり方にしても、施肥の仕にしても、そのつくり方にしても、施肥の仕にしても、そのつくり方にしても、施肥の仕

方にしても、さまざまな角度から吟味をしな方にしても、さまざまな角度から吟味をしな方にしても、さまざまな角度から吟味をしな方にしても、さまざまな角度から吟味をしな

がら、そしてその農業者の選別も、言いたくがら、そしてその農業者の選別も、言いたくがら、そしてその農業者の選別も、言いたくがら、そしてその農業者の選別も、言いたく

ない話だけれども、あるいはしなければならない話だけれども、あるいはしなければならない話だけれども、あるいはしなければならない話だけれども、あるいはしなければなら

ない、土地を見きわめなければならないといない、土地を見きわめなければならないといない、土地を見きわめなければならないといない、土地を見きわめなければならないとい

う問題もあるのかもしれない。さまざまな角う問題もあるのかもしれない。さまざまな角う問題もあるのかもしれない。さまざまな角う問題もあるのかもしれない。さまざまな角

度で、これは吟味をしなければならないとす度で、これは吟味をしなければならないとす度で、これは吟味をしなければならないとす度で、これは吟味をしなければならないとす

れば、だれがその選別をするんだ。これは、れば、だれがその選別をするんだ。これは、れば、だれがその選別をするんだ。これは、れば、だれがその選別をするんだ。これは、

市の農政課がやるにしても、経済部がやるに市の農政課がやるにしても、経済部がやるに市の農政課がやるにしても、経済部がやるに市の農政課がやるにしても、経済部がやるに

しても、あるいは農協がするにしても、大変しても、あるいは農協がするにしても、大変しても、あるいは農協がするにしても、大変しても、あるいは農協がするにしても、大変
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なことだ。でも、これは乗り越えなきゃならなことだ。でも、これは乗り越えなきゃならなことだ。でも、これは乗り越えなきゃならなことだ。でも、これは乗り越えなきゃなら

ん、クリアせんきゃなんない課題だと私は思ん、クリアせんきゃなんない課題だと私は思ん、クリアせんきゃなんない課題だと私は思ん、クリアせんきゃなんない課題だと私は思

うんです。その辺について、市長の考え方がうんです。その辺について、市長の考え方がうんです。その辺について、市長の考え方がうんです。その辺について、市長の考え方が

あれば伺いたいと思います。あれば伺いたいと思います。あれば伺いたいと思います。あれば伺いたいと思います。

●議長長岡正勝君 市長。●議長長岡正勝君 市長。●議長長岡正勝君 市長。●議長長岡正勝君 市長。

●市長桜井道夫君 「おぼろづき」の関連で●市長桜井道夫君 「おぼろづき」の関連で●市長桜井道夫君 「おぼろづき」の関連で●市長桜井道夫君 「おぼろづき」の関連で

ございますけれども、やはり売れる米づくり、ございますけれども、やはり売れる米づくり、ございますけれども、やはり売れる米づくり、ございますけれども、やはり売れる米づくり、

価格が出る米づくりが今後大切になりますの価格が出る米づくりが今後大切になりますの価格が出る米づくりが今後大切になりますの価格が出る米づくりが今後大切になりますの

で、おぼろづきの美唄ブランド化に向けて取で、おぼろづきの美唄ブランド化に向けて取で、おぼろづきの美唄ブランド化に向けて取で、おぼろづきの美唄ブランド化に向けて取

り組みたいと。り組みたいと。り組みたいと。り組みたいと。

その中で、表示の問題でございますけれどその中で、表示の問題でございますけれどその中で、表示の問題でございますけれどその中で、表示の問題でございますけれど

も、品種名を袋に表示するには、産地品種銘も、品種名を袋に表示するには、産地品種銘も、品種名を袋に表示するには、産地品種銘も、品種名を袋に表示するには、産地品種銘

柄の指定を受けることが前提でありますので、柄の指定を受けることが前提でありますので、柄の指定を受けることが前提でありますので、柄の指定を受けることが前提でありますので、

市といたしましては「おぼろづき」が産地品市といたしましては「おぼろづき」が産地品市といたしましては「おぼろづき」が産地品市といたしましては「おぼろづき」が産地品

種銘柄に指定されるよう道や北海道農政事務種銘柄に指定されるよう道や北海道農政事務種銘柄に指定されるよう道や北海道農政事務種銘柄に指定されるよう道や北海道農政事務

所に対し、今後強く要請をしてまいりたいと所に対し、今後強く要請をしてまいりたいと所に対し、今後強く要請をしてまいりたいと所に対し、今後強く要請をしてまいりたいと

考ええております。考ええております。考ええております。考ええております。

それから、「おぼろづき」の作付の問題でそれから、「おぼろづき」の作付の問題でそれから、「おぼろづき」の作付の問題でそれから、「おぼろづき」の作付の問題で

ございますけれども、米の主産地として振興ございますけれども、米の主産地として振興ございますけれども、米の主産地として振興ございますけれども、米の主産地として振興

を図ることが今後最も大切になりますので、を図ることが今後最も大切になりますので、を図ることが今後最も大切になりますので、を図ることが今後最も大切になりますので、

その農業者、生産者の意向を踏まえながら、その農業者、生産者の意向を踏まえながら、その農業者、生産者の意向を踏まえながら、その農業者、生産者の意向を踏まえながら、

農協と今後十分協議を行ってまいりたいと考農協と今後十分協議を行ってまいりたいと考農協と今後十分協議を行ってまいりたいと考農協と今後十分協議を行ってまいりたいと考

えております。えております。えております。えております。

●議長長岡正勝君 次に移ります。●議長長岡正勝君 次に移ります。●議長長岡正勝君 次に移ります。●議長長岡正勝君 次に移ります。

19番荘司光雄議員。19番荘司光雄議員。19番荘司光雄議員。19番荘司光雄議員。

●19番荘司光雄議員（登壇） 私は、大綱２●19番荘司光雄議員（登壇） 私は、大綱２●19番荘司光雄議員（登壇） 私は、大綱２●19番荘司光雄議員（登壇） 私は、大綱２

点について市長に質問いたします。点について市長に質問いたします。点について市長に質問いたします。点について市長に質問いたします。

大綱第１は、美唄21世紀まちづくりプラン大綱第１は、美唄21世紀まちづくりプラン大綱第１は、美唄21世紀まちづくりプラン大綱第１は、美唄21世紀まちづくりプラン

第５期美唄市総合計画の重点方向、すなわち第５期美唄市総合計画の重点方向、すなわち第５期美唄市総合計画の重点方向、すなわち第５期美唄市総合計画の重点方向、すなわち

戦略テーマである福祉・環境・交流、これは戦略テーマである福祉・環境・交流、これは戦略テーマである福祉・環境・交流、これは戦略テーマである福祉・環境・交流、これは

美唄市の21世紀初頭の進むべき戦略方針であ美唄市の21世紀初頭の進むべき戦略方針であ美唄市の21世紀初頭の進むべき戦略方針であ美唄市の21世紀初頭の進むべき戦略方針であ

りますが、この方針について、まず美唄地域りますが、この方針について、まず美唄地域りますが、この方針について、まず美唄地域りますが、この方針について、まず美唄地域

社会の総合事務局を担当している市役所、そ社会の総合事務局を担当している市役所、そ社会の総合事務局を担当している市役所、そ社会の総合事務局を担当している市役所、そ

してその職員、それから多くの全市民にこのしてその職員、それから多くの全市民にこのしてその職員、それから多くの全市民にこのしてその職員、それから多くの全市民にこの

ことについての価値観を、あるいは進むべきことについての価値観を、あるいは進むべきことについての価値観を、あるいは進むべきことについての価値観を、あるいは進むべき

道を共有認識をする、このことにどうしても道を共有認識をする、このことにどうしても道を共有認識をする、このことにどうしても道を共有認識をする、このことにどうしても

取り組まなければならないと思います。取り組まなければならないと思います。取り組まなければならないと思います。取り組まなければならないと思います。

地方自治法第２条第５項により、平成12年1地方自治法第２条第５項により、平成12年1地方自治法第２条第５項により、平成12年1地方自治法第２条第５項により、平成12年1

2月18日議決をいたしました総合計画の基本構2月18日議決をいたしました総合計画の基本構2月18日議決をいたしました総合計画の基本構2月18日議決をいたしました総合計画の基本構

想は、平成13年度から22年度までの10年間の想は、平成13年度から22年度までの10年間の想は、平成13年度から22年度までの10年間の想は、平成13年度から22年度までの10年間の

構想期間であります。その構想の導き書に基構想期間であります。その構想の導き書に基構想期間であります。その構想の導き書に基構想期間であります。その構想の導き書に基

づいて基本計画が前期、後期と５年ずつに分づいて基本計画が前期、後期と５年ずつに分づいて基本計画が前期、後期と５年ずつに分づいて基本計画が前期、後期と５年ずつに分

けて、これをローリングするという形でありけて、これをローリングするという形でありけて、これをローリングするという形でありけて、これをローリングするという形であり

ますが、この場合これを導き書とした戦略方ますが、この場合これを導き書とした戦略方ますが、この場合これを導き書とした戦略方ますが、この場合これを導き書とした戦略方

針はさっき申し上げた３点であります。これ針はさっき申し上げた３点であります。これ針はさっき申し上げた３点であります。これ針はさっき申し上げた３点であります。これ

は、美唄市の各分野を見渡し、また世界的には、美唄市の各分野を見渡し、また世界的には、美唄市の各分野を見渡し、また世界的には、美唄市の各分野を見渡し、また世界的に

も、あるいは全体的な日本の状況も、そしても、あるいは全体的な日本の状況も、そしても、あるいは全体的な日本の状況も、そしても、あるいは全体的な日本の状況も、そして

またグローバルな視点などを洞察をして、21またグローバルな視点などを洞察をして、21またグローバルな視点などを洞察をして、21またグローバルな視点などを洞察をして、21

世紀の当面の課題と合致するかどうかを議論世紀の当面の課題と合致するかどうかを議論世紀の当面の課題と合致するかどうかを議論世紀の当面の課題と合致するかどうかを議論

をし、そして分析をして、３つの戦略テーマをし、そして分析をして、３つの戦略テーマをし、そして分析をして、３つの戦略テーマをし、そして分析をして、３つの戦略テーマ

を設定したものであります。したがって、すを設定したものであります。したがって、すを設定したものであります。したがって、すを設定したものであります。したがって、す

べての施策は、このことを意識して、この方べての施策は、このことを意識して、この方べての施策は、このことを意識して、この方べての施策は、このことを意識して、この方

針を意識して、具体的施策にちりばめていか針を意識して、具体的施策にちりばめていか針を意識して、具体的施策にちりばめていか針を意識して、具体的施策にちりばめていか

なければならないのであります。すなわち美なければならないのであります。すなわち美なければならないのであります。すなわち美なければならないのであります。すなわち美

唄の生き方、進むべき道、そして差別化、個唄の生き方、進むべき道、そして差別化、個唄の生き方、進むべき道、そして差別化、個唄の生き方、進むべき道、そして差別化、個

性化、美唄のアイデンティティをこの３テー性化、美唄のアイデンティティをこの３テー性化、美唄のアイデンティティをこの３テー性化、美唄のアイデンティティをこの３テー

マから明らかにしているのであります。まさマから明らかにしているのであります。まさマから明らかにしているのであります。まさマから明らかにしているのであります。まさ

に目標設定であります。改めてこの際、福祉に目標設定であります。改めてこの際、福祉に目標設定であります。改めてこの際、福祉に目標設定であります。改めてこの際、福祉

・環境・交流の重点方向というものがそうい・環境・交流の重点方向というものがそうい・環境・交流の重点方向というものがそうい・環境・交流の重点方向というものがそうい

うものであるという認識を市長としてお持ちうものであるという認識を市長としてお持ちうものであるという認識を市長としてお持ちうものであるという認識を市長としてお持ち

なのか。また、市民をどのようにこのことになのか。また、市民をどのようにこのことになのか。また、市民をどのようにこのことになのか。また、市民をどのようにこのことに

対して一体感を持ってもらおうとするのか、対して一体感を持ってもらおうとするのか、対して一体感を持ってもらおうとするのか、対して一体感を持ってもらおうとするのか、

この辺の取り組みについて明らかにしていたこの辺の取り組みについて明らかにしていたこの辺の取り組みについて明らかにしていたこの辺の取り組みについて明らかにしていた

だきたいと思います。だきたいと思います。だきたいと思います。だきたいと思います。

大綱第２点は、公務員制度改革と地方公務大綱第２点は、公務員制度改革と地方公務大綱第２点は、公務員制度改革と地方公務大綱第２点は、公務員制度改革と地方公務

員給与等についての影響をお伺いいたします。員給与等についての影響をお伺いいたします。員給与等についての影響をお伺いいたします。員給与等についての影響をお伺いいたします。

平成13年12月、公務員制度改革大綱が打ち出平成13年12月、公務員制度改革大綱が打ち出平成13年12月、公務員制度改革大綱が打ち出平成13年12月、公務員制度改革大綱が打ち出

され、平成17年度、今年度でありますが、こされ、平成17年度、今年度でありますが、こされ、平成17年度、今年度でありますが、こされ、平成17年度、今年度でありますが、こ
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れまでに関係法律及び下位法令の整備が進んれまでに関係法律及び下位法令の整備が進んれまでに関係法律及び下位法令の整備が進んれまでに関係法律及び下位法令の整備が進ん

でおります。でおります。でおります。でおります。

質問の１つは、公務員を取り巻く時代の変質問の１つは、公務員を取り巻く時代の変質問の１つは、公務員を取り巻く時代の変質問の１つは、公務員を取り巻く時代の変

化、このことについてどのように、まず認識化、このことについてどのように、まず認識化、このことについてどのように、まず認識化、このことについてどのように、まず認識

されているのか。また、いま行われている公されているのか。また、いま行われている公されているのか。また、いま行われている公されているのか。また、いま行われている公

務員制度改革に対する認識と、さらには最近務員制度改革に対する認識と、さらには最近務員制度改革に対する認識と、さらには最近務員制度改革に対する認識と、さらには最近

のこの公務員制度改革の動きについて説明をのこの公務員制度改革の動きについて説明をのこの公務員制度改革の動きについて説明をのこの公務員制度改革の動きについて説明を

してください。してください。してください。してください。

質問の２つは、このことは職員の身分や給質問の２つは、このことは職員の身分や給質問の２つは、このことは職員の身分や給質問の２つは、このことは職員の身分や給

与や職制にもつながることでありますから、与や職制にもつながることでありますから、与や職制にもつながることでありますから、与や職制にもつながることでありますから、

言えば担当部及び担当課のひとり歩きは許さ言えば担当部及び担当課のひとり歩きは許さ言えば担当部及び担当課のひとり歩きは許さ言えば担当部及び担当課のひとり歩きは許さ

れるものではないということは当たり前であれるものではないということは当たり前であれるものではないということは当たり前であれるものではないということは当たり前であ

ります。労使間でも真剣な話し合いが必要でります。労使間でも真剣な話し合いが必要でります。労使間でも真剣な話し合いが必要でります。労使間でも真剣な話し合いが必要で

あります。美唄の取り組み状況について説明あります。美唄の取り組み状況について説明あります。美唄の取り組み状況について説明あります。美唄の取り組み状況について説明

をお願いいたします。をお願いいたします。をお願いいたします。をお願いいたします。

３点目は、この公務員制度改革は基本的に３点目は、この公務員制度改革は基本的に３点目は、この公務員制度改革は基本的に３点目は、この公務員制度改革は基本的に

は国家公務員を対象として行われているのでは国家公務員を対象として行われているのでは国家公務員を対象として行われているのでは国家公務員を対象として行われているので

ありますが、地方公務員の制度あるいは給与ありますが、地方公務員の制度あるいは給与ありますが、地方公務員の制度あるいは給与ありますが、地方公務員の制度あるいは給与

に影響することは間違いありません。その目に影響することは間違いありません。その目に影響することは間違いありません。その目に影響することは間違いありません。その目

指す道筋について、どのような内容かお知ら指す道筋について、どのような内容かお知ら指す道筋について、どのような内容かお知ら指す道筋について、どのような内容かお知ら

せを願います。せを願います。せを願います。せを願います。

４点目は、現行地公法とこの公務員制度改４点目は、現行地公法とこの公務員制度改４点目は、現行地公法とこの公務員制度改４点目は、現行地公法とこの公務員制度改

革で議論をされている内容で相容れない事柄革で議論をされている内容で相容れない事柄革で議論をされている内容で相容れない事柄革で議論をされている内容で相容れない事柄

がどのようなものがあるのか。私は、今日のがどのようなものがあるのか。私は、今日のがどのようなものがあるのか。私は、今日のがどのようなものがあるのか。私は、今日の

ような成果主義などが議論されている時代にような成果主義などが議論されている時代にような成果主義などが議論されている時代にような成果主義などが議論されている時代に

なると、現行の地公法、公務員給与の最終到なると、現行の地公法、公務員給与の最終到なると、現行の地公法、公務員給与の最終到なると、現行の地公法、公務員給与の最終到

達が職階制給与に格付、そして最終到達点と達が職階制給与に格付、そして最終到達点と達が職階制給与に格付、そして最終到達点と達が職階制給与に格付、そして最終到達点と

いう形になる。この制度では、矛盾が発生すいう形になる。この制度では、矛盾が発生すいう形になる。この制度では、矛盾が発生すいう形になる。この制度では、矛盾が発生す

るのではないか。そして、この矛盾を解消でるのではないか。そして、この矛盾を解消でるのではないか。そして、この矛盾を解消でるのではないか。そして、この矛盾を解消で

きるというふうにもなってこないのではないきるというふうにもなってこないのではないきるというふうにもなってこないのではないきるというふうにもなってこないのではない

かと、そのように考えているのですが、いまかと、そのように考えているのですが、いまかと、そのように考えているのですが、いまかと、そのように考えているのですが、いま

どのようなことを検討しているのか説明をいどのようなことを検討しているのか説明をいどのようなことを検討しているのか説明をいどのようなことを検討しているのか説明をい

ただきたいと思います。ただきたいと思います。ただきたいと思います。ただきたいと思います。

●議長長岡正勝君 市長。●議長長岡正勝君 市長。●議長長岡正勝君 市長。●議長長岡正勝君 市長。

●市長桜井道夫君（登壇） 荘司議員の質問●市長桜井道夫君（登壇） 荘司議員の質問●市長桜井道夫君（登壇） 荘司議員の質問●市長桜井道夫君（登壇） 荘司議員の質問

にお答えします。にお答えします。にお答えします。にお答えします。

初めに、美唄21世紀まちづくりプランの取初めに、美唄21世紀まちづくりプランの取初めに、美唄21世紀まちづくりプランの取初めに、美唄21世紀まちづくりプランの取

り組みなどについてでありますが、私はまちり組みなどについてでありますが、私はまちり組みなどについてでありますが、私はまちり組みなどについてでありますが、私はまち

づくりを推進する上で美唄21世紀まちづくりづくりを推進する上で美唄21世紀まちづくりづくりを推進する上で美唄21世紀まちづくりづくりを推進する上で美唄21世紀まちづくり

プランを基本にまちの活力づくりに取り組むプランを基本にまちの活力づくりに取り組むプランを基本にまちの活力づくりに取り組むプランを基本にまちの活力づくりに取り組む

こととしており、これからも「福祉」「環こととしており、これからも「福祉」「環こととしており、これからも「福祉」「環こととしており、これからも「福祉」「環

境」「交流」は重点的に取り組んでいかなけ境」「交流」は重点的に取り組んでいかなけ境」「交流」は重点的に取り組んでいかなけ境」「交流」は重点的に取り組んでいかなけ

ればならないものと考えております。ればならないものと考えております。ればならないものと考えております。ればならないものと考えております。

福祉は、少子高齢化が進行する中、市民だ福祉は、少子高齢化が進行する中、市民だ福祉は、少子高齢化が進行する中、市民だ福祉は、少子高齢化が進行する中、市民だ

れもが住みなれた地域で、いつまでも安心しれもが住みなれた地域で、いつまでも安心しれもが住みなれた地域で、いつまでも安心しれもが住みなれた地域で、いつまでも安心し

て暮らしていけるまちづくりが必要でありまて暮らしていけるまちづくりが必要でありまて暮らしていけるまちづくりが必要でありまて暮らしていけるまちづくりが必要でありま

す。す。す。す。

環境問題は、市民１人ひとりが自覚と行動環境問題は、市民１人ひとりが自覚と行動環境問題は、市民１人ひとりが自覚と行動環境問題は、市民１人ひとりが自覚と行動

を積み重ねていくことが大切であり、環境にを積み重ねていくことが大切であり、環境にを積み重ねていくことが大切であり、環境にを積み重ねていくことが大切であり、環境に

負荷のかからない生活様式への転換や貴重な負荷のかからない生活様式への転換や貴重な負荷のかからない生活様式への転換や貴重な負荷のかからない生活様式への転換や貴重な

自然環境を守っていくことが重要であります。自然環境を守っていくことが重要であります。自然環境を守っていくことが重要であります。自然環境を守っていくことが重要であります。

また、多様な交流は文化や芸術、産業・経また、多様な交流は文化や芸術、産業・経また、多様な交流は文化や芸術、産業・経また、多様な交流は文化や芸術、産業・経

済、まちづくりなど、さまざまな分野で相互済、まちづくりなど、さまざまな分野で相互済、まちづくりなど、さまざまな分野で相互済、まちづくりなど、さまざまな分野で相互

に影響、効果を与え合うことで、まち全体にに影響、効果を与え合うことで、まち全体にに影響、効果を与え合うことで、まち全体にに影響、効果を与え合うことで、まち全体に

活力を生み出します。このような考えから、活力を生み出します。このような考えから、活力を生み出します。このような考えから、活力を生み出します。このような考えから、

私は美唄21世紀まちづくりプランの重点方向私は美唄21世紀まちづくりプランの重点方向私は美唄21世紀まちづくりプランの重点方向私は美唄21世紀まちづくりプランの重点方向

である「福祉」「環境」「交流」を戦略的視である「福祉」「環境」「交流」を戦略的視である「福祉」「環境」「交流」を戦略的視である「福祉」「環境」「交流」を戦略的視

点に立って取り組んでまいりたいと考えてお点に立って取り組んでまいりたいと考えてお点に立って取り組んでまいりたいと考えてお点に立って取り組んでまいりたいと考えてお

ります。ります。ります。ります。

これからのまちづくりにおいては、自立とこれからのまちづくりにおいては、自立とこれからのまちづくりにおいては、自立とこれからのまちづくりにおいては、自立と

協働をキーワードに、積極的な情報提供や多協働をキーワードに、積極的な情報提供や多協働をキーワードに、積極的な情報提供や多協働をキーワードに、積極的な情報提供や多

くの市民の皆さんのまちづくりへの参加が必くの市民の皆さんのまちづくりへの参加が必くの市民の皆さんのまちづくりへの参加が必くの市民の皆さんのまちづくりへの参加が必

要となります。現在後期基本計画を策定して要となります。現在後期基本計画を策定して要となります。現在後期基本計画を策定して要となります。現在後期基本計画を策定して

おりますが、今後これを具体化するためには、おりますが、今後これを具体化するためには、おりますが、今後これを具体化するためには、おりますが、今後これを具体化するためには、

すべての職員が３つの重点方向に対する全体すべての職員が３つの重点方向に対する全体すべての職員が３つの重点方向に対する全体すべての職員が３つの重点方向に対する全体

的な認識を共有することが重要と考えます。的な認識を共有することが重要と考えます。的な認識を共有することが重要と考えます。的な認識を共有することが重要と考えます。

これまでも研修等を通じ、職員の意識改革にこれまでも研修等を通じ、職員の意識改革にこれまでも研修等を通じ、職員の意識改革にこれまでも研修等を通じ、職員の意識改革に

努めてまいりましたが、これからの自治体運努めてまいりましたが、これからの自治体運努めてまいりましたが、これからの自治体運努めてまいりましたが、これからの自治体運
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営に当たっては前例踏襲主義を克服し、縦割営に当たっては前例踏襲主義を克服し、縦割営に当たっては前例踏襲主義を克服し、縦割営に当たっては前例踏襲主義を克服し、縦割

りではなく、横断的な取り組みへと変えていりではなく、横断的な取り組みへと変えていりではなく、横断的な取り組みへと変えていりではなく、横断的な取り組みへと変えてい

くとともに、すべての職員が政策形成能力をくとともに、すべての職員が政策形成能力をくとともに、すべての職員が政策形成能力をくとともに、すべての職員が政策形成能力を

備え、その力量を高めていくことが強く求め備え、その力量を高めていくことが強く求め備え、その力量を高めていくことが強く求め備え、その力量を高めていくことが強く求め

られております。られております。られております。られております。

このため、引き続き研修機会の充実を図るこのため、引き続き研修機会の充実を図るこのため、引き続き研修機会の充実を図るこのため、引き続き研修機会の充実を図る

ほか、いろいろな機会を通じて私の考えを職ほか、いろいろな機会を通じて私の考えを職ほか、いろいろな機会を通じて私の考えを職ほか、いろいろな機会を通じて私の考えを職

員に伝えるなど、先頭に立って組織の活性化員に伝えるなど、先頭に立って組織の活性化員に伝えるなど、先頭に立って組織の活性化員に伝えるなど、先頭に立って組織の活性化

に努め、職員の自己啓発が促進される職場づに努め、職員の自己啓発が促進される職場づに努め、職員の自己啓発が促進される職場づに努め、職員の自己啓発が促進される職場づ

くり、環境づくりに努めてまいりたいと考えくり、環境づくりに努めてまいりたいと考えくり、環境づくりに努めてまいりたいと考えくり、環境づくりに努めてまいりたいと考え

ております。ております。ております。ております。

本市は、時代の大きな転換期の中で自立に本市は、時代の大きな転換期の中で自立に本市は、時代の大きな転換期の中で自立に本市は、時代の大きな転換期の中で自立に

向けた第１歩を踏み出したところであり、こ向けた第１歩を踏み出したところであり、こ向けた第１歩を踏み出したところであり、こ向けた第１歩を踏み出したところであり、こ

れからは市民１人ひとりが自立するという意れからは市民１人ひとりが自立するという意れからは市民１人ひとりが自立するという意れからは市民１人ひとりが自立するという意

識を高めることは重要なことと考えます。そ識を高めることは重要なことと考えます。そ識を高めることは重要なことと考えます。そ識を高めることは重要なことと考えます。そ

のためには、多くの人にまちづくりへの関心のためには、多くの人にまちづくりへの関心のためには、多くの人にまちづくりへの関心のためには、多くの人にまちづくりへの関心

を持ってもらい、積極的にかかわっていただを持ってもらい、積極的にかかわっていただを持ってもらい、積極的にかかわっていただを持ってもらい、積極的にかかわっていただ

くことが必要との考えから、これまでも情報くことが必要との考えから、これまでも情報くことが必要との考えから、これまでも情報くことが必要との考えから、これまでも情報

公開や市民参加などの取り組みを進めてまい公開や市民参加などの取り組みを進めてまい公開や市民参加などの取り組みを進めてまい公開や市民参加などの取り組みを進めてまい

りましたが、今後は自立に向けたまちづくりりましたが、今後は自立に向けたまちづくりりましたが、今後は自立に向けたまちづくりりましたが、今後は自立に向けたまちづくり

を市民の皆さんとともに進めていくための基を市民の皆さんとともに進めていくための基を市民の皆さんとともに進めていくための基を市民の皆さんとともに進めていくための基

本的なルールとなる「まちづくり基本条例」本的なルールとなる「まちづくり基本条例」本的なルールとなる「まちづくり基本条例」本的なルールとなる「まちづくり基本条例」

を制定するなど、協働のまちづくりを着実にを制定するなど、協働のまちづくりを着実にを制定するなど、協働のまちづくりを着実にを制定するなど、協働のまちづくりを着実に

進めてまいりたいと考えております。進めてまいりたいと考えております。進めてまいりたいと考えております。進めてまいりたいと考えております。

次に、公務員制度改革について、大綱の内次に、公務員制度改革について、大綱の内次に、公務員制度改革について、大綱の内次に、公務員制度改革について、大綱の内

容と最近の動きについてでありますが、戦後容と最近の動きについてでありますが、戦後容と最近の動きについてでありますが、戦後容と最近の動きについてでありますが、戦後

の高度経済成長から現在の成熟化社会へと移の高度経済成長から現在の成熟化社会へと移の高度経済成長から現在の成熟化社会へと移の高度経済成長から現在の成熟化社会へと移

行し、官民の役割分担の変化、民間の労働・行し、官民の役割分担の変化、民間の労働・行し、官民の役割分担の変化、民間の労働・行し、官民の役割分担の変化、民間の労働・

雇用形態の変化、少子高齢化の進展など、社雇用形態の変化、少子高齢化の進展など、社雇用形態の変化、少子高齢化の進展など、社雇用形態の変化、少子高齢化の進展など、社

会経済情勢が目まぐるしく変化する中で、行会経済情勢が目まぐるしく変化する中で、行会経済情勢が目まぐるしく変化する中で、行会経済情勢が目まぐるしく変化する中で、行

政システムとともに公務員制度についても地政システムとともに公務員制度についても地政システムとともに公務員制度についても地政システムとともに公務員制度についても地

方分権時代の要請に即したものとなるよう改方分権時代の要請に即したものとなるよう改方分権時代の要請に即したものとなるよう改方分権時代の要請に即したものとなるよう改

革が求められていると認識しております。革が求められていると認識しております。革が求められていると認識しております。革が求められていると認識しております。

平成13年12月に閣議決定された「公務員制平成13年12月に閣議決定された「公務員制平成13年12月に閣議決定された「公務員制平成13年12月に閣議決定された「公務員制

度改革大綱」においては、能力・職責・業績度改革大綱」においては、能力・職責・業績度改革大綱」においては、能力・職責・業績度改革大綱」においては、能力・職責・業績

を反映した新たな給与制度の確立、公正で納を反映した新たな給与制度の確立、公正で納を反映した新たな給与制度の確立、公正で納を反映した新たな給与制度の確立、公正で納

得性の高い新たな評価制度の導入、人材育成得性の高い新たな評価制度の導入、人材育成得性の高い新たな評価制度の導入、人材育成得性の高い新たな評価制度の導入、人材育成

を図る仕組みの整備、多様な人材の確保、適を図る仕組みの整備、多様な人材の確保、適を図る仕組みの整備、多様な人材の確保、適を図る仕組みの整備、多様な人材の確保、適

正な再就職ルールの確立、機動的・弾力的な正な再就職ルールの確立、機動的・弾力的な正な再就職ルールの確立、機動的・弾力的な正な再就職ルールの確立、機動的・弾力的な

組織・定員管理などを平成18年度をめどに取組織・定員管理などを平成18年度をめどに取組織・定員管理などを平成18年度をめどに取組織・定員管理などを平成18年度をめどに取

り組むこととし、地方公務員制度改革についり組むこととし、地方公務員制度改革についり組むこととし、地方公務員制度改革についり組むこととし、地方公務員制度改革につい

ても、地方公共団体の実情を勘案しながら、ても、地方公共団体の実情を勘案しながら、ても、地方公共団体の実情を勘案しながら、ても、地方公共団体の実情を勘案しながら、

国家公務員制度改革に準じて取り組むことと国家公務員制度改革に準じて取り組むことと国家公務員制度改革に準じて取り組むことと国家公務員制度改革に準じて取り組むことと

しております。これらのことを踏まえ、平成1しております。これらのことを踏まえ、平成1しております。これらのことを踏まえ、平成1しております。これらのことを踏まえ、平成1

6年には計画的な人材の育成、人事行政運営に6年には計画的な人材の育成、人事行政運営に6年には計画的な人材の育成、人事行政運営に6年には計画的な人材の育成、人事行政運営に

おける公正性・透明性の確保、公平委員会のおける公正性・透明性の確保、公平委員会のおける公正性・透明性の確保、公平委員会のおける公正性・透明性の確保、公平委員会の

機能の強化など、地方公務員法が改正された機能の強化など、地方公務員法が改正された機能の強化など、地方公務員法が改正された機能の強化など、地方公務員法が改正された

ところでございます。ところでございます。ところでございます。ところでございます。

また、人事院勧告では来年度から公務員給また、人事院勧告では来年度から公務員給また、人事院勧告では来年度から公務員給また、人事院勧告では来年度から公務員給

与について、職務・職責をより重視する給与与について、職務・職責をより重視する給与与について、職務・職責をより重視する給与与について、職務・職責をより重視する給与

構造の見直しや地域民間給与を反映する地域構造の見直しや地域民間給与を反映する地域構造の見直しや地域民間給与を反映する地域構造の見直しや地域民間給与を反映する地域

手当の導入をすることとしております。手当の導入をすることとしております。手当の導入をすることとしております。手当の導入をすることとしております。

次に、美唄市の取り組み状況についてであ次に、美唄市の取り組み状況についてであ次に、美唄市の取り組み状況についてであ次に、美唄市の取り組み状況についてであ

りますが、自立を選択した本市にとって、職りますが、自立を選択した本市にとって、職りますが、自立を選択した本市にとって、職りますが、自立を選択した本市にとって、職

員が働きがいを持って、みずから意欲的に能員が働きがいを持って、みずから意欲的に能員が働きがいを持って、みずから意欲的に能員が働きがいを持って、みずから意欲的に能

力を高め、多様化する行政課題に迅速に的確力を高め、多様化する行政課題に迅速に的確力を高め、多様化する行政課題に迅速に的確力を高め、多様化する行政課題に迅速に的確

に対応し、組織全体として機動性、簡素・効に対応し、組織全体として機動性、簡素・効に対応し、組織全体として機動性、簡素・効に対応し、組織全体として機動性、簡素・効

率性を確保しながら行政運営を行うことが職率性を確保しながら行政運営を行うことが職率性を確保しながら行政運営を行うことが職率性を確保しながら行政運営を行うことが職

員１人ひとりに求められております。員１人ひとりに求められております。員１人ひとりに求められております。員１人ひとりに求められております。

また、行政や公務員に対する不信感をなくまた、行政や公務員に対する不信感をなくまた、行政や公務員に対する不信感をなくまた、行政や公務員に対する不信感をなく

し、信頼性を高めるため、説明責任や透明性し、信頼性を高めるため、説明責任や透明性し、信頼性を高めるため、説明責任や透明性し、信頼性を高めるため、説明責任や透明性

を高めることがますます重要となっておりまを高めることがますます重要となっておりまを高めることがますます重要となっておりまを高めることがますます重要となっておりま

す。す。す。す。

このため、地方公務員法の改正に合わせ、このため、地方公務員法の改正に合わせ、このため、地方公務員法の改正に合わせ、このため、地方公務員法の改正に合わせ、

公平委員会による職員の苦情処理、人事行政公平委員会による職員の苦情処理、人事行政公平委員会による職員の苦情処理、人事行政公平委員会による職員の苦情処理、人事行政

の透明性を図る観点から、人事行政の運営等の透明性を図る観点から、人事行政の運営等の透明性を図る観点から、人事行政の運営等の透明性を図る観点から、人事行政の運営等

の状況の公表についての義務化に取り組んでの状況の公表についての義務化に取り組んでの状況の公表についての義務化に取り組んでの状況の公表についての義務化に取り組んで

いるところであります。いるところであります。いるところであります。いるところであります。
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今後公務員制度改革の動向を踏まえ、給与今後公務員制度改革の動向を踏まえ、給与今後公務員制度改革の動向を踏まえ、給与今後公務員制度改革の動向を踏まえ、給与

構造の見直し、能力・実績主義に基づく任用構造の見直し、能力・実績主義に基づく任用構造の見直し、能力・実績主義に基づく任用構造の見直し、能力・実績主義に基づく任用

や給与のあり方、勤務評定のあり方、人材育や給与のあり方、勤務評定のあり方、人材育や給与のあり方、勤務評定のあり方、人材育や給与のあり方、勤務評定のあり方、人材育

成、機動的・弾力的な組織・定員管理など、成、機動的・弾力的な組織・定員管理など、成、機動的・弾力的な組織・定員管理など、成、機動的・弾力的な組織・定員管理など、

新たな仕組みづくりを検討していきたいと考新たな仕組みづくりを検討していきたいと考新たな仕組みづくりを検討していきたいと考新たな仕組みづくりを検討していきたいと考

えております。えております。えております。えております。

いずれにいたしましても、自立と協働のまいずれにいたしましても、自立と協働のまいずれにいたしましても、自立と協働のまいずれにいたしましても、自立と協働のま

ちづくりに向け、魅力的に取り組む組織・職ちづくりに向け、魅力的に取り組む組織・職ちづくりに向け、魅力的に取り組む組織・職ちづくりに向け、魅力的に取り組む組織・職

員像を目指すとともに、市民の理解が得られ員像を目指すとともに、市民の理解が得られ員像を目指すとともに、市民の理解が得られ員像を目指すとともに、市民の理解が得られ

る人事給与制度となるよう説明責任を果たしる人事給与制度となるよう説明責任を果たしる人事給与制度となるよう説明責任を果たしる人事給与制度となるよう説明責任を果たし

てまいります。てまいります。てまいります。てまいります。

次に、制度改革における地方公務員給与の次に、制度改革における地方公務員給与の次に、制度改革における地方公務員給与の次に、制度改革における地方公務員給与の

目指す道筋についてでありますが、公務員給目指す道筋についてでありますが、公務員給目指す道筋についてでありますが、公務員給目指す道筋についてでありますが、公務員給

与の改革については、年功重視から職務重視与の改革については、年功重視から職務重視与の改革については、年功重視から職務重視与の改革については、年功重視から職務重視

への給料表構造の転換と人事評価による昇給への給料表構造の転換と人事評価による昇給への給料表構造の転換と人事評価による昇給への給料表構造の転換と人事評価による昇給

や勤勉手当における勤務実績の的確な反映、や勤勉手当における勤務実績の的確な反映、や勤勉手当における勤務実績の的確な反映、や勤勉手当における勤務実績の的確な反映、

さらに地域民間給与水準の反映という３つのさらに地域民間給与水準の反映という３つのさらに地域民間給与水準の反映という３つのさらに地域民間給与水準の反映という３つの

方向性を示しております。特に努力と成果が方向性を示しております。特に努力と成果が方向性を示しております。特に努力と成果が方向性を示しております。特に努力と成果が

公正に客観的に評価される成果主義を導入す公正に客観的に評価される成果主義を導入す公正に客観的に評価される成果主義を導入す公正に客観的に評価される成果主義を導入す

ることで、公務員が全体の奉仕者として目標ることで、公務員が全体の奉仕者として目標ることで、公務員が全体の奉仕者として目標ることで、公務員が全体の奉仕者として目標

と使命感を高く持つとともに、意欲の向上をと使命感を高く持つとともに、意欲の向上をと使命感を高く持つとともに、意欲の向上をと使命感を高く持つとともに、意欲の向上を

図り、結果として市民が納得できる市民本意図り、結果として市民が納得できる市民本意図り、結果として市民が納得できる市民本意図り、結果として市民が納得できる市民本意

の行政の実現を目指すものと承知しているとの行政の実現を目指すものと承知しているとの行政の実現を目指すものと承知しているとの行政の実現を目指すものと承知していると

ころでございます。ころでございます。ころでございます。ころでございます。

次に、現行地公法と相容れない事柄につい次に、現行地公法と相容れない事柄につい次に、現行地公法と相容れない事柄につい次に、現行地公法と相容れない事柄につい

てでありますが、現行の公務員制度においててでありますが、現行の公務員制度においててでありますが、現行の公務員制度においててでありますが、現行の公務員制度において

は、専門性、中立性、能率性、継続安定性をは、専門性、中立性、能率性、継続安定性をは、専門性、中立性、能率性、継続安定性をは、専門性、中立性、能率性、継続安定性を

確保するため、基本的な枠組みとして能力の確保するため、基本的な枠組みとして能力の確保するため、基本的な枠組みとして能力の確保するため、基本的な枠組みとして能力の

実証に基づく任用、身分保障や平等取り扱い実証に基づく任用、身分保障や平等取り扱い実証に基づく任用、身分保障や平等取り扱い実証に基づく任用、身分保障や平等取り扱い

の原則、職務への専念、政治的中立を基本との原則、職務への専念、政治的中立を基本との原則、職務への専念、政治的中立を基本との原則、職務への専念、政治的中立を基本と

する服務規律、適切な勤務条件の保障等を定する服務規律、適切な勤務条件の保障等を定する服務規律、適切な勤務条件の保障等を定する服務規律、適切な勤務条件の保障等を定

めており、公務員としての職務の特性から今めており、公務員としての職務の特性から今めており、公務員としての職務の特性から今めており、公務員としての職務の特性から今

後ともこれら制度が維持されるとともに、本後ともこれら制度が維持されるとともに、本後ともこれら制度が維持されるとともに、本後ともこれら制度が維持されるとともに、本

来の制度の趣旨や理念が尊重されるべきもの来の制度の趣旨や理念が尊重されるべきもの来の制度の趣旨や理念が尊重されるべきもの来の制度の趣旨や理念が尊重されるべきもの

と考えております。と考えております。と考えております。と考えております。

なお、これまでの人事給与制度の運用に当なお、これまでの人事給与制度の運用に当なお、これまでの人事給与制度の運用に当なお、これまでの人事給与制度の運用に当

たっては、年功序列、均一的な運用が行われ、たっては、年功序列、均一的な運用が行われ、たっては、年功序列、均一的な運用が行われ、たっては、年功序列、均一的な運用が行われ、

公正かつ客観的な評価に課題があると言われ公正かつ客観的な評価に課題があると言われ公正かつ客観的な評価に課題があると言われ公正かつ客観的な評価に課題があると言われ

ているところでございます。今後成果主義にているところでございます。今後成果主義にているところでございます。今後成果主義にているところでございます。今後成果主義に

よる新たな人事給与制度の導入に当たっては、よる新たな人事給与制度の導入に当たっては、よる新たな人事給与制度の導入に当たっては、よる新たな人事給与制度の導入に当たっては、

職階制や職務分類など、職務給の合理的根拠、職階制や職務分類など、職務給の合理的根拠、職階制や職務分類など、職務給の合理的根拠、職階制や職務分類など、職務給の合理的根拠、

客観的な人事評価基準、昇格・昇給基準の明客観的な人事評価基準、昇格・昇給基準の明客観的な人事評価基準、昇格・昇給基準の明客観的な人事評価基準、昇格・昇給基準の明

確化及び人材育成のあり方など、多くの課題確化及び人材育成のあり方など、多くの課題確化及び人材育成のあり方など、多くの課題確化及び人材育成のあり方など、多くの課題

を整理・検討し、対応しなければならないもを整理・検討し、対応しなければならないもを整理・検討し、対応しなければならないもを整理・検討し、対応しなければならないも

のと考えております。のと考えております。のと考えております。のと考えております。

●議長長岡正勝君 19番荘司光雄議員。●議長長岡正勝君 19番荘司光雄議員。●議長長岡正勝君 19番荘司光雄議員。●議長長岡正勝君 19番荘司光雄議員。

●19番荘司光雄議員 まず、最初の戦略的な●19番荘司光雄議員 まず、最初の戦略的な●19番荘司光雄議員 まず、最初の戦略的な●19番荘司光雄議員 まず、最初の戦略的な

視点に立って、この３つを取り組んでいくと、視点に立って、この３つを取り組んでいくと、視点に立って、この３つを取り組んでいくと、視点に立って、この３つを取り組んでいくと、

こういう答弁がありました。こういう答弁がありました。こういう答弁がありました。こういう答弁がありました。

それで、昨日の同僚議員に対する答弁で、それで、昨日の同僚議員に対する答弁で、それで、昨日の同僚議員に対する答弁で、それで、昨日の同僚議員に対する答弁で、

後期計画の内容等について、かなりこういう後期計画の内容等について、かなりこういう後期計画の内容等について、かなりこういう後期計画の内容等について、かなりこういう

ものの方針をかためた、こういうものも織りものの方針をかためた、こういうものも織りものの方針をかためた、こういうものも織りものの方針をかためた、こういうものも織り

込んだというようなことは具体的に提起をさ込んだというようなことは具体的に提起をさ込んだというようなことは具体的に提起をさ込んだというようなことは具体的に提起をさ

れました。その中で、言えばこの３本の柱は、れました。その中で、言えばこの３本の柱は、れました。その中で、言えばこの３本の柱は、れました。その中で、言えばこの３本の柱は、

もちろんいま言われたような立場ですから、もちろんいま言われたような立場ですから、もちろんいま言われたような立場ですから、もちろんいま言われたような立場ですから、

否定はしていないけれども、経済振興という、否定はしていないけれども、経済振興という、否定はしていないけれども、経済振興という、否定はしていないけれども、経済振興という、

この柱を加えたと、こういう答弁があったかこの柱を加えたと、こういう答弁があったかこの柱を加えたと、こういう答弁があったかこの柱を加えたと、こういう答弁があったか

と思うんです。したがって、戦略方針テーマと思うんです。したがって、戦略方針テーマと思うんです。したがって、戦略方針テーマと思うんです。したがって、戦略方針テーマ

に美唄の色をどの色でいくかと、そして美唄に美唄の色をどの色でいくかと、そして美唄に美唄の色をどの色でいくかと、そして美唄に美唄の色をどの色でいくかと、そして美唄

でそのアイデンティティをつくり上げていくでそのアイデンティティをつくり上げていくでそのアイデンティティをつくり上げていくでそのアイデンティティをつくり上げていく

というオリジナリティーを求めていくわけでというオリジナリティーを求めていくわけでというオリジナリティーを求めていくわけでというオリジナリティーを求めていくわけで

すけれども、それが全体の状況に合致していすけれども、それが全体の状況に合致していすけれども、それが全体の状況に合致していすけれども、それが全体の状況に合致してい

なければ、いま向かい風に走ったってしようなければ、いま向かい風に走ったってしようなければ、いま向かい風に走ったってしようなければ、いま向かい風に走ったってしよう

がない、アゲンストですし。やっぱりフォロがない、アゲンストですし。やっぱりフォロがない、アゲンストですし。やっぱりフォロがない、アゲンストですし。やっぱりフォロ

ーになっていかなきゃならない。押していたーになっていかなきゃならない。押していたーになっていかなきゃならない。押していたーになっていかなきゃならない。押していた

だかなきゃならん。そういうことを全部考慮だかなきゃならん。そういうことを全部考慮だかなきゃならん。そういうことを全部考慮だかなきゃならん。そういうことを全部考慮

に入れてつくった３点ですね。に入れてつくった３点ですね。に入れてつくった３点ですね。に入れてつくった３点ですね。

経済振興というのは、これが戦略テーマに経済振興というのは、これが戦略テーマに経済振興というのは、これが戦略テーマに経済振興というのは、これが戦略テーマに
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なるんだろうか。よかれあしかれ、これ資料なるんだろうか。よかれあしかれ、これ資料なるんだろうか。よかれあしかれ、これ資料なるんだろうか。よかれあしかれ、これ資料

として、きのう後日配付をしていただけるととして、きのう後日配付をしていただけるととして、きのう後日配付をしていただけるととして、きのう後日配付をしていただけると

いうことですから、そこを見せていただいて、いうことですから、そこを見せていただいて、いうことですから、そこを見せていただいて、いうことですから、そこを見せていただいて、

そして基本構想、それから前期の基本計画５そして基本構想、それから前期の基本計画５そして基本構想、それから前期の基本計画５そして基本構想、それから前期の基本計画５

年間、これと自立推進計画と、そういうもの年間、これと自立推進計画と、そういうもの年間、これと自立推進計画と、そういうもの年間、これと自立推進計画と、そういうもの

と整合性をちょっと見ながら、なるほど、こと整合性をちょっと見ながら、なるほど、こと整合性をちょっと見ながら、なるほど、こと整合性をちょっと見ながら、なるほど、こ

ういう状況だからこういう部分については修ういう状況だからこういう部分については修ういう状況だからこういう部分については修ういう状況だからこういう部分については修

正を加えたとか、あるいは方針を入れたとか、正を加えたとか、あるいは方針を入れたとか、正を加えたとか、あるいは方針を入れたとか、正を加えたとか、あるいは方針を入れたとか、

そういうことの必然性なり根拠を後ほど勉強そういうことの必然性なり根拠を後ほど勉強そういうことの必然性なり根拠を後ほど勉強そういうことの必然性なり根拠を後ほど勉強

させていただくことができるということに、させていただくことができるということに、させていただくことができるということに、させていただくことができるということに、

きのうそういうご答弁をいただいたわけです、きのうそういうご答弁をいただいたわけです、きのうそういうご答弁をいただいたわけです、きのうそういうご答弁をいただいたわけです、

特別発言で。特別発言で。特別発言で。特別発言で。

ですから、そのときはそのときでいいんでですから、そのときはそのときでいいんでですから、そのときはそのときでいいんでですから、そのときはそのときでいいんで

すが、私は地域経済振興というのは、すべかすが、私は地域経済振興というのは、すべかすが、私は地域経済振興というのは、すべかすが、私は地域経済振興というのは、すべか

らくすべてそのものに合致していかなかったらくすべてそのものに合致していかなかったらくすべてそのものに合致していかなかったらくすべてそのものに合致していかなかった

ら、いま私たちの住んでいる、日本の国民全ら、いま私たちの住んでいる、日本の国民全ら、いま私たちの住んでいる、日本の国民全ら、いま私たちの住んでいる、日本の国民全

部は国の体質の中で生きているわけですから、部は国の体質の中で生きているわけですから、部は国の体質の中で生きているわけですから、部は国の体質の中で生きているわけですから、

これは資本主義体制でもあるし、自由経済をこれは資本主義体制でもあるし、自由経済をこれは資本主義体制でもあるし、自由経済をこれは資本主義体制でもあるし、自由経済を

根拠としているわけだし、そしてその自由度根拠としているわけだし、そしてその自由度根拠としているわけだし、そしてその自由度根拠としているわけだし、そしてその自由度

が余りにも高まり過ぎちゃうと、強いものはが余りにも高まり過ぎちゃうと、強いものはが余りにも高まり過ぎちゃうと、強いものはが余りにも高まり過ぎちゃうと、強いものは

強くて弱いものがだめだったり、企業が活性強くて弱いものがだめだったり、企業が活性強くて弱いものがだめだったり、企業が活性強くて弱いものがだめだったり、企業が活性

化されたり独占化されたりするから、関係法化されたり独占化されたりするから、関係法化されたり独占化されたりするから、関係法化されたり独占化されたりするから、関係法

律があるわけですね。独占禁止法とか、そう律があるわけですね。独占禁止法とか、そう律があるわけですね。独占禁止法とか、そう律があるわけですね。独占禁止法とか、そう

いうこと含めまして。いうこと含めまして。いうこと含めまして。いうこと含めまして。

そういう中で、秩序ある正しい競争を、こそういう中で、秩序ある正しい競争を、こそういう中で、秩序ある正しい競争を、こそういう中で、秩序ある正しい競争を、こ

れを原理として、そして経済的に絶対に生きれを原理として、そして経済的に絶対に生きれを原理として、そして経済的に絶対に生きれを原理として、そして経済的に絶対に生き

ていかなければいけませんよと。その経済のていかなければいけませんよと。その経済のていかなければいけませんよと。その経済のていかなければいけませんよと。その経済の

中心は貨幣経済ですよという世の中で進んで中心は貨幣経済ですよという世の中で進んで中心は貨幣経済ですよという世の中で進んで中心は貨幣経済ですよという世の中で進んで

いるんです。どこへ行ったって、この世の中いるんです。どこへ行ったって、この世の中いるんです。どこへ行ったって、この世の中いるんです。どこへ行ったって、この世の中

変わらないじゃないですか、日本は。まず、変わらないじゃないですか、日本は。まず、変わらないじゃないですか、日本は。まず、変わらないじゃないですか、日本は。まず、

日本という国考えれば。その経済ベースや経日本という国考えれば。その経済ベースや経日本という国考えれば。その経済ベースや経日本という国考えれば。その経済ベースや経

済感覚、そしていまの地方自治法だって、ま済感覚、そしていまの地方自治法だって、ま済感覚、そしていまの地方自治法だって、ま済感覚、そしていまの地方自治法だって、ま

ず経済感覚では何を言っているかったら、はず経済感覚では何を言っているかったら、はず経済感覚では何を言っているかったら、はず経済感覚では何を言っているかったら、は

っきりしていますよね。コスト主義言っていっきりしていますよね。コスト主義言っていっきりしていますよね。コスト主義言っていっきりしていますよね。コスト主義言ってい

ますね。最少の経費で最高の効果を上げるとますね。最少の経費で最高の効果を上げるとますね。最少の経費で最高の効果を上げるとますね。最少の経費で最高の効果を上げると

いう地方自治法第２条にあるでしょう。これいう地方自治法第２条にあるでしょう。これいう地方自治法第２条にあるでしょう。これいう地方自治法第２条にあるでしょう。これ

経済感覚抜きにして、そんなことないです。経済感覚抜きにして、そんなことないです。経済感覚抜きにして、そんなことないです。経済感覚抜きにして、そんなことないです。

社会主義体制や何かの、結局テクノクラート社会主義体制や何かの、結局テクノクラート社会主義体制や何かの、結局テクノクラート社会主義体制や何かの、結局テクノクラート

の技術官僚がやって、そして計画や一定の統の技術官僚がやって、そして計画や一定の統の技術官僚がやって、そして計画や一定の統の技術官僚がやって、そして計画や一定の統

制を伴うような、そういう社会に暮らしてい制を伴うような、そういう社会に暮らしてい制を伴うような、そういう社会に暮らしてい制を伴うような、そういう社会に暮らしてい

るわけじゃないんでしょう。経済振興とか地るわけじゃないんでしょう。経済振興とか地るわけじゃないんでしょう。経済振興とか地るわけじゃないんでしょう。経済振興とか地

域経済を盛り上げていくとかつくり上げてい域経済を盛り上げていくとかつくり上げてい域経済を盛り上げていくとかつくり上げてい域経済を盛り上げていくとかつくり上げてい

くというのは、ありとあらゆる分野、だれだくというのは、ありとあらゆる分野、だれだくというのは、ありとあらゆる分野、だれだくというのは、ありとあらゆる分野、だれだ

って同じテーマです。美唄の人間だけでない。って同じテーマです。美唄の人間だけでない。って同じテーマです。美唄の人間だけでない。って同じテーマです。美唄の人間だけでない。

全国、この体制で生きている限り。美唄のオ全国、この体制で生きている限り。美唄のオ全国、この体制で生きている限り。美唄のオ全国、この体制で生きている限り。美唄のオ

リジナリティーとしての戦略テーマになるのリジナリティーとしての戦略テーマになるのリジナリティーとしての戦略テーマになるのリジナリティーとしての戦略テーマになるの

か。まず、このことはきのうご答弁されていか。まず、このことはきのうご答弁されていか。まず、このことはきのうご答弁されていか。まず、このことはきのうご答弁されてい

て物すごく違和感を感じたんです。て物すごく違和感を感じたんです。て物すごく違和感を感じたんです。て物すごく違和感を感じたんです。

私は、あえて今回こういうことがどういう私は、あえて今回こういうことがどういう私は、あえて今回こういうことがどういう私は、あえて今回こういうことがどういう

ふうになっているかと、公務員制度改革と給ふうになっているかと、公務員制度改革と給ふうになっているかと、公務員制度改革と給ふうになっているかと、公務員制度改革と給

与問題も含めまして提起しているのは、地方与問題も含めまして提起しているのは、地方与問題も含めまして提起しているのは、地方与問題も含めまして提起しているのは、地方

公務員法は昭和25年ですよね。ですから、195公務員法は昭和25年ですよね。ですから、195公務員法は昭和25年ですよね。ですから、195公務員法は昭和25年ですよね。ですから、195

0年ですね。そうでしょう。ちょうど、だから0年ですね。そうでしょう。ちょうど、だから0年ですね。そうでしょう。ちょうど、だから0年ですね。そうでしょう。ちょうど、だから

55年ぐらいたっているんです、いま。ところ55年ぐらいたっているんです、いま。ところ55年ぐらいたっているんです、いま。ところ55年ぐらいたっているんです、いま。ところ

が、検討し始めているのは平成９年ぐらいかが、検討し始めているのは平成９年ぐらいかが、検討し始めているのは平成９年ぐらいかが、検討し始めているのは平成９年ぐらいか

らやっていますから、やっぱり50年を経て、らやっていますから、やっぱり50年を経て、らやっていますから、やっぱり50年を経て、らやっていますから、やっぱり50年を経て、

日本の、いわゆる自由主義経済体制の自由度日本の、いわゆる自由主義経済体制の自由度日本の、いわゆる自由主義経済体制の自由度日本の、いわゆる自由主義経済体制の自由度

はがんと高まったと、東西冷戦を越えて。そはがんと高まったと、東西冷戦を越えて。そはがんと高まったと、東西冷戦を越えて。そはがんと高まったと、東西冷戦を越えて。そ

れで、自由化、国際化、規制緩和という問題れで、自由化、国際化、規制緩和という問題れで、自由化、国際化、規制緩和という問題れで、自由化、国際化、規制緩和という問題

が出てきている。大きい条件で歴史的な、日が出てきている。大きい条件で歴史的な、日が出てきている。大きい条件で歴史的な、日が出てきている。大きい条件で歴史的な、日

本の歴史にかつてない経験をいましているわ本の歴史にかつてない経験をいましているわ本の歴史にかつてない経験をいましているわ本の歴史にかつてない経験をいましているわ

けでしょう。そして、公務員制度も50年の中けでしょう。そして、公務員制度も50年の中けでしょう。そして、公務員制度も50年の中けでしょう。そして、公務員制度も50年の中

で全くなかった時代に入ったわけでしょう、で全くなかった時代に入ったわけでしょう、で全くなかった時代に入ったわけでしょう、で全くなかった時代に入ったわけでしょう、

行政も。だから、当然そこにこの50年間歩ん行政も。だから、当然そこにこの50年間歩ん行政も。だから、当然そこにこの50年間歩ん行政も。だから、当然そこにこの50年間歩ん

できたものが全く変わったものに変わって、できたものが全く変わったものに変わって、できたものが全く変わったものに変わって、できたものが全く変わったものに変わって、

そこにあるやつがそれを牽引していくような、そこにあるやつがそれを牽引していくような、そこにあるやつがそれを牽引していくような、そこにあるやつがそれを牽引していくような、

あるいは後から押していくような、そういうあるいは後から押していくような、そういうあるいは後から押していくような、そういうあるいは後から押していくような、そういう

行政スタイルで公務員スタイルになっていか行政スタイルで公務員スタイルになっていか行政スタイルで公務員スタイルになっていか行政スタイルで公務員スタイルになっていか
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なきゃならないわけだから、歴史上初めてのなきゃならないわけだから、歴史上初めてのなきゃならないわけだから、歴史上初めてのなきゃならないわけだから、歴史上初めての

経験しているんです、みんな。それで、今回経験しているんです、みんな。それで、今回経験しているんです、みんな。それで、今回経験しているんです、みんな。それで、今回

はこのテーマに絞ったんです。はこのテーマに絞ったんです。はこのテーマに絞ったんです。はこのテーマに絞ったんです。

それで、先ほど申し上げたところに戻りまそれで、先ほど申し上げたところに戻りまそれで、先ほど申し上げたところに戻りまそれで、先ほど申し上げたところに戻りま

すけれども、もし経済振興が美唄のオリジナすけれども、もし経済振興が美唄のオリジナすけれども、もし経済振興が美唄のオリジナすけれども、もし経済振興が美唄のオリジナ

リティーを持つ、美唄の行くべき道の方向性リティーを持つ、美唄の行くべき道の方向性リティーを持つ、美唄の行くべき道の方向性リティーを持つ、美唄の行くべき道の方向性

を指し示す戦略テーマだという認識をもし持を指し示す戦略テーマだという認識をもし持を指し示す戦略テーマだという認識をもし持を指し示す戦略テーマだという認識をもし持

たれているとするならば、これは大変なことたれているとするならば、これは大変なことたれているとするならば、これは大変なことたれているとするならば、これは大変なこと

です。だって、美唄市役所の職員の人たちは、です。だって、美唄市役所の職員の人たちは、です。だって、美唄市役所の職員の人たちは、です。だって、美唄市役所の職員の人たちは、

自分たちの住んでいる世の中がどういう原理自分たちの住んでいる世の中がどういう原理自分たちの住んでいる世の中がどういう原理自分たちの住んでいる世の中がどういう原理

で社会発展を、人間の幸せを追求しているかで社会発展を、人間の幸せを追求しているかで社会発展を、人間の幸せを追求しているかで社会発展を、人間の幸せを追求しているか

ということをわからないままでもって、しかということをわからないままでもって、しかということをわからないままでもって、しかということをわからないままでもって、しか

し不景気だ、こうだ、だから地域経済何とかし不景気だ、こうだ、だから地域経済何とかし不景気だ、こうだ、だから地域経済何とかし不景気だ、こうだ、だから地域経済何とか

せんきゃならない。これは、テーマでなくて、せんきゃならない。これは、テーマでなくて、せんきゃならない。これは、テーマでなくて、せんきゃならない。これは、テーマでなくて、

当たり前のことなの。もうベースなんだ、そ当たり前のことなの。もうベースなんだ、そ当たり前のことなの。もうベースなんだ、そ当たり前のことなの。もうベースなんだ、そ

のことが。だとするならば、職員は市役所ののことが。だとするならば、職員は市役所ののことが。だとするならば、職員は市役所ののことが。だとするならば、職員は市役所の

中の厚い壁の中で１歩外へ出たら、みんなそ中の厚い壁の中で１歩外へ出たら、みんなそ中の厚い壁の中で１歩外へ出たら、みんなそ中の厚い壁の中で１歩外へ出たら、みんなそ

れにさらされている。ことしの正月、どうしれにさらされている。ことしの正月、どうしれにさらされている。ことしの正月、どうしれにさらされている。ことしの正月、どうし

ていけるんだとか、みんなそうじゃないですていけるんだとか、みんなそうじゃないですていけるんだとか、みんなそうじゃないですていけるんだとか、みんなそうじゃないです

か、農家から、議員から質問されている問題か、農家から、議員から質問されている問題か、農家から、議員から質問されている問題か、農家から、議員から質問されている問題

を含めて、全部そうじゃないでしょうか。美を含めて、全部そうじゃないでしょうか。美を含めて、全部そうじゃないでしょうか。美を含めて、全部そうじゃないでしょうか。美

唄市役所の職員と市民との、あるいは民間企唄市役所の職員と市民との、あるいは民間企唄市役所の職員と市民との、あるいは民間企唄市役所の職員と市民との、あるいは民間企

業にいる人たちのこの認識の違いの温度差と業にいる人たちのこの認識の違いの温度差と業にいる人たちのこの認識の違いの温度差と業にいる人たちのこの認識の違いの温度差と

いうのはただ者でないということになるんじいうのはただ者でないということになるんじいうのはただ者でないということになるんじいうのはただ者でないということになるんじ

ゃないでしょうか。ゃないでしょうか。ゃないでしょうか。ゃないでしょうか。

まさにここに継続安定という言葉を使ってまさにここに継続安定という言葉を使ってまさにここに継続安定という言葉を使ってまさにここに継続安定という言葉を使って

いますよね、最後のところに。この年功序列いますよね、最後のところに。この年功序列いますよね、最後のところに。この年功序列いますよね、最後のところに。この年功序列

で継続安定の部分のところだけいただいていで継続安定の部分のところだけいただいていで継続安定の部分のところだけいただいていで継続安定の部分のところだけいただいてい

る、俗に言われる親方日の丸の部分で、倒産る、俗に言われる親方日の丸の部分で、倒産る、俗に言われる親方日の丸の部分で、倒産る、俗に言われる親方日の丸の部分で、倒産

はしません、給与の支払いも受けません、美はしません、給与の支払いも受けません、美はしません、給与の支払いも受けません、美はしません、給与の支払いも受けません、美

唄市１カ所ですから競争相手もいません。そ唄市１カ所ですから競争相手もいません。そ唄市１カ所ですから競争相手もいません。そ唄市１カ所ですから競争相手もいません。そ

の中で前例踏襲だとか縦割りだとか、そういの中で前例踏襲だとか縦割りだとか、そういの中で前例踏襲だとか縦割りだとか、そういの中で前例踏襲だとか縦割りだとか、そうい

うふうにしていったら、これは外側の人たちうふうにしていったら、これは外側の人たちうふうにしていったら、これは外側の人たちうふうにしていったら、これは外側の人たち

と市民との温度差というのはすごくなるんじと市民との温度差というのはすごくなるんじと市民との温度差というのはすごくなるんじと市民との温度差というのはすごくなるんじ

ゃない、それが当たり前だと思っている。だゃない、それが当たり前だと思っている。だゃない、それが当たり前だと思っている。だゃない、それが当たり前だと思っている。だ

から、経済がそういう経済社会だということから、経済がそういう経済社会だということから、経済がそういう経済社会だということから、経済がそういう経済社会だということ

もわかっていないから、全部のテーマ、１人もわかっていないから、全部のテーマ、１人もわかっていないから、全部のテーマ、１人もわかっていないから、全部のテーマ、１人

ひとりのテーマでもあるし、美唄のテーマでひとりのテーマでもあるし、美唄のテーマでひとりのテーマでもあるし、美唄のテーマでひとりのテーマでもあるし、美唄のテーマで

もあるし、全国のテーマであるものが、戦略もあるし、全国のテーマであるものが、戦略もあるし、全国のテーマであるものが、戦略もあるし、全国のテーマであるものが、戦略

テーマのオリジナリティーのあるものとしてテーマのオリジナリティーのあるものとしてテーマのオリジナリティーのあるものとしてテーマのオリジナリティーのあるものとして

答弁されたということについて、すごい認識答弁されたということについて、すごい認識答弁されたということについて、すごい認識答弁されたということについて、すごい認識

の温度差というのは一体何なんだろうと、ゆの温度差というのは一体何なんだろうと、ゆの温度差というのは一体何なんだろうと、ゆの温度差というのは一体何なんだろうと、ゆ

ゆしき事態だという感じを持っています。はゆしき事態だという感じを持っています。はゆしき事態だという感じを持っています。はゆしき事態だという感じを持っています。は

っきり言えば、美唄市役所の職員全体は。だっきり言えば、美唄市役所の職員全体は。だっきり言えば、美唄市役所の職員全体は。だっきり言えば、美唄市役所の職員全体は。だ

って、これはあれでしょう。庁議を開いたり、って、これはあれでしょう。庁議を開いたり、って、これはあれでしょう。庁議を開いたり、って、これはあれでしょう。庁議を開いたり、

いろんなことをやって議論されて、その方針いろんなことをやって議論されて、その方針いろんなことをやって議論されて、その方針いろんなことをやって議論されて、その方針

つくったんでしょう、恐らく。どなたと、いつくったんでしょう、恐らく。どなたと、いつくったんでしょう、恐らく。どなたと、いつくったんでしょう、恐らく。どなたと、い

ま私がしゃべっているような立場で、それはま私がしゃべっているような立場で、それはま私がしゃべっているような立場で、それはま私がしゃべっているような立場で、それは

ちょっと違うんじゃないのと。それは、産業ちょっと違うんじゃないのと。それは、産業ちょっと違うんじゃないのと。それは、産業ちょっと違うんじゃないのと。それは、産業

政策なりなんなりでもってちりばめてくるん政策なりなんなりでもってちりばめてくるん政策なりなんなりでもってちりばめてくるん政策なりなんなりでもってちりばめてくるん

じゃないですかと、そういうことになっていじゃないですかと、そういうことになっていじゃないですかと、そういうことになっていじゃないですかと、そういうことになってい

くんじゃないでしょうか、もし取り組むとすくんじゃないでしょうか、もし取り組むとすくんじゃないでしょうか、もし取り組むとすくんじゃないでしょうか、もし取り組むとす

れば。れば。れば。れば。

ですから、前期計画、目指すべき都市像をですから、前期計画、目指すべき都市像をですから、前期計画、目指すべき都市像をですから、前期計画、目指すべき都市像を

入れて３つの重点方向でしょう。５つの柱、1入れて３つの重点方向でしょう。５つの柱、1入れて３つの重点方向でしょう。５つの柱、1入れて３つの重点方向でしょう。５つの柱、1

7の推進方策でしょう。そして、柱はこの戦略7の推進方策でしょう。そして、柱はこの戦略7の推進方策でしょう。そして、柱はこの戦略7の推進方策でしょう。そして、柱はこの戦略

に対して、３つの戦略の方向性に対して、やに対して、３つの戦略の方向性に対して、やに対して、３つの戦略の方向性に対して、やに対して、３つの戦略の方向性に対して、や

さしさから５つの柱を立てたわけです。そしさしさから５つの柱を立てたわけです。そしさしさから５つの柱を立てたわけです。そしさしさから５つの柱を立てたわけです。そし

て、施策の方向性を出したんです。この方向て、施策の方向性を出したんです。この方向て、施策の方向性を出したんです。この方向て、施策の方向性を出したんです。この方向

にみんな導かれていくんです。そうでないと、にみんな導かれていくんです。そうでないと、にみんな導かれていくんです。そうでないと、にみんな導かれていくんです。そうでないと、

戦略が生きていかないんだ。この方向と言っ戦略が生きていかないんだ。この方向と言っ戦略が生きていかないんだ。この方向と言っ戦略が生きていかないんだ。この方向と言っ

ているのに、みんな戦術部隊として輩出されているのに、みんな戦術部隊として輩出されているのに、みんな戦術部隊として輩出されているのに、みんな戦術部隊として輩出され

ているんでしょう、縦割りと。それが仕事ずているんでしょう、縦割りと。それが仕事ずているんでしょう、縦割りと。それが仕事ずているんでしょう、縦割りと。それが仕事ず

っとやっても、常にこの目標に向かっているっとやっても、常にこの目標に向かっているっとやっても、常にこの目標に向かっているっとやっても、常にこの目標に向かっている

ことを忘れてやっていったら、戦略方針でもことを忘れてやっていったら、戦略方針でもことを忘れてやっていったら、戦略方針でもことを忘れてやっていったら、戦略方針でも

なければ、何でもないでしょう。縦割りだけなければ、何でもないでしょう。縦割りだけなければ、何でもないでしょう。縦割りだけなければ、何でもないでしょう。縦割りだけ

見ていて、おれは建設だ、水道だとか、そう見ていて、おれは建設だ、水道だとか、そう見ていて、おれは建設だ、水道だとか、そう見ていて、おれは建設だ、水道だとか、そう

やって縦割りでみんな包まっていたら、収れやって縦割りでみんな包まっていたら、収れやって縦割りでみんな包まっていたら、収れやって縦割りでみんな包まっていたら、収れ
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んされているものがないんだから、収れんさんされているものがないんだから、収れんさんされているものがないんだから、収れんさんされているものがないんだから、収れんさ

れて行く道を失っちゃだめだよと。この部分れて行く道を失っちゃだめだよと。この部分れて行く道を失っちゃだめだよと。この部分れて行く道を失っちゃだめだよと。この部分

が頭から飛んじゃっているんなら話にならなが頭から飛んじゃっているんなら話にならなが頭から飛んじゃっているんなら話にならなが頭から飛んじゃっているんなら話にならな

い。そんな色ついたような個性を持てれる、い。そんな色ついたような個性を持てれる、い。そんな色ついたような個性を持てれる、い。そんな色ついたような個性を持てれる、

そういうような美唄のまちというのはでき上そういうような美唄のまちというのはでき上そういうような美唄のまちというのはでき上そういうような美唄のまちというのはでき上

がっていかないんじゃない、求めた道というがっていかないんじゃない、求めた道というがっていかないんじゃない、求めた道というがっていかないんじゃない、求めた道という

の。そのことを、まずきちっと押さえてもらの。そのことを、まずきちっと押さえてもらの。そのことを、まずきちっと押さえてもらの。そのことを、まずきちっと押さえてもら

いたい。いたい。いたい。いたい。

それから、そういう問題を合わすときに、それから、そういう問題を合わすときに、それから、そういう問題を合わすときに、それから、そういう問題を合わすときに、

いまご答弁いただきました。非常に職員の研いまご答弁いただきました。非常に職員の研いまご答弁いただきました。非常に職員の研いまご答弁いただきました。非常に職員の研

修ということに、市長は常に言葉使います、修ということに、市長は常に言葉使います、修ということに、市長は常に言葉使います、修ということに、市長は常に言葉使います、

意識改革のときに。そういうことですか、い意識改革のときに。そういうことですか、い意識改革のときに。そういうことですか、い意識改革のときに。そういうことですか、い

ま私が話をしていることは、職員研修しなけま私が話をしていることは、職員研修しなけま私が話をしていることは、職員研修しなけま私が話をしていることは、職員研修しなけ

ればわからないですか。まず、そういう事態ればわからないですか。まず、そういう事態ればわからないですか。まず、そういう事態ればわからないですか。まず、そういう事態

に立ち至って、公務員の多くを意識も何も変に立ち至って、公務員の多くを意識も何も変に立ち至って、公務員の多くを意識も何も変に立ち至って、公務員の多くを意識も何も変

えていかなければならんし、いままでどおりえていかなければならんし、いままでどおりえていかなければならんし、いままでどおりえていかなければならんし、いままでどおり

動く状況ではないんだということは、自分ら動く状況ではないんだということは、自分ら動く状況ではないんだということは、自分ら動く状況ではないんだということは、自分ら

肌身で感じていることだと思います。そして、肌身で感じていることだと思います。そして、肌身で感じていることだと思います。そして、肌身で感じていることだと思います。そして、

歴史上にない公務員を目指す、公務員の仕事歴史上にない公務員を目指す、公務員の仕事歴史上にない公務員を目指す、公務員の仕事歴史上にない公務員を目指す、公務員の仕事

をやらざるを得なくなったんだよ、おれたちをやらざるを得なくなったんだよ、おれたちをやらざるを得なくなったんだよ、おれたちをやらざるを得なくなったんだよ、おれたち

はと、新しい時代なんだから。その研修といはと、新しい時代なんだから。その研修といはと、新しい時代なんだから。その研修といはと、新しい時代なんだから。その研修とい

うことについて、よく言われるんですけれど、うことについて、よく言われるんですけれど、うことについて、よく言われるんですけれど、うことについて、よく言われるんですけれど、

まさかそういう状況認識をするための研修でまさかそういう状況認識をするための研修でまさかそういう状況認識をするための研修でまさかそういう状況認識をするための研修で

はないんでしょう。市民と協働でやっていくはないんでしょう。市民と協働でやっていくはないんでしょう。市民と協働でやっていくはないんでしょう。市民と協働でやっていく

ための、いろんなやっぱり悩みがあるでしょための、いろんなやっぱり悩みがあるでしょための、いろんなやっぱり悩みがあるでしょための、いろんなやっぱり悩みがあるでしょ

う、自立に向かって。そういうようなことをう、自立に向かって。そういうようなことをう、自立に向かって。そういうようなことをう、自立に向かって。そういうようなことを

目指してのあれなんでないですか、研修とい目指してのあれなんでないですか、研修とい目指してのあれなんでないですか、研修とい目指してのあれなんでないですか、研修とい

う意味なんでしょうか。ここのところ、ちょう意味なんでしょうか。ここのところ、ちょう意味なんでしょうか。ここのところ、ちょう意味なんでしょうか。ここのところ、ちょ

っと説明していただきたいと思います。まさっと説明していただきたいと思います。まさっと説明していただきたいと思います。まさっと説明していただきたいと思います。まさ

か時代認識や状況認識や自分たちの置かれてか時代認識や状況認識や自分たちの置かれてか時代認識や状況認識や自分たちの置かれてか時代認識や状況認識や自分たちの置かれて

いる環境がどうだということの、そのためのいる環境がどうだということの、そのためのいる環境がどうだということの、そのためのいる環境がどうだということの、そのための

研修だというんだったら、これは全体の奉仕研修だというんだったら、これは全体の奉仕研修だというんだったら、これは全体の奉仕研修だというんだったら、これは全体の奉仕

者、公務員というのは、申しわけないけれど者、公務員というのは、申しわけないけれど者、公務員というのは、申しわけないけれど者、公務員というのは、申しわけないけれど

も、みずから勉強して、みずからふだんのたも、みずから勉強して、みずからふだんのたも、みずから勉強して、みずからふだんのたも、みずから勉強して、みずからふだんのた

めにやってもらわなければならないことがそめにやってもらわなければならないことがそめにやってもらわなければならないことがそめにやってもらわなければならないことがそ

うだというんだったら、これ一体どうなるのうだというんだったら、これ一体どうなるのうだというんだったら、これ一体どうなるのうだというんだったら、これ一体どうなるの

と。こういう話を民間の人たちが聞いたら、と。こういう話を民間の人たちが聞いたら、と。こういう話を民間の人たちが聞いたら、と。こういう話を民間の人たちが聞いたら、

あれじゃないでしょうか。冗談じゃない、給あれじゃないでしょうか。冗談じゃない、給あれじゃないでしょうか。冗談じゃない、給あれじゃないでしょうか。冗談じゃない、給

料払っていられない、これならなとなるじゃ料払っていられない、これならなとなるじゃ料払っていられない、これならなとなるじゃ料払っていられない、これならなとなるじゃ

ないだろうか。ちょっと研修の問題のところないだろうか。ちょっと研修の問題のところないだろうか。ちょっと研修の問題のところないだろうか。ちょっと研修の問題のところ

について答弁してください。について答弁してください。について答弁してください。について答弁してください。

それから、この問題の３つ目、先ほど言いそれから、この問題の３つ目、先ほど言いそれから、この問題の３つ目、先ほど言いそれから、この問題の３つ目、先ほど言い

ました、庁議なりなんなりでもって検討されました、庁議なりなんなりでもって検討されました、庁議なりなんなりでもって検討されました、庁議なりなんなりでもって検討され

たんじゃないですかと。庁議は、少なくともたんじゃないですかと。庁議は、少なくともたんじゃないですかと。庁議は、少なくともたんじゃないですかと。庁議は、少なくとも

いま美唄市の最高意思決定機関でしょう、機いま美唄市の最高意思決定機関でしょう、機いま美唄市の最高意思決定機関でしょう、機いま美唄市の最高意思決定機関でしょう、機

関としては。最高意思決定する権限を持って関としては。最高意思決定する権限を持って関としては。最高意思決定する権限を持って関としては。最高意思決定する権限を持って

いるのは市長でしょう。でも、行政のこの体いるのは市長でしょう。でも、行政のこの体いるのは市長でしょう。でも、行政のこの体いるのは市長でしょう。でも、行政のこの体

制の中で言えば、執行体制の中でいう機関と制の中で言えば、執行体制の中でいう機関と制の中で言えば、執行体制の中でいう機関と制の中で言えば、執行体制の中でいう機関と

して庁議は最高機関ですよね。そこの庁議として庁議は最高機関ですよね。そこの庁議として庁議は最高機関ですよね。そこの庁議として庁議は最高機関ですよね。そこの庁議と

いうのが、隣ばかり意識して、自分の関係すいうのが、隣ばかり意識して、自分の関係すいうのが、隣ばかり意識して、自分の関係すいうのが、隣ばかり意識して、自分の関係す

る、部長さんが中心なんでしょうけれども、る、部長さんが中心なんでしょうけれども、る、部長さんが中心なんでしょうけれども、る、部長さんが中心なんでしょうけれども、

自分の関係するものだけは自分の責任だと。自分の関係するものだけは自分の責任だと。自分の関係するものだけは自分の責任だと。自分の関係するものだけは自分の責任だと。

こういうふうにして入ってくるの、まずいいこういうふうにして入ってくるの、まずいいこういうふうにして入ってくるの、まずいいこういうふうにして入ってくるの、まずいい

です。しかし、少なくとも美唄全体あるいはです。しかし、少なくとも美唄全体あるいはです。しかし、少なくとも美唄全体あるいはです。しかし、少なくとも美唄全体あるいは

行政全体、要するにどこに行くかというとこ行政全体、要するにどこに行くかというとこ行政全体、要するにどこに行くかというとこ行政全体、要するにどこに行くかというとこ

ろでやっているんじゃないですか、本来は。ろでやっているんじゃないですか、本来は。ろでやっているんじゃないですか、本来は。ろでやっているんじゃないですか、本来は。

その中の自分の担当部署はこれですというこその中の自分の担当部署はこれですというこその中の自分の担当部署はこれですというこその中の自分の担当部署はこれですというこ

となんでしょう。そして、自分らは戦略方針となんでしょう。そして、自分らは戦略方針となんでしょう。そして、自分らは戦略方針となんでしょう。そして、自分らは戦略方針

に向かうとか、自分の仕事を通じてこういうに向かうとか、自分の仕事を通じてこういうに向かうとか、自分の仕事を通じてこういうに向かうとか、自分の仕事を通じてこういう

ところに色をちりばめていますよと、そうやところに色をちりばめていますよと、そうやところに色をちりばめていますよと、そうやところに色をちりばめていますよと、そうや

ってやっていますよと、こういうことでないってやっていますよと、こういうことでないってやっていますよと、こういうことでないってやっていますよと、こういうことでない

んですか。んですか。んですか。んですか。

それと、庁議というのは、私もちょっと同それと、庁議というのは、私もちょっと同それと、庁議というのは、私もちょっと同それと、庁議というのは、私もちょっと同

僚議員や何かに聞いてみたんですけど、もう僚議員や何かに聞いてみたんですけど、もう僚議員や何かに聞いてみたんですけど、もう僚議員や何かに聞いてみたんですけど、もう

少し透明性高められないですか、最高意思決少し透明性高められないですか、最高意思決少し透明性高められないですか、最高意思決少し透明性高められないですか、最高意思決

定機関。これは、やっぱり経営者が取締役会定機関。これは、やっぱり経営者が取締役会定機関。これは、やっぱり経営者が取締役会定機関。これは、やっぱり経営者が取締役会

でも何でも、そういうところで開いて、一体でも何でも、そういうところで開いて、一体でも何でも、そういうところで開いて、一体でも何でも、そういうところで開いて、一体

どういうことをどう議論しているかというこどういうことをどう議論しているかというこどういうことをどう議論しているかというこどういうことをどう議論しているかというこ



－ －145145145145

とをびしっと出してもらわないと、そして社とをびしっと出してもらわないと、そして社とをびしっと出してもらわないと、そして社とをびしっと出してもらわないと、そして社

長の方針を、会社の方針をこれに決めたと、長の方針を、会社の方針をこれに決めたと、長の方針を、会社の方針をこれに決めたと、長の方針を、会社の方針をこれに決めたと、

こうするんだということを従業員の方にきちこうするんだということを従業員の方にきちこうするんだということを従業員の方にきちこうするんだということを従業員の方にきち

っと情報公開、しかもリアルタイムなぐらい、っと情報公開、しかもリアルタイムなぐらい、っと情報公開、しかもリアルタイムなぐらい、っと情報公開、しかもリアルタイムなぐらい、

いま全部パソコンでやりますから。そういういま全部パソコンでやりますから。そういういま全部パソコンでやりますから。そういういま全部パソコンでやりますから。そういう

組織でないと、あるいはそういう企業でない組織でないと、あるいはそういう企業でない組織でないと、あるいはそういう企業でない組織でないと、あるいはそういう企業でない

と、絶対にフットワークが悪いし、情報が停と、絶対にフットワークが悪いし、情報が停と、絶対にフットワークが悪いし、情報が停と、絶対にフットワークが悪いし、情報が停

滞するし、それは行政も同じことじゃないだ滞するし、それは行政も同じことじゃないだ滞するし、それは行政も同じことじゃないだ滞するし、それは行政も同じことじゃないだ

ろうか。そういう庁議というものに持っていろうか。そういう庁議というものに持っていろうか。そういう庁議というものに持っていろうか。そういう庁議というものに持ってい

くという透明性を高めていく、情報がリアルくという透明性を高めていく、情報がリアルくという透明性を高めていく、情報がリアルくという透明性を高めていく、情報がリアル

タイムに即時的に走っていくと、そういうよタイムに即時的に走っていくと、そういうよタイムに即時的に走っていくと、そういうよタイムに即時的に走っていくと、そういうよ

うなことが検討されたことがあるのかないのうなことが検討されたことがあるのかないのうなことが検討されたことがあるのかないのうなことが検討されたことがあるのかないの

か。もしないとするならば、いまの私の見解か。もしないとするならば、いまの私の見解か。もしないとするならば、いまの私の見解か。もしないとするならば、いまの私の見解

等に対してどう思っていらっしゃるかお聞き等に対してどう思っていらっしゃるかお聞き等に対してどう思っていらっしゃるかお聞き等に対してどう思っていらっしゃるかお聞き

をしたいと思います。をしたいと思います。をしたいと思います。をしたいと思います。

それから、給与問題の中で言えば、私は現それから、給与問題の中で言えば、私は現それから、給与問題の中で言えば、私は現それから、給与問題の中で言えば、私は現

行の地方公務員法というのが、いまおっしゃ行の地方公務員法というのが、いまおっしゃ行の地方公務員法というのが、いまおっしゃ行の地方公務員法というのが、いまおっしゃ

っられたこと、本当は根本的には担保していっられたこと、本当は根本的には担保していっられたこと、本当は根本的には担保していっられたこと、本当は根本的には担保してい

るんですよね。実施していないです。地方公るんですよね。実施していないです。地方公るんですよね。実施していないです。地方公るんですよね。実施していないです。地方公

務員法が原則でしょう。そして、現実は給与務員法が原則でしょう。そして、現実は給与務員法が原則でしょう。そして、現実は給与務員法が原則でしょう。そして、現実は給与

は条例審議でしょう。職階制でしょう。職種は条例審議でしょう。職階制でしょう。職種は条例審議でしょう。職階制でしょう。職種は条例審議でしょう。職階制でしょう。職種

別でしょう。競争主義でしょう。これ、勤勉別でしょう。競争主義でしょう。これ、勤勉別でしょう。競争主義でしょう。これ、勤勉別でしょう。競争主義でしょう。これ、勤勉

手当だって勤評があるんですから、競争主義手当だって勤評があるんですから、競争主義手当だって勤評があるんですから、競争主義手当だって勤評があるんですから、競争主義

入っていますね、ちゃんと。政策の評価もで入っていますね、ちゃんと。政策の評価もで入っていますね、ちゃんと。政策の評価もで入っていますね、ちゃんと。政策の評価もで

きる。だから、能力が生活給に入っている。きる。だから、能力が生活給に入っている。きる。だから、能力が生活給に入っている。きる。だから、能力が生活給に入っている。

地方公務員法の基本的原則というのは、いま地方公務員法の基本的原則というのは、いま地方公務員法の基本的原則というのは、いま地方公務員法の基本的原則というのは、いま

の時代にも対応できる部分というのはある。の時代にも対応できる部分というのはある。の時代にも対応できる部分というのはある。の時代にも対応できる部分というのはある。

やっていないだけなんです。やっていないとやっていないだけなんです。やっていないとやっていないだけなんです。やっていないとやっていないだけなんです。やっていないと

いうことはどういうことかと言ったら、自分いうことはどういうことかと言ったら、自分いうことはどういうことかと言ったら、自分いうことはどういうことかと言ったら、自分

たちにおいしいところの年功序列だとか、黙たちにおいしいところの年功序列だとか、黙たちにおいしいところの年功序列だとか、黙たちにおいしいところの年功序列だとか、黙

っていけば上がっていくとか。競争相手もいっていけば上がっていくとか。競争相手もいっていけば上がっていくとか。競争相手もいっていけば上がっていくとか。競争相手もい

るわけでない。美唄市役所、２つも３つもあるわけでない。美唄市役所、２つも３つもあるわけでない。美唄市役所、２つも３つもあるわけでない。美唄市役所、２つも３つもあ

るわけでないと。そのおいしいところ、ずっるわけでないと。そのおいしいところ、ずっるわけでないと。そのおいしいところ、ずっるわけでないと。そのおいしいところ、ずっ

といただいていたんです。ちゃんとこの競争といただいていたんです。ちゃんとこの競争といただいていたんです。ちゃんとこの競争といただいていたんです。ちゃんとこの競争

原理も入っているのに、能力が生活給に入っ原理も入っているのに、能力が生活給に入っ原理も入っているのに、能力が生活給に入っ原理も入っているのに、能力が生活給に入っ

ているのに、現行の法律の中に、そうじゃなているのに、現行の法律の中に、そうじゃなているのに、現行の法律の中に、そうじゃなているのに、現行の法律の中に、そうじゃな

いでしょうか。服務規律だってそうじゃないいでしょうか。服務規律だってそうじゃないいでしょうか。服務規律だってそうじゃないいでしょうか。服務規律だってそうじゃない

ですか、全部。このところが現実問題、職階ですか、全部。このところが現実問題、職階ですか、全部。このところが現実問題、職階ですか、全部。このところが現実問題、職階

制のところでばかり、縦割り、職階制、これ制のところでばかり、縦割り、職階制、これ制のところでばかり、縦割り、職階制、これ制のところでばかり、縦割り、職階制、これ

のところに帰着していっているから、ほかののところに帰着していっているから、ほかののところに帰着していっているから、ほかののところに帰着していっているから、ほかの

こと全部関係なくなっているんじゃないですこと全部関係なくなっているんじゃないですこと全部関係なくなっているんじゃないですこと全部関係なくなっているんじゃないです

か。給与条例も給与体系もそうはなっていなか。給与条例も給与体系もそうはなっていなか。給与条例も給与体系もそうはなっていなか。給与条例も給与体系もそうはなっていな

いでしょう、法律も本来。そこのところを美いでしょう、法律も本来。そこのところを美いでしょう、法律も本来。そこのところを美いでしょう、法律も本来。そこのところを美

唄市の取り組みの状況等についても、私はも唄市の取り組みの状況等についても、私はも唄市の取り組みの状況等についても、私はも唄市の取り組みの状況等についても、私はも

う１度、チェックを自分たち自身としてどうう１度、チェックを自分たち自身としてどうう１度、チェックを自分たち自身としてどうう１度、チェックを自分たち自身としてどう

思われておられるのか。市長自身も市役所に思われておられるのか。市長自身も市役所に思われておられるのか。市長自身も市役所に思われておられるのか。市長自身も市役所に

おられた方ですから、どう思われているのか、おられた方ですから、どう思われているのか、おられた方ですから、どう思われているのか、おられた方ですから、どう思われているのか、

率直にお伺いしたいと思います。率直にお伺いしたいと思います。率直にお伺いしたいと思います。率直にお伺いしたいと思います。

ただ、今回成果主義とか、年功重視から職ただ、今回成果主義とか、年功重視から職ただ、今回成果主義とか、年功重視から職ただ、今回成果主義とか、年功重視から職

務重視でしょう。そして、給料表の構造転換、務重視でしょう。そして、給料表の構造転換、務重視でしょう。そして、給料表の構造転換、務重視でしょう。そして、給料表の構造転換、

それは当然そうなりますね。職階制だけでいそれは当然そうなりますね。職階制だけでいそれは当然そうなりますね。職階制だけでいそれは当然そうなりますね。職階制だけでい

きませんから、その中だって変わります。人きませんから、その中だって変わります。人きませんから、その中だって変わります。人きませんから、その中だって変わります。人

事評価による昇給や勤勉手当における勤務実事評価による昇給や勤勉手当における勤務実事評価による昇給や勤勉手当における勤務実事評価による昇給や勤勉手当における勤務実

績の的確な反映、地域民間給与水準、これで績の的確な反映、地域民間給与水準、これで績の的確な反映、地域民間給与水準、これで績の的確な反映、地域民間給与水準、これで

いきますと、これだけの道筋に入ってしまういきますと、これだけの道筋に入ってしまういきますと、これだけの道筋に入ってしまういきますと、これだけの道筋に入ってしまう

と、地域の民間水準も、たとえば景気がいいと、地域の民間水準も、たとえば景気がいいと、地域の民間水準も、たとえば景気がいいと、地域の民間水準も、たとえば景気がいい

と、都市部あるいは東京だ、どこだといいでと、都市部あるいは東京だ、どこだといいでと、都市部あるいは東京だ、どこだといいでと、都市部あるいは東京だ、どこだといいで

すね、いいところありますね。そういうとこすね、いいところありますね。そういうとこすね、いいところありますね。そういうとこすね、いいところありますね。そういうとこ

ろの地域間格差というのは、猛烈につくんでろの地域間格差というのは、猛烈につくんでろの地域間格差というのは、猛烈につくんでろの地域間格差というのは、猛烈につくんで

す、結果的に。地域ぐるみ、負け組、勝ち組す、結果的に。地域ぐるみ、負け組、勝ち組す、結果的に。地域ぐるみ、負け組、勝ち組す、結果的に。地域ぐるみ、負け組、勝ち組

の状況になっていくんです。そして、行政のの状況になっていくんです。そして、行政のの状況になっていくんです。そして、行政のの状況になっていくんです。そして、行政の

中もそこに埋没するんです、給与面で。ここ中もそこに埋没するんです、給与面で。ここ中もそこに埋没するんです、給与面で。ここ中もそこに埋没するんです、給与面で。ここ

のところについては、成果主義と、それからのところについては、成果主義と、それからのところについては、成果主義と、それからのところについては、成果主義と、それから

客観的評価というのは必要です。そして、公客観的評価というのは必要です。そして、公客観的評価というのは必要です。そして、公客観的評価というのは必要です。そして、公

務員は。だけれども、地域民間給与水準とか、務員は。だけれども、地域民間給与水準とか、務員は。だけれども、地域民間給与水準とか、務員は。だけれども、地域民間給与水準とか、

そういうようなことになって、そこでのかかそういうようなことになって、そこでのかかそういうようなことになって、そこでのかかそういうようなことになって、そこでのかか

わりなどを追いかけていくと、非常にレベルわりなどを追いかけていくと、非常にレベルわりなどを追いかけていくと、非常にレベルわりなどを追いかけていくと、非常にレベル

が高い、所得水準が高い地域と所得水準が低が高い、所得水準が高い地域と所得水準が低が高い、所得水準が高い地域と所得水準が低が高い、所得水準が高い地域と所得水準が低
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い地域の中で、公務員はそっちの低いところい地域の中で、公務員はそっちの低いところい地域の中で、公務員はそっちの低いところい地域の中で、公務員はそっちの低いところ

に流れ込まなきゃいけないんですから。一定に流れ込まなきゃいけないんですから。一定に流れ込まなきゃいけないんですから。一定に流れ込まなきゃいけないんですから。一定

の公務員の中にも、継続性や安定性というのの公務員の中にも、継続性や安定性というのの公務員の中にも、継続性や安定性というのの公務員の中にも、継続性や安定性というの

は一定段階担保してあげなくてはならないとは一定段階担保してあげなくてはならないとは一定段階担保してあげなくてはならないとは一定段階担保してあげなくてはならないと

思うんです、私は。そのかわり、全体の奉仕思うんです、私は。そのかわり、全体の奉仕思うんです、私は。そのかわり、全体の奉仕思うんです、私は。そのかわり、全体の奉仕

者という、憲法でもって縛りがかかっている者という、憲法でもって縛りがかかっている者という、憲法でもって縛りがかかっている者という、憲法でもって縛りがかかっている

職業ですから。その辺のことに対してご答弁職業ですから。その辺のことに対してご答弁職業ですから。その辺のことに対してご答弁職業ですから。その辺のことに対してご答弁

いただきましたけれども、それだけに経営者いただきましたけれども、それだけに経営者いただきましたけれども、それだけに経営者いただきましたけれども、それだけに経営者

としては少し私は危険を伴うと。公務員の一としては少し私は危険を伴うと。公務員の一としては少し私は危険を伴うと。公務員の一としては少し私は危険を伴うと。公務員の一

定の継続性、安定性はやはり担保するという定の継続性、安定性はやはり担保するという定の継続性、安定性はやはり担保するという定の継続性、安定性はやはり担保するという

姿勢は使用者としてもとらなければならない姿勢は使用者としてもとらなければならない姿勢は使用者としてもとらなければならない姿勢は使用者としてもとらなければならない

し、そのかわり縛りに合ったとおりの仕事をし、そのかわり縛りに合ったとおりの仕事をし、そのかわり縛りに合ったとおりの仕事をし、そのかわり縛りに合ったとおりの仕事を

やってもらう、全体の奉仕者として、そういやってもらう、全体の奉仕者として、そういやってもらう、全体の奉仕者として、そういやってもらう、全体の奉仕者として、そうい

うふうになっているんだから。うふうになっているんだから。うふうになっているんだから。うふうになっているんだから。

したがって、職階制に行き着いていくと、したがって、職階制に行き着いていくと、したがって、職階制に行き着いていくと、したがって、職階制に行き着いていくと、

少ないコストになっていきますね、これから少ないコストになっていきますね、これから少ないコストになっていきますね、これから少ないコストになっていきますね、これから

どんどん、絶対変わっていくから。そこに職どんどん、絶対変わっていくから。そこに職どんどん、絶対変わっていくから。そこに職どんどん、絶対変わっていくから。そこに職

階制給料表で到達点にいったら、一般職の場階制給料表で到達点にいったら、一般職の場階制給料表で到達点にいったら、一般職の場階制給料表で到達点にいったら、一般職の場

合、部長で終わりでしょう、部制ある限りは。合、部長で終わりでしょう、部制ある限りは。合、部長で終わりでしょう、部制ある限りは。合、部長で終わりでしょう、部制ある限りは。

そうしたら、到達されるのは３人か４人しかそうしたら、到達されるのは３人か４人しかそうしたら、到達されるのは３人か４人しかそうしたら、到達されるのは３人か４人しか

いないというようにいくんです、そうやって。いないというようにいくんです、そうやって。いないというようにいくんです、そうやって。いないというようにいくんです、そうやって。

それでもって、モチベーションを高めろとか、それでもって、モチベーションを高めろとか、それでもって、モチベーションを高めろとか、それでもって、モチベーションを高めろとか、

活気を持てとかなんとかと言ったって、これ活気を持てとかなんとかと言ったって、これ活気を持てとかなんとかと言ったって、これ活気を持てとかなんとかと言ったって、これ

はもうとてもではないけれども、それは人事はもうとてもではないけれども、それは人事はもうとてもではないけれども、それは人事はもうとてもではないけれども、それは人事

評価制度や何かきれいに、客観的に透明性高評価制度や何かきれいに、客観的に透明性高評価制度や何かきれいに、客観的に透明性高評価制度や何かきれいに、客観的に透明性高

めてやったとしても、しょせん行くポストがめてやったとしても、しょせん行くポストがめてやったとしても、しょせん行くポストがめてやったとしても、しょせん行くポストが

３人か４人のポストなんだということになっ３人か４人のポストなんだということになっ３人か４人のポストなんだということになっ３人か４人のポストなんだということになっ

ちゃうんでないの。もっと違う形のことを、ちゃうんでないの。もっと違う形のことを、ちゃうんでないの。もっと違う形のことを、ちゃうんでないの。もっと違う形のことを、

やっぱり職階制というものに、私はどうあっやっぱり職階制というものに、私はどうあっやっぱり職階制というものに、私はどうあっやっぱり職階制というものに、私はどうあっ

たって必ずそこに矛盾が起きる、血を出さなたって必ずそこに矛盾が起きる、血を出さなたって必ずそこに矛盾が起きる、血を出さなたって必ずそこに矛盾が起きる、血を出さな

きゃいけないと、そのように考えているんできゃいけないと、そのように考えているんできゃいけないと、そのように考えているんできゃいけないと、そのように考えているんで

すけれど、その辺のことも含めてお答え願いすけれど、その辺のことも含めてお答え願いすけれど、その辺のことも含めてお答え願いすけれど、その辺のことも含めてお答え願い

たいと思います。たいと思います。たいと思います。たいと思います。

●議長長岡正勝君 市長。●議長長岡正勝君 市長。●議長長岡正勝君 市長。●議長長岡正勝君 市長。

●市長桜井道夫君 荘司議員の質問にお答え●市長桜井道夫君 荘司議員の質問にお答え●市長桜井道夫君 荘司議員の質問にお答え●市長桜井道夫君 荘司議員の質問にお答え

します。します。します。します。

最初に、重点政策の考え方についてであり最初に、重点政策の考え方についてであり最初に、重点政策の考え方についてであり最初に、重点政策の考え方についてであり

ますが、美唄21世紀まちづくりプランの３つますが、美唄21世紀まちづくりプランの３つますが、美唄21世紀まちづくりプランの３つますが、美唄21世紀まちづくりプランの３つ

の重点方向、「福祉」「環境」「交流」を具の重点方向、「福祉」「環境」「交流」を具の重点方向、「福祉」「環境」「交流」を具の重点方向、「福祉」「環境」「交流」を具

体的に進めるため、基本計画ではこれらを重体的に進めるため、基本計画ではこれらを重体的に進めるため、基本計画ではこれらを重体的に進めるため、基本計画ではこれらを重

点政策として位置づけることとしており、後点政策として位置づけることとしており、後点政策として位置づけることとしており、後点政策として位置づけることとしており、後

期基本計画においてはこれに「経済・振興」期基本計画においてはこれに「経済・振興」期基本計画においてはこれに「経済・振興」期基本計画においてはこれに「経済・振興」

を加えたいと考えているところでございます。を加えたいと考えているところでございます。を加えたいと考えているところでございます。を加えたいと考えているところでございます。

市内経済に関しましては、緊急にその再生に市内経済に関しましては、緊急にその再生に市内経済に関しましては、緊急にその再生に市内経済に関しましては、緊急にその再生に

取り組まなければならないと感じておりまし取り組まなければならないと感じておりまし取り組まなければならないと感じておりまし取り組まなければならないと感じておりまし

て、市民生活を支え、まちの活力づくりを進て、市民生活を支え、まちの活力づくりを進て、市民生活を支え、まちの活力づくりを進て、市民生活を支え、まちの活力づくりを進

める上で「経済・振興」は欠かせないものでめる上で「経済・振興」は欠かせないものでめる上で「経済・振興」は欠かせないものでめる上で「経済・振興」は欠かせないもので

あり、今後５年間で活発な経済活動を生み出あり、今後５年間で活発な経済活動を生み出あり、今後５年間で活発な経済活動を生み出あり、今後５年間で活発な経済活動を生み出

す仕組みづくりに取り組んでまいりたいと考す仕組みづくりに取り組んでまいりたいと考す仕組みづくりに取り組んでまいりたいと考す仕組みづくりに取り組んでまいりたいと考

えております。えております。えております。えております。

なお、「経済・振興」は「福祉」「環境」なお、「経済・振興」は「福祉」「環境」なお、「経済・振興」は「福祉」「環境」なお、「経済・振興」は「福祉」「環境」

「交流」の各施策を支え、推進する役割を持「交流」の各施策を支え、推進する役割を持「交流」の各施策を支え、推進する役割を持「交流」の各施策を支え、推進する役割を持

つことから、これらの分野と関連づけながらつことから、これらの分野と関連づけながらつことから、これらの分野と関連づけながらつことから、これらの分野と関連づけながら

進めてまいりたいと考えているところでござ進めてまいりたいと考えているところでござ進めてまいりたいと考えているところでござ進めてまいりたいと考えているところでござ

います。います。います。います。

次に、研修の問題でございますけれども、次に、研修の問題でございますけれども、次に、研修の問題でございますけれども、次に、研修の問題でございますけれども、

現在人事におきまして50年ぶりの給与制度の現在人事におきまして50年ぶりの給与制度の現在人事におきまして50年ぶりの給与制度の現在人事におきまして50年ぶりの給与制度の

見直し、これが打ち出されたところでござい見直し、これが打ち出されたところでござい見直し、これが打ち出されたところでござい見直し、これが打ち出されたところでござい

ます。その中で、やはりこれからの新しい公ます。その中で、やはりこれからの新しい公ます。その中で、やはりこれからの新しい公ます。その中で、やはりこれからの新しい公

務員像につきまして、みずから自覚し、自己務員像につきまして、みずから自覚し、自己務員像につきまして、みずから自覚し、自己務員像につきまして、みずから自覚し、自己

改革をすべきということで自己研鑽等が必要改革をすべきということで自己研鑽等が必要改革をすべきということで自己研鑽等が必要改革をすべきということで自己研鑽等が必要

になるわけでございます。こういうことで、になるわけでございます。こういうことで、になるわけでございます。こういうことで、になるわけでございます。こういうことで、

私はあくまでも研修につきましては意識改革私はあくまでも研修につきましては意識改革私はあくまでも研修につきましては意識改革私はあくまでも研修につきましては意識改革

を主体にやるべきだということで、みずからを主体にやるべきだということで、みずからを主体にやるべきだということで、みずからを主体にやるべきだということで、みずから

も勉強しながら、この研修というものに取りも勉強しながら、この研修というものに取りも勉強しながら、この研修というものに取りも勉強しながら、この研修というものに取り

組んでまいりたい。組んでまいりたい。組んでまいりたい。組んでまいりたい。

それから、庁議に関しましては、これは私それから、庁議に関しましては、これは私それから、庁議に関しましては、これは私それから、庁議に関しましては、これは私

ども市全般の課題等につきまして全庁的に協ども市全般の課題等につきまして全庁的に協ども市全般の課題等につきまして全庁的に協ども市全般の課題等につきまして全庁的に協
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議をする場としておりますけれども、より内議をする場としておりますけれども、より内議をする場としておりますけれども、より内議をする場としておりますけれども、より内

容的にふさわしいものとなるよう充実させる容的にふさわしいものとなるよう充実させる容的にふさわしいものとなるよう充実させる容的にふさわしいものとなるよう充実させる

と同時に、庁議で話されたことにつきましてと同時に、庁議で話されたことにつきましてと同時に、庁議で話されたことにつきましてと同時に、庁議で話されたことにつきまして

は、これは各職場に迅速に伝達をしてまいりは、これは各職場に迅速に伝達をしてまいりは、これは各職場に迅速に伝達をしてまいりは、これは各職場に迅速に伝達をしてまいり

たいと、このように考えております。たいと、このように考えております。たいと、このように考えております。たいと、このように考えております。

それから、最後の公務員の部分でございまそれから、最後の公務員の部分でございまそれから、最後の公務員の部分でございまそれから、最後の公務員の部分でございま

すけれども、人事異動におきましては成果主すけれども、人事異動におきましては成果主すけれども、人事異動におきましては成果主すけれども、人事異動におきましては成果主

義の導入、それから地域給の導入など、こう義の導入、それから地域給の導入など、こう義の導入、それから地域給の導入など、こう義の導入、それから地域給の導入など、こう

いう50年ぶりの給与改革を打ち出したといういう50年ぶりの給与改革を打ち出したといういう50年ぶりの給与改革を打ち出したといういう50年ぶりの給与改革を打ち出したという

ところでございますけれども、成果主義にもところでございますけれども、成果主義にもところでございますけれども、成果主義にもところでございますけれども、成果主義にも

メリット、デメリットというか、長短がありメリット、デメリットというか、長短がありメリット、デメリットというか、長短がありメリット、デメリットというか、長短があり

ますし、それから地域給、私はこの導入に当ますし、それから地域給、私はこの導入に当ますし、それから地域給、私はこの導入に当ますし、それから地域給、私はこの導入に当

たっては慎重にすべきだということで、職員たっては慎重にすべきだということで、職員たっては慎重にすべきだということで、職員たっては慎重にすべきだということで、職員

のやる気が起きる人事行政をしなければならのやる気が起きる人事行政をしなければならのやる気が起きる人事行政をしなければならのやる気が起きる人事行政をしなければなら

ないと考えております。ないと考えております。ないと考えております。ないと考えております。

今後いろんなこういう時代の変化を受けと今後いろんなこういう時代の変化を受けと今後いろんなこういう時代の変化を受けと今後いろんなこういう時代の変化を受けと

めながら、新しい公務員像に向けまして、私めながら、新しい公務員像に向けまして、私めながら、新しい公務員像に向けまして、私めながら、新しい公務員像に向けまして、私

も含め職員１人ひとりが自覚を持って、市民も含め職員１人ひとりが自覚を持って、市民も含め職員１人ひとりが自覚を持って、市民も含め職員１人ひとりが自覚を持って、市民

から信頼される市役所づくりをしていかなけから信頼される市役所づくりをしていかなけから信頼される市役所づくりをしていかなけから信頼される市役所づくりをしていかなけ

ればならないと、このように考えているとこればならないと、このように考えているとこればならないと、このように考えているとこればならないと、このように考えているとこ

ろでございます。ろでございます。ろでございます。ろでございます。

●議長長岡正勝君 19番荘司光雄議員。●議長長岡正勝君 19番荘司光雄議員。●議長長岡正勝君 19番荘司光雄議員。●議長長岡正勝君 19番荘司光雄議員。

●19番荘司光雄議員 私が最後ですから、一●19番荘司光雄議員 私が最後ですから、一●19番荘司光雄議員 私が最後ですから、一●19番荘司光雄議員 私が最後ですから、一

般質問、簡潔にやりたいと思います。般質問、簡潔にやりたいと思います。般質問、簡潔にやりたいと思います。般質問、簡潔にやりたいと思います。

市長、経済政策というのは、経済が後押し市長、経済政策というのは、経済が後押し市長、経済政策というのは、経済が後押し市長、経済政策というのは、経済が後押し

をするんだと、それは確かにそうだ。これどをするんだと、それは確かにそうだ。これどをするんだと、それは確かにそうだ。これどをするんだと、それは確かにそうだ。これど

んな場合でも、たとえば福祉とか、そういうんな場合でも、たとえば福祉とか、そういうんな場合でも、たとえば福祉とか、そういうんな場合でも、たとえば福祉とか、そういう

３つ、これで申し上げれば違うでしょう。交３つ、これで申し上げれば違うでしょう。交３つ、これで申し上げれば違うでしょう。交３つ、これで申し上げれば違うでしょう。交

流というのは、人、物、金、情報、すべてが流というのは、人、物、金、情報、すべてが流というのは、人、物、金、情報、すべてが流というのは、人、物、金、情報、すべてが

交流なんです。これは、双方向であるべきな交流なんです。これは、双方向であるべきな交流なんです。これは、双方向であるべきな交流なんです。これは、双方向であるべきな

んだ。だから、自由度が高まった社会に入っんだ。だから、自由度が高まった社会に入っんだ。だから、自由度が高まった社会に入っんだ。だから、自由度が高まった社会に入っ

ちゃった。だから、規制緩和だとか、そういちゃった。だから、規制緩和だとか、そういちゃった。だから、規制緩和だとか、そういちゃった。だから、規制緩和だとか、そうい

うものが出ているんです。そうしたら、そこうものが出ているんです。そうしたら、そこうものが出ているんです。そうしたら、そこうものが出ているんです。そうしたら、そこ

に人が動いて、お金が動いて、物が動いて、に人が動いて、お金が動いて、物が動いて、に人が動いて、お金が動いて、物が動いて、に人が動いて、お金が動いて、物が動いて、

情報が動いてということでしょう。それは、情報が動いてということでしょう。それは、情報が動いてということでしょう。それは、情報が動いてということでしょう。それは、

必ずそういうことで経済効果と波及効果出す必ずそういうことで経済効果と波及効果出す必ずそういうことで経済効果と波及効果出す必ずそういうことで経済効果と波及効果出す

じゃないですか、これは。じゃないですか、これは。じゃないですか、これは。じゃないですか、これは。

午前中、うちの会派の同僚議員から観光と午前中、うちの会派の同僚議員から観光と午前中、うちの会派の同僚議員から観光と午前中、うちの会派の同僚議員から観光と

いうものが出ていました。あれは、観光産業いうものが出ていました。あれは、観光産業いうものが出ていました。あれは、観光産業いうものが出ていました。あれは、観光産業

というのが美唄の地域経済にとってどういうというのが美唄の地域経済にとってどういうというのが美唄の地域経済にとってどういうというのが美唄の地域経済にとってどういう

位置を生み出すかと、どういう位置を生み出位置を生み出すかと、どういう位置を生み出位置を生み出すかと、どういう位置を生み出位置を生み出すかと、どういう位置を生み出

そうとして進むのかと、そしてどういう資源そうとして進むのかと、そしてどういう資源そうとして進むのかと、そしてどういう資源そうとして進むのかと、そしてどういう資源

がうちにあるのかということ問われているんがうちにあるのかということ問われているんがうちにあるのかということ問われているんがうちにあるのかということ問われているん

ですけれど、答えられている内容が全然、ちですけれど、答えられている内容が全然、ちですけれど、答えられている内容が全然、ちですけれど、答えられている内容が全然、ち

ょっと方向違っていました、申しわけないでょっと方向違っていました、申しわけないでょっと方向違っていました、申しわけないでょっと方向違っていました、申しわけないで

すけれども。そういうところで経済を高めよすけれども。そういうところで経済を高めよすけれども。そういうところで経済を高めよすけれども。そういうところで経済を高めよ

うということやっているわけじゃないですか。うということやっているわけじゃないですか。うということやっているわけじゃないですか。うということやっているわけじゃないですか。

たとえば福祉、年金、美唄市の年金は100億たとえば福祉、年金、美唄市の年金は100億たとえば福祉、年金、美唄市の年金は100億たとえば福祉、年金、美唄市の年金は100億

円突破していることは間違いないです。そし円突破していることは間違いないです。そし円突破していることは間違いないです。そし円突破していることは間違いないです。そし

て、関係施設でお金が循環しているものも合て、関係施設でお金が循環しているものも合て、関係施設でお金が循環しているものも合て、関係施設でお金が循環しているものも合

わせて、これは一番先にやりましたよね。８わせて、これは一番先にやりましたよね。８わせて、これは一番先にやりましたよね。８わせて、これは一番先にやりましたよね。８

年前のときで46億円だったです、これ年金を年前のときで46億円だったです、これ年金を年前のときで46億円だったです、これ年金を年前のときで46億円だったです、これ年金を

除いてです、私の推計で、既存の資料でもっ除いてです、私の推計で、既存の資料でもっ除いてです、私の推計で、既存の資料でもっ除いてです、私の推計で、既存の資料でもっ

て。お金が循環しているやつ、いわゆるフロて。お金が循環しているやつ、いわゆるフロて。お金が循環しているやつ、いわゆるフロて。お金が循環しているやつ、いわゆるフロ

ーで流れているものです。これ、ちゃんと経ーで流れているものです。これ、ちゃんと経ーで流れているものです。これ、ちゃんと経ーで流れているものです。これ、ちゃんと経

済伴っているでしょう。済伴っているでしょう。済伴っているでしょう。済伴っているでしょう。

環境、まさに環境で優等生だったら、ビジ環境、まさに環境で優等生だったら、ビジ環境、まさに環境で優等生だったら、ビジ環境、まさに環境で優等生だったら、ビジ

ネスとしてまちが来ます。言われるでしょう、ネスとしてまちが来ます。言われるでしょう、ネスとしてまちが来ます。言われるでしょう、ネスとしてまちが来ます。言われるでしょう、

環境抜きに、もうビジネスは成立しない。特環境抜きに、もうビジネスは成立しない。特環境抜きに、もうビジネスは成立しない。特環境抜きに、もうビジネスは成立しない。特

に製造業は同じ。それから、この環境に伴っに製造業は同じ。それから、この環境に伴っに製造業は同じ。それから、この環境に伴っに製造業は同じ。それから、この環境に伴っ

ていくクリーンの発想がなければ、食品業はていくクリーンの発想がなければ、食品業はていくクリーンの発想がなければ、食品業はていくクリーンの発想がなければ、食品業は

もうやれない。オリジナリティーのものでなもうやれない。オリジナリティーのものでなもうやれない。オリジナリティーのものでなもうやれない。オリジナリティーのものでな

いんです、この経済。いんです、この経済。いんです、この経済。いんです、この経済。

ただ、経済振興というものを意識して頑張ただ、経済振興というものを意識して頑張ただ、経済振興というものを意識して頑張ただ、経済振興というものを意識して頑張

るよと。そのための仕組みづくりとか枠組みるよと。そのための仕組みづくりとか枠組みるよと。そのための仕組みづくりとか枠組みるよと。そのための仕組みづくりとか枠組み

づくりとかというのをやっていかなければだづくりとかというのをやっていかなければだづくりとかというのをやっていかなければだづくりとかというのをやっていかなければだ

めだよと。地域循環型経済システム、それはめだよと。地域循環型経済システム、それはめだよと。地域循環型経済システム、それはめだよと。地域循環型経済システム、それは

農業を中心にしてというんです、構想として農業を中心にしてというんです、構想として農業を中心にしてというんです、構想として農業を中心にしてというんです、構想として
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考えられているものは。それは、経済振興と考えられているものは。それは、経済振興と考えられているものは。それは、経済振興と考えられているものは。それは、経済振興と

いう柱じゃないんです。地域経済の産業を、いう柱じゃないんです。地域経済の産業を、いう柱じゃないんです。地域経済の産業を、いう柱じゃないんです。地域経済の産業を、

どの産業を中心にして、その産業を進めていどの産業を中心にして、その産業を進めていどの産業を中心にして、その産業を進めていどの産業を中心にして、その産業を進めてい

くという、いわゆる武道場の問題なんでしょくという、いわゆる武道場の問題なんでしょくという、いわゆる武道場の問題なんでしょくという、いわゆる武道場の問題なんでしょ

う、それに波及させて。それは、もうやらなう、それに波及させて。それは、もうやらなう、それに波及させて。それは、もうやらなう、それに波及させて。それは、もうやらな

きゃならんことです。経済振興なんていう柱、きゃならんことです。経済振興なんていう柱、きゃならんことです。経済振興なんていう柱、きゃならんことです。経済振興なんていう柱、

建物は建てまいと。そういう視点で私は言っ建物は建てまいと。そういう視点で私は言っ建物は建てまいと。そういう視点で私は言っ建物は建てまいと。そういう視点で私は言っ

ているんです。ているんです。ているんです。ているんです。

そして、この環境だって福祉だって交流だそして、この環境だって福祉だって交流だそして、この環境だって福祉だって交流だそして、この環境だって福祉だって交流だ

ったって、みんなビジネスの場所につながっったって、みんなビジネスの場所につながっったって、みんなビジネスの場所につながっったって、みんなビジネスの場所につながっ

ていきます、全部。そして、経済効果を上げていきます、全部。そして、経済効果を上げていきます、全部。そして、経済効果を上げていきます、全部。そして、経済効果を上げ

るということ、この美唄なんだから、交流のるということ、この美唄なんだから、交流のるということ、この美唄なんだから、交流のるということ、この美唄なんだから、交流の

中で観光業を担当しているところだって、何中で観光業を担当しているところだって、何中で観光業を担当しているところだって、何中で観光業を担当しているところだって、何

としても美唄の経済を観光産業の波及効果をとしても美唄の経済を観光産業の波及効果をとしても美唄の経済を観光産業の波及効果をとしても美唄の経済を観光産業の波及効果を

通じて、あるいはイベント等を通じて、そし通じて、あるいはイベント等を通じて、そし通じて、あるいはイベント等を通じて、そし通じて、あるいはイベント等を通じて、そし

て地域経済に少しでも効果を上げようという、て地域経済に少しでも効果を上げようという、て地域経済に少しでも効果を上げようという、て地域経済に少しでも効果を上げようという、

こういう立場で仕事やるんじゃないですか。こういう立場で仕事やるんじゃないですか。こういう立場で仕事やるんじゃないですか。こういう立場で仕事やるんじゃないですか。

それで、市民の活気もそういうものに求めてそれで、市民の活気もそういうものに求めてそれで、市民の活気もそういうものに求めてそれで、市民の活気もそういうものに求めて

こようとか、そしてよそからも入ってきてもこようとか、そしてよそからも入ってきてもこようとか、そしてよそからも入ってきてもこようとか、そしてよそからも入ってきても

らおうとか、そういうことじゃないでしょうらおうとか、そういうことじゃないでしょうらおうとか、そういうことじゃないでしょうらおうとか、そういうことじゃないでしょう

か。か。か。か。

だから、オリジナリティーな柱になり得なだから、オリジナリティーな柱になり得なだから、オリジナリティーな柱になり得なだから、オリジナリティーな柱になり得な

いということを言っている。意図的にこれをいということを言っている。意図的にこれをいということを言っている。意図的にこれをいということを言っている。意図的にこれを

意識して、経済をきっちり意識して、いま地意識して、経済をきっちり意識して、いま地意識して、経済をきっちり意識して、いま地意識して、経済をきっちり意識して、いま地

方でやっている仕事を全部そこに集約させる方でやっている仕事を全部そこに集約させる方でやっている仕事を全部そこに集約させる方でやっている仕事を全部そこに集約させる

んだと。そして、美唄の地域経済をつくり上んだと。そして、美唄の地域経済をつくり上んだと。そして、美唄の地域経済をつくり上んだと。そして、美唄の地域経済をつくり上

げていくんだと、あるいはそれぞれの市民もげていくんだと、あるいはそれぞれの市民もげていくんだと、あるいはそれぞれの市民もげていくんだと、あるいはそれぞれの市民も

そう考えておられたと、そういうような形のそう考えておられたと、そういうような形のそう考えておられたと、そういうような形のそう考えておられたと、そういうような形の

１つの方向性というんならわからんわけでは１つの方向性というんならわからんわけでは１つの方向性というんならわからんわけでは１つの方向性というんならわからんわけでは

ないよ。３つの戦略というのは、後押しするないよ。３つの戦略というのは、後押しするないよ。３つの戦略というのは、後押しするないよ。３つの戦略というのは、後押しする

には、これをやるためには経済がしっかりしには、これをやるためには経済がしっかりしには、これをやるためには経済がしっかりしには、これをやるためには経済がしっかりし

なかったらできないというような発想の答弁なかったらできないというような発想の答弁なかったらできないというような発想の答弁なかったらできないというような発想の答弁

じゃないですか。そんなこと、話にならないじゃないですか。そんなこと、話にならないじゃないですか。そんなこと、話にならないじゃないですか。そんなこと、話にならない

じゃないですか、それは。そこの１点だけ、じゃないですか、それは。そこの１点だけ、じゃないですか、それは。そこの１点だけ、じゃないですか、それは。そこの１点だけ、

はっきりしてください。そんな話にならないはっきりしてください。そんな話にならないはっきりしてください。そんな話にならないはっきりしてください。そんな話にならない

でしょう。こっちの方は、戦略テーマでこのでしょう。こっちの方は、戦略テーマでこのでしょう。こっちの方は、戦略テーマでこのでしょう。こっちの方は、戦略テーマでこの

まちをつくって、それで地域経済生きていこまちをつくって、それで地域経済生きていこまちをつくって、それで地域経済生きていこまちをつくって、それで地域経済生きていこ

うと言っているのに、金を生み出していこううと言っているのに、金を生み出していこううと言っているのに、金を生み出していこううと言っているのに、金を生み出していこう

と言っているのに、その辺ちょっと。市長のと言っているのに、その辺ちょっと。市長のと言っているのに、その辺ちょっと。市長のと言っているのに、その辺ちょっと。市長の

答弁として、そんなもの議会に残しておくわ答弁として、そんなもの議会に残しておくわ答弁として、そんなもの議会に残しておくわ答弁として、そんなもの議会に残しておくわ

けにいかないです。けにいかないです。けにいかないです。けにいかないです。

●議長長岡正勝君 市長。●議長長岡正勝君 市長。●議長長岡正勝君 市長。●議長長岡正勝君 市長。

●市長桜井道夫君 いま重点政策の考え方で●市長桜井道夫君 いま重点政策の考え方で●市長桜井道夫君 いま重点政策の考え方で●市長桜井道夫君 いま重点政策の考え方で

ございますけれども、「福祉」「環境」「交ございますけれども、「福祉」「環境」「交ございますけれども、「福祉」「環境」「交ございますけれども、「福祉」「環境」「交

流」という、確かにオリジナリティーという流」という、確かにオリジナリティーという流」という、確かにオリジナリティーという流」という、確かにオリジナリティーという

分野とは性格は異なるとは思いますけれども、分野とは性格は異なるとは思いますけれども、分野とは性格は異なるとは思いますけれども、分野とは性格は異なるとは思いますけれども、

いま美唄市のまちづくりの今後を考えるとき、いま美唄市のまちづくりの今後を考えるとき、いま美唄市のまちづくりの今後を考えるとき、いま美唄市のまちづくりの今後を考えるとき、

いわゆる「経済・振興」は本当に私は大切ないわゆる「経済・振興」は本当に私は大切ないわゆる「経済・振興」は本当に私は大切ないわゆる「経済・振興」は本当に私は大切な

ものであるということで、この位置づけに関ものであるということで、この位置づけに関ものであるということで、この位置づけに関ものであるということで、この位置づけに関

しましては今後どのような位置づけにするかしましては今後どのような位置づけにするかしましては今後どのような位置づけにするかしましては今後どのような位置づけにするか

別としましても、いまの３本柱を支える主要別としましても、いまの３本柱を支える主要別としましても、いまの３本柱を支える主要別としましても、いまの３本柱を支える主要

なものであるということで、これを重点課題なものであるということで、これを重点課題なものであるということで、これを重点課題なものであるということで、これを重点課題

というような取り組みとしてまちづくりプラというような取り組みとしてまちづくりプラというような取り組みとしてまちづくりプラというような取り組みとしてまちづくりプラ

ンの部分には取り入れていきたい。ンの部分には取り入れていきたい。ンの部分には取り入れていきたい。ンの部分には取り入れていきたい。

なお、自立推進計画にこの「経済・振興」なお、自立推進計画にこの「経済・振興」なお、自立推進計画にこの「経済・振興」なお、自立推進計画にこの「経済・振興」

を加えている関係もありますので、それらのを加えている関係もありますので、それらのを加えている関係もありますので、それらのを加えている関係もありますので、それらの

整合性をとりながら今後検討してまいりたい整合性をとりながら今後検討してまいりたい整合性をとりながら今後検討してまいりたい整合性をとりながら今後検討してまいりたい

と思っております。と思っております。と思っております。と思っております。

●議長長岡正勝君 以上で一般質問を終わり●議長長岡正勝君 以上で一般質問を終わり●議長長岡正勝君 以上で一般質問を終わり●議長長岡正勝君 以上で一般質問を終わり

ます。ます。ます。ます。

●議長長岡正勝君 次に日程の第３、意見書●議長長岡正勝君 次に日程の第３、意見書●議長長岡正勝君 次に日程の第３、意見書●議長長岡正勝君 次に日程の第３、意見書

案第25号「真の地方分権改革の確実な実現」案第25号「真の地方分権改革の確実な実現」案第25号「真の地方分権改革の確実な実現」案第25号「真の地方分権改革の確実な実現」

に関する意見書を議題といたします。に関する意見書を議題といたします。に関する意見書を議題といたします。に関する意見書を議題といたします。

本件に関し、提案理由の説明を求めます。本件に関し、提案理由の説明を求めます。本件に関し、提案理由の説明を求めます。本件に関し、提案理由の説明を求めます。

20番林 国夫議員。20番林 国夫議員。20番林 国夫議員。20番林 国夫議員。

●20番林 国夫議員（登壇） ただいま議題●20番林 国夫議員（登壇） ただいま議題●20番林 国夫議員（登壇） ただいま議題●20番林 国夫議員（登壇） ただいま議題

となりました意見書案第25号につきまして、となりました意見書案第25号につきまして、となりました意見書案第25号につきまして、となりました意見書案第25号につきまして、
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案文を朗読し、提案理由の説明にかえさせて案文を朗読し、提案理由の説明にかえさせて案文を朗読し、提案理由の説明にかえさせて案文を朗読し、提案理由の説明にかえさせて

いただきます。いただきます。いただきます。いただきます。

「真の地方分権改革の確実「真の地方分権改革の確実「真の地方分権改革の確実「真の地方分権改革の確実

な実現」に関する意見書な実現」に関する意見書な実現」に関する意見書な実現」に関する意見書

「三位一体の改革」は、小泉内閣総理大臣「三位一体の改革」は、小泉内閣総理大臣「三位一体の改革」は、小泉内閣総理大臣「三位一体の改革」は、小泉内閣総理大臣

が進める「国から地方へ」の構造改革の最大が進める「国から地方へ」の構造改革の最大が進める「国から地方へ」の構造改革の最大が進める「国から地方へ」の構造改革の最大

の柱であり、全国一律・画一的な施策を転換の柱であり、全国一律・画一的な施策を転換の柱であり、全国一律・画一的な施策を転換の柱であり、全国一律・画一的な施策を転換

し、地方の自由度を高め、効率的な行財政運し、地方の自由度を高め、効率的な行財政運し、地方の自由度を高め、効率的な行財政運し、地方の自由度を高め、効率的な行財政運

営を確立することにあります。営を確立することにあります。営を確立することにあります。営を確立することにあります。

地方六団体は、平成18年度までの第１期改地方六団体は、平成18年度までの第１期改地方六団体は、平成18年度までの第１期改地方六団体は、平成18年度までの第１期改

革において、３兆円の税源移譲を確実に実施革において、３兆円の税源移譲を確実に実施革において、３兆円の税源移譲を確実に実施革において、３兆円の税源移譲を確実に実施

するため、昨年の3.2兆円の国庫補助負担金改するため、昨年の3.2兆円の国庫補助負担金改するため、昨年の3.2兆円の国庫補助負担金改するため、昨年の3.2兆円の国庫補助負担金改

革案の提出に続き、政府からの再度の要請に革案の提出に続き、政府からの再度の要請に革案の提出に続き、政府からの再度の要請に革案の提出に続き、政府からの再度の要請に

より、去る７月20日に残り6,000億円の確実なより、去る７月20日に残り6,000億円の確実なより、去る７月20日に残り6,000億円の確実なより、去る７月20日に残り6,000億円の確実な

税源移譲を目指して、「国庫補助負担金等に税源移譲を目指して、「国庫補助負担金等に税源移譲を目指して、「国庫補助負担金等に税源移譲を目指して、「国庫補助負担金等に

関する改革案（２）」を取りまとめ、改めて関する改革案（２）」を取りまとめ、改めて関する改革案（２）」を取りまとめ、改めて関する改革案（２）」を取りまとめ、改めて

小泉内閣総理大臣に提出したところでありま小泉内閣総理大臣に提出したところでありま小泉内閣総理大臣に提出したところでありま小泉内閣総理大臣に提出したところでありま

す。す。す。す。

政府・与党においては、去る11月30日、政府・与党においては、去る11月30日、政府・与党においては、去る11月30日、政府・与党においては、去る11月30日、

「三位一体の改革について」決定され、地方「三位一体の改革について」決定され、地方「三位一体の改革について」決定され、地方「三位一体の改革について」決定され、地方

への３兆円の税源移譲、施設整備費国庫補助への３兆円の税源移譲、施設整備費国庫補助への３兆円の税源移譲、施設整備費国庫補助への３兆円の税源移譲、施設整備費国庫補助

負担金の一部について税源移譲の対象とされ、負担金の一部について税源移譲の対象とされ、負担金の一部について税源移譲の対象とされ、負担金の一部について税源移譲の対象とされ、

また、生活保護費負担金の地方への負担転嫁また、生活保護費負担金の地方への負担転嫁また、生活保護費負担金の地方への負担転嫁また、生活保護費負担金の地方への負担転嫁

を行なわなかったことは評価するものであるを行なわなかったことは評価するものであるを行なわなかったことは評価するものであるを行なわなかったことは評価するものである

が、「地方の改革案」になかった児童扶養手が、「地方の改革案」になかった児童扶養手が、「地方の改革案」になかった児童扶養手が、「地方の改革案」になかった児童扶養手

当や児童手当、義務教育費国庫負担金の負担当や児童手当、義務教育費国庫負担金の負担当や児童手当、義務教育費国庫負担金の負担当や児童手当、義務教育費国庫負担金の負担

率の引き下げなど、真の地方分権改革の理念率の引き下げなど、真の地方分権改革の理念率の引き下げなど、真の地方分権改革の理念率の引き下げなど、真の地方分権改革の理念

に沿わない内容や課題も多く含まれ、今後、に沿わない内容や課題も多く含まれ、今後、に沿わない内容や課題も多く含まれ、今後、に沿わない内容や課題も多く含まれ、今後、

「真の地方分権改革の確実な実現」に向け、「真の地方分権改革の確実な実現」に向け、「真の地方分権改革の確実な実現」に向け、「真の地方分権改革の確実な実現」に向け、

「地方の改革案」に沿って平成19年度以降も「地方の改革案」に沿って平成19年度以降も「地方の改革案」に沿って平成19年度以降も「地方の改革案」に沿って平成19年度以降も

「第２期改革」として、更なる改革を強力に「第２期改革」として、更なる改革を強力に「第２期改革」として、更なる改革を強力に「第２期改革」として、更なる改革を強力に

推進する必要があります。推進する必要があります。推進する必要があります。推進する必要があります。

よって、国においては、平成18年度の地方よって、国においては、平成18年度の地方よって、国においては、平成18年度の地方よって、国においては、平成18年度の地方

税財源対策において、真の地方分権改革を実税財源対策において、真の地方分権改革を実税財源対策において、真の地方分権改革を実税財源対策において、真の地方分権改革を実

現するよう、下記事項の実現を強く求めます。現するよう、下記事項の実現を強く求めます。現するよう、下記事項の実現を強く求めます。現するよう、下記事項の実現を強く求めます。

記記記記

１．地方交付税の所要総額の確保１．地方交付税の所要総額の確保１．地方交付税の所要総額の確保１．地方交付税の所要総額の確保

平成18年度の地方交付税については、平成18年度の地方交付税については、平成18年度の地方交付税については、平成18年度の地方交付税については、

「基本方針2005」の閣議決定を踏まえ、地「基本方針2005」の閣議決定を踏まえ、地「基本方針2005」の閣議決定を踏まえ、地「基本方針2005」の閣議決定を踏まえ、地

方公共団体の安定的財政運営に支障を来た方公共団体の安定的財政運営に支障を来た方公共団体の安定的財政運営に支障を来た方公共団体の安定的財政運営に支障を来た

すことのないよう、地方交付税の所要総額すことのないよう、地方交付税の所要総額すことのないよう、地方交付税の所要総額すことのないよう、地方交付税の所要総額

を確保すること。を確保すること。を確保すること。を確保すること。

また、税源移譲が行われても、税源移譲また、税源移譲が行われても、税源移譲また、税源移譲が行われても、税源移譲また、税源移譲が行われても、税源移譲

額が国庫補助負担金廃止に伴い財源措置す額が国庫補助負担金廃止に伴い財源措置す額が国庫補助負担金廃止に伴い財源措置す額が国庫補助負担金廃止に伴い財源措置す

べき額に満たない地方公共団体については、べき額に満たない地方公共団体については、べき額に満たない地方公共団体については、べき額に満たない地方公共団体については、

地方交付税の算定等を通じて確実に財源措地方交付税の算定等を通じて確実に財源措地方交付税の算定等を通じて確実に財源措地方交付税の算定等を通じて確実に財源措

置を行うこと。置を行うこと。置を行うこと。置を行うこと。

２．３兆円規模の確実な税源移譲２．３兆円規模の確実な税源移譲２．３兆円規模の確実な税源移譲２．３兆円規模の確実な税源移譲

３兆円の税源移譲に当たっては、所得税３兆円の税源移譲に当たっては、所得税３兆円の税源移譲に当たっては、所得税３兆円の税源移譲に当たっては、所得税

から個人住民税への10％比例税率化によりから個人住民税への10％比例税率化によりから個人住民税への10％比例税率化によりから個人住民税への10％比例税率化により

実現すること。実現すること。実現すること。実現すること。

また、個人所得課税全体で実質的な増税また、個人所得課税全体で実質的な増税また、個人所得課税全体で実質的な増税また、個人所得課税全体で実質的な増税

とならないよう適切な負担調整措置を講ずとならないよう適切な負担調整措置を講ずとならないよう適切な負担調整措置を講ずとならないよう適切な負担調整措置を講ず

ること。ること。ること。ること。

３．都市税源の充実確保３．都市税源の充実確保３．都市税源の充実確保３．都市税源の充実確保

個人住民税は、負担分任の性格を有する個人住民税は、負担分任の性格を有する個人住民税は、負担分任の性格を有する個人住民税は、負担分任の性格を有する

とともに、福祉等の対人サービスを安定的とともに、福祉等の対人サービスを安定的とともに、福祉等の対人サービスを安定的とともに、福祉等の対人サービスを安定的

に支えていく上で極めて重要な税であり、に支えていく上で極めて重要な税であり、に支えていく上で極めて重要な税であり、に支えていく上で極めて重要な税であり、

市町村への配分割合を高めること。市町村への配分割合を高めること。市町村への配分割合を高めること。市町村への配分割合を高めること。

４．真の地方分権改革のための「第２期改４．真の地方分権改革のための「第２期改４．真の地方分権改革のための「第２期改４．真の地方分権改革のための「第２期改

革」の実施革」の実施革」の実施革」の実施

政府においては、「三位一体の改革」を政府においては、「三位一体の改革」を政府においては、「三位一体の改革」を政府においては、「三位一体の改革」を

平成18年度までの第１期改革にとどめるこ平成18年度までの第１期改革にとどめるこ平成18年度までの第１期改革にとどめるこ平成18年度までの第１期改革にとどめるこ

となく、「真の地方分権改革の確実な実となく、「真の地方分権改革の確実な実となく、「真の地方分権改革の確実な実となく、「真の地方分権改革の確実な実

現」に向け、平成19年度以降も「第２期改現」に向け、平成19年度以降も「第２期改現」に向け、平成19年度以降も「第２期改現」に向け、平成19年度以降も「第２期改

革」として「地方の改革案」に沿った更な革」として「地方の改革案」に沿った更な革」として「地方の改革案」に沿った更な革」として「地方の改革案」に沿った更な

る改革を引き続き強力に推進すること。る改革を引き続き強力に推進すること。る改革を引き続き強力に推進すること。る改革を引き続き強力に推進すること。

５．義務教育費国庫補助負担金について５．義務教育費国庫補助負担金について５．義務教育費国庫補助負担金について５．義務教育費国庫補助負担金について
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地方が創意と工夫に満ちた教育行政を展地方が創意と工夫に満ちた教育行政を展地方が創意と工夫に満ちた教育行政を展地方が創意と工夫に満ちた教育行政を展

開するため、「地方の改革案」に沿った税開するため、「地方の改革案」に沿った税開するため、「地方の改革案」に沿った税開するため、「地方の改革案」に沿った税

源移譲を実現すること。源移譲を実現すること。源移譲を実現すること。源移譲を実現すること。

６．施設整備費国庫補助負担金について６．施設整備費国庫補助負担金について６．施設整備費国庫補助負担金について６．施設整備費国庫補助負担金について

施設整備費国庫補助負担金の一部につい施設整備費国庫補助負担金の一部につい施設整備費国庫補助負担金の一部につい施設整備費国庫補助負担金の一部につい

て税源移譲割合が50％とされ、税源移譲のて税源移譲割合が50％とされ、税源移譲のて税源移譲割合が50％とされ、税源移譲のて税源移譲割合が50％とされ、税源移譲の

対象とされたところではあるが、地方の裁対象とされたところではあるが、地方の裁対象とされたところではあるが、地方の裁対象とされたところではあるが、地方の裁

量を高めるため、「第２期改革」において、量を高めるため、「第２期改革」において、量を高めるため、「第２期改革」において、量を高めるため、「第２期改革」において、

「地方の改革案」に沿った施設整備費国庫「地方の改革案」に沿った施設整備費国庫「地方の改革案」に沿った施設整備費国庫「地方の改革案」に沿った施設整備費国庫

補助負担金の税源移譲を実現すること。補助負担金の税源移譲を実現すること。補助負担金の税源移譲を実現すること。補助負担金の税源移譲を実現すること。

７．法定率分の引き上げ等の確実な財源措置７．法定率分の引き上げ等の確実な財源措置７．法定率分の引き上げ等の確実な財源措置７．法定率分の引き上げ等の確実な財源措置

税源移譲に伴う地方財源不足に対する補税源移譲に伴う地方財源不足に対する補税源移譲に伴う地方財源不足に対する補税源移譲に伴う地方財源不足に対する補

てんについては、地方交付税法の原則に従てんについては、地方交付税法の原則に従てんについては、地方交付税法の原則に従てんについては、地方交付税法の原則に従

い、法定率分の引き上げで対応すること。い、法定率分の引き上げで対応すること。い、法定率分の引き上げで対応すること。い、法定率分の引き上げで対応すること。

８．地方財政計画における決算かい離の同時８．地方財政計画における決算かい離の同時８．地方財政計画における決算かい離の同時８．地方財政計画における決算かい離の同時

一体的な是正一体的な是正一体的な是正一体的な是正

地方財政計画と決算とのかい離について地方財政計画と決算とのかい離について地方財政計画と決算とのかい離について地方財政計画と決算とのかい離について

は、平成18年度以降についても、引き続きは、平成18年度以降についても、引き続きは、平成18年度以降についても、引き続きは、平成18年度以降についても、引き続き

同時一体的に規模是正を行なうこと。同時一体的に規模是正を行なうこと。同時一体的に規模是正を行なうこと。同時一体的に規模是正を行なうこと。

９．「国と地方の協議の場」の制度化９．「国と地方の協議の場」の制度化９．「国と地方の協議の場」の制度化９．「国と地方の協議の場」の制度化

「真の地方分権改革の確実な実現」を推「真の地方分権改革の確実な実現」を推「真の地方分権改革の確実な実現」を推「真の地方分権改革の確実な実現」を推

進するため、「国と地方の協議の場」を定進するため、「国と地方の協議の場」を定進するため、「国と地方の協議の場」を定進するため、「国と地方の協議の場」を定

期的に開催し、これを制度化すること。期的に開催し、これを制度化すること。期的に開催し、これを制度化すること。期的に開催し、これを制度化すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見以上、地方自治法第99条の規定により意見以上、地方自治法第99条の規定により意見以上、地方自治法第99条の規定により意見

書を提出します。書を提出します。書を提出します。書を提出します。

平成17年12月13日平成17年12月13日平成17年12月13日平成17年12月13日

北海道美唄市議会北海道美唄市議会北海道美唄市議会北海道美唄市議会

なお、提出先は、案文記載のとおりでありなお、提出先は、案文記載のとおりでありなお、提出先は、案文記載のとおりでありなお、提出先は、案文記載のとおりであり

ますので、何とぞ原案のとおりご承認いただますので、何とぞ原案のとおりご承認いただますので、何とぞ原案のとおりご承認いただますので、何とぞ原案のとおりご承認いただ

きますようお願い申し上げまして、提案理由きますようお願い申し上げまして、提案理由きますようお願い申し上げまして、提案理由きますようお願い申し上げまして、提案理由

の説明を終わらせていただきます。の説明を終わらせていただきます。の説明を終わらせていただきます。の説明を終わらせていただきます。

●議長長岡正勝君 お諮りいたします。●議長長岡正勝君 お諮りいたします。●議長長岡正勝君 お諮りいたします。●議長長岡正勝君 お諮りいたします。

ただいま提案理由の説明ありました意見書ただいま提案理由の説明ありました意見書ただいま提案理由の説明ありました意見書ただいま提案理由の説明ありました意見書

案第25号については、別にご発言もないよう案第25号については、別にご発言もないよう案第25号については、別にご発言もないよう案第25号については、別にご発言もないよう

ですので、原案のとおり決することにご異議ですので、原案のとおり決することにご異議ですので、原案のとおり決することにご異議ですので、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。ありませんか。ありませんか。ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］

ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。

意見書案第25号「真の地方分権改意見書案第25号「真の地方分権改意見書案第25号「真の地方分権改意見書案第25号「真の地方分権改よって、よって、よって、よって、

は、原案のは、原案のは、原案のは、原案の革の確実な実現」に関する意見書革の確実な実現」に関する意見書革の確実な実現」に関する意見書革の確実な実現」に関する意見書

とおり決定されました。とおり決定されました。とおり決定されました。とおり決定されました。

●議長長岡正勝君 これをもって本日の日程●議長長岡正勝君 これをもって本日の日程●議長長岡正勝君 これをもって本日の日程●議長長岡正勝君 これをもって本日の日程

は全部終了いたしました。は全部終了いたしました。は全部終了いたしました。は全部終了いたしました。

本日はこれをもって散会いたします。本日はこれをもって散会いたします。本日はこれをもって散会いたします。本日はこれをもって散会いたします。

午後２時３４分 散会午後２時３４分 散会午後２時３４分 散会午後２時３４分 散会


